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電子計算機による情報処理は、社会 ・経済の発展にともない、各種情報の蓄積 ・加工 ・供給を最も有機的 、効果的

に進める担い手 として最近 とくにその役割の重要性が認識 されてきております。

また、情報処理そのものも、第3世 代電子計算機の登場以来 、その利用分野の拡大とともに経営 の意志決定 システ

ム、コンピュータの不特定多数 による共同利用 といった高度化 の方向が検討されつつあ り、従来の事後処理的な利用

から見ると、現在の情報処理は大きな発展期を迎えているともいえます。このような情勢 において情報処理 および情

報処理産業 の前途には解決 を要する幾多の課題があ ります。

すなわち、現代の企業は増 々大規模化 の傾向にあり、組織 も複雑化しっつあります。このため組織内で扱われる情

報 も増大する一方で、企業の経営においては情報管理が重要な問題 となり、組織 のあらゆる人に必要 なときに必要な

情報 を必要な形で与えることのできるような情報 システムの確立が強 く望まれてきております。

この実務上 の要求から現在確立 されつつある情報 システムにおいて特に重要なものがデータを集中管理する大容量

ファイルシステムであ ります。当財団は情報処理に関す るこれら諸問題解決のため、各種の調査、研究事業 を実施 し

ておりますが、この研究報告書 はその一環 として大容量 の記憶装置による情報の貯蔵 と検索方式 の研究を推進するた

め、財団法人大阪科学技術 センターに委託 した研究結果 をとりまとめたものであります。

なお、この事業は 日本自転車振興会の機械 工業振興資金による 「昭和43年 度 、情報処理に関する調査 ・研究補助

事業 」のうち、「機械工業に関する情報の検索 システムとプログラム開発 」の一部 として実施 したものであ ります。

ここに本研究実施にご尽力ならびに御支援 を賜わった関係各位に心 より感謝の意を表 します とともに、本報告が、

各方面に利用され、わが国情報処理産業発展の一助 として寄与できますよう念願いたす次第であ ります。

ト
昭和44年3月

(財)日 本情報処理開発センター

会 長 難 波 捷 吾
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1研 究者情報検索システム.

…
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情報検索 システムは電子計算機の応用分野 のうちにおいても、とくに重要な、また広汎な領域 を占めている。われ

われの日常生活において・ ほとんど連続的に存在する意思決定の有用性が、それの前提となった使用情報の多寡 と情報

提供の遅速に関係することか らも、このことは明 らかであろう。

しかし、この種 のシステム開発に関する研究は、「般の認識に比 して非常に少な く、国内においてはわずかに2,

3の 大学 、研究機関において行なわれて来たに過 ぎない。また、その殆んどが情報の ドキュメンテーション・サイエ

ンスを論 じており、システ ムの構成にふれているものは極めて少ないばか りでなく、その研究過程においては、理論

的研究にあ りがちな条件設定に技術的な制約からの安易性 の存在することが懸念される。そこでこのたび、機械工業

の各種情報を有効に相互利用するための技術の確立を目指 して大容量の配慮装置による情報の貯蔵 と検索方式 の研究

を実施 するに当 っては 、研究者情報検索ならびに設計図面検索とい う具体的な システムについてファイル構成、検索

ロジック等検索 システムとプログラムの開発、情報の収集と分類の研究および検索システムの実用化 の条件に関する

研究を行ない、その過程か ら問題点を抽出し、今後の研究の指針を得よ うとしたのである。

以下において述べる事項は システム構成の基本理念とその構成結果 、ならびにその間に存在する思考経過であ って、

fiVtは情報検索の典型的な例 と考えられる研究者情報検索 システムを関西在住理工学研究者を対象に作成 したモデル

について述べ、画においては特殊例ではあるが、今日各種生産企業からその必要性が唱えられ、二次情報ならびに出

力情報の構成にとくに困難が感 ぜられる図面検索 システムについて述べた。またこの研究過程において、とくに解明

せねばならない理論的問題点 とその解法 を、今後情報検索 システムを作成する場合に直ちに適用できるように表現し・

これをWと した。 ・

以下にその概要 を述べる。

1研 究 者情報検 索 シ ステム

■

1.1.シ ステムの基本構想

1.L1情 報 の収 集

大規模な情報 サービス機関で取扱 う情報 の決定とその収集法の決定は、簡単に定めうるものではな く・ 目的にあ った

ようになる誉で何回 もフィー ド・パックして、よりよい ものに成長させていかねぱならない。本 システムの情報収集

は次のよ うな思考基準で行なわれた。

ω 従来大阪科学技術センターに寄せ られた依頼質問よりそのパターンを抽出する と次の形を とる。

・ 試験分析依頼 ・ コ ンサルタント紹介 ・ 鑑定依頼 ・ 機械器具 、原材料紹介

・ 技術指導 、研究依頼 ・ 設計、製作依頼 ・ その他

一1一



したがって、これらに関係する情報 を集めるべきである。

(2}情 報 の正確性、網羅性より、直接研究者 より収集せねばならない。

(3)記 入方法をできるだけ安易にする。 ・・

(4)回 収率を大にする。

以上の基本方針より、情報を研究者に個有な内的属性情報 と、研究者の状態によって変化 しうる外的属性情報にわ

け、図1-1の よ うな調査票を作成し、大学事務局を通 じて配布 した。その回収率は90%で あ り、総数約1,200部

である。

情報の更新 は外的情報については年⇒回、内的情報については5～6年tL-一 ・回の割合で行なう。

、

研 究 者 にっ い ての 概要 〔大学・国公立研究機関)記 入年朋(年 月 日1

氏

名

現住

所

ふりがな 生 年 月n

勤

務

先

大

学

校
名 1司 障1 瞬1

明 × 昭

・ 年 月 日
役
口
名

教

授

助
教
授

常餌

動師

」ロ日
常
動師

助

手

所属講座または
研究室の責任音名

TEし..、.、._`)

所
在
地 TEL.、._、 、『 〔)

研

竃
関

機
関名

1、部1 1、緑ll 因離 大学 学部 科

役
口
名

直属責任吉名学

位

雀嬰
.

.

雀 ・TドL ...._(}

専

門

別

分

類

1.冑 械 工 学6.原 子 ヵ 工 学IL経 営 工 学

2.電 気 通信 工学7.江 山 学12.工 芸 学

3.土 木 建 築工 事8,金 属 工 学13.そ の 他

4.応n】 イヒ 学9.繊 維 工 学

5.応 用 理 学10.絵 組 航空 工学

過"

表文

テーマまたは著書名 掲載法名・発行所 発表年月

.

■科

攻目

のお

研 よ

究び
テ

1主
マな

と著

発書
書名

現在

の
研
究テ

ー
マ

テ ー マ 名 漕手日と終了予定日)

技

術

相

駿

A
可

・

否一

相険に応 じられ る内容

直
接
新
田
の

更 新 の 箇 所 年 月 日

1.

2.

3.

4.

5.

.

.

.保工

有禁

:覆条

件 葦手醒

校 舎 慶

1

■

図1-1研 究 者調査票

1.1.2シ ス テ ム論 理

われわれが従来論 じてきた検索 システムの一般 論、ならびに現在使用可能な機器 と収集 された情報か ら、次のよう

な システム構成の基本方針を作成 した。

(1)情 報 表 現

システムはオンライン ・リアルタイム処理が行なえることを前提 とし、 日本語で働きうるようにする。 したが

一2一



って→欠情報はカナ、英数字綴りの和文 とし、二次情報は蓄積 ・検索に便利なようにデータ ・サイズを揃 えたコ

ード表現 をとった。一次情報 とそれに必要な桁数を表1-1に 示す 。このうち、二次情報としては

・ 氏 名 ・ 専攻科 目 ・ 大 学 名 ・ 最新更新 日時'

・ 専門別分類 ・ 現在
、過去の研究テーマ ・ 大学所在地 ・

を選び、これをFaCet的 な9次元配列の 分類体系で表現 し、アクセスできるようにし、この間の論理 としては論

理和 、論理積 を許容する。

表1-1情 報 の内容 と桁数(Vは 可 変を示す)

●

■

収 集 項 目
u

原情報桁数

(平均)
収 集 項 目'

原情報桁数

(平均)

研 究 者 番 号

研 究 者 氏 名

生 年 月 日

現 住 所

電 話

最 ・終 学 歴

学 位'

学 位 論 文

5

V

6

3十V

、14

V

2十2

V

専 門 分 野 コ ー ド

専 攻 科 目 コ ー ド

2×V

V×V

技術相談可否 と内容

▲分 類 コLド

1十V×V

V×V

現 在 の研 究 テ ーマ

▲着 手 日と終 了 予 定 日

V×V

4十4

過去の研究テーマ著書名

▲掲 載 詩 名

▲発 行 所

▲発 表 年 月

V×V
'

V

V

4

勤 務 先 名

所 在 地

電 話

所属部課係(学部、学科 講座)
1

役 職 名

直 属 責 任 者 名

V

3十V

18

V十V十V

V

V

直接所 属主要 研究設備

保有 する工業所 得権

所 属 学 ・ 協 会

V×V

V×V

V×V ,

更 新 年 月 日 6

② 情 報 の 分 類 、'

一般に分類は収集のための分類と検索のための分類にわけて考える必要がある
。本 システムではこれを_次 情

報と二次情報にわけて適用している。

一次情報では
、これを内的属性情報と外的属性情報に わけたことは前にも述べたが、これは収集の面からその

容易性を考えて定められたものである。また検索のためには各研究者が専攻 している課題に焦点を合 わせ、分類

基準としては発表された論文を対象 とし、分類 、索引が標準化されている科学技術文献速報分類(JICST)

の基 準に従 った。
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(3)フ ァ イル

蓄積媒質には一応磁気テー プを想定し、ファイルの種類 としては

・ 一次情報ファイル

.デ ィレクトリ・ファイル(一 次情報、二次情報間の仕様情報)

・ シソー ラス ・プアイル

・ 質問 プアイル

を考える。

(4)検 索 基 準

更新維持はパッチ処理、検索は原則としてオンラインとする。

検索に際しs'指 定 した条件で検索 した場合に適合 した情報がない場合には、次第に条件をゆるめていき、少な

くとも一定数の条件に適する人を選び出せるようにする。また検索を効果的にするため、ルック ・アップ方式、

サーチ方式、ランダムアクセス方式を併用するようにした。

最後に依頼者への情報提供後に、依頼に叶 ったか どうかを調査 し・一次・二次情報・シソーラスなどの修正の

デー一夕を蓄積する。

以上述べてきた研究者情報検索 システムのシステム原理図を示す とs図1-2の よ うveな る。

撒

|
事後報告 質 問

ぐ==⇒

原 資 料
(

㊦繍 の鯉/⇔ →
シ ソー ラス 質問の分析/

ル ↓

蓄積デ「タ原票 シソーラス 原 票 質 問 原 票

∠ ・一歩 ガ/ ∠テー…/

/

/テ 一方▽

質問テー資料紙テープ 資料紙テープ
、1

オXラ弁
質問の蓄積情報の蓄積 レ・一・ス嚇'

↓

⑳ ⑳
1

'

ンソー

ア イノ

質 問
プアイノ

Ψ1

1

ソ ラ イ ・

エ ラ ー

'

` #二輪㌶

'

,4/

＼↓

情報 検索

＼シ麹 スど ト
所要データ

郵送・電話

エ ラー リス ト

図1-2シ ス テ ム ・フ ロ ー チ ャ ー ト
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1.1.3フ ァイルの更新.

フ ァイルの更新は検索 システムにおいて、出力の正確性を維持する点で極 めて重要である。これを要するのは大別

して次の場合にわけられる。

(1}完 成 、変更時の ミス訂正

② 拡張による追加更新 、これには対象の拡張に起因する量的なものと、ハードウエア(入 出力機器な ど)の 変更、

ソフ トウエア(シ ソーラスの内部 メモリへの移行 とかキーの追加など)の 変更による質的なもの∂くある。

㈲ 収集資料の時変化

ω システム改善に伴 なう変更

サービス向上のため、質問、解答 のパターン頻度、依頼者 の満足度などを調査 し、これから得 られた統計をも

とに、それぞれある閾値以上の頻度が生 じたものについては問題点を検討 し改善を行なう。

土2シ ソーラス"`

1.2.1シ ソ ーラスの構成

求める情報の手掛 りをつける手段の主なものに分類法、見出し語法 などがあるが、本 システムでは索引づけの容易

さ、検索精度保持の容易さか ら分類見出 し語併用法が適していると考え、 これに適したシソーラスを作成することに

した。さらに限 られた短時 日で作成するため、既存のシソーラスを日本語に翻訳 し、編集 しなおす方針をとった。そ

の順序を次に示す。

ω 対象 シソーラス(E,J,C米 国 工学者連合会議)の 翻訳

② 見出し語の翻訳

③ 作票;各 見出 し語のエ ントリを1単 位 とする。

㈲ 編集;見 出 し語 と関連語はアイウエオ順、関係子は同義語、下位語な どを用いて編集する。

なお、シソーラスの使用基準は、索引時においては人間が これを用い見出 し語をコードに変更 し、機械は誤 り検 出

上位概念の 付加 を行な う方式 を とり、検索時においては人間が ジソーラスから見出 し語のコード変換を行ない、

検索式を作 り、機械が誤 り検出 、上位概念の付加を行な うようにする。

1.2.2シ ソ ーラス作成法の検討

E・J・C・翻訳語の日本語のソート、作表は電子計算機を用いたが、この過程に到るまでの操作 を検討 し、次の結果を

得た。

(1)わ れわれは文部省昭和30年 編集13分 冊 の学術用語集を用いたが 、シソーラス全部をそのまま全部翻訳する

場合には、これを基準にすることは労多 くして功少なく、適当な方法ではない。もう少 し新 しく1広 汎な、また

適切な用語をもつ辞書を シソーラス用 として選定すべきである(JIS用 語集など)。

(2)E.J.C.の 用語を用いることは、広範な対象用語 を収容 していることより妥当であると考えられるが、逆に多

くの時間と大量 の辞書 と多 くの専門家の助言を必要 とする。

③ 以上 の ことよ りシ ソー ラス作成には、分類表か ら意味のある語 を抽出 し、分類の上下関係から関係子を用い
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て抽出される不足語彙 の部分をE.J.C.シ ソ ーラスか ら拾い、翻訳 して用し箔 のが良い方法であると考えられる。

以上の結果 より・われわれは次のよ うなシソーラス作成手順をとることが望ましいとい う結論に達 ,した。

「何 らかの方法で対象を30程 度 にわけ、それぞれの分野の専門家が見出し語のみを翻訳する。次にE.J.C.シ

ソ ーラス、英語 の見出 し語 とその日本語 カナ綴 りをパンチ し、電子計算機に対照表をひかせて関連語の日本語

訳を作 らせる。」

1.3構 成 された システムの概要

1.1で 述べた基本方針により構成された システムの概要を示す と次のようになる。

1.3.1質 問のインプッ ト形式

質問の樋 のパターン硲 析し・難 的な醐 伝票の書き方を凝 した・忙 わち・質問分析をキニワード・い

わゆる索引語の選択で行なうことに し、質問原票を図1-3の よ うに決定 した・

さ らに質問原票には必ず利用者に関する情報 を附属させることにし、これを図1-4の フォーマッ トで表わす。

■

"

一
検索項目 条件

[=][]

[=]口

[=コ[コ

ロ

検 索一〔一 コ

三
一図1-3 質.問 原 票
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シ 利 用 者 情 報

質 問 番 号

申込年月日 利用者番号 利用者氏名

口
郵便 番号 所 在 地

口口口 口口
機 関 名

電 話 番号 所 属 部課

一 一 一

市 外 市 内 番 号ext

アウトプットの形 式

プ リン ト`数 力_ド テ_プ

検索者コード 検索者氏名

口
注 記

v

質問内容に関するメモ

図1-4利 用 者 情 報 ⊆

1.3.2ア ウ トプ ッ ト形 式

出 力 情 報 に 提 示 すべ き項 目 の決 定 、 な らび に そ の形 式 の編 は 次 の よ うに して行 な わ れ る 。

す な わち 、検 索 質 問 に よ って指 定 さ れ た情 報 は 一旦 回 答 フ ァ イル に蓄 積 され る 。 ア ウ 、トプ ッ トは こ の フ ァイ1レか ら

出 力 項 目 と し て必 要 な項 目 を 出 力装 置 を 指 定 す る こ とに よ り行 な う。 この 場 合 、 出 力項 目 の決 定 は 項 目番 号 で 質 問 原

票 か ら指 示 さ れ 、編 集 され る 。た だ し 、 シス テ ム内 部 で は 中間 出 力 とし て検 索要 求 項 臥 そ の 中 に 含 ま れ る 索 引 語 の

使 用頻 度 を と り、 これ を シソ ー ラ スの 整 理 、 更新 に 用 い る。

1.3.3イ ンデ ッ ク ス ・フ ァ イル

本 シス テ ム で は1.1で 述 べ た よ うに 、 変換 イ ンデ ・ク ス ・フ ァ イル、 シソ ー ラス ・フ ・ イル・ ラ ンダ ム'ア ク セ ス

用 イ ンデ ック ス ・フ ァイル を 用 い る 。 これ らの イ ン デ ックス ・プア イ ル は デ ータ ●フ ァ イル か ら一 旦 シ リア ル'プ ア

ィ ル と呼 ば れ る ソー ス ・フ ァ イル を作 り、 これ か ら生 成 し てい く方 法 を とる。

と くに使 用頻 度 の 高 い イ ンデ ッ ク ス ・フ ァ イル は パ ーマ ネ ン ト ・プ ア ィル と し て持 つ よ うに シ ステ ム変 更 を行 な う
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こ と を 前 提 と した 。 層',.一

[ t..二lL

こ の よ うな ソ ー ス ・フ ァ イ ル の 構 成 を 表1-2に 示 す 。

表1-2ソ ー ス ・フ ァ イ ル の 構 成

ヰi,,㌻ 表 現

①:リ フ ァ レ ン ス ・ コ ー ド ・:単C－

②:仕 様 ゴ ー ド:単 －
r

③:氏 名 コ ー ド:、 単 一

・④:所 在 地 コ ー ド ・:単 一

⑤:勤 務 先 コ ー ド:単 一

⑥:専 門 分 野 コ ー ド:単 一 、 重 複

⑦:専 攻 科 目 コ ー ド:単 一

⑧:技 術 相 談 内容 コ ー ド:複 雑 な表現

⑨:分 類 コー ド:複 雑 な 表現

⑩:過 去:複 雑 な表 現

}研 究 テ ーマ ・・ 一 ド
⑪:現 在:複 雑 な 表現

,

⑫:主 要 研 究記 録 コ ー ド:重 複

⑬:更 新 年 月 日 コ ー ド:単 一

工3。4繍 フ ァイノレ

紅 禰 ムで}も 前 記 の イ ン デ ・ ク ス'フ ァ イ ル の夘 こデ ー タ 命プ ア イル(味 融 フ ァイ ル)と デ ィ ク シ ョナ リ

・フ ァイ ル(二 次 情 報 フ ァ イル)を 置 く。

これ らの フ ァイル を 中心 と した シ ステ ム表 現 を 図1-5に 示 す 。

一8一

「■

、∀

■



●

●

■

唾 憂)⇒

(

}
}

ー

ー

1

1
ー

ー

[

ー

…

L

ノ

⊥
〉

=
蓄
積

登

録

メ
イ

ン

テ
ナ

ン

ス

一

∧
丁

◇
⊥
V

－
検

索

・

加

・工

・

編

集

◇

■

Dictionary

File

Data

File

令

APPlication

Program

号

楡

データ定義

Output

検 索 ・加工

条 ,件

ア ウ トプ ッ ト

ホ

ー

ノ
Dictionary

List

一一 一

小

1

}

l

l

i

_________,___」

図1-5フ ァイ ル構 成 と シス テ ム構 成

L

1.3.5検 索 方 式

本 システムでは、
,研究者は先に述べたインデックスで完全に表現されるものとしている.し たが って、検索時 の演

算のいかんを問わず・ 「質問の索引の論理積によって定まる研究者群が研究者の索引の論理積 によって定 ま る研 究

者群を完全に包含する 」とい う条件 を設定 し、この条件を満足する研究者をもってアウ トプットとする。

検索論理な らびにそのソフトウエアはこの基準 をもとに作 られている。

2図 面検索 シ ステ ム

2.1図 面管理 の現状

今 日、生産工場においては設計図面の管理に多 くの労力と時間をかけており、これの合理化が要望 されている。図

面管理 とは当該企業において設計されてきた図面を保管 し、製品の保修、改善¢際 に原図面を参照 し、また新製品の

設計を行 なう場合 、ないしは当 ってその企業で作 られた製品の図面の全部ないしは一部を流用 しようとする場合、所

一9一
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要図面を検索 し、供給 しようとするものである。

このためには検索から供給に至 るまでの時間を短縮 し、所要図面を適格に見出しうることができるように、あ らか

じめ図面の分類を行ない、検索論理を決定しておかなくてはならない。 しかし、国内企業の多 くは後に示すように、

(1)図 面に一連番号を附するか、(ii)形 、品種別に図番を設けるか、 旬 よほ ど進んだ企業 に叔 ても製品を個有部品 と

共通部品の合成 として表示 して・各部品tSrc形 状s品 種別に一連番号を附して コー ド化を行ない、検索には図1-6

の ような図面台帳 を・蓄積にはマイクロフィルムを用いている程度である。このような検索方式では多 くの時間と労

力を必要 とすることは当然であり・ま竃類似設計の資料検出・部分図面の検出など論理検索を必要 とするものは実施

不 可能に対する合理化への要望の多や ことは当然であろ うθ

作 図 課 割 当 図 面 番 号

～

■

図面番号 図.面 名 称' 作図年月日 入庫年月 日
,

製造番号

　 　

備 考 マイクロ番号

、
1

ノ 〔

'

ノ
　

図1-.6・ 原 図 台 帳

われわ雄 ・ζのよう姻 面検索の問題を包含関係(図 面全体とその一部 と岬 係)と 結合関係(部 品と完成品 と

の結合)を もつ情報の検索問題として捉え・r－方において、各企業 の要望に答える為;li電子計算機を用いた図面検索 シ

・ステムの構成に着手 した。以下においては、一次情報 ならびに質問情報の分析法と、この結果作 られた システムの概

要を示す。 ・.一 …

げ

●

、2.2一 次情報な らびに質問の分析

図面検索に関する現状調査から、本 システムでは一次情報 として次のようなものを規定した。

(1)図 面 種 別 名 称

(2)

(3)

(4)

(5)

部

図

製

設

品

,品

計.者

名

香

名

名

(6)

(7)

(8)

'(9)

⑩

日

態

所

法

・様

月

形

場

方

仕

年

.

計

笹

萱

手

格

設

保

傑

人

規
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oo

⑫

09

⑭

⑮

⑯

価

ド

式

許

重

げ

一

数

持

重

コ

.

上

用

用

T

法

原

G

使

使

寸

仕

⑰

⑱

09

⑳

⑲

製 作 工 程

注 文 主

工事内容 ・番 号

納 入 先

時 間 変 化

機能別分類コード

これらの諸情報はすべてが独立ではなく、互いに重複 したり、質問の形態、製品の種類によっては不要のものもあ

る。このように一次情報の決定を行な うためには質問の分析(Q→A分 析)を 行 なう必要がある。本 システムではQ

Aパ ターンを次のように設定 した。

(1)部 品名 → 図番

② 部品総称 → 図番

③ 部品名、呼び寸法 → 図番

(4)部 品 名 → 図番 → 設計式

㈲ 図書 → 指定された一次情報

⑥ 機能別分類 コード → 図番および指定された一次情報

(7)GTコ ー ド → 図番および指定された一次情報

以上のほかに出力を制限するものとして、前記一次情報の{3}、(5)、(6}、ag)、⑳ な どを用い、〉、=、 ≒の指定を許

すよ うにした。

なお一次情報に機能別分類 とあるのは機種別に分類を行なわず、図面の内容により分類 し、兼用化、類似設計を容

易にしようとするもので、下記の構成をとるものである。

名称 コ ー ド

11・1・

形状 コー ド

団
呼び寸法

これに対し、一般の図番 は下記のような コード構成をとる。

製 品 コ ー ド

口
部 品 コー ド

国
個 別 コ ー ド

口

回
設 変 コ ー ド

口
2.3シ ス テムの構成

前節において設定された一次情報 ならびにQ-Aパ タ ーンを用い、さらに部品、製品についての変動的、文章的情

報をも扱いうるよ うに して構成された システムの概要を図1-7に 示す。
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図1-7

設 計 情 報

サービス部門

臼

1

l

l各 部門より

1直 接 要 求

1

一 ・一 一 ー 一一

|

1

ψ

要 求 者

設計図面情報 サービス概念図

図 面 保 管

部 門

1

Ψ

要 求 者

先ず一次 情報ファイルは対象 とする品種に応 じ、前記 のものの中からその大部分を択び収録する。インデックス ・

ファイルには

仕

②

O

色

㈲

⑥

m

⑧

番

号

月

所

ド

ド

↓

成

一

コ

番

年

場

竺

微

繕

事

計

計

』

二

品

図

工

設

設

機

G

ク

部

を登録する。

質問のインプットに当 っては、利用者の範囲が限 られてお り、しかも専門者であるので・質問表の作成はユーザが

行 ない、そのフォーマットも前記のQ-Aパ タ ーン別に整えておき、電子計算機 の負担をでぎるだけ軽減する。また

イ ンデックスはできるだけコード化 し、コー ド・ブックを配布 しておく。 シソーラスは用いない。

最後に出力の編集は、あ らかじめ質問原票に指定されている指定に従 って論理構成をできるようにし・各Q-Aパ

タ ーン毎に標準出力様式を準備 しておく。
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3一 般 的情報検索 シス テムへ の展 開

●

◆

本研究をすすめるに当 り、われわれは具体的な システム構成を行なう一方、前にも述べたように 、当面した問題点

で一般の システムにも適用できるような2、3の 個所について理論的な解明を行な ってきた。その一つはすぺての検

索 システムにおいて先 ず最初に当面する収集情報の分類体系の理論的構成法であり、また質問認識 とこれを検索 シス

テムにいかに結びつけるかの問題である。一方においてはこのような検索 システムを全国 ネットワークとして実現す

る場合、需要 と処理論理の複雑性ならびに対象 とする情報量か ら、データ ・バンクおよびスイッチングセンタをいか

に配置すべぎであるかについても考察を行なった。

まず分類体系 の理論構成については、分類なる概念について極めて一般的な考察を行 なった。分類は同値関係の設

定を意味する。 したが ってある分類が与 えられれば、各類間の関係を見出すことにより、検索情報集合の大きさを見

出すことができるわけである。逆にいえば、この理論に従い、アウトプット情報を一定値以下に留めるように、一次

情報の分類を行なうぺきであることが示唆 されるのである。

次に質問原票の真偽性を確かめ、また複雑な質問表現か ら、質問内容の中枢を抽出する事の必要性が現実において

しば しば発生す る。前者は電子計算機の無駄 な使用を防 ぐためであり、後者は質問原票に記載するための操作を非常

に安易にする。このような問題は後に示すよ うに質問原票を構成する文法を論理代数系で作成することにより、比較

的容易に解明されるのである。

情報検索 システムにおいて最 も興味ある問題 の一つ は全国 ネット ・ワークの構成であろう。この問題は 「中央に大

データ ・パンクを置き、全国各地にスイッチングセンタを置けばよい 」とい うような安易な考えで解決 されるもので

はな⊥・。要は需要 と処理速度 、記憶容量、回線容量などから来るコス トのバランスから決定されるべきものである。

この種のデータ処理局の集中、分散のクヲイテ リオンは、 システム工学における縮退原理から解明することができる。

要は情報の種類 と需要的の性格、地理的分布か ら決定されるのであ り、情報価値論の影響をも考慮に入れねばな らな

い。(IV.5参 照)』

●
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兀 研究者情報検索システム
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1緒 論

●

ゴ

大阪科学技術 センタ→こ設置 されている情報検索 システム研究会では、昭和39年 よ り電子計算機 の適用分野におい

て重要な役割を演ずる情報検索 システムについて、その入出力形態のあり方、検索論理、 システム構成法について研

究を行な ってきた。この一部は既に大阪科学技術センターより発表されている通 りである。

しかし、この種の研究を更におし進めてい く為には具体的に システムを構成して 、システム構成の面において、ま

た情報の収集、供給 という人的操作の面において、いかなる問題が存在 しているかを知 り、この対策を一般的に拡張

していくことの必要性を痛感 した。このために、われわれはまず 、科学技術文献情報 システムとともに検索 システム

の基本形を与え、しかも対象情報が比較的少ない研究者情報検索 システムの作成に着手 したのである。このことには

大阪科学技術 セ)θ一が過去数年間にわたり、この種情報 の提供サービスを人的に行な ってきた経験のあることも手伝

っている。

この研究を行な うに当 って、われわれは所要情報をいかに正確に、所要数だけ集め るかとい う問題から着手 した。

まず対象を関西における大学理工学部教室(講 師以上)に おき、大学事務局を通じて収集を行な ったところ、予想以

上の効果をあげることができた。ただ し、この情報収集に先立 って、一次情報の表現形式 、ならびに二次情報の決定

基準、質問パターンの検討が行なわれたことは論をまたない。

このような情報表現 につい ての考察はこ当然なが ら検索論理 ならびに ファイル構成を中心とす るシステム原理に連

なってくる。すなわち 、情報の分類 、検索代数 の設定、 ファイルの維持 ・更新、シソーラスの作成規準の設定など一

連の作業がこれである。以下においてはこれらの項目に従い、作業 刎贋に述べていくことにする。

ここで構成 された システムは既に後述 のように プログラムの作成、デバ ックが行なわれ実用化試験が行 なわれ、使

用ハードウェアの制限から・その規模 と速度に問題を残 してはいるが、実用化の可能性を保証 し、今後 の検索 システ

ム研究にいくつかの課題を見い出すことがで きた点で当初の目的を達し得たものと思 う。

●

2シ ステ ムの基 本構想

情報検索 システム研究会において、検討 してきた研究者情報検索 システムの一般 論および、現在使用可能な機器 と

収集済の資料から検討すると、次のようなシステム構成 の基本方針が考 えられる。

2.1表 現 形 式

2、1.1表 現

一15一



入出力は和文で表現 し、カナ文字、数字、英文字を使用する。

内部においては

・ 一次情報:カ ナ文字、数字、英字

・ 二次情報 と一次 情報の仕様情報:コ ード

・ シソーラス:カ ナとコー ド(対 照表)

入出力をコードにすると、コード ・ブックをひ く手間が大きく、後程 オンライン ・リアルタイム処理も行 なえるよ

うに拡張する場合に、コー ド・ブックの配本力必 要 とな り実際的でない。また技術的な面からいえば 、表現は英数字

の方がやさしいが、データは 日本語であり、利用者 も日本人であ り、日本語で働 くシステムを作ることこそ意義があ

る。ローマ字綴 りは読みに くく、データ量 もカナの倍となりあまり実用的ではない。漢字は→番望ましいが、センタ

rcは 現 在その 設 備がない。よ って現時点では、カナ英数字綴 りの和文(英 単語は含めない。英字はOR,LPな ど

の略称にのみ使用)と し、漢テレの設備が揃えば、入出力をカナ漢字混 じり文に拡張する。

二次情報は、データの蓄積、検索に便利なように各データのサイズを揃 えるとよいからコード表現をとりたい。

2.L2表 現 形 式

団 入 力

(a)2.3.1の ① ～⑪迄の相異なる項目間には、論理積、論理和をとった表現とする。

(b)各 項 日中においてはデ ータの性質から次のものが挙げ られる。

・ 単一語またはその論理和 、これは2.3.1の ② ③④⑤⑥⑦ の項目rcつ いてである。

・ 単 一語またはある区間 ①⑪ の項 目 .

・ よ り複雑な表現を要するもの ⑧⑨⑩ の項 目

(c)希 望 出力項目は 、V印 、または、YiN印 を使 う。

{2)出 力

検索 した一次情報中、指定されている希望項目を適当に編集 して、カナ、英数字混 じり和文でタイプアウトす

る。

2.L3質 問 分 析

依頼者の問合わせによ り、センター要員が原票を作成 し、インプット。その際 シソーラスを参照しなくても・定めら

れた様式に従い、カナ記入すればすむようにしたい。内部 シソーラス中に単語が見当たらない場合(専 攻科 目の項目

でこのよ うな ことが起こる可能性がある。)は 、その冒 タイプアウ ト、その語 を別の語で言い換えてタイプィンする

ように したい 。原票作成者は現時点では特定 の セ ンタ要 員 なので・慣れれば シソーラスをひかな くてもすむように

なろう。オンライン ・リアルタイム処理サービスを行なえるようになれば 、内部 シソーラスの方がMAC的 な使用が

出来、ユーザも楽になろ う。

2.L4質 問 原 票 形 式

固定記述方式をとり、検索キーの各項 日中必要な箇所のみ記入す る。各項目の表現許容語数は固定量ではな く、2・

一16一
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1.2〔1,㈲ の形 をとっていれば大きくなってもかまわない。希望出力項目は、V印 、またはハイ、イィエ、または、

希望出力型のナンバ ー指定で行なう。

パ ッチ処理の場合は 、上記のものを2 .1.2(lj(a)の形でっないだものを、オンラインの場合は、計算機か'ら各項 日毎

に質問を出し、それにユーザが答える形で入力する。

2.2取 り扱い情報

2.2.1収 集 情 報

大学、研究機関に属する研究者についての後述のような付属情報を収集 する。.

現在 、関西地方の大学の研究者について収集、整理中。今後、日本中、そして研究機関 も網羅の予定である。

2.2.2収 集情報項目

詳細vePt・ ては3.2を 参照、項 目は次のものがあげ られる。

① 氏名、現住所、電話、生年月日、最終学歴、学位、学位論文

② 勤務先校名(機 関名)、 学部(部)、 学科(課)、 構座(係)、 役職名、所属構座 または研究室の責任者(直

属責任者)

③ 専門別分類(13項 目よ りなる)、 専攻科 目(コ ード記入)

④ 現在の研究 テーマ

⑤ 過去の研究テーマ、発表論文 、著書

⑥ 所属主要研究設備

⑦ 保有工業所有権

⑧ 所属学会 、協会

⑨ 技 術相 談 可 否

この他に、勤務先経歴を含めたらどうかとの案がある。

2.3分 類

収集情報は、2・2・2の各項目によ って分類出来 るが、二次情報の項 目としてすべてをとりあげ る必要はない。次に

二次情報の項 目の候補者をあげ る。

2.3.1二 次情報の項目

質問原票記入用の検索 キーの項目候補は次の通り。

① 氏 名 ◎

② 大 学 名(機 関名)○

③ 学 部 名(部 名)口

④ 学 科 名+

⑤ 講 座 名*

⑥ 大学 所 在地 域 ○

-17一



⑦ 専 門 別 分 類+

⑧ 専 攻 科 目 ◎*

⑨ 現在の研究テ ーマ ▽

⑩ 過去の研究テ ーマと発表論文 ▽

⑳ 最新 更新 日時 ○

ここで、◎印は絶対必要。○印は当然必要。+④ と⑦は、ほぼ同じレベル。⑦の方が少 し粗い。*⑤ は⑧ の中また

は小分類と同 じ1ノベル。□③はあま り情報価値な し。▽ ⑨ ⑩ は 表現を変えて⑧の形で表わせばよい。

研究機関については、③ ④ ⑤ の項 目が大学 と同 じレベルにならないかもしれない。その時は同じレベルになるよ

うに研究機関の項目を変更する。

2.3.2=吹 情 報による分類体系

2.3.1で 選 んだ二欠情報の項目数がnで あ ったとすると、n次 元配列の形の分類体系をとる。(FORTRANな

どでは三次元程度迄なので、より大きな多次元配列 のアクセス出来るソフ トを開発する必要がある。)こ れはFhcet

分類的な考え方である。

例えば、① ② ⑧ を二次情報 として選んだ とすると、三次元配列をもってきて、第一変数は氏名、第二変数は大学

名、第三変数 は専攻科目を割当てると、ARRAY(マ ツモ ト、コウベダイガク、コウプンシカガク)の 呼出 しで、

三つの項目に関するサーチが行なえることになる。なお、⑧の所は複雑な表現を許すので、実際には⑧一つで多次元

配列が必要であろ う。それ故上例でア クセスした内容もまだ二次情報でその中で更に照合 しなければならないような

形になる。

2.3.3専 攻科目⑧ の分類体系

この システムで蓄積 されたデータは研究者に関する情報のみであるが、用途 としては専攻科目または人名から該当

人の付属情報を抜 き出すだけではない。前年度配布の大阪科学技術 セン外 技術相談所における質問を分析した結果の

f質 問のパターンivaみ られるような依頼 質問すべてに対して答が出な くてはならない。そのためには、この専攻科

目という項 目について、包含性のある詳細な記述 も可能な分類体系を作 らなければならない。

収集 中の⑧ の分類体系は、一次 元体系分類で次のような形をしている。

別

類

麺

類

類

頻

頻

類

分

分

分

門

分

分

分

分

助

助

助

専

大

中

小

細

補

補

補

最大数

13

8

28

21

33

①

②

③

総 数

8

96

420

2515

項 目 名 側

学

学

力

電

電

路

矩

加

配

醜

電

電

電

送

送

送

電気工学

計測 ・制御

計 測

電気磁気測定

電流測定

電流測定用機器

理 論 、 サ ー ジ

■

●

●

〆
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なお、rv-4の 専攻科目分類を参考に されたい。

2.4蓄 積

蓄積媒体としては、磁気 テープを使用する。フ ァイルの種類 としては、次のものが挙げられる。

(1)一 次情報 ファイル;カ ナ英数字表現

(2)デ ィ1ノクトリファィル;コ ード表現

検索の為の二次情報と一次情報の蓄積仕様情報

C3}シ ソーラスファイル;

・ カナ
、英数字 とコードの対照表で、カナ、英数字か らコードへ翻訳 の為の辞書

・ 標準語彙以外の語から標準語彙中の語へ翻訳 のための辞書

(4}質 問 ファイル;

パ ッチ処理に際 し使用

シソー⇔ス 構成案

2.3.1の 項 目中、 ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑭ などは表われるものすべてを網羅 しても数が しれているので全部とる
。

2・3・1の項目中、⑧については2.3.3の 収集一次元ぱ系分類中の補助分類①程度に表われる分類項 目名をすべて標準

語彙とし・それ以下の補助分類に出て くる語 とか、ここに表われない語は、それに一番 関連深い標準語嚢中の語にお

とす。

2.3.1の 項 目中、⑨⑩にっいては 、各テーマを⑧ の所で定めた標準語彙で もって書 きなおして
、⑧ と同じ取 り扱い

を行な うとどうか。

2.5検 索

2.5.1シ ステムの作成、更新維持はバ ッチ処理

検 索はバ ッチ処理 とオンライン処理

急がないものは、パ ッチ処理

急 ぐものは、オ ンライン処理を行な う。

現時点では、入力は計算機付属 のタイプライタとし、TELEX利 用 のオ ンライ ン処理はのちほどの課題 となる。

よって依頼者の問合わせに よりセンター要員が原票を作成 し入力とする。統計、作表などはパ ッチ処理 とする。

2.5.2検 索 基 準

指定 した条件で検索 した場合に、それに適合 した情報がないなら、少 しつつ条件を緩めて検索を行ない、少なくて

も一定数(例 えば5人 程度)条 件に最 も近い人を選び出せbよ うに したい。その為には項目毎に プラィオ リティカ必

要 となる。

2.5.3検 索 方 法

効果的に行なうには、次のものを適当 に組合わせて使 うことになるが、その組合わせ方は検討を要する。

・ルックア ップ ・サーチ ・ランダムアクセス
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2.6出 力 ・サ ービス

2.6.1計 算機 出力は、カナ、英数字混 じり和文とする。入力時 に指定 した希望出力項目をタイプアウ トする。

2.6.2出 力 項 目

2.2.2の 収集情報項目中より選択する。希望出力項 目の指定法としては次の方法がある。

{1}書 込式;欲 しい項目をカナで書 き込むρ

② 型指定式;数 種の典型的パターンを定めておき、その どれかを指定さす。

(3}全 項 目チェック式;2.2.2の 全項目を挙げておき、欲 しい所のみチ ェックする。

2.6.3依 頼者への結果提供

カナ、英数字混 じり和文 の計算機出力を郵送する。

電話で必要事項を通報する。

2.6.4事 後 処 理

依頼者へ情報提供後、依頼に叶 ったか どうか調査 し、一次、'二次情報 、シソーラスなどの修正のためのデータを蓄

積する。

」

●

原 資 料
・唾 ご 告一

L竺 ノL
噺r一

シ ソー ラス

1

＼精勤 鯉/r∋
、

＼質問の分析/く==二=⇒

.

曹 Ψ

蓄積データ原票 シソーラス 原 票

、
質 問 原 票

/テ ーヂ 野 /
、
/テ ーカ ・ンチ7 ∠ テーカ▽

、 」レ

資料紙テープ 質問テープー
†

資料紙テープ

↓

入情報の蓄積 1 シソーラスの蓄 積
オソラ㌢ 質問の蓄積

↓

⑳ ⑳
一

シソー

アイル

1

問

アイノ

Ψ Ψ

`

でオ ど ラ

エ フ ー

,Ψ

∈
エ ラーチ ェ ック

キーワー ド相 談

爪 / ↓

＼ ↓

情 報検索

＼シポ 諮/・ ト
1

郵送・電話

エ ラ ー リス ト

所要 データ

●

図1-1シ ス テ ム ・フ ロ チ ヤ ー ト
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3情 報 の収集 と分類

3.1研 究者情報の収集手順 と収集体制

大規模な情報 サービス機関で取 り扱 う情報の決定 と、その収集法の決定は、簡単に定め得るものではな く、目的に

あ ったものになるよ うに、何回 もフィードバックして、より良いものに成長させてゆかねばならない。本 システムの

情報収集は次のような方法 で行な った。

3.1.1研 究者情 報収集のための事前調査

「ある分野について、 どこの誰が何の研究を行なっているか 」・ 「こ ういう問題点、疑問点を技術指導 してくれる研(注
*)

究者 ・研究機関を紹介 して欲 しい」とい うよ うな問い合わせに対 し、迅速に正確な応答をするには、どのような内容(
注**)(注***)

を 、 どのような方法で収集すべきかを検討するため 、既存関係資料の分析と関連機関 との意見調査を行な った。その

結果、既存資料では内容的に不明な点が多 く、同時に、情報の内容の網羅性、正確性、そして新 しさが要求されるた

め 、研究者に関する情報収集 については、直接研究者からデータを収集することにな った。

3.1.2一 次情報 の収集方針

収集する対象は最終的には日本全国の研究者であるが、資金、職員などの関係で、地方毎に収集 していくことに し、

まず近畿地方 の研究者 、そのうち研究機関を除 く大学についてまず収集 することに した。そして大学 の中でも工学部

系統についてまず収集することに した。収集整理は一応一年間で京阪神の大学工学系統を行な うこととした。

3.1.3一 次情報 の収集

(1)情 報収集 のための協力依頼

情報収集 の実施にあたっては、各大学当局に対 して、収集の目的およびその実施方法についての説明を行 ない、

協力依頼 と実施の了承を得た。

(注*)現 在迄に大阪科学技術 センターに寄せ られた依頼質問は次のようなパターンに類別される。

(1)試 験 分 析 依 頼

② 研究者、 コンサルタ ントの紹介

③ 鑑 定 依 頼

(4}機 械器具・原材料等製品に関する問合わせ

⑤ 技 術 指 導 依 頼

⑥ 設 計 製 作 依 頼

σ)企 業化についての相談

⑧ 研 究 依 頼

⑧ そ の 他

(注**)現 在迄の依頼質問 ファイルに表われる専門 用語は どのよ うなものかを、分類表項目と照合 しながら調査

した。これについては、3.5.2(f)参 照 。

(注***)既 存資料 としては、 日本科学者総覧(部 門 、学位 、住所)や 、工学研究者名簿(最 終学歴、学位、勤務

先、役職、所属学会、研究題目)な どがあり、これらは 日太学術会議編である。
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② 研究者情報の情報収集について

(a)研 究者についての調査票の作成

情報収集の方法として、各研究者から直接データを収集するため、3.3で 述 べるごとくの研究者の属性基準

に基づき、一次 情報の必要項 目を決定 し、第 皿一2図 のごとく研究者についての調査票を作成 した。

研 究者 につ いて の概 要(大 学、国公立研究機剛 記 人準 用fi(年 月 日)

氏

名

現
住所

ふりがな 生 年 月 日

動

霜

先

×

学

校名 学 業 講部 科 座

明 大 昭

年 月 日

役
職名 :‖ ㌫認:需 鑑 鑓

TεL_..()

所在

地 TEL...、..{)

研
究
賃
関

機
関
名

郎

《)

頂
い

係

↓)離 大学 学部 科

学

位
‖
文

投
口名 直属責任力者

窪 TEI.↓)

専

門

別

分

類

1.冑 械 工 学

2.電 気 通 低工 学

3.土x建 築工 事

4.応 用1〈 学

5.応m理 学

原子 力工学1L軽 営 工 学

鉱 山 学12.工 芸 学
金 属 工 学13、 そ の 値

頃 雄 工 学
船舶"空工学

過蛤

芸文
のお

研よ

究び
テ

1主
マな

と著

発書
衰名

テーマまたは善書名 蝿載注名・発行所 発.表 年 月

専科

攻n

現在

の
研究

テ
ー
マ

テ ー マ 者 〔着手日と終了予定日)

技

術

相

飯

⌒
可
.

否
)

相頗 に応 じられる内容

直主

藷5
馨

更 新 の 箇 所 年 月 日

1.

2,

3,

4.

5.

保工

宿草所

す有

る権条

件

主学
な・所笹

目会

検 索 口

4

∀

⑨

図 五 一2 研究者調査票

(b)調 査票の配布,

各研究者に対 し、調査票に、依頼状、記載例、記入要領、それに専攻科 目記入のための分類表を添付し、大

学の事務局を通 じて、直接研究者へ配布 した。

(C)調 査票の回収

調査票の回収にあたっては、各大学事務局の協力を得て、各研究者から調査票の回収を行な った。なお海外

出張などによる不在の方々については、収集可能な時点で面接依頼のうえ、できる限り回収 もれを防 いだ。

(d)調 査結果の整理 と調査の完備化

回収された調査票についてチェックを行ない、完全なものは正式調査票に転記し、内容 の不明確 なものおよ

び記入 もれについては、再度補充票をもって・データの補足を行なった。

●
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(e)現 在収集済 の資料量eeつ いて

現在収集済のものは 、京阪神地区における国公私立13大 学 の工学系統学部(工 学部、基礎工学部 、理工学

部、工芸学部 、繊維学部)の 教授、助教授 、講師 計1,200人 についてである。大学名および学部名は次の

通 り。大阪大学(工 、基工)、 大阪府立大学(工)、 大阪市立大学(工)、 神戸大学(工)、 京都大学(工)、

京都工芸繊維大学(工 芸、繊維)、 姫路工業大学(工)、 関西大学(工)、 立命館大学(理 工)、 大阪電気通

信大学(工)、 大阪産業大学(工)、 大阪工業大学(工)、 近畿大学(理 工)順 不同

3.1.4一 次 情報 の維持、更新

研究者そして研究内容は年 々移 り変 ってゆくので、最新の情報を提供するためには、一次情報 を全研究者にわた り

調査した後 も、一定期間毎にその更新をはかる必要がある。

(1}異 動 情報の収集

このシステムは情報が研究者単位 なので、資料の時間変化は、研究者の異動を通 してとらえる。これは主に外

的属性情報に適する。それには、大学当局に移動者のリス ト作成を依頼 し、また定年退職者については、収集済

みの資料の年令と、当該大学 の定年年令から判断 し、移動者の リス ト作 りを行なう。

また現在の研究テーマについては、その終了予定年月から判断 し、研究テーマの変化が起きそうな人の リスト

作 りを行なう。

② 修正情報の収集

異動ありと(1)で判断された研究者および、内的属性情報の修正 サイクルに該当 した研究者(3.4.3(2}参 照)に

対 し、異動調査票 を配布 し、変更事項を記入してもらい 、回収 し、原資料を修正する。3.4.3参 照

㈲ 更新の頻度

研究者の移動は大体年単位 と考え られるので、年一回の割が適当である。

内的属性情報のサイクルは、5～6年 位になるのではないかと思われる。

3.2研 究者情報の収集内容

研究者情報の収集項 目および各項 目の表現 、桁数その他の一覧表を表 皿一1に 示す。

以下収集項目について概説する。

(1)研 究者番号

これは研究者に対する認識番号(リ ファレンスナンバー)で あ って重複しないよう各人に割 りあて られた。こ・

れは収集後整理 して割 りあてられた ものである。

② 研究者氏名

同姓および氏名の特殊な読み方か らの混乱を防 ぐため、正 しく姓名を記載(漢 字)し 、ふ りがなをつけ正確化

を期 した。.

③ 生 年 月 日

各大学 の定年制度に伴なう更新の必要性から生年月日の欄を設けた。年代は明治 ・大正 ・昭和でとってい るが・
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表皿一1研 究者情報の収集内容

Vは 表現桁数が可変なることを示す
.

原情報桁数 対象項目 表 現
収 集 項 目

(平 均) 問 答 問(桁) 答(桁)
注 記

研 究 者 番 号 5 ○ 数 字(5) 左 同 リ フ ァ レ ン ス コ ー ド

研 究 者 氏 名 V ○ カ ナ(V} 左 同

生 年 月 日 6

ン

現 住 所 3十V 地域 コード+住 所

電 話 14 数(14) 市 外7、 市 内3、 番 号4

最 終 学 歴 V

学 位 2十2 分野十学位(例 工学十博士)

学 位 論 文 V △ カ ナ ・英数 /ノ

勤 務 .先 名 V ○ カナ ・ 英 〃

1

所 在 地 3十V ○ カ ナ 地域 コー ド+住 所

電 話 18 数(18) 市 外7、 市 内3、 番 号4、 内 線4

所 属 部 課 係(学

部 、学科 、講座)
V十V十V カ ナ ・ 英

役 職 名 V カ ナ

直 属 責 任 者 名 V

.w

カ ナ

専 門 分野 コ ー ド 2×V ○ 'コ ー ド
複数 個 可 ス ク リー ン用

'

専 攻 科 目 コ ー ド V×V ○ 複数個可
1層

・

技術相i炎可否と内容 1十V×V ○ カ ナ ・ 英 〃 可否+内 容(複 数個可)

▲ 分 類 コ ー ド V×V ○ コ ー ド

現宙)研 究 テ ー マ V×V ○ カナ ・英 数 〃

▲ 着手 日と終了予定 日 4十4 △ 数 〃

過 去 の 研 究 テ ー
マ 、 著 書 名 V×V ○ カナ ・英数 〃

▲掲 載 詩 名 V 〃

▲ 発 行 所 V 〃

▲発 表 年 月 4 △ 数 〃 年2、 月2

直 .V×V △ 〃

保有する工業所得権 V×V △ 〃

所 属 学 ・協 会 V×V △ 〃

更 新 年 月 日 6 △ 数 〃 年2、 月2、 日2
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表現の簡略化のため、画歴の後二桁 と月日各二桁、計六桁で表現する。

(4)現 住 所

研究者の戸籍簿的な使用法も可能にするため、また研究者 と連絡をとりやす くするために 、現住所 も調査 した。

㈲ 電 話.

現住所とならび、研究者との連絡を容易にするために調査 した 。これは自宅の電話である。大体10桁 あれば

間にあ うが、念のため市外7桁 、市内3桁 、番号4桁 計14桁 とってお く。

⑥ 最 終 学 歴

該当研究者の学位を授与された大学、学部 、学科 を記載 した。

(7)学 位

博士、修士などの学位 の有無 と、その学位名(例 えば工学、理学)を 調査 した。

⑧ 学位 論 文'「

学位論文名を調査 。これは最終学位の学位論文名のみを扱 った。

以上ω～⑧は研究者 の内的属性 である。

⑨ 勤 務 先 名

所属 の機関を判断 しやすいように、大学 、研究機関、民間の種別を行ない、また国立、公立 、私立の種別も行

なった。 これに勤務先名 も調査 した。

⑩ 勤務先所在地

研究者 と連絡を とりやすくするため、また大学の中には部門の所在が分れている場合があるので所在地も入れ

た・なお収集後瀬 在地は鋼 を9プ ロツク`r航 甦 それ醐 分 し・脚 一ド鮒 カ回した・

,
⑪ 勤務先電話

研究者 と連絡 をとりやすくするためのもので、こちらの方は 、市外7桁 、市内3桁 、番号4桁 、内線4桁 計

18桁 老"た9

⑫ 所属部 、課 、係(学 部 、学科、講座(研 究室名)

該当研究者 の所属を学部、学科、講座名を記入 して明 らかにした。なお単科 大学で学部制を設けてない大学は、

学部名は酬 とし嘱 学科講 座名を腰 櫛 こ記入 した・
.

臼 役 職 名

将来の腎報収集を考 えて、教授、助教授、常勤講師、非常勤講師 、助手の欄まで設けた。現 在収集 済の もの

は、教授 、助教授 、講師までである。

⑭ 直属責任者名

該当研賭 の髄 上司(所離 座また師 究室の責儲)名 蜘 ることによりぽ 座ぽ 究室の蹴 を知るこ

とが 出来 る よ うに した 。

以 上(9)一・04は 研 究 者 の 職 場 情 報 で あ る 。
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⑮ 専 門 分 野

3.3.2(1}で のべ る次の13分 類に類別した。機械工学 、電気通信工学、土木建築工学、応用化学 、応用理学、

原子力工学 、鉱山学、金属工学 、繊維工学、船舶航 空工学 、経営工学 、工芸学 、その他。なお、この うちの一つ

に必ず しも収まるとは限らず、一人で二つの分野に またがる人も存在する。

⑯ 専 攻科 目

専攻科目にっいては研究者の内容を十分に把握するため、できるだけ詳細な点まで研究者 自身による記入を願

った 。これは 日太科学技術情報 センターで 使用中 の専攻分野の分類体系(大 一 中 一 小 一 補助① ～⑤分類)、

延金項目数15702(表H-2参 照)の 、研究者の該当分野の分類表を手渡し、その分類コード(UDC類 似

コード、5～12桁 程度)を 、自分の専門であ ると思 われる項 目すべて列挙してもらった。少ない人で一項目多

い人では、20項 目近 くもある人がいる。

現在使用中のホール ・ソートシステムでは、これに固定長のコードをふりなおして使用中である。

以上の0宇》⑯が狭義の専門分類である。

⑰ 技術相談の可否 と内容

当該技術者、研究者の技術相談に対する可否と、相談に応じられる場合はその内容 と条件を調査 した。

表 ‖-2専 攻 分野の分類体系の各 レベルの延項 目数統計

大 中 小 細 補助① 補助② 補助③ 補助④ 補助⑤

化 学 28 127 一 766 2467 2242 1148 28

機 械 15 97 一 570 954 542 110 一

電 気 6 16 62 300 346 88 21 一

金 属 3 35 一 289 833 721 243 一

土 木 3 21 116 500 473 222 10 一

経 営 2 17
一

84 100 26 5 一

原 子 力 16 54 一 297 111 31 一 一

物 理 23 55 一 369 608 376 119 一

計 96 422 178 3175 5891 4248 1656 28

延金項目数 15702

●

,

09技 術相談内容分類コード

これは直接収集は していないが、前記⑰から、これ も0θの コードでもひけるようにすれば便利であろうと考え

られるので、整理の段階では付加すべきものである。 これはOOの 各項目につき、付加 されるもので0か ピ⑱は対で

存在する。
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⑲ 現在の研究テーマ

最新の研究動向を知 る目安となる。また専攻科 目、過去の研究テーマ、発表論文、著書名などと関連づけて、

要求情報に対して適切 な判断を行なえるように した。

⑳ 現在の研究テーマ着手 日と終了予定日

できるだけ記入 して もらい 、更新 の時期を事前にわかるようにした。これも⑲ と対になるものである。

⑳ 過去の研究テーマ、発表論文および著書名

過去における主 な研究成果 と研究業績をできるだけ詳細に知るよ うにした。

㈲ 過去の テーマ、掲載詩名 、発行所 、発表年月`

過 去の研究の発表の掲載論文誌、発行所名、発表年月迄記入 し、情報源の明確 さをはか った。これ らはすぺて

⑳ と対になるものである。これにより、実際にその論文を入手する手 ずるになるし、またその分野の現役である

かどうかを発表年月から知 ることもできる。

以上⑱～㈱ は、その研究者の関連 している具体的な分野 について知る情報源となるものである。

㈱ 直接所属の主要研究設備

直接所属 している主な研究設備 の有無および機器 名を記入 。特殊機器による試験 、鑑定を行 なえる研究者をさ

がしやすくした。 ゲ

㈱ 保有する工業所得権

研究者が保有する工業所得権の有無とその内容を記入 した。

⑳ 主要所属学 、協会

該当研究者が所属する学会名、協会名を列挙することによって、各研究者の関連分野を判断出来るように した。

㈱ 更新年月日

更新箇所、その内容 、日時を記録 してお く。これは次回の更新 を何時行な うかの目安 となる。また、情報の新

しさを示す尺度 ともなる。なお初回は、記入年 月日がこれに該当する。

現在収集済みの資料量は、京阪 神に所在する13大 学(大 学名は3.1.1(2)(e参 照)の 工学系統の学部の教授、助教

授 、講師で延約1,200人 にわたっている。

3.3研 究者情報の分類

一般に分類は
、その目的により次の二種に分けられる。(i}収集 に便なるための分類、(‖ぬ 索に便なるための分類

例えば同じ専門分野 とい うことからすれば、所属学会とか、所属機関による分類な どは、(i)であ り、専攻科 目に よる

分類などは(ii)であ る。この二種の分類は一致することもあるが 、必ず しも一致 するとは限 らない。また完全に二種の

分類を分離することもできない。

研究者の一次情報は、3.2で 挙 げた各項目によって分類出来る。これは(i)に近 いが、この各項 目をその属性から吟

味 してみると、次の二つに分類出来る。

ω 内的属性:研 究者自身が持つ属性であ り、どの ような状況下でもその内容が変化 しないものρ(氏 名、生
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年月日、最終学歴 、学位、学位論文 、専門分野、専攻科目、現在の研究テ ーマ、過去の研究テーマ、発表論文、

主要著書 、保有工業所得権、主要所属学会および協会など)

② 外的属性:研 究者のおかれた状況に より定まるもの。(現 住所、所属機関(勤 務先)、 所属機関所在地、

電話、役職名、所属講座(研 究室)の 責任著名、直接所属の主要研究設備な ど)

これより、内的属性については、一度博報を収集すれば、後にそれが変更 されることはあまりなく、ただ追加があ

るのみであるのに対 し、外的属性は、情報収集後 も、刻々と変化 していき、情報内容の維持、更新 が特に必要とされ

るものである。

3.3.1研 究者情報収集のための分類

収集に便なる分類項 目は 、所属機関 、所属機 関所在地 、所属学 ・協会、学歴などが挙げられる。この中で学歴のみ

が内的属性であるが 、これに よると情報の網羅性に欠ける(同 窓会名簿などでは最新の詳細はわかりに くく、また不

明なものが沢山ある)か ら、一般的に収集に便なる分類は、外的属性によるといえる。また所属学、協会 も網羅性に

欠ける。結局、収集資料の統一性、網羅性から、外的属性を1ノベルづけすると次のようになるご

(1)所 属機関種別(大 学 、研究所など)

② 所属機関(大 学)所 在地域'

(3)所 属機関(大 学)名

㈲ 所属学部(部)名

⑤ 所属学科(課)名

情報収集時には、この㈲ レベルまたは(4)vベ ルから、順次範囲の拡大、1ノベルの拡大を行なって収集 していくこと

になる。

現在(1)四年制大学の(2)京 阪神地区の(3)国 公 私立13大 学 について(4)工 学 系学部の研究者について、情報収集

済である。

今後 の拡大の手順としては、(4)理学 系、薬学系、(3)もれていた大学の網羅、②近畿地方への拡大、ω研究所も含む

よ うに拡大で、なお、ωと②の レベルは、目的により逆転することもある。

3.3.2研 究者情報検索のための分類

検索に便利な分類項目は、氏名、専門分野、専攻科目、所属学科(科)な どが挙げ られる。この中で所属学科のみ

が外的属性であるが、現在、各研究者の所属学科、講座と、その人の研究内容や、得意な分野とは必ず も≒致せず、

またこれは専門分野、専攻科 目と重複する。 しかし分類系は異なってお りも一つに統一することは出来ない。

この二種 の分類法は 、その目的からみると次のように分けられる。 ・

ω 専門分野における分類体系 ・一ー一収集のための分類

学科名 、講座名(課 、係名)を 中心と した文部省における学校基本調査学科分類表の基準に準拠 したもので、

大きく13分 野 に分けた。これは 、収集および統計調査などには適 しているが、研究者紹介には適さない。工学

分野の13分 類 項目は次の通 り。
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機械工学、電気通信 工学、土木建築工学、応用化学 、応用理学、原子力工学 、鉱山学、金属工学、繊維工学、

船舶航空工学、経営工学、工芸学、その他

この一段下の レベルの分類項 目は、最大20、 最 小3、 統計117、 平均10で ある。専門別分野 と各大学に

おける学科 との関連性を表 皿一3に 示す。

② 専攻分野における分類体系 一 検索のための分類

1'各 研究者が専攻 している課題を中心 としたもので、分類基準には 、各研究者の研究成果 として発表 された論文

などを対象 として分類 ・索引が標準化されている科学技術文献速報分類表(日 本科学技術情報センターで使用中)

の基準に準拠 し、専攻別の分類体系を作 った。(付 録W-4)

この分類体系のほ うが、研究者の得意な分野をさがす時に役立つので、検索のための一番大切 な分類体系とな る。

その他、研究テーマ、技術相談内容 、所有研究設備なども検索に役立つ分類となる。

学科名 、講座名などに よる専門分類 と専攻分類を統一して一つの分類に出来ないか色々試みたが、少しの変更で一

つにまとめることは無理であるとの結論に達 した。

専攻分野の分類体系の各vベ ルの延項 目数の構成を示 す統計を表 皿一2に 示した。電気と土木の大分野においては、

補助分類のあたりで、その項目レベルが他のものと異な ってくるので、小分類 と補助分類の間に細分類の レベルを設

けた。

この分類の一例を、3.5.2(e)の 表 皿一4に 示す。

3.4フ ァイルの更新

(注*)

現在対象としている システムについて、ファイルの維持とい うことは、この システムが成長する システムであるか

ら、大別 して次のものが考 えられる。

(1)完 成検査とミス訂正

② 拡張によるファイルの追加更新

③ 収集済資料の時間的変化に伴 うファイルの維持更新

㈲ 検索方法の修正 等に伴 うファイルの変更

⑤ ファイル記録の ミスの訂正

以下次に もう少 し詳 しく検討する。

3.4.1完 成検査 、変更検査 とミス訂正

システムの完成時、取扱い対象の拡張完了時に、タイプミス、転記 ミスな どの誤記がないか どうか、各研究者のデ

ータを打出させ、各研究者に送付し、チェックしてもらう。またデータは各研究者が自身の事を記載 してい るので、

ヵ・なり主観的なおそれがあるので、客観的な立場から評価 し、妥当でないと判断 されたものは訂正す る。

(注*)現 在 収集済の資料は、近畿地方の主要大学の工学部のみであるが、この システムを完全にする為には、理

学部とか薬学部 、近 畿以外の大学 、そLrC研 究所 と、次々にその扱 う対象を拡げてゆかなくてはならない。そしてこの

拡張は一度に出来 るものではないので、サービスを行 ないながら順次その取扱い対象を拡げることになろ う。)
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義 血 一3 専門別分野と各大学における学科との関連性

大学
大阪大学

大阪大学
太市× 大府大 神 大 京 大 姫工大 京王繊大 同 大 立 大 関 大 大工大 近 大 大電通大 大度大

専門 (基)

機械 工学

機械工 学

精密工 学 機械工 学 機械 工 学 機械工 学 機械 工 学

機 械工 学

精密工 学
機械 工 学

産 業機 械
生産機 械

機械工 学

機械第2
機械工 学

機械 工 学

機械 第2
機械 工 学. 機械工 学 一

機械 工 学

交通機 械

産業 機 械 機械第2

電子機械工学

電気 工 学
電 気工 学 電 気工 学

電 気工 学
電気工 学 電気 工 学 電 気工 学 電気工 学 電 気工 学 電子工 学

一電 気工学

通 信
通信工 学

'一

.電 子 工 学

電 気工 学 電 気 工学
電 子 工学 計測工 学

電子工 学

電気第2
電子工 学

電 気工 学
電子 工 学

電 気工 学
電 子工 学 電子工 学

,

電子工 学 通信工 学

電子物理工学

土 木工 学

土 木 土木 工 学 土木 工 学 土木工 学 建 築工学 一 一 土木工 学
土木工 学 土木工 宅 丈六工 学

一 土 木工 学工学
建 築 建築 工 学

一

建築 工 学

一

建築 工 学 交跡 工学
一

建築工 学 建 築 工 学' 建築 工学

建築第2

工業化 学

応用化 学
応 用化 学

醗 酵工 学

合成化 学

化学工 学
応用化 学

応用 化 学

化学 工業

化学 工 学

工業化 学

石油化 学

化学工 業

高分子化学

応用化 学 工業 化 学
化 学 工 学

工 業 化 学・
化 学

化学 工 学

応 用化 学
応用化 学 応用化 学 一 一

合 成化 学

応用物理学 応用物理学 一 応用物理学 一 一 数理 工 学 一 一 一 数理物理学 一 一 数学物理学 一 一

一 原子炉工学 一 一

原子力工学 原子力工学 一 一 一 一 原子核工学 一 一 一 一 一

鉱 山 学 一 一 一 一 一 資源工 学 一 一 一 一 一 一 一 一 一

冶 金 学 冶金工 学 金 属材料 一 金属工 学 一 一

金属工 学
溶 接工 学

一 一 金属 工 学 一

金属加工学 工 学
一 一 一 金 属工 学

養 蚕 学

繊維工 学 一
〉
一 一 一 一 製糸紡錯学 一 一 一 一 一 一 一 一 一

繊維化 学

船 舶
1工 学航 空 造 船 学 一 一

船舶 工 学

航空工 学
一 航 空工 学

「..

一 一 一 一
●

一 一 一 一 －

P

経営工 学 一 一 一 経 営 工 学 一 一 一 一 一 一 管理工 学 工業経営学 経営工 学 経営工 学 一

機械工芸学

建築工芸学

工 芸 学 一 一 一 一 一 一 一 色染工芸学 一 一 一 一 一 一 一

窯業工芸学

意匠工芸学

其 他
附属研 究 制御工 学 教 養

専 門基 礎 一 一 一 共通講 座 一 一 一 一 専門基 礎 一 一

ノ
施 設 、材料工 学 (図 学)

⑳ ● ◆
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3.4.2拡 張 によるファイルの追加更新

システムの拡張がω量的 なものの場合、②質的 なものの場合が考えられる。

(1)シ ステムの拡張が量的なもの

これは、現在の対象が 「京阪神地区の四年制の大学 」であるのを、付属研究所 も含むように拡張するとか日本

全国へ拡張するとい うような性質 の拡張である。この場合 、データの数 は増加 するが、方式の変更を伴 うことは

あまりない。経済的 、効率的にみて、量の変化により異質のファイル(例 えば、小規模の時はホニル ・ソー ト・

カード、大量になると、MTま たはDiskに 変 更)に 切換えることが望ましい場合がある。そこで最初の小型 シ

ステムの時から、全体が完成した時に最適な ファイルを使 っていく方法と、データの数に よりダイナミックに最

適 ファイルを使い分けていく方法 とが考えられる。今の場合、日本全国の研究者を網羅 した時に想定されるデー

タ量から判断すると、Disk、 またはMTが 最 適と考えられ、最初からこれらの媒質 を使 うシステムを考 えてい

るので、この拡張に よるメインテナンスは、多量の単純作業のみで可能である。拡張のスピードは、現作業員量

では毎年一地方 とい うのが精一杯である。

② システムの拡張が質的な もの

最初は入出力は仮名英数字の和文綴 りとし、漢テレの装置が手に入 ったら、入出力を漢仮名英数字の和文綴 り

に変更 したり、 シソーラスを最初外付き(本 としてもつ)と し、後に電子計算機 メモリ内に蓄積 し、計算機に シ

ソーラスをひく操作 も行 なわすように変更 したり、最初はキーとして専攻科目のみをとり、順次異種の キーを追

加 して能力を拡張 してゆ くなどの変更である。

この拡張については、財政的 、経済的な要 因が大き く効いて くるので、長期的な資金計画を明確に した上で、検討

すること力泌 要である。

3.4.3収 集済資料の時間的変化に伴 う、ファイルの維持更新

これは、ω外的属性 、②内外属性の情報の維持更新と、二つの面から考えなくてはならない。

(1)外 的属性情報について

これは次の三スチップの作業によ って行な う。

(a)異 動情報の収集

この システムは情報が研究者単位なので 、資料の時間変化は、研究者の異動を通 して とらえる。

移動者の列挙 …・…・大学当局に移動者の リス ト作成を依頼

定 年 退 職 者 …… … 収集済資料の年令より判断 して列挙

この調査は研究者 の移動の時期から考えて年一回が適当。

(b)修 正情報の収集

(a)の作業で列挙された、異動のあった研究者に対 しては、異動調査票を配布 し、記入 してもらい、回収 し原

資料を修正する。

なおこの際に内的情報の変化 も、もしあ ったならば、修正する。内的情報においては、修正 とは、追加 とか、
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現在情報から過去情報への シフ トとかの形をとる。

(c)フ ァイルの更新

計算機 メモリ内の一次情報 ファイルの変更は一年に一度パ ッチ処理を行なえば よいと思われる。それ迄に蓄

積される変更事項については、一次情報 ファイルの後に変更事項をづめて、変更 ファイルをくっつけた形にし

ておき、二次情報 ファイルを変更事項にアクセス出来るよ うに修正する。その度に二次情報ファイルの うち ソ

ース ファイル
、パーマネン トファイルは、変更ファイルを加えた時 、同時に修正 しなくてはならない。そ うし

ないと、検索ステップが正常 なファイルの検索と、変更 ファイルの検 索と二段になり、ルーチンが複雑になる。

② 内的属舗 報について

内的属性情報は 、時間と共に大幅な変化をするものではないが、情報 の追加と、時間情報の変化とを考えなく

てはならない。これは全研究者 において起こっているものであるから、異動情報の収集はあまり意味がない。そ

こで、非常に長周期のサイクルで修正情報を収集していくことになる。すなわち、今年は近畿地方の全研究者に

ついて、来年は、中国地方の全研究者について………日本全国 を一まわ りしたら、また、次の年から 、近畿地方

の全研究者について………のよ うに、各研究者についてサイクル毎に内的属性情報の修正を行な う。このサイク

ル長は、作業員量 と研究者の研究課題の継続年数 より定められる。

修正とは、新規情報の追加 と、時間情報の変化、すなわち、現在の研究 テーマが過去の研究テーマに移行など

である。

3.4.4シ ステム改善に伴 う変更

これは次の ような手順で行 なわれる。

(1}シ ステム改善点の調査.

システムの改善点を調べ るために、研究者紹介のサービスを行ないなが ら、次のような統計をとる。

(a)質 問 パターンの頻度統計

(b)解 答 パターンの頻度統計

(c)質 問 と解答の記録 とその頻度統計

④ 質問に対する答が、依頼者 の要求に叶 りていたかどうかを各質問毎に追跡調査を行ない(こ れはサービスを

受ける者の義務 として、常に アンケー トを提出させる。)そ れに基づ く正答率の統計。

(e)質 問 、解答に表われる専門 用語について

シソーラスの標準語彙の各単語の出現回数統計 、シツ ーラスの非標準語彙の単語の出現回数統計。

(f)質 問 、解答に表われる分類項目の頻度統計

(g)使 用 した検索方式の頻度統計 と検索方式の継続検討。ここで検索方式の頻度とは、どの二次情報 ファイルを

使い、どのような方法でふるいにかけていくかを類別 し、その頻度を数えたものである。.

以上の統計の うち、(a)～(C)、(e)～(9)については、検索処理時 に同時に行 ない・(d)VCつい ては、処理から一定期

間内(一 ヵ月程度)に 行 なう。
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② システム改善点の決定 とシステムの改善

ωのステ ップで得られた統計を もとに・それぞれある闇値以上の頻度を生じたものについて、問題点を検討 し

改善するほ うが望ましいとの結論が得 られたなら、その事項について改善を行なうことを決定する。闇値の決め

方は、システムを駆動 させながら実験的に定めていかなければならない。

(a)質 問 、解答パターンの頻度統計により、新 しいパターンの追加 とか、不要パター ンの削除 とかを行な う。

(b)ど の ような型の質問 一 解答パターンの時に正答率が下るかを調べ、極端に悪いものに対し対策を考 える。

(c)シ ソーラスに ついては、あまり使用 しない標準語彙は捨て、よく使 う非標準語彙は標準語彙に追加する。そ

していたずらに大型化を計 るのではな く、効率のよい シソーラスへと改善 してい く。

ω 分類表においても、適当でない分類体系の箇所を適宜変更していく。

(e)総 合的にみて、検索方式 自体 も("で得 られたデータをもとに検討する。

3.4.5フ ァイル記録の ミスの訂正

ファイル記録のミスとは(1)転 記 ミス、(2)データ内容 の誤 りの2種 が ある。 この うち(1)のミスは発見次第即時に

訂正 しな くてはならない。

②のデ ータ内容の誤 りは、これを継続的に発見する機能を持 ったシステムを作ることは、経済的な面か ら見て不可

能である。これは完成検査i・変更検査の ときにみつかったものを訂正することと、3.4.4(1)(d)の 統 計から、チ ェック

されるデータについて、客観的にもう一度評価を行ない、不適当なものの訂正を行 な うので精一杯である
。

3.5シ ソーラス

3.5.1シ ソーラスの構成

(1)シ ソーラスの役割

求める情報の手掛 りをつける手段の主なものに、分類法、見出し語法(ConceptCoordinationSystem)
、

分類見出し語併用法な どがある。本 システムには 、索引づけの簡易さ、検索精度の維持の容易 さから、分類 ・見

出 し語併 用法が適 していると考えられるので 、この方法に適 したシソーラスを考える。

分類 とは、研究者の専攻 ・研究業績を大ざっぱに特徴づける もので、色分け用バスケットである。専攻科 目の

分類表をこれにあてる。

見出し語 とは、色分けされた研究者の専攻 ・研究業績の内容を、見出 し語の組合わせにより具体的に表現 する
。

この見出し語は・ シソーラスに表われる語を組合わせて使 うことにする。

索引(二 次情報 ファイル)の 構成は、専攻科 目については、分類コー ドを適当な形に修正 して、研究業績は、

各 テーマ毎に見出 し語 コードの組合わせで構成する。その際分類 コー ドはそれに合 ったものを、あるだけ総 て列

挙する。

② シソーラスの作成

,今 年度中に独 自の シソーラスを作成することは一寸困難なようなので 、既存 のシソーラスを日本語に翻訳 し、

編集 しなおす方法を考える。その手順は次のようになる。
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(a)翻 訳 対象 シソーラス

EJC(米 国 の工学者連合会議)の シソーラスを翻訳対象 とする。

(b)見 出 し語の翻訳

語 数 約1万 語

用 語 文部省編さんの学術用語集による。

担 当 外注 、大学に割当またはアルバイ ト

(c)作 票

各見出し語のエ ントリ(見 出 し語 とスコープノー ト)を 一単位 として作察する。

単位エントリは、次の例の通 りとする。

〔例 〕

見出し語'注 記 見出 し語コード

デ ン シ ケ ィ サ ン キ( ) テA8

見
出
し
語
}

UF

NT

㌫

∫
関係子

コ ン ビ。 ユ 一 夕

デ ン サ ン キ

ァ ナ ロ グ ケ ィ サ ン キ

デ ジ タ ル ケ イ サ ン キ

ケ イ サ ン キ

オ ー ト メ ー シ ョ ン

キ カ イ ケ ン サ ク

ジ ン コ ウ ズ ノ ウ

ア85

テZA

ケ43

オRR

キ4K

シ メB

ロ

ス

コ

ー

プ

ノ

ー

ト

関連語'語 のコード

ω 編 集 ∴

見出し語 ・関係子 ・関係語の配列は次の通 り。

見出し語:ア イウエオ順

関 係 子:UF(同 義語)NT(下 位語うBT(上 位語)RT(関 連語)の 順

関 連 語:ア イウエオ順

{3)見 出 し語 コード

シソ_ラ スの各語につけるコードは包含関係を無視する。コードは3桁 とし・上1桁 はカナ文字・2桁 目・3

桁 目はカナ英数字の組み合わせとす る。
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コードの付け方は、各見出 し語に個有のコードを付 し、見出し語の頭文字 と、コードの第1桁 目の文字を一致

させる。なお同義語は、その見出 し語のコードと同じにする。

(4)機 械 シソーラスを使 った索引と検索人間 と機械の作業分担 はつぎの通 りとする。

(a)索 引 時

人:シ ソーラスにより見出し語を コードに変換

機 械:誤 り検出および上位概念の付加

(b)検 索 時

人:シ ソーラスにより見出 し語を コードに変換 、検索式を作成

機 械:誤 り検出および検 索語の拡張

'検 索語の拡張法には次のような方法がある
。,

ア)見 出 し語 とそのBT、RTの 論理和を無条件に拡張

イ)見 出し語 とそのBTの 論理和を無条件に拡張

ウ)条 件付拡張、次図.『-3の よ うに拡張す る。

図ll-3条 件 付 拡 張

なおNTは 拡張 しない。関係子内の論理はORと す る。
オ

(4)汎 用 シソ「ラス作成法

EJCの みでは偏りがあるかもしれないので、工学分野の汎用 シソーラスであるEJCシ ソーラスは全用語を

採用 し、不足語を他の シソーラスか ら抽出し、補足する方法で、この方法だと太格的なものが狙えるが、時間的、

経済的に大仕事 となる。

(a)対 象 シソーラス

ア)EJC工 学者連合会議(米)10515語

イ)NASA航 空宇宙局(米)

ウ)ASM金 属学会(米)

z)AIChE化 学工学会(米)4270+2g70語



オ)ユ ー トラム ヨーロッパ原子力共同体

(b)作 成 手 順

ア)用 語の抽出

EJCシ ソ ーラス中の見出 し語は総 て抽出、EJCシ ソーeス 以外の シソーラス中の見出し語は、重要語

だけを抽出する。

見出し語の単位エン トリの関係語 のうち、上記で不要とされた語は削除する。

各 シソーラスから抽出された重要語の うち、重複語は統一整 理する。この場合 、見出し語単位 エントリの

選定は、関係語の少ない方の ものを選ぶ(EJCの 関係語は他の専用 シソーラスほど多 くない)

抽 出された見出 し語の関係語、すなわち同義語(UF)、 下位語(NT)、 上位語(BT)、 関連語(R

T)に つ いてs全 シソーラス内での転置関係をつくる。

例えば、Aの 関連語がUFal,NTb1,BTC‥RTdiと す ると、

・UF→ 全 シソーラス内にa1が 見出 し語として存在 しないときalUSEAを 追加する。

・NT→b1が 見 出 し語 として存在 しないとき、または、blの 関 係子 として、BTA,c1が な いと

き、btBTA,Ctを 追加する。

・BT→Clが 見 出 し語 として存在 しないとき、または、Clの 関 係子として、NTA,b1が な いと

き、ClNTA,btを 追加 する。

・RT→d1が 見 出し語 として存在 しないとき、または、d1の 関係子 として、RTAが ない とき、dl

RTAを 追加。

(c)作 表

以上の作業が終 ると、見出 し語の単位エントリごとに作表する。

ω 翻訳および編集

②の方法 と同じ。翻訳後、同義語に増減があったものについては、転置関係を訂正する。

3.5.2シ ソーラス作成法の検討
ロ

3.5.1の シソーラス作成法の資料に基づき、アルバイ トの学生に依頼 し、EJCシ ソーラスのAで 始まる部分20

頁の翻訳を行ない、この方法の妥当性を検討した。

なお翻訳後の日本語 のソート、作表は計算機を使 って行な う方法をとった。

その検討結果は次の通 りである。

(1)使 用 辞 書

(a)文 部省編集の次の13分 冊 の標準用語集

動 物 植 物 物 理 数 学 化 学 図書館 機 械 船 舶

土 木 建 築 採鉱冶金 電 気 論 理

⑥ その他の使用した辞書
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岩 波 数 学 辞 典'理 化 学 辞 典

標準 英和 工学辞典 醗 酵 工 学 辞 典

電 気 用 語 辞 典 化 学 用 語 辞 典

機 械 用 語 辞 典 宇 宙 用 語 小 辞典

JIS用 語集(全4分 冊).

NewEnglishJapaneseDictionary

ConciseE㎎lishJapaneseDictionary,

辞書(a)の妥 当性

文字Aか ら始 まる見出し語は、総計七百余項 目、その うち(a)の辞 書でひけたものは、2割 程度であ った。また

(a)の辞 書の編集 されたのは、大体昭和30年 前後で以後 の変更、改訂がないために、用語が古く、また最近発達

した分野の用語は全 くない。

.(a)の辞 書で網羅 されていない分野は次の通 りである。

原子力 航 空 宇 宙 天 文 気 象 経 営 情報科学

計測制御 軍 備 金 属 薬 、学 一 般 一般 工学 用語

(a)fOP)辞書 を使用 して、ひけたものは計500余 項 目である。

以上の結果か ら、 シソTラ スをそのまま全部翻訳すQ方 法をとるなら、(a)の辞 書を基準に とることは、労多 く

して功少な く、適当な方法とは認められない。

(2)研 究者情報 システムの シソーラスとして・EJ
.Cシ ソーラスを採用することの妥当性について

翻訳対象の見出し語数 ・ 約730項 目

(a)の辞書による翻訳数 約100項 目

(a)(b)の辞書による翻訳数 約500項 目

(a)(b)の辞書および専門家の意見による翻訳数 約600項 目

㌶ ㌶ 運 否明のものおよび日梧 に 約 ・・囎

以上の結果からいえることは、EJCの 用語を翻訳するには、自然科学および一般用語に関する全分野の大量

の辞書と 、各専門家の助 言を必要 とする。

また一割程度の、シソーラスに含 める価値のほとんどない と思われる項 目が存在する。この中には、一般用語 、

白太語になおす と同一語 になるものなどがある。

日本語に訳す と、同じ単語になる語数は、全体では一剖 以上存在すると思われる。

③ 翻訳に要する労力について

700余 項 目の翻訳に要した労力は、約12人 遅 。これは辞書の20頁 に相当 し、旧EJCは 全体で306余

頁あるから、単純に比率で計算 すると、約180人 週の労力を必要 とする。これは翻訳のみの時間であって、翻

一37一



(注*),

訳後 のチ ェック、紙テープ ・パンチ、電子計算機 操作の時間は含まれていない。

シソーラスが完成すると、現在収集済のデータを シソーラスの用語を使 って表現しなおさないとならないが、

この作業量 も膨大なものとなる。

これらの作業を短期間で、例えば各1ケ 月で行な うとすれば、翻訳には約45人 程度の人員が必要となり、か

りに各専門分野の専門家を集めたとしても、用語統一のために、自分の知識により翻訳することが許されないの

で、ひく辞書に優先順位を指定すると、一回毎に辞書 をひかねぱならず、そのためには、各人が全部の辞書を必

要 とし、翻訳のスピード化はあま り望めない。Gた 専門分野の人を1ケ 月もの長期にわたり45人 も集めること

は、金銭的にも不可能 である。

以上の検討結果から、EJCシ ソ ーラスを全部翻訳 して、研究者情報のシソーラスとして使 うことは、今年度
1

の計画 としては適当でない。

㈲ 現在収集済のデータを標準語彙表現への書きなお しの労力について

現在収集済のデータは、現在、過去の研究テ ーマと同等 とい うより・むしろそれ以上に専門別分類に重点が置

かれて収集されたものである。収集 データの専門別分類に表われているレベルは、補助の①、② の通 りが多いが、

専門科目の分類 コード(細 分類迄 とったもの)で は、そこ迄詳 しくないので、大切な情報が失なわれてしまう。

それゆえ、これもシソーラスの語で表現しな くてはならないが、その手数が高度な知的作業で、労力 もかなり

必要とする。現在、専攻科目の分類表現(例 えば62L315.6:621.317.333)か ら、専攻分類項 目名(② 分

類で誘電体、絶縁体の劣化破壊)を ひく辞書がないので、UDC分 類表で大体の見当をつけて、分類表のありそ

うな所を捜 しながら、逆引きして、分類項目名をひき、更にこれを、 シソーラスをさがして標準語になおす作業

を行なわな くてはならない。そ うして、この第1の ステ ップに多大の手数を必要とし、EJCシ ソーラス全部を

翻訳することは、 データの収集をこれに基づいて集めた場合ならよいが、既に、ある基準に従いデータが収集済

のものに対 しては適 しているとはいえない。

電気分野(全 部で約800項 目)の 分類表現から、専攻分類項 目名をひくことの出来る リス トを試験的に作 っ

てみたが、約1人 月以上の労力を要 した。

⑤ 収集の際に用いた基準(分 類表)に 基づくシソーラスの作成法

長期計画で、汎用のシソーラスを作 る場合には、EJCシ ソーラスの翻訳編集 とい う方法は良い方法であ,ろう

が、現在収集済みの資料を生かすとい う点か ら考えると、分類表から意味のある語を抽出し、分類の上下関係か

ら、NT,BT,USEな どを定め、それだけでは不足 しているRTと か、不足語彙の部分をEJCシ ソ ーラス

から必要箇所だけ抽出翻訳 し、使 うのが良い方法と考えられる。

'またその時の使用辞書は
、文部省編集のものよりは、JIS規 格 や、JIS用 語集のほ うが良い。その理由は

(注*)翻 訳 直 後 の シソ ー ラ スは 、 見 出 し語 や .、関 連 語 の語 順 が ア ル フ ァベ ッ ト順 な の で 、 それ を ア イ ウエ オ順 に

な らぺ 変 え な くて は な らな い 。 ま た そ の後 に複 製 され た シ ソ ー ラ ス が必 要 とな るの で 、 ソ ー ト、作 表 は 計 算 機 に 行 な

わ せ る こ とに した 。
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このシステムの目的が、各 メーカなどから、ある特定の専門のわかる人を(そ の専門は一般 に工業、換言すると

工場、現場に関連 している)紹 介 してほしいという依頼に答えるものであるか ら、メーカ使用の言葉で統一する

ほ うが便利であろ うからである。

分類表か ら構成 した シソーラスの一部 例をその分類表 と共に次に示す。

〔例〕

シリコン整流器

広 半 導 体 整 流 器

関 シリコン制御整 流 器

ゲルマニウム整 流 器

セ1!ン 整 流 器

酸 化 銅 整 流 器

半 導 体 整 流 器

広

狭

関

整 流 器

シ リ コ ン 整 流 器

シリコン制御整 流 器

ゲルマニ ウム整 流 器

セ レ ン 整 流 器

酸 化 銅 整 流 器

水 銀 整 流 器

機 械 式 整 流 器

電 解 式 整 流 器

電 子 式 整 流 器

電力用変圧器設計

狭 電 力用変 圧器 構成

電力用変圧器構成

同

狭

広

関

電 力用変 圧器 設 計

電力用変 圧器 製 造

電 力用変 圧器 構 造

電力用変 圧器 機 材

電 力 用 変 圧 器

電 力 用変 圧器運 転

電力用変圧器新製品
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電 力用 変 圧器 理 論

電 圧 調 整 変 圧 器

該当する分類表は次の通りである。

表 皿一4分 類

電 力 機 器

表

〔変 成 機 器〕 〔変(7))

① 変圧i器 Cカ9

② 電力用変圧器 Cカ10

③ 一 般 62L314.2 総説、展望

③ 基礎 、理論 621,314.2.01
試験、効率、温度上昇 、騒音 、

特性

③ 設計、構成 ☆621.314.2.001.2 設計

☆621.314.2.002.2 製造

☆621.314.2.04 構造、機材

③ 運 転 621,314.2,004.9 運転、制御 、保守、保護

③ 新製品 621,314.2,002.6 紹介

③ 電圧調整変圧器 621,314,214

② 計器用変圧器、変流器 ☆621.314.2228 計器用変圧器

☆621.314.2248 変流器

② その他の変圧器 62131420thers
直流変圧器、小形電源 トランへ

変成器 など

① 相変換器
●

621,314.25 相数変換、移相器

① 周波数変換器 621314.26

① 変 換 器(コ ニ〃X－夕 、 イニ〃く一 夕 、電 動 発 電 機) 621,314.5
ひ

① 整流器 Cカ11

② 一 般 621.3146' 総説 、展望、会議 、展示会

② 半導体整流器 Gカ12

③ 一 般 62L314.63
総説、展望、原理、理論、全

部に共通する問題

③ シリコン整流器 621.314.63:546.28

③ シリコン制御整流器 621.314.63.07:546.28

③ ゲルマニウム整流器 621314.63:546.289

③ その他の整流器 621.314.630thers セ レ ン、酸 化 銅 な ど

② 水銀整流器 621,314.65

② その他の整流器 ☆621.314.62 機械式

☆62L31464 電解式

☆621.314.67 電子管

☆621.314.69 その他
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〔開 閉 保 護〕 〔開(7)〕

① 開閉器、しゃ断器 Cカ13
主 として大電力用の開閉器、
しゃ断器

② 一 般 621.3165.05 総説、展望 、会議

② 試 験 621,316.5.05,001 試験法 、装置

② しゃ断現象 ・特性 621316.5.05.01 ア ー ク理 論

② 構 成 62L3165.06 構造(接 点 、絶縁 、機構)

② 運 転 621316.5,004.9 制御、保守

② 新製品 621,316.5,002.6 紹介、展示会報告

① ヒ ュ ーズ 621,316,923

① 保 護 Cカ14

② 一 般 621,316.9 総説、展望

(6)依 頼質問に表われる専門用語 と、分類表の項目とそのvベ ルの調査

分類表の項 目か ら、標準語彙を抽出するための予備調査 として、今迄に来た質問に表われる専門用語を抽出 し

て、それが分類表中のどの項 目に該当するか、また分類 レベルでは どの分類 レベルの項目が多いかを統計を、とっ

た。その結果出現回数は次の通 り。

補助①の レベルの専門項目

補助②の1ノベルの専門項目

補助③の レベルの専門項目

補助④の1ノベルの専門項目

補助⑤の レベルの専門項目

合 計

61

72

50

14

2

199

これか らみ ると補助①～③のレベルの項目が標準語彙に適 しているようである。

なおどの項目に入 るか不明なものとしては、油圧噴霧、カーボンペ ース ト、ガンタイプ、 ピラントレン………

など、表にないもの、 イル ミナイ ト、スル ファミン酸、スルホン酵素などがあ った。

3.5.3シ ソ ーラス作成法の改善案

(1)翻 訳手順の改良 とその実現性

現在対象としたEJCシ ソーラスは、分野別に項目を集め ることが出来ず、その項 目が どの分野の専門用語が

,解 らぬ場合は、すべての辞書 を総当 りにひいていかねばならず 、非常に不便である。(改 訂された新EJCシ ソー

ラスの場合は後に述べる。)

しかし何等かの方法 で、これを30程 度 の分野に分け、それぞれの専門分野の人に、それぞれの分野の見出 し

語のみを翻訳 してもらい、英文のEJCシ ソーラス全部と、英語の見出し語とそれの 日本語 カナ綴 り対照表総て
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をパンチさせ、電子計算機 に対照表をひかせて、関連語の日本語訳を作 らせる。とい う方法が一番現実味が濃い

(も し見出 し語 だけでなく全部訳す と、約180人 週 の労力を要する。)こ の場合に問題 になるのは、全部そ

のままで翻訳 している場合は、関連語の翻訳は、沢山ある日大語訳 の中から、見出し語に照 らしで 一番適 したも

のが選べるのに対 し、計算機にひかすと、そ うい う操作が出来な くなるために見当はずれの訳が沢山生 じてくる

と考えられる。特に関係語中に別の分野の語が入 って くる場合に、それは著 しいと考えられ る。 この欠点に対す

る対策が必要であろ、う。

この場合の所要労力について、翻訳対象語数は約1万500項 目、今回行な ったモデルの翻訳語数 は、一見出

し語に平均9関 連語がついていたと考えると、約700×10で 、約7,000語 の翻訳となる。 しか しこの場合

は重複 してひいたもの も多いので、約5,000語 程度 ひいたと考 えると、ほぼ倍量の翻訳 となるので、約25人

週程度の労力が翻訳に必要 と考えられる。しか し多数の人に分割すると、馴れるまでは能率 が上 らないので、30

分野程度の人、30人 に頼んで一週間で出来るかどうか疑わしい。また一週間 もこの翻訳に時間をさいてくれる

人を多数集めれるか どうかは一寸疑問である。

次に翻訳 しやすい ように分野を定め、各分野毎にふ りわけ、記入 しやすいように用紙を整 える前準備がかなり

な量になるものと考えられる。今回の700余 項 目について、分野の区別、振分けを行なわない前準備だけで、

5人 目程度の労力を要 したので、用紙の準備だけで、約2、5～3人 月の労力を要する恐れがある。次に用紙準

備されたものを各分野 に分類するのは、オールラウンドの知識を持 った人にや ってもらわねばな らず、これもか

なり知的 、時間的労力を必要 とする。

次VCパ ンチの労力 であるが、見出し語1万500項 目、各項目の関連語平均10語 、一語長約15・ 文字とみ る

と、10・500×10×(15+5+1)=2,205,000タ ッチ(こ こで5は コードナンバ、1は 関係子)、 次

に英和対照表は、英語見出 し語1万500語 、英語1語 に対する日大語1・5・ 語平均、英語平均長15文 字、

日本語平均長15文 字 とみると、10,500×(15+1.5×15)=約393・750タ ッチ、なおこの うち約

157,500タ ッチは英文、約236,250タ ッチは カナ、合計すると約260万 タッチ(英 文236万 タッチ、カナ

24万 タ ッチ)と な り、この量は科学技術 ⇔ ター電子 計算機室のキーパ ンチ能力 をかな り越えたものであ ると

考えられる。カードで行な うなら、英文 シソーラス10,500×10=約105,000枚 英 和 対照 表 が

10・500×1.5=約16,000枚 計120,000枚 となる。

② 改訂版新EJCシ ソ ーラスについて

改訂版においては、SubjectCategoryIndexが つ いており・これは22の 大分類そして計187の 中分類

に類別されている。よってこの版を使用すれば、分野毎に分類する前準備は不要 となる。 しか し全収録語数は大

分増加 し全部で約23,000語 程度 ある。 この22の 大分類は次の項目からなる。

航空学、農業、天文学および天体物理学、大気科学、行動科学および社会科学、生物科学お よび医学・化学 ・

地学および海洋学、電気工学および電子工学、非推進 エネルギー変換、材料学 、数学 ・機械工学および工業学お

よび土木工学および船舶工学、方法論および器具、軍事学 、ミサイル技術、航空 ・航海術および通信 および検出
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および計測、原子力工学 および技術 、兵器、物理学、推進機械 と燃料、宇宙科学 。

シソーラスの翻訳は、この改訂新版を使 い、前記22項 日中、不要のものは捨てて必要なもののみ行なえばよ

し、。

③ 計算機 による シソーラス作成上の問題点 とその対策

EJCシ ソーラスの見出し語(旧 版で約1万5千 語)の みを翻訳 し(新 版なら、SubjectCategoryIndex

を翻訳)、 英文の全EJCシ ソ ーラスと、英和対訳辞書を計算機に記憶させて、日大語の シソーラスを辞書をひ

きながら構成させる方法をと った場合に生 じる問題点及びその対策案は、次の ようなものが考えられる。

(a)英 単語一語 の対訳が、日本語 では二語以上になる場合

〔例〕

AVIATION

USEAERONAUTICS

コ ウ ク ウ

コ ウ ク ウ ジ ュ ツ

ヒ コ ウ

ヒ コ ウ ジ ュ ツ

コ ウ ク ウ ガ ク

この場合、計算機が辞書をひくと、AVIATIONに 対し4つ の日本語の訳が対応する。

日本語のアイウエオ順にソートさす と、

○ ○ ○()ッ カ エ コ ウク ウ ガ ク

ここで○○○○には、AVIATIONの 訳 のおのおのが入る。結局上の形のものが4っ 出来 る。

対策としては、日本語の見出 し語のみ、一つ一つに分解 し、関連語はそのまま各見出し語毎に全部つけるよ

'
うなル ーチンカ泌 要である。この場合見出し語 コードMは 、日本語用の見出 し語コードMを 新 しくつける。

(b)上 述 の方法は、英単語の概念領域=各 日本語単語の概念領域と仮定すれば、それで問題は生 じないが、実際

ecは そのような場合よりも、概念領域が図 皿一4の ように互にクロスする場合が多い。

鳴

輪

郭単語M2

の領域

コウクウジュヅ

/

7

ー

＼

＼
＼_

＼

＼

/

ノ

1

一 一 一 ーー一 一 一一 邦 単語Ml

の 領 域

コ ウ ク ウ

英蛍語の領域AVIATION

図 皿一4英 語 と日本語の概念領域
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このようにクロスした場合、NT'BT.RTの 関係が日本語vcthっ た場合 、変化する場合が生 じる。この

対策としては、日本語 シソーラスを全部 プリントアウトし、それを各分野の専門家に、各 自の専門用語の狭、

広、関連関係が違 っていないか、チェックしてもらう必要がある。

(c)上 述 のチェックによる関係子の修正が必要 となる。

この場合には、日本語 コー ドMと 日本語の蛍語 、英単語と修正関係子を与 えると修正するルーチ ンカ必 要。

ω ωの書換 えを行な った場合、⑥のような関係がある語については、同一の邦韓語の間にあたかも何等かの関

係があるかのよ うなものを沢山生成する。これの消去が必要である。なおこの際(e)の場 合のチェックカ泌 要と

なる。

〔例〕

ELECTRICARCア ー ク

USEARCツ カ ェ ア ー ク

このようなものは不要。全部抹消する。

〔例〕

F

T

T

U

B

R

ADDITION(MATHEMATICAL)

SUMMING

COMPUTATION

ADDERS

ADDINGMACHINES

ARITHMETIC

カ ホ ウ

ク ワ エ ザ ン

タ シ ザ ン

ヨ セ ザ ン

ク ワ エ ザ ン

カ サ ン

カ サ ン キ

カ サ ン キ

ケ イ サ ン キ

サ ン ジ ュ ツ

サ ン ス ウ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

¶
」

-

この場合2と5は 同じだから、2を 見出しとしたものでは5は 抹消、また和 シソーラスでは、どの見出 し語

に対しても、7,8は 同 じなので一つに統一(和 英 ・英和の辞書として使う場合なら一・ヵ所にまとめるのみで抹

消せず、 シソーラスの場合は最後に一ヵ所にまとめて消す。例えば今の場合、アイウエオ順にな らべた後7の

み残 し8は 消す。)し なければならない。

このように和文での重複箇所の検出 と消去 のル ーチ ンが必要である。

㈲ 日本語で同音異議語があるものの対策'

英文 シソーラスでは 、同音異義語には、後に括弧付の制限語がついているが、翻訳 日本語は、同音異義語が

あるかどうかチ〔ックしてないので、対照表が出来ると、これをアイウエオ順にソ ートし、同音の ものがあれ

●
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ば 対 応 す る 英語 を読 み 、 日本 語 の 同音 異 義 語 な ら 、 そ れ らが 互 に 区 別 出 来 る よ うに 、括 弧 付 の制 限 語 を 新 し く

作 り加 え る。 な お 同音 同義 の もの の処 理 は 、ω 参 照 。

以 上 の よ うな 場 合 に は 、 日本語 ア イ ウ エオ順 に ソ ー トされ た 見 出 し語 にお いて 、 同音 異 義 語 の 制 限 語 を考 え

る必 要 が あ り 、 さ らに 括 弧 付 制 限 語 を生 成 さ す ル ーチ ンが必 要 とな る 。 ま た不 要 な もの を 排 除 す る処 理 ル ーチ

ンが 必 要 で あ る 。

(f)日 本 語 シソ ー ラ ス で 、例 の よ うに3(=ツ カ エ=USE)の 語 に 、二 つ 以上 の語 が 対 応 す る場 合 の 処 置

〔伊D

SUMMING,カ サ ン

ク ワ エ ザ ン

USEADDITION(MATHEMATICS)ツ カ エ カ ホ ウ

ク ワ エ ザ ン

タ シ ザ ン

ヨ セ ザ ン

この 場 合 、 日本語 の加 え 算 の為 の標 準 語 を定 め 、 す ぺ て を その 語 でお き か え る よ うに しな く ては な ら な いの

で 、標 準 語 の 設 定 を専 門 家 に頼 ま な け れ ば な ら な い 。 そ の場 合 、必 らず し も一 つ の 標 準 語 で十 分 であ る とは

限 らず 、二 つ 以 上 の標 準 語 を と り、分 割 しなけ れ ぱ な らな い場 合 もあ り うる 。

した が って 、指 定 さ れ た標 準 語 に お とす 書換 えル ー チ ンが 必 要 で あ る。 例 えば 先 の 例 に よ る と 、 タ シザ ン

と い うの を標 準 語 と して と る と 、

カ サ ン:ク ワ エ ザ ン

ツ カ エ タ シ ザ ン:ツ カ エ タ シ ザ ン

カ ホ ウ:ヨ セ ザ ン

ツ カ エ タ シ ザ ン:ツ カ エ タ シ ザ ン

の よ うに な お さ な い と な らな い 。

ω カ ナ綴 りの 切 れ 目 の 設 定

漢 字 綴 りを カ ナ綴 りに 変 換 す る と、 か な りの 情 報 が 失 な わ れ る と 同時 に読 み に く くな る 。 そ こ で、 出 来 るだ

け 各単 語 お きに 、 ス ペ ー スを 入 れ る こ と に す る。

〔例 〕

ネ ツ カソ ジ ュ シ ・i,ネ ツ カ ソ ジ ュ シ

ネ ツソ セ イ ジュ シ ーー一一ー一÷◆ ネ ツ ソセ イ ジ ュ シ

ネ ツプ ラ スチ ック ジ ュ シ ー≒ → ネ ツ プ ラ ス チ ッ ク ジュ シ

フ カ ジ ュ シ 一-i÷ フカ ジュ シ

(h)カ ナ綴 りの 切 れ 目を お くと、 ア イ ウエ オ順 の ソ ー トの 時 に は 、並 び 順 が き れ い に な ら ない の で 、 ソ ー トに際

一45一



しては、連語の語間の切れ目の空白はつめてソー トする。結局人間 に対する表示の時のみ、㎏)を行ない、内部

ではこの切れ目はつめる。

(i)英 熟語または英重語に対する日本語が言い切りの形で終 らない ものの切れ 目の対策

日英間の言葉 の概 念、発想法が違 うために、英語の一つの見出しを 、日本語に直すと、節または句のよう

な形になるものが少 しある。この場合の切れ目は(9)、(h)の切 れ目とは違 うので、内部でもスペースをあけてお

く。しか し句または節の形の見出し語は極 力、和単語または熟語になるように シソーラスの語選定を変 えるほ

うが望ましい。

4シ ス テ ム 設 計
命

4.1質 問の インプット形式の検討

本節では、質問分析の必要性 と各種の方法について簡単に述べ、具体的な質問伝票 の書き方を決め、この方法に対

する改善の方向を示すごどにする。

4。1.1質 問分析の定義 とその必要性

研究者情報検索 システムにおい ては、一人の研究者をいくつかの索引語の集まりに変換してフアィルを構成 している

から、質問も一旦、この索引言語の上で書き直 してやる必要がある。これがいわゆる質問分析 と呼ばれる作業 である。

質問分析の定義 は一般 に、 「質問に固有な要素 より、固定記述された質問原票を作 り上げる過程 において行なう作業

のことをいう』 とされている。要するに質問分析 とは質問原票を作 り上げる一種のアルゴリズムを実行することであ

り、一般の情報検索論でい う主題分析に相当するようなものである。質問老によって発せ られた質問を、窓口の受付

者、または質問者自身が、予め研究者について抽出されている主題と比較 でぎるように、質問原票を作り上げる事で

あるともいえる。質問分析はこの立場か らは、窓口作業の分析、指針を書き上げることであるともいえる。一つの質

問には一つの検索パターン(索 引パターン、質問原票)を 対応させ、受付の誰が質問分析を行 なっても必 らず同じパ

ターンとなる事が望ましい。一般的にい って皮肉な事であるがまったくの素 人が この質問分析 を行なっても可成りの

好結果を得る事ができるという事実は 、この作業が、人間の頭脳に深 く関連 したものであることを示 していると思わ

れる。

質問分析なる作業への非常に一般 な指針はつぎのように与えられるであろ う。

ω 研究者 に関する情報 の主題が容易に抽出できるような索引言語の設定 。我 々の場合、研究者に関する情報には、

カテゴ リーを設定 し易いので問題は少ないと思われる。

② 受付は、質問者の要求の深さを読み取 り、

(3)あ い まいさの残 らないように索引を選 び、論理式を選定 する。

上述のような指針に従 って質問分析を行 なった場合において、質問 と質問原票が1対1に 対応する場合は問題が少

ないが、質問に適切にあてはまる質問原票が作 り得ないとぎ、質問の一部を表わす事ができない場合・あるいは対応

"

■
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t

がま ったく成立 しない場合があろう。これらの場合には質問者の了解のもとに質問自体を上位の質問 に置き換えて質

問原票を作るとかの方策を講ずる必要があると思われる。

4,1.2質 問分析の方法

研究者の属性は、4.4で も再び述べられるよ うに可成 りきっち りと境界を設定 し得るものが多い。すなわち、各人

の属性を、氏名、生年月日、現住所 、電話、最終学歴、学位、学位論文 、勤務先 、所在地、電話、所属学部学科講座、

役職名、直属責任者名、専門分野 コード、専攻科目コード、技術相談の内容 とその分類コード、現在の研究テーマ、

着手 日と終了予定 日・過去の研究テーマまたは著書名、掲載誌名、発行所、発表年月 日、直接所属の主要研究設備、

保有する工業所有権、所属学協会、更新年月 日のようなものに設定 しておけば、研究者の特徴はほとんど一意的に抽

出することが できる。

上述のようなカテゴリーの設定は、各 カテゴリー間の関係が独立であると見倣したものであ って実体とか役割とか

を分けずに行 なったものである。必要 とあらば、カテゴリー間に図 皿一5の ような関 係を導入 して も何 ら差 し支え

ないが、検索の効率を考え ると余 りよい とは思えないので省略することにする。

●

'図 皿一5カ テ ゴ リー間 の 関 係

4.1.3質 問原票 の実際

質問分析は、キーワー ド、いわゆる、索引語の選択で行 なうとすれば、質問原票は図 皿一6の 如 きものが適当と考

えられる。

また・質問原票には・必ず利用者に関する情報を附属させることにすれば 、これは図 皿一7の ようになるであろ う。

図ll-6の よ うな形 での質問分析はつぎのような索引言語を使用していると見倣 しても全く差支えない。

条件
①IL-{項 目 索引語}

②IL=ILIILnIL「ILflIL

③ ①,② 以外の演算によ ってはrLは 生成されない。

このILを もって検索に使 うのであり、図ll-6は これを具現 したものである。

①における条件はもちろんマッチング条件に他 ならない。
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●

質問内容

質 問 原 票

スク リ ー ン ・コ ー ド

11
検索項目 条件

[コ[コ1

[=][コ1

[=][コ1

検 索 語

1

1

[][]

[=コ[コ1
一

1
/一

1.」 ノ/ ノ 一

ノ//1『1 1一二二二

 

口

口

口
口

口
口
=
口
… =

票原図 皿 一6 質 問
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◆

舟

●

'

質 問 番 号

利 用 者 情 報

申 込 年 月 日 利用者番号 利用者氏名

、 ■'

・

口 口ロー□□
機 関 名

郵 便番 号 所在地

已

電話番号 所属部課

一 一 一

市 外 市 内 番 号ext

ア ウ トプ ッ トの 形 式

1
プリントi㎞

:

・一・i テ ー プ

検索者コード 検索者氏名

口
注 記

質問内容に関するメモ

図 皿一7利 用 者 情 報
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4.L4運 用時 の イ ンプ ッ トと セ ンター要 員 の関係

質 問分 析 なる作 業 の ア ル ゴ リズ ムに 対 する 客観的 な基準 は 、 か って 存在 した こ とは ない し、今後 共 出現 す る とは思

え ない 。従 って窓 口の セ ンタ ー要員 の 存在 が 大 きな ウエ イ トを占 め る こ とtCな る。 例 えば 、MTペ ー スでyス テムを

運 用す る場合 、内 部 シソ ーラ スの利 用は望 む ぺ くもない 。 この とき には窓 口 は 、 シソ ー ラスに関 す る ハ ン ドブ ックを

片 手に質 問の 整理 を行 な う方 法 は ない。 ゆ えに 、索 引 言語 の設 定 に充 分留 意 した後 で も、

① セ ンタ ー要 員 の教 育

② セ ンタ ー要 員の 為 のハ ン ドブ ック等 の整 備 ・

等 は忘 れ ては なら ない こと であ る。

4.2検 索結 果 の ア ウ トプ ッ ト形 式 の検討

本節 では 、研究 者 情報 検 索 シス テ ムに おけ る質問 へ の回 答 の出 力項 目 、出 力形式 の編 集 に つい て述 べ る 。

4.2.1回 答 に おけ る 出力項 目 とその 指 定法 お よび 出 力形式 と編集

検 索質 問に よ って指 定 さ れ た研 究者 に関 する情報 は、 一旦 回答 ファイル に フ ァイル す るこ とに する 。出 力(回 答)

は この フ ァイル より出力 項 目 と して必 要 な項 目(例 えば 、研 究者 名 、所 属機 関 名 、研 究課 題 、etcの 項 目)を 出力 装

置(例 えば 、回答 書 、IBMカ ー ド、etc等)を 指 定す る ことに よ り行 な うこ とに す る。 出力項 目の指 定 の方 法 は 、

項 目番 号 あ るい は チ ェ ック マー ク等 で質 問原 票 で指 定 す れば よい と考 え られ る。回答 を編集 す る際 は 、 これ らの 指定

に基づ い て行 な えば よ い と考 え られ る。

特 に出 力に つい て は 、

ω 当然 、 出 力文 字 は 、英 数字 カナ湿 り文 であ り 、符 号 化 さ れ た分類 体 系等 は表 面 に出 さない 。

② 出 力項 目の順 位 は任 意 と し、質 問者 に 質問 原 票 で指 定 さ せ て も よい が、 い わ ゆる一 定 の書 式(フ ォーマ ッ ト)

に従 って出力 す る伝 票 形式 で 充分 であ ろ う。

③ システ ム内 部 での 中 間 出力 と して、検 索要 求項 目、 その 中に含 まれ る索 引語 の使 用頻 度 を とれ る よ うに す る と

よい と考 え られ る。 これ を も って シソ ー ラスの整理 、更新 に 使 えば よい と思 わ れ る。

等に留 意す れば 、非 常 に常識 的 に 決定 して も見 当違 いに 終 るこ と はな い であ ろ う。

図1-8tc、 出 力伝 票 の一 形式 を示 す ことtcす る。 また 、図 皿一9に は 出力 項 目を示 す ことに す る。

式

0「 ～

ρ

●



■

6

●

項 目 桁 数 表 現 注

研 究 者 氏 名 V カ ナ(英)

現 住 所 3十V

電 話 18

最 終 学 歴 V

学 位 2

勤 務 先 名 V カ ナ ・ 英

所 在 地 3十V コ ー ド十 カナ

電 話 18 4.4参 照

所属学 部学科 講 座 V

職 名 V

直 属 責 任 者 V

技 術 相 談 の 内 容 V

現 在 の 研 究 テ ー マ V

所 属 学 協 会 V×V

更 新 年 月 日 6

図 ‖-9出 力 項 目

白

■

図 且一10に は 、情報の収集までを含めた検索の全体 と、出力のための システム ・フローが示されている。

図 皿一10中 の リファレンス番号は 、研究者に振られた番号であ り、セグメント番号は、研 究者 に附随する項目

表示のためのものであ る。 シーケ ンス番号は、カード等で情報を書 く場合、80行 までの文字数 しか許されていない

ので、書き切 れない場合この シーケンス番号を割 り付けることに よって追加 してい く訳 である。セグメン ト番号は、

各研究者に関するデータの内 、収集 できるものから収集することにし、後程集められたものは、これを目印と してフ

ァイルに追加してい くためのものである。回答を得るに際 しては 、一旦回答 ファイルに回答を移 し、シーケンス番号

のふられているデータ等についてE群 の データとして出力できるように編集作業を行 なうことにする。図 皿一10に

盛 られた思想は大略このようなものである。
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資 料 カ ー ド

㌣
[

一一

一

一

「

ー

1

-

l

l
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」

殖
一'一 プア イル

↓

CONVERT

マスター

フア イノ

SI

/
累 積
(更 新)

[

リフ ァ レ ン ス番号 順

セ グメ ン ト番 号 順

シ ー ケ ンス番 号 順

痴
〃
ス
ア 1次 資料(セ グメント方式)

にSORTす る。

'

〔 質 問 カ ー ド

↓

CONVERIT

DIREOTIVE

の 作 成

ン ソー
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D

ター フ

IE

イル

問
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DIRECTLY

＼ /
索

1
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検

回答

プアイノ4

晒
アイル

一次資料検索

口答

フアイノ2

編 集

口答

アイル

S2

PRINT

セ
グ

メ
ン
ト
方

式

回 答 書

!撫]1
順PCSORT

w・

図 皿一10収 集 か ら回 答 まで の シス テ ム ■'フロ ー
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次 図ll-■1ecは 、

て 書 か れ て あ る 。

PARTIAL FILEを 設ける場合について収集から回答 までのシステム ・フローについ

資 料 カ ー ド

CONVERT

`

'

/ 質 問 カ ー ド

!̀

GONVERT

間

フアイノ

コ

スタ1次 資 料

アイノ

検

Q-A

S1
「

ー
万
順
瀧

一

藤
一
〃
聞鷹已

SEPARATE

P

/一一(3

T]AL2

1E

2次 資料

「 一 「

l

l・

IE■'tl

◎

●

認

1

1

・l

l

l

l

l1次 資 料

スタ

アイノ

ア ル
2次)

1

1

1

_____」

S2

■

1次

(MA.TCHING)

LIST

質 問 番号
リファ レンス番号

セグメント番号

シーケンス番 号

順 にSORT

ロ

イル

LOOS

S2

1、IST

図 皿 一11 シス テ ム ・フ ロ ー
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図 卜 ・・ 、 図"-1・ 中 の ・ ・ タ ー・ ・イ ・・を ㊥ で ・… ン ス 翻 ・ ・ グ … 翻 あ … は ・一 ケ ・

ス番号順にSORTし た場合の例を下に示す 。

〔例〕

万
/
/

＼＼
＼

1

歩
一

デ

～

＼
ノ

汲
号

レ
万

番リ

45312

45312

53412

5342.-

58312

83512

スン

号ケ一番

シ

10

20

10

01

01

10

トン

号メグ番セ

A

A

B

C

A

B

'

」

また、SEPARATEを 行 なった後 も下記の様な形 でSEPARATEの 指定に従 ってならぶ。

〔例〕

o

セ グ メ ン ト

番 号

シー ケ ン ス

番 号

リファレンス

番 号
デ ー タ

A 01 12345

A

「

02 12345

A 01 12358

A 01 12460

'

4.3イ ン デ ッ ク ス ・ファ イ ル の設 計

4.3.1イ ンデ ッ クス ・フ ァイ ルの作 、製

デ ー タ ・フ ァ イル か ら イ ン デ ック ス ・ファ イ ル(デ ィγ ク トリ ー ・フ ァイ ノレ)を ゼ ネ レ ー トす るに 際 し て は 、一 旦

シ リア ル ・フ ァイ ル と呼 ば れ る もの を作 製 し、 こ れ をい わ ゆ る イ ン デ ッ クス ・フ ァイル の ソ ー ス フ ァイ ル と して利 用

す る こ とに す る。 この ソ ース ・フ ァイ ル か ら次 第 以 下 に 説 明 さ れ る よ うな各 種 イ ンデ ック「ス ・ファ イ ルを ゼ ネ レ ー ト

す る こ とに し、使 用 頻 度 の高 い イ ンデ ッ ク ス ・フ ァ、イル は 、 パ ーマ ネ ン ト ・フ ァイル と して持 つ こ とに すれ ば よい と

考 え られ る 。

4.3.2各 種 イン デ ック ス ・フ ァ イル の ソ ース ・フ ァ イル

こ の ソ ース ・フ ァ イル は 、各 種 の イ ンデ ッ ク ス ・フ ァ イル の最 初 の基 準 と な る フ ァ イノレで あ り 、 も し検 索 の 方 法 と

して シ リアル ・サ ーチ を 採 用 す る と す れ ば 、 この フ ァ イル を も とに して行 な う こ とが で き る。 その 構 成 は ・ 表 五 一5

に示 され る通 り で あ る 。

.で

●
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表 皿一5 ソ ー ス ・ フ ァ イ ル

表 現

①:リ フ ァ レ ン ス ・コ ー ド:単 一

②:仕 様 コ ー ド:単 一

③:氏 名 コ ー ド:単 一

④:所 在 地 コ ー ド:単 一

⑤:勤 務先 コ ー ド:単 一

⑥:専 門 分 野 コ ー ド:単 一 、重 複

⑦:専 攻 科 目 コ ー ド:単 一

⑧:技 術相談内容 コード:複 雑 な表現

⑨:分 類コード:複 雑な表現

⑩:過 去:複 雑 な表現

}研 究 テ ーマ ・・ 一 ド
⑪:現 在:複 雑 な表現

⑫:主 要研究記録 コード.:重 複

⑬:更 新 年 月 日 コ ード.:単 一

図 中 の項 目 に つ い て 簡 単 な 説 明 を行 な う。

oリ ファvン ス ・コ ー ド;こ れは 、研 究 者 ナ ンバ ーで あ る か 、 デ ータ ・フ ァ イル ア ク セ ス の た め の番 地 か の

どち らか を ス トア す る 。

o仕 様 コ ー ド;デ ー タ ・フ ァ イル 中 の 各項 日毎 の 語 数 表 示 、 ま た は 、間 接(相 対)番 地 指 定 の た め の コ ー ド。

o氏 名 コ ー ド;姓 、 名 と も前 半4字 位 を と って コ ー ドに す る か 、現 用 中の ホ ール ・ソ ー トの コ ー ド(姓 最 初

音 と姓最 終 音)の よ うな コ ー ドを使 う。

o勤 務先 コ ー ド;

{
。 職,.,、 地区 一 府県 嚇 関 の・・な階層臓 ・っ一 ・をつけ・・

o専 門 分 野 コ ー ド;明 ら か で あ ろ う。

o専 攻 科 目 コ ー ド;'学 科+講 座 名

o技 術相 談 内容 コ ー ド;既 存 体 系 を 用 い る 。

この フ ァイ ル を基 に す る フ ァイ ル の探 索 は 質 問 中 の キ ー ワー ドを全 て 含 む情 報 の リフ ァ1ノン ス ナ ンバ を 選 出 す る と

い う形 を と る 。

4.3.3イ ンバ ーデ ッ ド ・イ ン デ ック ス ・フ ァイル

ル ッ クア ッ プ検 索 法 を と る と き に使 うフ ァ イル で あ って 、各項 目毎 の イ ンバ ーデ ッ ド ・フ ァ イ ルが あ る 。 例 えば 、

氏 名 コ ー ドに よ るInvertedFile,勤 務先 コー ドに よ るInvertedFile,等 が あ る 。
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全項 目についてルックアップ検索を行 なうなら、質問分析の結果得 られた各項 目にっいてル ックアップを行 ない、

次に各項日毎に選出したリファレンス ・コードについて全項 目に表われるものをル ックアップすれぱよい。

例 として

大阪 大学 を

表わすコード

そ の項 目 の

キ ーワ ー ド

のようになるであろう。

ωから生成されるインバ ーデッドファイルは①から⑬までの各項 目につき13種 類 が考 えられるが、そのうち特に

ル ックァ・プ検索に適した ものは・つ ぎの通 りで ある・

④

⑤

⑦

⑧}特
に 有 効

⑫

⑨

⑩

⑪

またこの インバーデッドファイルは各種の統計をとるときに有用である。

こめ ファイルに基づ く検索は、
`

(i)イ ンバ ーデ ッ ドフ ァイル か ら質 問 を 表 わ す キ ー ・ワ ー ドを含 む フ ァイ ルを と り出 す 。

(旧 選 出 した ファ イル か ら全 部 に 共 通 な リ フ ァ レン スナ ンバ ーを選 出 す る 。

(i)、(ii)を行 な う シ ス テ ム ・フロ ーを図 皿 一12に 示 す 。す な わ ち 、

◆

'砂

、頃

●
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質 問

÷
キ ーワ ー ドの書 き 出 し

↓

4 Inverted

File

－ 一
一

`

↓

◇ 一一 ー一

μ α'β,δ,ε,… …

η,β,ψ'… ・一 ・…

〕

〕

β の 選 出

Data

File

－－ Data
"β"

β に 関 す る

Data

●

9

図 皿一12ル ッ ク ・ア ッ プ検 索 の シス テム ・フ ロ ー

4.3.4シ ソ ー ラ ス ・フ ァイ ル

文 字 か ら コ ー ドへ の 変換 の ため に 使 用 す る コ ン バ ー タ で あ る 。 本来 の シ ソー ラ ス ・フ ァイ ル に つ い て は 、3.5で

述 べ られ てい る の で こ こ で は 触 れ ない 。,

カナ ・数 字 ・ア ル フ ァベ ッ ト ・キ ー に よ ってTree構 造 を もつ フ ァ イル に よ って こ の コ ン バ ー タ を構 成 す る こ と

(注*)
が で き る 。単 純 なTree構 造 で も実 現 可 能 であ るが 、Triememoryと 呼 ば れ る記 憶 形 式 、 また は 、多 数 チ ェ ー ン ・

Tr㏄ と呼 ば れ る記 憶 形 式 に よ って行 な うこ と も可 能 で あ る 。

この フ ァイ ル は 、Trieか ら成 るlreeと 各 リー フ末 の ノ ー ドに つ なが る コ ー ドteよ って コー ド コ ンバ ー ジ ョ ンを 行

な うわ け であ る 。 各 ノ ー ドに つ な が る カ ナ ・英数 字 か ら な る コ ー ドは で きれば 体 系的 な コ ー ドが 望 ま しい 。

(注*)Harvard大 学 で考 案 され た 。
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次 の:2・図 、 図fi-13、 図 且一14に この や り方 を 示 す 。
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図 皿 一13Treeに よ る コ ン バ ー ジ ョ ン
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■
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図 皿一14Tfieに よ る コ ンバ ー ジ ョン

4.3.5ラ ンダ ム ・ア ク セ ス用 イ ンデ ッ ク ス ・フ ァイル

互 い に 直 交 す る項 目(例 えば 、所 属 機 関 と研 究 科 目)に つ い て フ ァ セ ッ ト分 類(Fa(tetClassification)を 行 な

って検 索 の速 度 を 上 げ よ うと す る も の で あ る 。 同 一 分 類 に 属 す る リ フ ァ レ ン ス ・ナ ンバ は チ ェ イ ニ ン グ に よ って つ な

い でお き 、そ して フ ァセ ッ ト分 類 の 一 つ が与 え られ た ら そ れに 対 応 す る最 初 の チ ェ イ ニ ングに ア ク セ スす る よ うに し

て お く。 こ の 方 法 は 、③ 〔⑦ の項 目に 適 す る 。

例 え ば
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プ アセ ジ ト分 類 コ ー ド

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

上 の場 合 だ と5次 元 の フ ァセ ッ ト分 類 に な って お り 、 こ の コ ー ドで 指 定 さ れ る ア ド1ノス を

01 92 58 23 47

と す る と 、
9

、

●

●

チ ェ イニ ング また書 き 出 し てお く

〔0192582347〕=8,9,25,31,

」 ≦_t,)。 。"ス.._

この節では、インデックスファイルの種類とその構成について簡単に述べた。

4.4情 報 ファイルの構成

本節 では、まず情報 の収集項目に関連 して単位情報(1研 究者)当 りの記憶装置(メ モリ量)の 割 り当て と、いわ

ゆるファイルの持ち方について述べる。

4.4.1単 位情報 への記憶装置の割 り当て

関西産業情報センターの構想 を基にその対象を、3.2に 示 されたもの より更に一般的 なものに選び、項 目毎の記憶

容量のわりふりを行な うことにする。この結果を表 皿一6に 示す。

表 皿一6単 位情報への記憶容量の割当

イ ッ 一 ・ 表 現
'ン ト

項 目 桁 数 注 記
プ 、 Q A Q A

研究者番号 ○ 5 数 リ フ ァ レ ン ス コ ー ド

研究者氏名 ・ ○ V カ ナ(英) matching

生年月日 6

現 住 所 5+3十V 郵 便番号+地 域コー ド+住 所

電 話 18
市 外7、 市 内3、 番 号4、 内

線4

最終学歴 V
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イ ッ 対象項目 表 現
ン ト 項 目 桁 数 注 記
プ Q A Q A

学 位 2

学位論文 △ V カナ ・英 数 scanbyKeyWo㎡

勤務先名 ○ V カ ナ ・ 英 matching

所 在 地 ○ 5十3十V コ ー ド 郵便番号十地域 コード十住所

電 話 18

所属部課(学 部学科講座) V 名称だけ

役 職 名' V

直属責任者名 V

専門分野コード ○ 2 コ ー ド ス ク リ ー ン用

専攻科 目コード ○ 6 コ ー ド 学科+講 座

技術相談の内容 ○ V×V カ ナ ・ 英 SCanbyK.W

分類 コ ー ド ○ 9(8)×V コ ー ド 専門分野専攻科目との関係

現在の研究 テーマ ○ V×V カ ナ ・英 教 SCanbyK.礼

着手 日と終了予定 日 △' 12 数

過去の研究 テーマまたは著作名 ○ V×V カ ナ ・英 数 scanbyK.W.

掲載詩名 V×V

発 行 所 V×V

発表年月 △ 6 数

直接所属の主要研究設備 △ V×V コ ー ド

保有する工業所有権 △ V×V コ ー ド

所属学会 △ V×V コ ー ド

更新年月日 △ 6 数

じ

・i

4.4.2フ ァイルの構成

情報の著積やメインテナンス、検索および情報の加工に際 しては、バ ッチ処理 、イ ンライン処理を許し、また応答は

Q→Aの 他にSDIを も認めることにすれば、ファイルの構成 も極めて高度の フレキシビリティを必要 とする。こ

の要求を満たすために ファイルは次のような構造をもつとする。
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d

`

●

ω フ ァイ ルの 構 造

フ ァイ ル は 、 デ ータ フ ァイル(一 次 情 報 .フ ァ イル)と 二 次 情報 フ ァ イル(デ ィク シ ョナ リ ー ・フ ァイ ル)と

に 分 け て持 つ 。

(a)デ ー タ フ ァ イル

最 終 情 報 、 一連 番 号 、 レコ ー デ ィ ング ・パ ラ メ ー タ な ど の収 集 項 目に 掲 げ られ た情 報 を 蓄積 す る 。

(b)デ ィ ク シ ョナ リ ーフ ァイ ル

フ ァ ィ ル名 、 デ ー タ名(検 索 タ グ) 、桁 数 、単 位 、 モ ー ド、階 層 関 係 な ど細 目 に 対 す る マ ス タの 情 報 を 蓄 積

す る 。 フ ァイ ル の変 更 、 メ イ ン テ ナ ン ス、 お よび 検 索 、加 工 な ど総 ての 処 理 は 、 こ の デ ィク シ ョナ リー フ ァイ

ル を通 し て行 な うよ うに す る 。

② フ ァイ ル へ の 情 報 の 蓄 積 と メ イ ン テナ ンス の た め の 手 続 き

研 究 者 情 報 シス テ ムへ の情 報 に つ い ては 、情 報 センター で デ イ ク シ ョナ リー リス トを作 成 し、蓄 積 メイ ンテ ナ

ン スは バ ッチ 処 理 で行 な う こと に す る 。

研 究 者情 報 シス テ ム に 、た と えば 企 業 別 個 有 情 報 シス テ ム を組 合 わ す と き に は 、 ソ ー ス デ ー タお よ び それ に 対

す る デ ィ ク ,ショ ナ リー リス トは各 企 業 で作 成 し、 センターに 磁 気 テ ー プ ない しは カ ー ド、紙 テ ー プの 形 で持 ち 込

む か 、あ る い は オ ンラ イ ンで直 接 フ ァイ リ ングす る こ とに す る 。

③ 情 報 の 加 工 お よ び情 報 の検 索 と フ ァイ ル構 成

情 報 の検 索 、加 工 は デ ィ ク シ ョ ナ リー フ ァ ィルに 登 録 され た フ ァ イル 名 、 デ ー タ 名 お よび その 階 層 関 係 に よ っ

て行 な うが 、 そ の場 合 プ ロ セ デ ュ ラ ル ス テ ー トメ ン ト(Pro(;eduralstatement)で 次 の よ うな指 定 が で き る よ

うに す る 。 す な わ ち 、

(a)検 索 条 件

検 索 タ グ(tag)、 キ ーデ ータ 、論 理 関 係 、 ウ エ イ ト、対 象 フ ァ イル の追 加 ・変 更 。

(b)加 工 条 件

四則 演 算 、基 本 的 函数 、編 集 等

(C)ア ウ トプ ッ ト条 件

編 集 、 ア ウ トプ ッ ト媒体 お よび フォー マ ッ トの 指 定 、 ウエ イ ト。

等 で あ る 。

(4}ア プ リケ ー ショ ンプ ロ グ ラム お よ び ユ ーザ ー ズ プ ロ グ ラ ム との接 続 を考 え た フ ァ イ ル構 成

研 究 者 情 報 検 索 シス テ ムの ア ウ トプ ッ トデ ー タ フ ァ イル を ア プ リケ ー ショ ン プ ロ グ ラ ムの イ ンプ ッ トデ ー タ フ

ァ イル とす る た め に は 、磁 気 テ ー プ 、 デ ィス クの デ ー タ フ ォ ーマ ッ トを一 致 させ る必 要 が あ る 。情 報 検 索 シス テ

ム以 外 の シ ス テ ムが混 在 す る こ の よ うな場 合 に は モ ニ タ ー プ ロ グ ラ ムの 制 御 の下 に 、 メ モ リ ープ ロ テ ク ショ ン等

の管 理 を す る必 要 が生 じ て くる 。

(5)フ ァ イル 作 成時 のTASK処 理 の 管 理
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情 報 セ ンターに お い て は オ ンラ イ ン処 理 、 バ ッチ 処 理 の 同時 管 理 が 必 要 であ り、更 にMulti-Task処 理 が必

要 で あ る。

これ ら の処 理 に つ い て は 当 初 の 時 点 で は 、 イ ン ・ア ウ トお よ び フ ァイ ル の形 式 を統 一 した 固 定 プロ グ ラ ム方 式

でや む を 得 ま い と思 わ れ るが 、将 来 は 、 ゼ ネ レ 一夕方 式 等 に よ り形 式 可 変 に す べ きで あ る。

以 上 の各 段 階 に お け る デ ー タ フ ァ イル の取 扱 い に 関 し て は 、 次 の機 能 を持 た せ る 。

(a)デ ータ フ ァ イル の 自動 設 計 とそ の作 成

デ イ ク シ ヨ ナIJの 参 照 、登 録 に よ り新 規 デ ー タ 、あ る い は既 登録 デ ー タ か ら新 デ ー タ フ ァイ ルを 自動 的 に

作 成 す る。

(b)外 部 パ ラ メ ー タ

datadescriPtivelanguage

{
proceduralstatement'etc

を 与 え る こ とに ょ り 、各 段 階 で の 対 象 デ ー タ ファ イ ル を 自動 的 に 作 成 し、 処 理 プ ロ グ ラ ムを ゼ ネ レ ー トす る。

4.4.3フ ァ イル構 成 か ら見 た シ ス テ ム構 成

図 皿'-15に 、 フ ァイル 構 成 か らな が めた シス テ ムの 全 体 を示 す 。

ま た 、図ll-16に 同 じ く フ ァイ ル構 成 を 中心 とす る シス テ ム ・フ ロ ーを 示 す 。
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図 皿一15フ ァ イル構 成 と シス テ ム構 成
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4.5検 索方式の検討

本節におし、ては、検索の ロジックと検索の対象である研究者情報 との関係、またこれらの情報の探索条件 について

考察を加える。

4.5.1論 理探索における検索条件

研究者情報検索 システムにおいては 、研究者は、4.4で 示 されたインデ ックスに よって完全に表現され得 るとの前

提に立 っている。従 って検索時の演算の如何 を問わず、検索条件は次の通 りである。すなわち、

質 問 の 索引 の論理積によって定まる研究者群≧研究者 の索引の論理積に よoて 定まる研究者群

なる条件を満足する研究者をもって答えとする。マ ッチ ング条件が論理積以外の場合は、例えば、大小関係の場合は、

そのように読み換えれば、全 く同一の条件が成立する。

4.5.2検 索 の論理関係

・・ま
.・索引語を ・・唯一個の索引語のみを含む質問をQ・ 複合型の質問をQと すれ`ま・Q・Qは つぎのよう醍 養

することができる。

Q::=Il>Il<1,ω

Q::=QIQOQIQ∩Q.(2)

これ ら2式 の内容については格別の説明は要 しない と思 うが、念の為簡単な説明を加える。ω式中の〉.<は いわ

ゆる代数的大小関係であって、DATAFILEの ソー トの時に使われるものと同じ関係である。U、 ∩は通常の意味

における論理和 と論理積である。質問中に索引語の否定は入れない方針であるので、質問中の索引の関連分野Uか ら

否定 されるべき索引語Aを 引いたものを もってこれを実現することetす る。すなわち、

五=U-A

==B,C,D,…,…,。

また論理和を含む質問を論理積のみを含む質問に還元 できるが、質問の個数が増え、したが って探索に時間が掛か

ることになり余り意味がな くなると思われる。

(1)、② のような表示をされた質問に対する検索の手順は次の通 りである。

(i)一 致(二)

索引語Aの もとにファイルされているデータの研究者が求めるものである。

ω 否 定

川で求められる研究者以外の研究者が求 めるものである。

(iii)論 理 積

索引語A(ま た はB)の もとに ファイルされているデ ータを取 り出 し、そのなかで索引語B(A)を 含 む研究
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q

者が求めるものである。セグメン ト別に分けられたシステムでは、索引語A,Bの デ ータを取 り出し、 リファv

ンス番号を照合 して同じものがあれば、その研究者が求めるものであ る。

㈹ 論 理 和

索引語AとBの もとに ファイルされているデータの研究者全部が求めるものである。

以上の手順をプログラムすることに よって検索の為の システムは完成する。

4.5.3検 索 の順序付け

質問が論理積を含ん でいる場合には、検索終了までの時間、すなわち、効率の問題が生ずる。A∩Bな る式に従 っ

て探索を行な う場合、まず、Aを 満たす研究者についてBを 満たすかどうかを検証する。あるいは、Bを 満 たす研究

者についてAを 満 たすかどうかを決定してもよいし、どちらの方法によっても結果は同じであるが、はじめに とり出

すデータ数により検索時間が大幅に異なる。ファイルされているデータ数(研 究者数)の 少ない方をとり出すべきで

ある。したがって検索に際 しては一つの方略(strategy)b必 要 となる。例えば、Aを 電子工学の研究者 とし、Bを

女性であることとすれば、A∩Bな る質問については、Bな るプア イル についてデータを取 り出し、ついでAに つ

いて行なえば検索が早 く済む ことが期待できる。

また、各索引の属するカテゴリーがはっきりと規定されていて、しかも索引の数が少ないよ うなファイルにおいて

は、探索手順の一部 をファイルのほ うに組み込んでおくことも可能 である。研究者情報検索システムのファイルでは

各索引語は典型的 なバイパ ータイ ト・グラフで表現できるものであり、いわゆるインデックス ・ファイルの作成に際

してもこの ような点を考慮 に入れて、木に分解するようにすれば効率が 良くなる筈 である。

上述の方略をまとめてみよう。各索引の主題領域をそれぞれEl,E2,E3,… …Emと し、それぞれの領域に

含まれる研究者の数をnl,n2,n3,… … …nmと す る。いまある論理積により定まる領域を

Dom.=Ei∩Ej∩Ek

とす ると、この領域の大きさは

o

Dom,CEk

となる。ただ し、Ekを 最小の領域 とする。領域の大きさをそこに含まれる研究者の数 で表わすことにすれば 、

∀1n1⊂nk

である。ここで、 川 の値が推定できれば有効である。もし各索引が現れるという事象を独立なものと考えれば、

nl
Pi=『N:全 研 究 者 数

N

が 、Eiな る領 域 がnl人 の 研 究者 を含 む確 率 で あ る。 し た が って 、Ei∩Ejに 含 まれ る研 究者 の 数 は 、

ni×nj
Pi×Pj×N・=

N
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で与 えられる。これに より論理積により検索を行 な った場合の求められる研究者の数が評価できるわけである。・従 っ

て検索の方略 は、Pi×Pj×Nol)小 さいペアー を先に検索するとい うことにつきる。

4.5.4検 索方式の組合わせ

検 索方式 は、前 節 で も述 べた ように、各項 目毎 に適 した方法 を使 って行 な うこ とに すればよい。すなわち・

(1)ル ック ・アップ

② 直 列 探 索
β

(3)ラ ンダ ム ・ア クセ ス

(4)多 重 リ スF・ アク セ ス

これ らκつ いて は二次 情報 フ ァ イ ル、 イ ンデ ッ ク ス フ ァ イル の所 で述 べ た 。

ミ クロ ・プ ロ グ ラ ムの 立 場 か らは 、

(1)固 定 情 報 は 固 定 字 数 単位 の マ ッチ ング

(2)可 変 情 報 は 指 定 字 数 単位 の1字 毎 のscanマ ッチ ン グ

で行 な えば よ い 。 そ れ ぞ れ のマ ッチ ング 条件 は 前 述 の如 く<,二,〉 等 で あ る 。

4.5.5検 索 シ ステ ムの全 体

図U-17に 質 問 か ら回 答 に 到 る ま で の シ3テ ム ・フ ロ ーチ ャ ー トを示t。 但 し、 この 図 に は 、 情 報 の収 集 段 階 の

フ ロ ーを も同 時 に 示 し て あ る 。
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*印 の プ ア イル につ い て 、 同 一 フ ォ ー

マ ッ トを持 つ も の とす る。

図 皿 一17研 究 者情 報検 索 シス テ ムの フ ロ ー ・ダ イヤ グ ラ ム
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5プ ログ ラム作成 の方針 と一例

本 章 で は 、研 究 者'博 報検 索 シ ステ ムの 一部 に つ い て 、 プ ロ グ ラ ムを作 成 した の で 、 その 概 要 を 述 べ る 。

5.1編 集 ・プ リン ト ・ル ーチ ン

5.L1入 力 デ ー タ

(1)1次 情 報

項目

番号

連続

番号

し/フ ァ1/ン ス

番 号
内 容

2桁2桁 8桁 72桁

② 回 答 情 報

質問NOと 、各質問の答となるダー」の レファvン ス ・NOと の ペアよりなる情報

,

質 問

NO

レ フ ア1!ン ス

NO ◇

5桁 8桁

③ 質 問 情 報

詳 細 後 述

5.1.2作 業 ステ ップ

ステ ップ1;

1次 情 報 マ スs'・`フ ァイ ル か ら、 回答 旬 報 で 指 定 さ れ たvフ ァ レ ンス ・NOを もつvコ ー ドの み抽 出 して 、 回 答 フ

ァ イル1を 作 成 す る 。

質問

NO

項目

NO

連続

NO

t!プ ア レ ンス

NO.(R.NO)

R.NO

連 続
内 容

5桁2桁2桁 8桁 1桁 72桁

、つ

●

ステップ2;

項 目番号を以下のように変換すると共に、生年月日から年令を計算 し、回答 ファイル2を 作成する。
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4

旧順序および番号

02

03

6

8

9

0

1

2

3

4

5

6

9

1

2

3

4

5

6

7

8

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

●

新 順 序

02

03

06

08.

09

13

14

10

11

12

15

16

19

21

22

23

24

25

26

27

28

新 番 号

02

03

06

08

09

10

11

12

13

14

,15

16

19

21

22

23

24

25

26

27

28

表 皿 一71次 情 報 セ グ メ ンF・ コー ド表

7

Q

01

02

03

04

05

06

07

08

研 究 者 番 号

研 究 者 氏 名

生 年 月 日

現 住 所

電 話

最 終 学 歴

学 位

学 位 論 文

15

16

専 門 分 野 コ ー ド

専 攻 科 目 コ ー ド

17

18

技 術 相 談 の 内容

分 類 コ ー ド

19

20

現 在 の 研 究 ,テー マ

着 手 日と終 了 予 定 日

21

22

23

24

25

過去の研究テニマ又は著書名

掲 載 詩 名

発 行 所

発 表 年 月

直接所属の主要研究設備

09

10

11

12

13

14

勤 務 先 名

所 在 地

電 話

所属部課名(学部学科講座)

役 職 名

直属 責任 者名

26

27

保有する工業所有権

所属学 ・協会

28 更 新 年 月 日
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ステ ッ プ3;

回答 フ ァイ ル2を 、 質 問NO,レ フ ァ レ ン スNO,項 目NO,連 続NO順 に 分 類 し、 回 答 フ ァイ ル3を 作 成

す る 。'

ス テ ッ プ4;

回 答 フ ァイ ル3か ら標 準 型 出 力 の 一 覧 表 を作 成 す る た め 、 項 目NOが 、02(氏 名 、、03(生 年 月 日、年 令)、

09(勤 務 先 名)、10(役 職 名)、12(所 在 地)、13(電 話)の もの を抽 出 し、 一 覧 表 テ ー プを 作 成 す

る 。

ス テ ップ5;

回 答 フ ァイ ル3か ら、標 準 型 出 力の 明 細 表 を 作 成 す る た め 、項 目NOが 、02,03,06,09,10・11・

12,13,14,15,16,19,21,22,23,24,25,26,27,28な る もの を抽 出 し、明細

表 テ ー プを作 成 す る。

ス テ ップ6;

質 問 情 報 フ ァ イル を図 皿一19の 様 式 に リ ス トす る。 次 に 、一 覧 表 テ ープ を読 み 、 図 皿一20の 様 式 に 、質 問 番 号

が 変 る ま で リ ス トす る。 最 後 に 、 明細 表 テ ー プを読 み 、1人 分 ず つ 図fi-21の 様 式 に リ ス トす る 。

,

以 上 の プ ロ セ ス ・フ ロ ーチ ャー5を 図il-18に 示 す 。

●

●

、

■
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禽

1次 情 報

プアイル
回 答
ファイル

回 答

アイル1

項目番号変換年令計算

明細表
テープ

回 答

アイル2

回 答

アイル3

キィー ① 質問NO

②vフ ア1!ン スNO

③ 項 目NO
④ 連 続NO

－覧 表

チ ー フ。

明細表
テープ

質 問
情 報

一覧 表

テ ー プ

① 利用者情報 リスト

② 検索結果(標 準型)一 覧表

③ 検索結果(標 準型)明 細表



1

品

ー

リヨウ シャ ジョウホ ウ

シツモ ン パ ンゴウ

モウ シコ ミ ネンガ ッピ

ネン ガ ツ ニチ

リヨウ シャ(イ ライ カ イ シャ) .ノ ジュ ウショ

ケン(フ,シ)シ(ク)チ ョウ

リヨウ シヤ ノゾクスル カイ シャメ イ

デ ンワ ノくンゴウ

⑭(シ ナイ)ぴ 卵(。,。 。)

シュツリョク ケイシキ カイ トウスウ ジョウケン

ケンサクシャコード ケンサクシャシメイ

キュウキ

シツモン ナィヨウ

■ 4

リヨウシや

功フカち

ンゲカミ、モ
オ

カ

アツカイ

図1-19質 問情 報 の ア ウ トプ ッ ト様 式

弓 Q

ガカ リ

フクシャフヌ ウ
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ー

● 白 竜 .

ケ ン サ ク ケ ッ カ

(ヒ ョ ウ ジ ュ ン

ネンレイ キンムサキ オヨビ ショゾクプカメイ

サイ ダイガク ガクプ ガッカ

シ ュ ツ リ ョ ク)

デンワバシコウ

シガイ シナイ

図1-20検 索結果一覧 表のアウトプヅト様式
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怠

「

ケンサク ケッカ

(ヒ ョウジュン ガタ シュツリョク)

ジュンイ ケンキュウシャ セィリ バンゴウ

ケンキュウシ・ シメイ セイネン ガ・ピ ネンレイ

ネン ガツ ニチ サイ

サイシュウ ガクレキ

ダ イカク ガクブ ガッカ

キンムサキ オヨピ ショゾクプカメイ

タソガク ガクプ ガッカ コウザ

キンムサキ ノ ショザィチ

シ(フ,ケ ン)ク(シ)チ ョウ

センモン プンヤ

センコウ カモク

ケンキュウ テーマ

ゲンザィ ノ ケンキュウ ァーマ

カコ ノ ケンキュウ ァーマ オヨビ チョショメイ

テーマ(チ ョ ショメイ)

チョクセツ ショソラ ノ オモナ ケンキュウ セツビ

ホユウ スル コウギョウ ショ トクケン

ショソク スル ガッカイ オヨピ キョウカイ

チヨク ゾク

デンワ パ ンゴウ

(シ ガイ)(シ ナイ)(バ ンコウ) (ナ イセン)

ノリ ヒョウ ネンゲッ

ネン ガツ

図 皿一21検 索結果明細表のアウトプッ ト様式
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5.2質 問 整 理 ル ーチ ン

5.2.1質 問 の 入 力

図ll-22に 質 問 の カ ー ド ・レ イア ウ トを 示 す 。

(1)質 問 番 号

バ ッチ で 処 理 す る質 問 に 対 し、受 付 順 に 通 し番 号 を つ け た もの 。

(2)セ グ メ ン トNO

質 問 情 報 の 各 内容 に 次 の よ うな セ グ メ ン トコ ー ドを つ け る。

(a)01申 込 年 月 日

(b)02質 問 者 名(質 問 者 コ ー ド)

(c)03剛 者所難 関所 属部課酷 番号

ld)04所 在 地 住所

(e)05検 索 者 コ ー ド、氏 名

(f)06出 力 形 式 、 回 答数 上 限 、 重 み 下 限 、.扱 い 、複 写 枚 数

(9[07注i言 己

(h)08質 問 内 容(文 章)

(i)09質 問 の 論 理 表 現 の連 続 番 号(1つ の 論 理 表 現 に 対 し複数 枚 の カ ー ドが 必 要 な場 合 連 続 番 号 を ふ る)、

検 索 項 目 、 条件 、重 み 、桁 数 、検 索 語

(j)10論 理 式

⑧ 連 続NO

本 文 が 複数 枚 の カ ー ドに なる 場 合 、番 号 をつ け る。

㈲ 本 文

そ れ ぞ れ の セ グ メ ン トの 内容

5.2.1作 業 ス テ ップ

ス テ ップ1;

カ ー ドか ら 、検 索 シ ステ ム用 の質 問情 報 フ ァ イル を作 成 す る。

ス テ ヅ プ2;

質 問 情 報 フ ァ イ ルを 質 問 番 号 、 セ グ メ ンbNO、 連 続NO順 に 分 類 す る 。

ス テ ップ3;

分 類 済 質 問 情 報 フ ァイ ルh)ら 、セ グ メ ン トNOの09,10の もの を は ず し なが ら、 旧質 問 情 報 フ ァ イル に 累 積 す

る 。

図 皿 一23に 以 上 の プ 四 七
,ス ・フロ ーチ ャ ー トを 示 す。
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イ 桁程度

質 問番号

1～2桁

セ グ メ ン ト

NO

1～2桁

連 続NO

本 文

図 皿 一22質 問 カ ー ド ・レイ ア ウ ト

質 問 カ ド

質 問
情 報

質問都 、。g.N。.,連 旙 号順

旧質剖青
報累積
_プ

新 質問 青

報 累 積

テ ー プ'

図 皿一23質 問 整 理 ル ーチ ン ・プ ロ セ ス'フ ロ ーチ ャー5
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6実 用化 の条件 に関 す る研究

研究者情報検索 システムを実用化するためには、検索 システムそのものの検討が最 も重要 であることは当然 である

が、でき上 った検索システムをいかに運用、活用 してい くか、ということを、検索 システムを作 り上げてい く過程に

おいて常に考えておかなければならない。現実の検索 システムと、その運用、活用は、たがいに独立ではな く、一方

のみを検討してはならないのは当然 である。ここでは、実用化の条件に関する研究を、研究者情報サービス体制確立

のための条件と、研究者情報の利用法の開拓、にわけて、比較的「般的 な検討 を行 な う。

6.1研 究者情報サービス体制確立のための条件

まず、研究者情報検索 システムを何のために開発するのか、という問題を考 えなければならない。Newton以 来、

世界における科学論文の数は撒 関数的に増加 している。政治の世界などで、よく、情報ギャップだとか、あるいは、

情 報 の爆 発 な ど と い うこ とが よ くい わ れ 、 き わ め て 多量 の 、 しか も 、あ らゆ る程 度 の 質 を もつ 情 報 を 、 い か に 整 理 し、

い つ で も所 要 の情 報 を 手 に たや す くい れ られ る よ うに す るか ・が 大 問 題 で あ る とさ れ てい る。 こ の こ とは 、科 学 研 究

の 分 野 で もい え る こ と で あ る 。

社 会 機 構 の膨 張 、複 雑 化 に 従 い 、得 ら れ た情 報 を最 大 限 に 活 用 す る こ との重 要 性 は 、学 界 、 産 業 界 は もち ろん すぺ

ての 分野 に お い て 、 ま す ま す き び し さを 加 え て き た 。入 手 し得 る情 報 を利 用 しない こ とに よ っ て もた らさ れ る損 失 は
、

こ れ ま で で は考 え ら れ ない 程 、 大 き な もの と な って い る 。こ れ に 対 して 、情 報 の 種 類 、量 お よび 質 の 増 大 、多 様 化 が

情 報 の活 用 を さ また げ て い る 。 した が って、 本 報 告 書 で示 す よ うな シス テ ムが 、 い か に必 要 であ るか を米 国 の 失 敗 例

を あ げ 説 明す る。

米 国 下院 議 員RomanC.Pucinski氏 に よ って な さ れ たNationalResearchDataProcessing

andInformationRetrieval・Center 、に 関 す る 、1963年5月27日 の 発 言を 記 す 。

``The
enormousgapin .ourcapacitytostoreandretrieveinformation

andatt'hesametilnemeetthedemandsandresponsibilitiesofour

societyhascreatedthemostcostlyandwastefuldrainofourresour-

ces・whichiswithoutparallelintheentirehistoryofmankind.

TheapPalling　 figuresspeakforthemselves.OnemajorU.S,company

spentover$250,000and5yearsofresearchinanattempttosolvean

electronicswitchingProblemimportanttomilitarycommunications,The

teamof、topnotchmathematiciansdoingtheresearchfoundthesolution .

H・weve…h・y・1's・
.disc・v・ ・edth…1・ti・nw・ ・avail・bl・inamanusc・-

ipt6monthsbeforet.heresearchprogramstarted.,,

(我 々が 情 報 を 蓄 積 し検 索 し、 同時 に 、我 々の 社 会 の 要求 や 責任 を 果 た す 能 力 に お け る巨 大 な差 が 、 人類 の全 歴 史

に 比 べ る もの が な い 位 、我 々の 資 源 の 、最 も高 価 な 、無 駄 な 消 耗 を もた らせ た 。ぞ っ とす るよ うな数 字 が そ れ を もの

がた って い る 。 あ る米 国 の主 要 会 社 が 、軍 用 通 信 に重 要 な電 子 開 閉 回 路 の 問 題 を 解 こ うと して25万 ドル 以 上 の 費 用
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と5年 を 費 し た 。 最 高 の 数 学 者 達 が 研 究 し 、 解 を 得 た 。 し か し 、彼 等 は ま た そ の 解 が 、 そ の 研 究 プtiグ ラム が 発 足 す る

6ケ 月 前 に 出 た あ る 論 文 の 中 で 得 ら れ る こ と も 発 見 し た 。)

こ れ に 関 連 し て 多 く の 記 事 が こ の 前 後 に あ ら わ れ て い る が 、 そ の 中 で 、Philip.A.Lincoin氏 は 、Indust.

Res,5巻 、(1963年)18-19頁 、"TheDataDeluge"の 中 で 、"Agroupofresearch

laboratoriesrecentlyspentcloseto,,$250,.OOOtoperfectequipment

f。rtransltingwrittenmatterelectr・nically・

Afterfiveyearsofwork,theydiscoveredthattheRussiansalready

hadinvestigatedthesamaproblemandthatresultsoftheirworkhad

beenavai[ableallalong・

Thesearethefauxpasthatturnbothfacesandbudgetsred・and

researchtermstraditionallyseektosidestePthembyscurryingthro-

ughcurrentjournalsandbyinitiatingeachnewprojectw .ithaliter-

,,
aturesearch。Butthisisagigantictask.

(あ る研究所のグループが 、最近 、殆 ど25万 ドルを書かれたものを電子的に翻訳する機械を完成させるために費

した。5年 間の研究の後、ロシヤ 人 が す でに同 じ問題について研究し、彼等の研究の結果は、その間ずっと入手 で

きていたことを発見した。 これは、顔 と予算を赤 くす る失敗である。伝統的 に研究グループは、現在 の学会誌な どに

目を とおし、各 々の新 しい計画を文献調査 によ一ては じめ ることによって第一歩をふみだそ うとする。 しかし、これ

は膨×な仕事である。)

と述べている。この他の記事についても、細部においては多 くの相違があるが、根本的な問題 、すなわち、文献調査

の不備がいかに大きな損失をもたらすか、とい うことを示している点で一致 している。

新 しい問題の研究をはじめる場合、また、新製品の開発をはじめる場合などにおいて・まず・しな くては ならない

ことは、類似、あるいは同一の研究、特許、製品などの有無を知ることである。このことは、学界、産業界などの規

模 が 小 さ か 。たときは、それ程大変な仕事ではなか った。す なわち、多 くとも数人の人間の能力をあわ せたもの以

上の能力、鰍 され・時 ではなか。た.・ ころ・鴻 在では・ ・ラ・ジス増 齢 のよ うなせま・鯛 にか ぎ・ても

。れを覚え泌 要縮 髄 銚 思咄 す ・・は・人間 ・は不可能な・・である・単純な・互い 醐 関の少ないデータを

多量。満 す るこ、は、燗 ・・。て も。・も禰 手 ・す・・ころであ … の・ ・娚 合 には・ どうしても離+算

機のたすけを借 りな くてはならない。

-fi
、燗 の頭脳のもつ特長のうち多 くは雛 の電子計餓 ではもち得なし・。まず、記麟 量1こ非常な差が存在す

る。この差は、よほど画期的 な記憶素 子が発明されないかぎりなくなることはないと思われる。しかし・ここで注意

しなければならないのは、冗長の少ない情報(た とえば数字の羅列)は 非常に記憶 しに くいとい うことである。その

他の特長 としては、学習、特徴抽出、連想 、想像 、創造など、計算機にはないといえるものがあ る。このことは・電

子計算機が、人間の模型ではなく、ただ削こそろばんの発達 しただけの もので・人間の機能を支配する論理 と・計算

機を支配する論理 とは全 く異 なったもの であるためであると考えられる。
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したが って、多種多量の情報を何 らかの方法 で蓄積 し、それらから、必要なときに必要な情報を読み出す システム

を、計算機のみ、あるいは人間のみに よって構成することはよい方法ではない。すなわち、人間の能力を最 大限に発

揮できる機能は人間に遂行させ・計算機に得意な機能は計算機に遂行させるべ きである。たとえば、非常に多人数の

各界の第 一線に立つ人々より成り立つブ レイン・トラス トを構成 し、各人の専門、その他必要 と思われる事項(イ ン

デ ックス 、を計算機に記憶させ、質問者は自分の知 りたいことを計算機に質問すれば、プレイン ・トラス トの誰と誰

に きけばよいかの返答を得るシステムが考えられる。プレイン ・トラス トが充分大きければ、前述の米国における失

敗例にみ られるような損失をさけることができる。この失敗例における研究題目は、「リレー接点回路の解析 と構成」

であり、この研究がなされている間に、この研究グル ープに属 していない二、三の研究者が 、この研究に対する解答

を与えるロシア人の論文、「プール行列の、 リv－ 接点回路の解析と構成への応用 」byA.G.Lunc,Dokiady

Akad.NaukSSSR,Vol,70.M3,1950.pp421-423,の 存在および価値をみとめていたことが判

明 している。また、この分野 における先覚者 としては、 日本電気の中島氏、榛沢氏、MITのC.E.ShannOn氏 な

どが知られているが、Shannon氏 のMITに おける修士論文(1937年)に よれば、Lunc氏 の 結 論がただち

に得られることも判明 した。

これまでに述べたことは、情報検索系の不備によって、いかに大きな損失がもたらされるか、また、少数の人間の

能力だけにたよる情報検索がし・かに頼 りにならないものであるかを示している。もし、 リレー接点回路の研究者 を、

計算機に よって調べ、それらの人々に研究内容について、あるいはもそれらの人々の知識について質問していたなら

ば、この ような大きな損失が もたらされることをさけ得たと思われる。すなわち、現在の電子計算機が、ただ単に、

そろばんの大きくて速 いものにすぎず、画期的発展 も近い将来には期待 できない点より、 「情報の爆発 」に対処する

ためには、燗 と計簸 との、それぞれの離 撮 大に擁 した船 体による繍 翻 および糠 系を教 なければ

ならない。

情報蓄積および検索系は、人間の機能の一部 を計算機 によって代行させてい くめであるから、パターン認識、学習、

その他のことと密接に結びついている。したが って、つぎには、情報蓄積および検索系と機械翻訳などとの関係につ

いて述べ る。ここで検討 している情報 システムと、機械翻訳 とは一見無関係に思えるが、研究者情報 と文献情報 は本

来密接な関係のあるものであるし、文献情報 と機械翻訳 も密接な関係がある。とい う観点からここで述べることに し

ている。

新 しい研究、新製品の開発などを開始する際 、まず、文献や カタログなどの調査に着手 しなければならない。しか

し、得 られる文献やカタログなど、すなわち、得 られる情報が外国語で記述されていることが多 い。前述の失敗例に

ついて考えてみよ う。電子的な開閉回路の設計にあた っての理論的な研究を開始するとき、これまでに発表されてい

る開閉回路に関す る文献を調べれば、必ず、中島氏の論文(電 気学会誌、昭和1i年)や 、C.E.Shannon氏 の論文

(AIEETraus.1938)を 文 献 者の中にみつけるであろう。現在においては、これらの極 めて重要な論文が発表

されてから時間がたっているために、 それらの内容は主要な国語で紹介されていると考えられる。ところが、新 しい

研究の場合、独立に少 しの時間をへだてて、あるいは同時に、多 くの研究者が同じ研究結果を発表することがある。
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たとえば、染谷氏 の標本化定理 を、後にShannon氏 が 発表 したのも、染谷氏の論文が日本語でなされたためである。

新しい 外国語 で記述 された情報 を、できるだけ早 く翻訳、分類 し、アブストラクトを作らなければ、同じことに、独

立 して多 くの研究者が労力を費すとい う損失をさけることはできない。すなわち、米国のほとんどの研究者にとって

は、LUnC氏 の ロシヤ語の論文の英訳 されたアブス トラク トを発見 していたとしても、その論文の全文を読まないか

ぎり、それの重要性 を気ずき得たかは疑問である。もちろん、その アブストラク トと共に示された論文内容の分野、

および関連 する分野の表をみれば、開閉回路の構成に関連 していることが判明 したであろうが、母国語に翻訳 された

全文を手に入れるまでは、論文の本当の価値をみつけることは不可能に近い。

以上のことにより、外国語を母国語に、迅速に、安価に翻訳 するシステムを作り出さなければならないことがわか

る。もちろん、電子計算機による翻訳 システムも、1腎報検索 システムと考えることができる。 『

しかし、周知のように 、現在のハ ードウエアを用いては、いかに優秀なソフ トウエアを用いても、機械翻訳 は不可

能である。このように考えると、研究者情報 システムより、研究者情報 を得、その人 々の専門的知識をあてにするこ

とは、現段階においては、重要なことであるといえる。

しかし、単純 な系においては、システム中に人間が入る必要がない こともある。たとえば、米国政府の もつ`'Wa-

lnut"シ ステムがそれである。これは、まずインデックスを計算機に蓄積 し、内容の格納場所をインデックスととも

に記憶 させる。内容 は、マイクロ ・フイルムに撮影され、マイクロ ・フィルムをさらに縮小 して、特殊なフイルムに

撮影 し、この フィルムを内容の記憶装置 とする。情報を検索する場合にはcま ずインデックスを検索 し、それから求

める情報の特殊フィルム上の格納場所を知 り、情報をマイクロ ・フィルムに拡大 して撮影 し、このマイクロ ・フィル

ムを出力 として与える。この方法では、きわめて大量かつ多様性をもつ情報を蓄積 できるが、質問の内容がきわめて

制限されると思われる し、また、インデックスの作 り方がきわめてむずかしく、しかも重要な問題を含んでいる。ま

た、求める解答を得るにも、きわめて手数がいると思われる。しか も、最 も重要な点は、高度なQ-Aパ ターンを持

ち得ないのに、記憶容量 はきわめて大き く、 したが って、 システムより得 られた解答の評価がきわめてむずかしくな

ることである。

以上の観点にたてば、研究者情報検索 システムを完備させることは、非常に意義のあることといわなければならな

い。さらに重要なことは、研究情報、あるいは科学情報は閉じた系を構成していないため、計算機に蓄積 された情報

に よる閉 じた情報系では、絶対に良質の情報サービスを行な うことはできない とい うことである。したがって、研究

者情報 システムに研究者自身を記憶部分、あるいは種々の論理演算部分として含めることによって、開いた系である

研究者が、情報 システム全体の質的変化をもたらしているといえる。

したがって、研究者情報 システムを確立するための条件としては、つ ぎの ようなものが考えられる。まず、 システ

ムを拡張するためのファイルの追加 、および更新がたやす くできることがある。これは、この システムが、常に成長

を続けて行 くべきものであるから、必須の条件 であるといえる。つぎに、蓄積 してあるデータに関 して、これも簡単

に追加 ・更新 されなければ ならない.こ れは、研究者の所属の異動、研究テーマの変化、などをつねに知らなければ

ならないからである。 システムは、量的に、つねに成長 して行かなければならないばかりでな く、質的にも成長 して
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行かなければ ならない。すなわち、Q-Aパ ターンの出現頻度などより、これらの改善などが行 なえるようにしなけ

ればならない。

以上のことは、研究者情報 システムを構成する ソフ トウエアおよびハードウエアが絶対にそなえておかなければな

らない条件である。

システムを構成する最も重要な部分である研究者自体にも、そなえなければならない条件がある。それは、この シ

ステムを有機的に運用することに対 して、研究者が協力を惜 しまないことである。研究者の協力が得られないとき、

この システムは完全に役立たなくなり、無用の長物 となる。しかし、先年の研究者 に対する研究状況調査依頼だ対 し

て、驚 くべき高い割合で協力が得られたことは、この研究者に対する条件は、殆 どみたされているといえるであろ う。

つぎに、以上の条件をみたして構成された研究者情報 システムを、現実的に運用、活用 して行 くためには、その運

用 システムに対 していかなる条件が課せられるかを考えてみる。システムの中に研究者が構成要素 として入 っていて、

その構成要素は システムのハ ードウエアと同じ場所にいるのではなく、各大学、研究所に分散 しているのであるから、

質問に対して答が非常に短時間に得られる、とい うことはあまり重要でないと考えられ る。質問に対 して、いかなる

解答が得られるか、とい うことは、ある情報検索 システムの評価に対して、非常に重要な役割 りを果 たす。

すなわち、質問に対する答が 、システムより得 られた解答の中に必ず入 っていなければならない(そ の代償 として、

システムから得られる解答の中に余分 なものが多く入 るかもしれない) 、とするのか、 システムよりの解答に、解答

もれはある程度あっても、余分な答が含 まれている割合を最小にするとするのか、解答 もれは許容できても、余分な

解答を含むことは許容できない とするのか、などによって、 システムの評価が大き く変わ ってくる。研究者情報 シス

テムには、研究者 自身が記憶部分 としての構成要素になっているので、システムから得られた解答、すなわち研究者

情報が多少 くいちが っていて も、研究者に問い合わせることをその研究者が認めるなら、問い合わせる研究者に よっ

て解答のくいちがい、正 しい解答 などを示してくれるであろうから、 システムの評価に大 した影響は与えないと思わ

れる。しかし、研究分野の多様性 、複雑性などを考 えると、多少余分な解答は含まれていても、要求する答がすべて

含 まれるようなシステムが望ま しいと思われる。

以上のことや、研究者情報を得るための質問の し方、たとえば、研究 テーマの分類などは、一般に非常にわかりに

くいので、質問者に対する質問コンサルタントの存在は不可欠であると思われる。 シソーラスの完備などによって、

質問コンサルタン トの負荷 を一応へらすことはできても、質問に対する相談を一切 受けつけないよ うにすることはで

きない。

この研究者情報 サービスのPRも 、絶対にかかせることのできないことである。どの ようにこの システムを利用で

きるかについては次第 で検討するが、この システムの将来の発展は、その大きな部分がいかに多 くの人々が利用する

か、にかかっている。 したがって、機会あるごとに、学界、あるいは業界、その他一般市民にも、周知させるように

努力 しなければならない。このためにも、この システムに対する質問相談、利用相談を可能なかぎり、受けつけるよ

うに しなければならない。

また、システム内に含 まれる研究者に対 して、できるだけ多 くの人が研究問い合わせに対 して相談に応ずるように
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努力 しなければ ならない。全 く、相談に応ずる研究者がなくても、研究者の専門や、ある分野を専門 とする研究者が

わかるだけでも、非常に有用であるとは思われるが、本 システムの特長は、研究者が、相談に応ずることによつて、

は じめて最大限に発揮できるのであ ることを、特 に強調 したい。

6.2研 究者情報の利用法の開拓

前節において、研究者情報 サービス体制確立のための条件について述べたが 、そこで検討 した ことは、この情報 シ

ステムの利用法の開拓 と密接な関連をもつ ことはもちろんのことである。

利 用法をさらに開拓 していくための必須条件はつ ぎの ものが考えられる。すなわち、この システム利用者および研

究者 との全般的な問題に対 しての検討を常に行 なうこと、ある一部 の、あるいは全部の、利用者の問い合 わ せ の追

跡調査を必ず行ない、そのデータを蓄積 してい くこと、これ らのデータを大量に蓄積 し、資料 とするため、常に本 シ

ステムのPRを お こたらず、最大限周知につとめなければならないこと、な どである。

利用法開拓の システムとしては、この システムに関係をもつ、あるいは興味 をもつすべての人の意見を参考にでき

るようなシステムを構成することが必要 であろう。 このためには、あらゆる分野からの参加者を求めて、新 しい利用

法開拓のための研究会 といったものを作 り、さらに発展することをめざさなければならない。

印

7結 論

はじめに述べたように、本編の基本理念、 システム設計の項 で述べられた内容に従 って作 られた システム.は、'既に

収集情報の一部を蓄積 し、実用化試験を終 り、満足な働作を行なっている。さらに、われわれは システム作成の過程

を通 じ、情報提供サービス事業を確立 し、情報検索 システムを構成する上において、実施面な らびに技術的な面にお

いて、次のよ うな問題点とその対策指針を抽出する ことができた。

7.1情 報提供サービスの確立についての問題点.,

7.1.1情 報収集態勢の確立

研究者情報は他の検索 システムの対象となる情報に比 して、比較的単調であり、その数 も少ない。しかし、対象 と

なる研究者は理工学関係だけでも全国に10万 人近 く存在 し、収集すべき項目数は膨大なもの となる。しかも、これ

らの情報はその漸新性 と正確性から本人 自身に よって作成されねばならない。'・.

本 システムでは、たまたま大学教官だけを対象とし、大学事務組織の中枢である大学事務局に収集依頼を行 なった』

ことから、回収率90%と い う非常な成功を収めた 。しか しこの方式が全国 すべての研究組織に適用できるものではない。

情報収集を容易にするためには、その システムの有用性が認識され、さらに情報提供者が恰も研究者がその業績をす

すんで学会に発表するように、情報提供に積極性を もつことが必要である。これには需要の大きな情報を対象とする

必要のあることは論を侯たないが、その前に各種の情報に対して、国全体に供給されうる情報提供網 とデータ ・バ ン

クを設立するとい う最高方針が、なんらかの権威ある機関で樹立 されることが必要であろう。

また、 これに併行 して情報 の種別 ごとに、容易に1次 情報 を表現 しうる スォーマ ット.を作成 し、情報の性質に応 じ
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て効果的な情報収集網 を作成する必要がある。この ことは理論的な問題ではなく、政治、経済的 な要素に支配される

もめである。

7・1.2情 報供給網の設定と潜在的需要 の換起

情報に対する需要は合理化を目的とした社会機構の改変により増大するが、それよりも今 日潜在的に存在 し、いま

だ意識 されておらない需要 を無視することはできない。 この量は膨大なものに達すると考えられる。事実、本 システ

ム作成のニュースが一部 で発表されただけでも相当数の問い合わせがあ った。

このような潜在需要は質問の受けつけ、回答 の供給を円滑に行ないうる大規模な情報供給網 を投資的に作成するこ

とによって、は じめて可能になるものであって、中途半端 な システムでは成果は期待 できない。

7.2技 術 的問題点

7.2.1情 報分類法の確立

情報 を分類する立場に、収集面から見る場合 と検索面からみる場合の2つ がある。

収集面から見た分類法は情報の種類に応 じ一意的に決定でき、とくに問題はない。

検索面から見た場合、二次情報の決定 、検索論理の作成などにいまだ確立されておらな・い多 くの問題を見出す。と

くに これに関連 して、本 システムはη次元(η は二次情報の数)情 報配列法を提案 し、検索を高速で行 なう方法を採

用 したが 、現在の フォ.一トランでは三次元までしか処理できず、3次 元抽出をくり返 して所要の情報点に到達する方

法 しかとれなかった。 この方面の ソフ トウエアの開発を急 ぐことは急務である。

7.2.2蓄 積 技 術

本方式ではデータ ・ファイルの外にディレク トリ・ファイル、種 々のインデックス ・ファイルを用い情報の合成を

行なった。しかしこのようなファイル機構の構成法には一意的なものはなく、思考実験で検討するより方法はない。

膨大な情報を対象 とする場合、情報の種類に応 じ また、一次情報 の項目間の関連性に応じ最少容量 の ファイルで情報

を抽出できる論理構成法を見出す ことは興味 ある問題 であ る。

7.2.3シ ソーラス作成法

内蔵、外戚の違いはあ っても、博報検 索に シソーラスは不可欠のものであり、また新 しく作成 する場合には、これ

程困難な作業はない。

本 システムでは米国科学技術者連盟編集の シソーラスを翻訳 し、文部省編の13部 門 用語集を用いたが 、これは使

用資料選定の基準がなか ったための間に合わせであ って、決 して良い方法ではなか った。

fi3に おいて、全対象を30部 門 にわけてそれぞれの専門家が翻訳 し、 これよりドキュメント論理により、各用語

の上 ・下位関連 を検査 しシソーラスを作 り上げていく方法を提案 している。このような自己生成形 シソーラスをソフ

トウエアの形で内蔵できるような システム構成が理想的 なものであると考えられる。

情報検索における最大の盲点ともなっている 内蔵形自己生成 シソーラスの開発を是非 とも行 な う必要がある。
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今 日・多 くの生産工場においては、設計図面の管理に多 くの労力と時間をかけており、 この作業への合理化が要望

されている。図面管理 とは当該企業において設計 されてきた図面 を保管 し、製品の探傷 、改善の際 に原図面を参照 し、

また新製品の設計を行なう場合、ないしは、か ってその企業で作 られた製品の図面の全部 ないしは一部 を流用 しよ う

うとする場合 、所要図面を検索 し、供給 しようとするものであ る。

このた)δには検索から供給に至るまでの時間を短縮 し、所要図面を適格に見出しうることができるように 、あらか

じめ図面の分類 を行 ない、検索論理 を決定 しておかなくてはならない。しか し、国内企業の多 くは後に示すように、

(D図 面に一連 番号 を附す るかv(ii)形 、品種別に図番 を設けるか、(m顕 ど進んだ 企業においても製品 を個有部品

と共通部品の合成 として表示 して、各部品毎に形状 、品種別に一連 番号 を附 してコード化を行 ない
、検索には図 田一

1の ような図面台帳 を、蓄積 にはマイクロフィルムを用いている程度である。この ような検索方式では多 くの時間と

労力を必要 とする ことは当然であり、また類似設計の資料検出、部品図面の検出など論理検索を必要 とする ものは実

施不可能 となる。この問題に対する合理化への要望の多 いことは当然 であろ う。

われわれは、このような図面検索の問題を包含関係(図 面全体 とその一部との関係)と 結合関係(部 品 と完成品 と

の結合)を もつ情報の検索問題 として捉え、一方において各企業の要望に答 えるため、電子計算機 を用いた図面検索

システムの構成に着手 した。以下においては、一次情報ならびに質問情報の分析法と
、この結果作 られた システムの

概要を示す。

作 図 課 割 当 図 面 番 号

～

ぷ

々

図面番号 図 面 名 称 作図年月日 入庫年月日 製造番号 備 考 マ イ ク ロ番 号

!

＼/＼

図 題一1原 図 台 帳
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2現 状

2.1A社 の設計図面管理の現状 ,

2・1.1設 計 と は

設計という言葉 は、その字の示すように何 ものかを"こ しらえ設けるにつ いての計画.で ある。製品設計、設備設

計、治工具設計、帳票設計な どがあるが 、製品を製作する会社 で、ただ設計 といえば製品設計をさすのが普通である。

建築物や各種機械装置などを要求された条件を満たすよ うに、しかも合理的で経済的に造るために、製作上必要な種

々の項目の細部 を決め、これを製図することである。設計はすべて、最 も進歩 した各種の学理を応用し、設計計算に必

要 な公式を用いて行な うことをたてまえとするが、 このほか幾多の実例経験 、あるいは実験から資料 を求 め、これら

を設計に加味 して目的物の機能を高め、より経済的に作製できるように努める。なお設計技術者が日常業務 として行

な う職務は大要つぎのものがある。

ω 設 計 業 務

(a)販 売関連活動

受注見積 、技術折衝、市場調査、技術サービス

(b)技 術情報活動

(c)研 究開発、調査実験

(d)設 計 業 務

設計作業、材料手配、取扱説明書作成、クレームの処理

(e)製 図

(f)設 計 管理業務

図面管理、出図工程管理 、資料管理 、標準化作業、基準標準管理

⑧ 支 援 業 務

ア.客 先に対する一般的技術説明

イ.講 演論文などへの技術発表

ウ.特 許出願 、調査、異議申立て

エ.他 社製品 、部品、材料 、文献などの調査

、 オ.技 術研究会、委員会な ど社内における一般的技術業務

力.学 会 、工業会、その他社外における一般 的技術業務

キ.製 図器材 、器具管理

ク.設 計室の環境

ケ.設 計製図者の教育

② 設 計 作 業
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(a)手 順 について

ア.客 先要求に合 った資料を取 りまとめ、設計参考資料や図面を抽出 し、仕様に合わせる検討を行なう。

イ.デ ザインの計画が行なわれ、計画図面が引かれる。

ウ.計 画図に より、見積作業が行なわれ新規設計 と流用部分がはっきりしてくる。

エ,新 規設計部分の計算 、検討が行なわれ、必要により実験 データが とられる。

オ.流 用部分(過 去の実積 、技術 を流用する)に ついては、該当する旧図面が検索 される。

カ.検 索された図面を新 しい仕様に合 わせるための修訂正が行なわれる。

キ.新 製する図面、流用する図面がともに流れを作 って製図作業のル ートに乗せ られ工作図面になる。

ク,部 分図がブロックされ、組立図面が引かれる。

ケ.検 図が機能面と事務面の双方 で行なわれる。

コ.出 図工程に乗せ られプリントされる。

以上のような作業 のくり返 しが行なわれ る。

(b)作 業動作について

ア.資 料を抽出する作業

イ.参 考図を抽出する作業

ウ.考 える、計算する作業

工.図 面を画 く作業

オ,検 図をする作業

6%

14%

30%

35%

15%

以上のように一般 的にいわれている。

2.1.2図 面 の 管 理

ω 図 面 と は

図面とは、 これから造ろうとする品物 を仮定推察 して、その使用上、構造上の要件に合致するよ うにもくろみ、

計算 し、図を引き寸法 を入れ、材料や工作法を指定 したものである。

また、図面は設計者の製作の意図を最 も忠実に、しかも簡単明瞭に表現する万人共通の一種 の言葉の ようなも

ので、Aの 会社 とBの 会社、Aの 国 とBの 国 との間においても、なんらの口頭説明を要 しないで意志の伝達がで

きるものである。

なお、製図者が トレーシング ・ペ ーパーに書 いたものを原図といい、この原図か ら複写 したものを白(青)焼

図面とい う。これ らの図面から用途 に応 じて新 しく作 った"複 写が できる、また抹消加筆ができる図面 を第2
〃

原図 とい う。

(a)図 面の種類

図面は、用途により、内容により表1-1の よ うに分類される。
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表N-1 図 面 の 分 類

分類の方法 図面の種類 説1明

用途による

分 類

計 画 図

製 作 図

注 文 図

承 認 図

見 積 図

説 明 図

製作図を作 る基礎 に左るもので設計者の意図を明示する図面
A

品物 を製作 するときに使われるもので、設計者の意図を製作者に完全に伝

えるための図面

注文者が注文書に添 えて品物の大きさ、形状 、機能、精度など注文のあら

ましを受注者に示 すための図

受注者が注文者の検討、承認 を受け 、これによって計画および製作 を行な

う基礎となる図面

見積書 に添えて被照会者から照会者 へ提出する図面

構造、機能の説明を目的 とした図面

内容による

分 類

組 立 図

部 分 組 立 図

部 分 図

詳 細 図

工 程 図

接 続 図

配 線 図

配 管 図

系 統 図

基 礎 図

す え 付 図

配 置 図

装 置 図

外 形 図

構 造 線 図

曲 面 線 図

全部の組立を示す図面

一部分の組立を示す図面

部品の詳細を示す図面

必要な箇所を部分的に取り出 して詳細に示す図面

製作工程の途中の状態を示す製作図、または製造工程を示す図面

電気機器内部および電気機器相互間の線の接続を示す図面

電線の配置を示す図面

管の配置を示す図面

水、油、ガス、電気などにおける接続および作動系統を示す図面

機械や構造物などの基礎工事のための図面

ボイラ、機械などのすえ付け関係を示す図面

工場内における機械相互間のすえ付け関係位置を示す図面

化学工業などにおいて、各装置の配置および製造工程などの関係を示す図
面

機械、構造物などの外形を示す図面

機械、建物などの骨組みを示す図面

船体、自動車の車体などの複雑な曲面を示す図面

(注)図 面の標題欄の図面名称は ○ ○ ○ ○ 組立図というように図面の種類が表わされるので関連がある。
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なお、つぎのものは図形を表わしたものでないが、当所においては取扱い上図面と称 している。

ア.資 材注文仕様書

イ,見 積 仕 様 書

ウ.製 作 仕 様 書

工,取 扱 い説 明 書

オ.強 度 計 算 書

力.重 量 表

キ.試 運 転 成 績 表

ク.図 面 目 録

ゲ.打 合 わせ 記 録

コ.そ の他、設計業務に関連する文書的なもので、図面管理の対象となるもの。

② 図 面 番 号

図面番号は、注文主、見積先、工場はもちろん全社的な関連部門に工事の始めから終 りまで、あらゆる面でつ

し・てまわるものである。.∵.

ま た工事が終 った後 でも、修理、類似設計などで、図面 を参考資料 としての有効な活用のための検索手段 とし

て大切な役割をもつものである。

したが って、重複発番、図面の大きさに合 っていない図番などの誤 りのないよう慎重に心掛け るとともに、図

面へは明瞭に指定の個所 へ押印する。

(a)図 面番号の構成

図面番号は、図面の大きさを示す。1形 ～5形 お よび01形 一 〇4形 の形数字 と形別の発行順 の追番で構成

する。

〔例 〕'1123456

図 面の大きさ(1形 の場合)

形 別の発行追番

(1))図 面番号の発行

ア,各 設計課は、あ らかじめ 「図面番号要求(割 当)票 」図書一2を 設事(管 、に提出の うえ100番 を単位

とした図番の割当てを受ける。

イ.図 面に図番を付す場合は 「図番台帳 」図fi-3に 記帳、確認の うえ割当てを受けた範囲内の図番 を図面に

押印 する。

ウ.割 当てを受けた図番 を消化 した場合、再び 「図面番号要求(割 当)票 」を設事(管)へ 提出の うえ割当て

を受ける。
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図面番号要求(割 当)票(正)

昭和 年 月 日発行

※ 割 当 年 月

(備 考)

1.※ 印欄は設事(管)が 記入 し、そゐ他の欄は要求課が記入する。

2.担 当課は設事(管)よ り割当を受けた図番 を全部使用 した場合、(正 、、(副)

2部 を作成 し、設事(管)に 提出する。設事(管)は 図番を記入のうえ、担当'

課 に(正)を 返却 し(副)を 保管する。

3.割 当 を受けた場合、"最終図番 を図番台帳(設 特AOO3)ec明 記 し、割当図

番を越 えて発行 してはいけない。

設事(管 う確認済

図 ロ ー2図 面番号要求(割 当)票 、

図 番 注 番 整 番 注 文 主 図 面 名 称 作図 日付 作 図 係

1
噺 、'・ .ケ 、

、F',

・

,一

「

.

,'

1

,、P■

'

,

「 ←.

` ・

/
こ

._＼..
＼

← ＼
図H-3図 番 台 帳
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エ.割 当てを受けた時 、「図番台帳 」ヘナンパ ーリンクなどで先に図番 を記入しておき、割当て最終図番を明

確にするとともに、割当て図番 を超 えて発香 しないよ うにする。

オ,注 文仕様書 、資材注文仕様書は、入庫保管の必要なもののみに、入庫またはマイクロ撮影をする時に5形

の図番を付す。

③ 図 面の 保 管

一枚の原図は、設計者が技術的 な成果を集約した貴重な会社の技術資産である。

これ らの原因を災害や盗難、および紛失、汚損、破損か ら守る保管対策と必要時に的確に早 く取り出せる最 も

合理的な方法が重要 である。

(a)入 庫

作業中の原図は、手元におくことはやむ を得ないが、さし当 って不要と思われる原「図および完了工事の原図

は極力すみやかに入庫する。

⑥ 登 録

各設計課 から入庫 されてきた原図で初めて入庫 となる原図について設事(管)は 「原図台帳 」図 田一4に 記

帳を行なう。

これを原図の登録 と呼び、今後の出納保管に必要な一切 の事項が分かるよう記帳 するとともに原図 に(標 題

欄の下)「 登録 」の印を押す。

なお、原図 台帳は図面のサイズごとの別冊とし永久保管を行な う。

作 図 課 割 当 図 面 番 号

～

図面番号 図 面 名 称 作図年月日 入庫年月日 製造番号 備考 マ イ ク ロ番号

＼
/ ＼

図 巫一4原 図 台 帳

(c)借 出 、返却

入庫 した原図力必 要 な場合 「(原 図)借 出票 」に必要事項を記入のうえ設事(管)に 提出 して、引換えに原
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図を受取る。

設事(管)は 貸出 した原図にかえて 「(原 図)借 出票 」を保管する。

ω 廃 棄

日々限りなく増加 していく図面を、いつ、どんな方法 で、将来支障のないように処分 していくかについては・

収容能力の限 られた原図庫 、および設計室の キャビネット、図面箱などの有効活用をはかるうえにおいて重要

なことである。

廃棄時期、方法についてはつぎのとお りである。

ア.原 図庫で保管 している原図の廃棄

技術提携図面、標準図はそのまま永久保管をするが、その他の一般原図はすぺてマイクロフィルム撮影 し・

.,

設事(管)が つぎのとお り行 なう。

(イ)工 事が完了 して、設計課か ら受理 した 「図面目録 」(詳 細について後述する)に 指示 された廃棄年月に

廃棄する。'

(a)図 面 目録 で指示のなか った"作 図後5年 経過 した原 図〃は毎年一回定期的に廃棄する。

レ・)原 図台帳に、マイクロフィルム番号 、廃棄年月の印を押す。

←)技 術漏えいの防止を完全にするため断裁または焼却する。

イ.設 計室で保管 している複製図面への廃棄

「図面保管年限基準 」にもとついて、各設計課 が処分する。

なお、図面および"秘 扱いの文書などについては技術漏えいの防止対策を慎重に行 なう。'
〃

」

2.L3図 面目録の管理

図面目録、図皿一5の 作成目的は、工事完了後、何年か経過 して、当時の担当者または、代 りの設計者が修理とか類

似設計で必要なとき、施工当時の図面、仕様書 、計算書 など、または これ らのマイクロフィルムがすみやかに検索で

きるよ う、将来有効な活用 をはかるための資料化の手段であり、設計業務を継続 していくうえにおいて重要なことで

w

ある。

ω 図面目録番号の構成

冠頭数字を6と し、発行順の週番で構成する。,

〔例 〕 、
61234

図面目録の特定固定番号

発行追番

② 図面目録番号の発行

各設計課は図面目録を作成 した場合 「図面目録番 号要求(指 定 、票 」図 田一6を 設事(管 、に提出 し、図面目

一92一



ワ

●

φ

配
付
先

控 計 課 長 係 長 担 当 担 当

巳
ψ

担 当 工 場

製造番号 ・船(陸)番 注 文 主 納 期

昭 和 年 月 日

工事区 分 工事名 ・品名 数 量

整番 図 面 名 称 図 番 ⑭ マイク・

㊥ 縮 刷 版

マ イ ク ロ番 号
原因保存

年 限

/二 一＼ 、

二/
7 ＼＼ 巳 ＼

一

、 ' .

、

作成 昭和 年 月 日

入庫 昭和 年 月 日

図面目録番号 表紙共

枚

図ロー5図 面 目 録
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図面目録番号要求(指 定)票(正)

昭和 年 月 日

要 求 課 注 文 主(見 積先)

(担 当)

工 事 名 称

(備 考)1.※ 印欄は設事(管)が 記入、その他の欄は要求課が記入する。

2.担 当課は3部 作成 し、その うち(正)(写)は 設事(管)に

提出する。設事(管)は 図番 を記入の うえ、担当課に(写)

を返却し、(正)は 工事番号順に綴 り保管する。

工 事 番 号

工 事 完 了 予 定 年 月 ※ 図 面 目 録 番 号

年 月

■

、

e

図皿一6図 面目録番号要求(指 定)票
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◆ 竜 9

A

図 面 目 録 索 引 帳

登録
日付 登録履 注 文 主 工 事 履 工 事 名 称 完了

年月
通し% マ イ ク ロ% 担 当 課

、

'・

(

!

、 、 一一 一 ＼ ＼エ ＼/
一～＼

/

図N-7図 面 目 録 索 引 帳

ー

㊤
切
ー

事 業 部

＼

登録
日付 図 番 注 文 主 工 事% 工 事 名 称 完了

年月
マ イ ク ロ% 備 考

＼
/
一 、 ＼ / へ

/

一 ノ
一 /

図 ロ ー8図 面 目 録 索 引 台 帳



録の番号の指定を受ける。

設事(管)は 、 「図面目録索引帳 」図 田一7に 記帳のうえ、図面目録番号の指定 を行な う。

③ 図面目録の登録

各設計課は、工事が完了した場合、すみやかに図面目録へ必要事項(マ イクロ撮影および縮刷版の必要、原因

廃棄年月な ど)を 記入の うえ図面目録に記載されている図面、仕様書、計算書などをまとめ図面 目録とともに設

事(管)へ 提出する。

設事(管)は 、 「図面目録索引台帳 」図 皿一8に 登録記帳 を行 ない、マイクロ指示のあるものはマイクロ化す

る。

(4)図 面 目録の活用

設事(管)は 、処理のすんだ図面目録にマイクロ番号を記入の うえコピー一部を設計担当課に提出 し、一部は

工事番号順に永久保管を行ない利用者の閲覧に供する。

なお、図面 目録の原紙は原図庫に入庫保管する。

2.1,4マ イクロ ・フィルムの管理お よび システム

マイクロ ・フィルムとは、無孔不燃性極微粒子 フィル ムで、フィ'ルムサイズは16ミ リ、35ミ リ、70ミ リ(フ

ィルムの巾)の 種類がある。

一般 的に新聞
、雑誌、書籍などの内容を極度に縮写 して保存や運搬に35ミ リマイクロ ・フ ィル ムが利用されてい

る。

ここでは、図面の将来での資料としての円滑な活用をはかるため、および図面の保管対策の手段 として35ミ リ ・

マイクロ ・フィルムを利用している。

ω マイクロ ・フィルムの活用法

(a).図 面 目録 を基本としたマイクロ ・システム

この システムは、設計担当課において工事が完了した場合に、その工事を構成する個 々の図面について保管、

処分およびマイクロ化の指示を図面目録に記入のうえ設事(管)に 提出する。

設事(管)は 、マイクロ ・フィルム撮影手続きを行 ない、撮影が済むとマイクロ番号(後 述)を 図面目録に

記入の うえ図面目録の一部 は業種別、工事番号順に集中永久保管 を行 ない、一部は担当課へ提出する。

(b)原 図台帳 を基本としたマイクロ ・フィルム

このシステムは 、図面目録に処分指示のなか った図面で作図後 、5年 経過 した図面を原図台帳の図面番号順

にマイクロ ・フィルム撮影 し、撮影のすんだ図面は完全焼却処分を行なう。

なお 、原則 として毎年1回 図面の棚卸 とともに実施する。.

ただ し、技術提携図面および標準図については、提携先、提携内容別 、形別に「般の図面と区別 して撮影 を

行 ない図面は永久保管をする。

② マイクロ ・フイルム・タイ トル様式
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1カ ッ トの フ ィル ムの 右 端 につ ぎ の タ イ トル を 図 面 と 同 じ フ ィル ムに 撮 影 し、 フ ィル ムの検 索 が で き る よ うに

して い る 。

な お 、 シ ステ ムに よ り2種 が あ る 。

(a)図 面 目録 を基 本 と した シ ス テ ムで の タ イ トル

工 事 担 当 課

工 事 番 号

注 文 主

工 事 名 称

撮 影 年 月 日

マ イ ク ロ 番 号

(b)原 図台帳を基本 とした システムでのタイ トル

ア.技 術提携図面の場合 イ.一 報 の図面の場合

●

■

担 当 課

提 携 略 称

撮 影 年 月 日

マ イ ク ロ 番 号

△ △ 会 社

図 面 台 帳 雁

撮 影 年 月 日

マ イ ク ロ 番 号

2.2B社 の製図方式について

2.2.1は じ め に

当社の製図方式は昭和41年10月 以降の新設計品から全面的に"個 別式(部 品 ごとの独立製図)"と いわれる製

図方式 を採用実施 している。 ここではなぜ"個 別式"を 採用するのかについて正反対の"一 括式"(製 品 ごとの重複

製図)と いわれる製図方式と比較 しなが ら、その概要をのべる。

2.2.2設 計分野における新 しい"部 品"の 位置づけ

(1)完 成製品は通常多 くの"部 品"を 組立て、調整 したものであ る。

② この構成"部 品"は これまで完成製品に従属するものと考えられてきた。

A製 品の部品はala2… …amで あ りB製 品の部品はblb2… …bnで あ るという考え方 であ る。

これがやや進んで、共通部品 という考え方が入 ってきた。ネジ、ピン、バネなどの標準品が これであ る。 した

がって この段階 では

A製 品=ala2… …amtの 固有部品+PlP2… …Pm'の 共通部品
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B製 品=blb2… …bn'の 固有部品+PtP2… …Pn'の 共通部品

といった考え方であった。

③ さて、設計分野におけ る新 しい"部 品"の 基本的考え方は、

(a)固 有部品、共通部品とい う概念を一応抹殺 して、部品はあ,くまで部品であるとするところか ら出発 し、

(b)す べ ての製品はその製品の機能 ・性能 ・仕様を得 るに必要な最適部品をあらかじめプール してある"本 来無

所属な部品 グル ープ"か ら集めてきて組立て調整 したものであるとしここに新 しい"部 品"の 位置づけをする

わけである。

(4)こ のような、"部 品は部品"、"部 品は特定の完成品に従属 しない"と いう考え方は、ここでいう個別式(1

品1葉 式)の 基本的思想である。

2.2.3個 別式(部 品 ごとの独立製図方式)

ω 個別式(部 品ごとの独立製図)と は

(a)個 別式は、上記の"部 品は本来無所属な共通部品である"と の考え方にたつ製図方式で1枚1枚 の図面はそ

れぞれ各図葉 ごとに独立 の性格 をもつ標準品(標 準図)と 見なすものである。そして、これ ら各図葉の表わす

品物を適当に集めて組合わせ ることにより、いろいろの種類 ・大キサの機器を構成させるとい う考え方で製図

す る。

(b)ゆ えに この方式の部品図は1品1葉 を原則とする。

② 個別式(部 品ごとの独立製図)の 必要性

個別式(部 品ごとの独立製図)は 、つぎのとおり、生産管理 ・資材管理 ・図面管理のすべての面で、優れてお

り、当社に最 も適 した方式であ る。'

(a)図 面は一度書 くだけでよい。

ア.一 度書かれた図面は、品物 を改造 しない限 り、いかなる理由があっても二度と書 く必要がない。

イ.全 然新規 の設計でも、一部分の、どうしても新 しく設計 しなければならない図面のみで、他の部分はなん

む

.ら 手入れせずに そのまま在来のものの使用ができ る。すなわち部品図 のよせ集めによって新 たな製品を設計

す ることが可能に なる。

ウ.ま た類似品の設計がきわめて容易となる。

(b)同 一性能 の部品は、直接組立品と主従関係がないか ら組立品 のいかんにかかわ らず、拘束なく使用すること

ができる。

さらに共通性の高 い部品、たとえば、歯車 ・バネのようなものは標準部品図 とし、加工方法、材料 などにつ

いて十分な検討が行なわれ、コス トダウンへ結びつけることができ る。

(c)白 写真(白 焼図)は 、一度出図するだけでよい。 ・

現場に出図された白写真は一度限りではなく、何回でもくりかえし使用され る。"工 場へ一度出 した図面は

再度使用したくとも注文主、製作台数、納期などが違 うからダメではないか"と の質問は"図 面=製 作命令書"
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◎

であるとい う従来の誤 まった考えがあ るか らで、注文先 ・製作台数 ・納期などを指令する"製 作命令"は 図面

とは別に発行されるべきものであ り、決 して図面の中に記入 されるべきものではない。

(d)図 面管理の高能率化

ア,図 面それ自体が一枚一枚独立 しているか ら、図面の整理がきわめて事務的に、機械的に処理できる。

イ.ま た、図面以外の図面に準 じるべきもの(部 品はいうにおよぼず、木型、 ジ工具など)の 管理が容易とな

る。

¢)同 一工程に属す る部品の作業は組立先 のいかんにかかわ らず 、取 りまとめて仕事ができる。

(f)作 業 の分配、工場外への委託作業 も外注 も容易に行なわれ る。必要 なだけの図面を使用すればよい。したが

って不用の図面まで出 して、秘密 の漏洩を心配する必要がな くな る。

(g)一 部の訂正 は、図面を新 しく書 く必要はない。

(h)図 面が1品1葉 であ るから、図面名称=品 名(部 品名称)で あ る。

(i)工 場 の生字引が不用であ る。

工場の事情に精通 したいわゆ る生字引やベテラ ンの必要 はなく誰でもが整理でき る。

2.2.4一 括 式(製 品毎の重複製図方式)

(1}一 括式(製 品ごとの重複製図 、とは

(a)"一 括 式"と は、"個 別式(1品1葉 式 、とは正反対の製図方式で、この方式は、各図葉が いつれか一つの

種類、大キサの機器に所属 し、その各図葉が集まってある1組 の機器に対す る図葉群 を形成す るものとして製

図する。このため、その一群の部品図や組立図で表わしている品物が、他の種類、大キサの機器 と共通に使用

することは困難であ る。

fo)こ の方式の部品図は、総組立品を基準 として大きな製図用紙に一括に書き こまれたいわゆ る多品1葉 図 とな

る。

② 一一括式製図の欠点

一括式製図は、種 々雑多な部品を1枚 の紙に記入されているため 、図面の内容は機械加工品 ・鋳造品 ・市販品

などとなる。また部品 の名称 もバ ネ ・弁 ・軸 ・ピンなど種々になる。

したが って部品図であ りなが ら、図面に名称の付けようがなく、やむ をえず組立図の名称を用いる以外に方法

がない。

なるほど1個 の製品 をまとめるとい う側から考えれば、相互の連絡は比較的に容易であ ろうが、これにはつぎ

のような大きな欠点がある。

(a)資 材 コード(部 品番号)が 統一されない。

一括式においては
、全 く同一品目でも、新製品ごとにその部品番号が全 く違 ったもの とならざるをえない宿

ぜ 命をもっている
。この点が一括試製図法そのものが根底か ら否定せ ざるをえない最大の理由であって、これは、

資材管理 の基本以前の問題であ り、標準化以前の問題であ り、ましてやEDPの 高能率活用などとうてい考え
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もおよばない。(2.2.5参 照)

⑥ 部分的に他の製品への応用がきかない。

(c)図 面 の保管が困難である。

ω 作業の配分 ・材料の取 り揃えにつ こうが悪い。

木型、ゲージ、ジグ、工具の整理が困難 である。

(e)原 価計算が困難である。

(f)設 計 に権滅 がない。

備考rf括 式 の利点といわれ る点をしいて求めるとつぎの3点 にすぎない。

ア、 製図の手数が幾分か省ける。

4部 品相互の組立てに際 し対照に便利 であ る。

これ らは、製図の手数は とり立てて省け るとい うほど大きいものではない。このように考えれば一

括式は製作図面としてまったく価値 のないものになって くる。

2.2.5個 別式と一括 式の比較

まとめて比較すると図M-9の とお りである。

→

}⑨'

個別式(部 品 ごとの独立製図方式)

製

品

㍉tの 部品 番号は あ くまで 、1'

//＼

'i系
,

:・ 宝

A{0
製

品

図

ー

立組

・1工

部品'1tILつ いての図 面は 、た だ1葉 で

あ り、細 番号 もただ一 つで あ る。

一括式(製 品ごとの重複製図方式)

製

品

__こ の 、1'の 部 品番号 は 、ALlv

－一 こ の イは

、A -1一 イ'

_一_こ の 、1tの 部品 番 号 は"B-1nt

:・ 亡 三

製

品

組立図

一 こ の イは

"B -1一 イ'

異

な

る

冶

⑱.

同じh「 でありなが ら、図面が重複 して

書かれ部品番号が重複している。

図 皿 一9個 別 式 と 一括 式
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3一 次 情 報 の分 類 ・整 理 ・

設計図面検索 システムにおいての一次情報 は、「般につぎのような情報が考 えられ る。すなわち、図面種別名称、

部品名・図番・製品名・設計著名・設計年月日・保管形態課 賜 所パ 手方法・規格・仕様 ・原価 、設計に使用 し

た方式 ・数式など・使用条件 ・使用特許 、呼び寸法 、重量、材質、素材 、加工寸法、仕上げ 、精度、熱処理、製作工'

程 、製造メーカ、規格品の寸法な ど、注文主、工事内容 、納 入先地域、などであり、 これ らの うち時間的に変化 して

いくものについては、その経過、過去のデー久 などである。これらの一次情報は、対象とするシステムによってか

なり異なったものとなる。たとえ、あ るサブ システムが、他 のサブシステムと同一 システム内にあっても、考え る一

次情報は異な ったものとな る可能性がある。全 システ ムに共通の一次情報を設定するのか、サブ システムごとの一次

情報 を設定するのかを・「般的に検討す ることはできない。ある特定のシステムに対する一次情報 について考えるの

ではなく一般の システムを「般的に考慮す ることも不可能であるととはいうまでもない
。

したがって・つぎのようなシステムの用途 を考え、Q-Aの パ ターンを考えたときの一次情報の分類 ・整理の例の

一部をk造船、機械製造の分野について示す
。まず、システムの用L8

,bしては、(D類 似設計、"i)生 産 管理 、㈹ 資材管理、OV)多

くの寸法 のものがある共通部品か撮 適 なものの選出、〉(v)修蹴 どアラ歩 一サーピズのための麟 検索(注 文別
、

注文地域別・部品別 ・技術提携などの往復書簡 などか ら引け るようなもの)な どを考慮 し、Q-Aの パ ターンとして

は・(D部 品 名 → 図番 ・(ii>部品総称 → 図番(複 数個 の)、 ㈹ 部品名、呼び寸法 → 図番、(iNb部 品名 → 図番

→ 設計式、その他の一次情報、 などを考慮 している。 これ らの例は一例 にすぎず、実際の システム構晟にあたって

は、特有の性質を考慮 して分類 ・整理 しなければな らないのはもちろんである
。

(注'*)
3.1分 類 ・整理の手法、タナックカードおよびアパーチャカード

分類 ・整理の方法は、計算機によるもの、タナック ・カードによるものなど種 々あるが、ここではアパーチャカー

ドについて説明 し、タナックカードの見本をあげる。

タ ナ ッ ク ・カ ー ド見 本
(表)

、lII＼
llIl
「ll ＼

「

l

l

1

111

`1 1

1
ト

1

1

l

l

|

1

1

1

'III

l``1

'」`

i川 一
■ 「■ 丁一十r忌 …_

1・SlIl1`

:1!1::ll

|`1`rI
'乏`[Il
lil'F`

一 　 一 ー 一

一 一 ー 一 一 ー ー ー 一 一 ー 一___

一 ー 一 『 一 ー ー ー ー ー ー 一_ _______^

(注*)タ ナ ック(株)製 の カ ー ド検 索機 に 使 用 す る カ ー ド
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マ

ア パ ー チ ャ カ ー ド

図 面 を マ イ クロ フ ィル ムに撮 影 して保 存 すれ ば種 々 の利 点 が得 ら れ る。 この マ イ ク ロ フ ィル ムを保 存 し 、 と り出 す

とき 、 ア パ ーチ ャ カ ー ドが 非 常 に 便利 であ る。大 形 の図 面 を ま ず24×36Tzvzの マ イ クロ フィル ムに と り 、 この 一 こ

ま を窓 の あ い た カ ー ド(ラ ・・一チ 。 カ ー ド 、vcは りつ け た り 、 さ し とん だ り して お く.こ の カ ー ドは ふ つ うのPCS

1

カー ドと同 じ大 き さで 、 フ ィル ム は窓 に ち ょ うど入 る。 ヘ リ穴 カ ー

ア パ ー チ ュ ア ー カ ー

'

'

`

.

〃nr(]ぷ
w 『u ＼
＼1 Ul))一'

一 一-
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4シ ス テ ム の 構 成

前章に示 した一次情報の分類、整理についての検討 と同様、 システムの構成に関す る一般 的に検 討することは困難

であるので、あ る種の機械製造工場におけ るシステムを例にとって示す ことにする。 まず、図面番号の決定方法につ

いて示 し、次に機能別図面検索システムの構成案にっいて説明す る。

4.1図 面検索 システム作成上の問題点

4.1.1設 計 と図面検索

従来、図面検索は図面台帳 、図番ならびに原図によって行なわれてきた。従 って、ある部品図を引き出すためには

台帳、図番、組み立て図と順 を追 って検索し、組み立て図が原図であるならば これを引き出 し、組み立て図に記入さ

れた部品図番号 を見てはじめて、部品図 を引き出す手順になると思われる。しか しなが ら、このよ うな手順 を追 ⇔た

としても、現実には一つの装置 でも絶えず改造が繰り返されているから、遂 一これを追 って部品図を引き出すことは

至難のことである。

さらに 、一つの図面で示 されている部品が、いろいろの装置に共通 して使われてい るときには、それを全部引き出

すことは困難なことであり、親図面から子図面 、子図面から孫図面へと一方向に辿 るときのみ可能 で、子図面から親図面を

引き出すことは不可能の ことであ る。っ まり、目的の図面 を引き出すためには、過去の経緯をよく知 ⇔ているベテラ

ンにたよるほかな く、新 人に過去の資料 をより多 く利用させ、且つまた、謀計に当 るベテランには持ち時間をフルに

活用させ る目的には反するものである。

このような情報の収集は、設計者に とって欠かす ことのできない機能であ り、企業間の競争が激化 している現在で

は、設計から材料手配までが短縮 できるか否かがポイントになる。しか るに、貴重な設計者の時間は調査 、資料の抽

出、閲覧 、参照等に全時間の約30%が 使 用されている。

設計者によって引かれた図面は現場でテス トされ、ダメを修正 され、少なくともその設計については良い点、悪い点

が洗い出されている貴重な資料であ る。しかし、その管理方法は現在のままでよいだろうか、すでに陳腐化 した図面

もあるが、大きな図面を検索のたびに引き出し、また もとの位置へ格納する作業、さらには転写 の作業、原図の折 目

等の破損、又、設計者が格納庫まで出かけて調べる時間etc,多 くの働力や時間を必要 とする。

4.1.2図 番体系

従来の図番体系は、大体、商品 中心主義のコード体系が とられ、旧軍隊で用いられた体系の影響 を少なか らず受け

ているようであ る。例えば

A83001

↑ ↑ ↑ ↑

一 」1追 番(001～999)

プ ラン ト別符号(0～8)装 置別符号(0～9)

の様 な体系がとられていた。これ らの図番には同じ工場内でも不用意に異なる2つ の図面に全 く同じ図番がつけ られ
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たものや、多品一薬 図 、また何代かに亘 る図番体系では古し陳 腐化 した図面、さらには、比較的新 しくとも月進日歩

の進歩により部品の小形化 、高性能化が繰り返され、設計者の参照に寄与されることのない唯 、保守 のみに生命 をつ

なぐものもあ る。また反面、古 くとも稼動中の機械があれば古図面でも有用であ り、また天命図のよ うな図面も考慮

しなければならない。 これ らは工場設備の現状に即 した図面の処置を行なうべきであ る。

4.1.3設 計の合理化と標準化

設計の合理化に際しては、標準化は極めて大切なことである。標準化を進める場合、往々に して手 っ取早いJIS

的製品から標準化を行 ない、自社 、自工場で開発 した 独 自のものは後廻 しにする傾向がある。従 って、現実には設

計者が現在設計 しているものと同 じようなものが、即に この工場内にあ るとわかっていなが ら、それを探すより設計

した方が早いという事態に遭遇 し、標準化 とはほど遠い少 しずつ違 った部品を多種少量生産することになってしまう

であろう。

部品の標準化はまた部品の共通化につながり、部品中心主義コー ド化を達成する道亨こ通ず るものと思われる。部品

中心主義のコード化は設計はもとより、部品の発注、在庫 などの管理やアフターサービスの面からも望まれるもので

あ ることは周知の通りであるが、商品中心 コード体系と部品中心主義 コード体系 とをどのように結びつけていくかが

問題である。

部品中心主義 コー ド体系が大成され、-図面管理が上手に行なわれたとしても、図面は年々増加 して行 くものである

から定期的にイン デ ックス の改訂を行な,い。新 しい図番の追加、旧図面の天命を終えたもの、廃棄etc.を 行なえる

体系であることが必要であ る。

4.1.4図 面検索の合理化

へ

これらの観点か ら図面検索に望まれ ることは、多角的に必要図面、資料 を誰にも容易に検索でき る図番大系である

こと、そのためには図面内データを盛り込んだ図面台帳、図番台帳、親子関係台帳etc.が 完備 されていることであ る。

さらに、台帳作成までの移行過程は機械化され、コンピュータをフルに利用できる体系であること、 インデプク

スとしては目的に応じたキーワードを定め、キーワー『ドの機能的な役割に従 った イン デ プクスであ ること、この考

え方は図面名称の決定の上でも深 く考えなければならない事項であ る。

図面検索の合理化のポイン トを列挙すれば、

(1)図 面の改訂 ………図面分類 コードの整理

部品中心主義のコード化………コード、追番の統一、全 コード長 さの決定。

② 新図番体系の確立……・・各 自に即した標準化、新 旧図番のパーミューテッ ト・イン デ ックス の作成(新 → 日、

旧→新)を 可能にするよ う新旧を並記。

③ 各種 インデ ックス の完備1… ・…・パーミユーテ ット・イ ンデ プクス・親子系図 ・納入別 インデックス ・そ

の他 、性能、仕様別等

㈲ 組合せ設計の合理化…・一 作 業単{立での親子系図が主力の インデ ックスとす る、とか多品一葉図を索引の方

法 に よ って一 品 一 葉 図 の よ うに 取 り扱 う。 同 一・一一図 面 内 で はAか らで もBか らで も 引 き 出 せ る よ うに す る。
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㈲ マ イ ク ロ フ ィ ル ム と コ ン ピ ュ ー タ の 活 用 ・一

方 式 、 ま た は マ ー ク カ ー ド方 式 に よ る イ ン プ ッ ト

⑥ 天命図の処理

(7)極 最 新 図 の 取 扱 い

4.1.5

ア パ ー チ ャ カ ー ドの利 用。 デ ー タ カ ー ドに よ る キ ーパ ンチ

。設計者側に も台帳 とマイクロ化 した図面ファイルをお く。

できるだけ少なくし、別の台帳 を作成 して煩雑 をなくす る。

図面変更の頻度の高 いものは(1年 以内の図面等 、従来通 り。

図面の基本分類

図面の分類については 、ウエスタンリザーブ、ユニバ シテ ィのキーワードの取 り出 し方が参考になると思われ る。

この例 として、「SIRシ ステムによる図面管理 」藤村氏(富 士写真フイルム)を 紹介したい。

Method(そ の方法 は)

(誰 が)

Subject

(何 を)

'

Time

SpaCe

Eleme

Chemical

(ど うして)
Action

rCumstanCe

(結 果 は ど うな りた)

Product

図 皿 一10SIRシ ス テ ムの 原 理

σ 、

運搬機商品

者

月
麓

鞭

勤

質

武

鯛

年
壮
㌫

蹴

材

型

鍵蠣誌

配置図

組立図

部分組立図

部品図

配線図

見債図

承認図

ヘッド部 テール図 キャリア部

スフbケット スラ
ット部ヘッド部 ホ イル部

スクリュ暗8ケ ーシング部 伝導部

バケットエレベータ ヘ ッ ド部 テール部 ケーシング部

㎡一夕プルコンペア ヘ プ ド部 テ ール 部 キ マリ7部

ローラ ー部 フ レーム部 脚部

1)タ ジ部

フ レーム部

ステージ部

リタン部

フレーム部

四 部

伝導部,

フレー ム部

伝 導部

テークアフプ部

テークアップ部

伝 導部

図 田 一11SIRシ ス テ ムに よ る図 面管理
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分 類 番 号

麦 田一2図 面 分 類

基本図面名称 コンピュータ出力上の略記号

ア

一
部

一

ト

一
部

一

ト

三

ド

リ

フ

ー

ル

リ

フ

コ

二

一

ひ

ッ

ー

ヤ

=

一

ヤ

～

一
ヘ

プ

シ

ー

テ

プ

シ

一

一

ー

ー

ー

ー

ー

一

。

一
。

1

2

「

1

2

↓

一

一

〇

一

〇

〇

一

〇

〇

〇

ー

0
「

～

一

一

〇

「

0

一

〇

BELTCONVEYOR

HEAD-S

PUIＬLEY

SHAFT

TAIL-S

PULLEY

SHAFT

この分類中か ら必要 なものをキーワードとする。例えば、Meth(垣 とか図番、客先のようなもの。更に、前項の基

本分類こ従いその一つ一つについて細分化を行なって行 く。この段階は索引台帳に現れる最小値(unit)ま で行 なう。

この分類の作業時には分類番号 をつけ ると共に略号を作 ること。分類番号はコード化 したインプットを行 なわざるを

得ない とき、他は図番 のコードを新 しくコンピュータによって作 る場合の用意である。

略号は索引台帳上の形の表現 と、計算機では字数(長 さ)の 制限と共に英語が適するためであ る。

4.1.6図 面管理におけ るIRシ ステム

iRシ ス テムと して 、ファイリングシステ ム、ディクラーシステム、vフ ァレンスカード方式、1ノファ1ノンスプッ

ク方式などがあるが 、レファレンスブック方式が最 も優れているようである。この方式は電子計算機によって多角的

な レプァレンスブックを作 って、これによって索引 した図番によりア パ]チ ャ カ ー ドをハンドソー トす るシステム

で、その特徴は、

(1)図 面 の検索に必要 なvフ ァvン スプックを、直接利用する設計者の手元におくことができる。

② 一覧性にす ぐれていること。

③ 電子計算機は台帳 を作成する時 しか使用しない。

欠点 として、

ω 新 しく発生す る図面及び変更 した図面に対 して、その台帳の改訂が必要である。

も,し、電子計算機が フルに使用できる場合には、検索の都度、計算機によってアウトプットする方式やマイクロフィ

ルム上にコード化 したキーワードを直接損 じ込み検索す る方式が考 えられる。

4.1.7イ ンデックスのフォーミング

各工場で生産す る機械の違いや管理方法 、分類方法に よってイ ンデックスの フォームの異 なると思われ るが、これ

までの営理法の弱点をおぎなうよ うなフォームにすべきである。インデックスの フォームとしては例 えば、部品名を

アル ファベ ット順に リス トアップし、同一の名称なれぱその中でさらに数値単位 → 材料 → 機構 → 種類 → 性能
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這

這

仕様 の順 のよ うに並べ る等である。数値単位の項目では幅 の小さいものからリス トアップし、つぎに長さで順位づけ 、

さらに高さで順位づけ るようにす る。

その他、パーミューテッ ド・インデックス、新旧図番対象表、親子関係なども同様に順位づけ ることである。性能

仕様 を中心にした フォームであれば 、設計部門以外の例えば営業部門などにも利用価値がある等、関連部門へも影響

が大きい。

4.1.8図 面検索合理化の手順

次に、今 まで述べてきたことをまとめ る意味 で、図面検索合理化 の手順を示 したい。

ω 分類 コードの完成

② 図 面 の 整 理

㈲ 多角的索引台帳作成

(4)図 面 のマイクロ化

(5)ア パ_チ ャカードの作成

②の図面の整理は天命図、極 く新 しい図面、中間の状態の図面、陳腐 した図面等をよりわけ る。中間の図面を対象

とす る㈲はコンピュータへの入力の方式 を各工場で適 した方法 で行な う。さらに、

⑥ これ らの移行計画表の作成

移行計画表は時間、人員、コス ト、計算機の使用状態など考慮 して考えるぺぎであ る。

4、1.9機 能 別図面分類コードについて

基本的 には各社の要求にマ フチ したコー ドに分類 されるべ きである。従 って、萬里小路氏提案の分類は部品番号表

示桁数 製品 コード桁数、部品名称コー ト桁 数 また図面検索での機種選出の不必要性 と呼寸法の要求等、考えあわ

せて、妥当性を もっていると思われる。

形状コー ド、呼びコードは性能仕様や3つ の諸元に表わす寸法様のものと考えられ るから、計算機のア ウトプット

としては数値だけ でなく単位の記号 も表わすようなものが考え られ る。また、呼 びコードの場合の例として、長さ、幅 、

奥行等の順番を決めてその順に従 って並べ る。 、

検索の実施には索引台帳、アパーチャカードでなされ るが 、索引台帳は名称コードの他、新 旧図番 対称表、形状 コ

ード、また組立図、完備図などでは親子系図が用いられ る。

4.2図 面番号(品 番)の つけ方(例)

4.2.1新 品番構成基準

(1)部 品番号はすべて0～9の 数字 で構成する。

② 部品番号の桁数は常に10桁 とす る。

③ 試作部品 の品番は最初の数字の前に必ず×の文字を附け る。

4.2.2部 品 の種 類

(1)純 正 部 品
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(a)単 部 品

(数 個 の機械加工部品を溶着 して構成する部品は、原 則として完成状態を一部品とす る。)

⑥ 完 備 品

2個 以上の単部が集合して構成され るグループ

(例 ブッシュの組込 まれたギヤー)

② 規 格 部 品

4.2.3品 番 の構成

(1)純 正 部品(単 部品)

製品・一・[部 分コート]個 別=一・[i更 ≡ヨ
`1}l
II「1
　 　 　 ペ

ー1-1 　 　
① ② ③ ④ ⑤ 一 ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

(a)製 品 コ ード

① ② ③ ④ ⑤

機種大グループ

機種小グル ープ

形式(発 生順にSequenCeMa)

大きさ又は形式小区分

第2桁

第1桁
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

0 規 格 部 品

1 エ ン ジ ン

2 防 除 機

3 ト ラ ク タ ー

4 作 業 機 ω 田植機

5 作 業 機 ⇔ 刈取機 コンバイン 動 脱 自 脱 籾摺機

6 粧 う ん 機

7
一 一

8

9 ア タ ッチ メ ン ト

3.4.5桁 の構 成 に つ い ては 製 品 主 コー ド登 録 表 な どに よ る 。
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(b)

(c)

部 分 コ ー ド

⑥

0… … … 使 用 しな い(予 備)

1'… … … 機 能 構 成A

2… … … 〃B

3… … … 〃C

4… … … 〃D

5… … … 〃E

6・ 一■・・■■・■ 〃F

7… … … 市 販 、購 入品 で 発生 当 初 既 に 複 数 個 の機 能 構 成 区 分 に ま た が って 使 用 さ れ る も の 。

8… … … 組 立 完了 時 の 完 成検 査 の 対 象 に な ら な い附 属 部 品

9… … … ク レ ーム対 策 部 品 及 び サ ー ビス課 扱 用特 別 部 品

個 別 コ ー ド

7(⑤9

|

L_」「

1`L
___ † 一 一 ー ー 一 『 　 一 ーー ー

i

l
　

L___ ______

但 し各 桁 と も0を 使 用 し な い 。機 能 構 成 一 つ に 対 し て 個 別 コ ー ド

(d)設 変 コ ー ド

ーme時1と し順次図噸 の都度、まで

○ ○ ○

機能構成区分 によるSequenCeMa

(出 来 る限 り細機能区分別又は品目別若 しくは材料別に細区分

する。但 しこの桁については特定条件は規定 しない。)

SequenCeMa

(但 し設変が8回 を越える場合は前項の個別 コードを変更 し、

新 たに設変 コードは1よ り出発す る。)

製 品 コ ー ド

・部 品 コ ー ド

個別 コ ー ド

設 変 コー ド
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部 品 名 称 コ ー ド(案) 分類 大 中 小

桁 ① ② ③

1桁

2桁

1 2 3 4 5

(伝 動 部 品) (軸 関 係) (操 作 部品) (ば ね ・ゴ ム) (流体関係部品)

1 円 筒 歯 車 軸 ロ ッ ド 圧 縮 ば ね パ ッ キ ン

2
ペ ペ ル 、 内 歯 、

ラ ッ ク、 ウ ォー ム
カ ラ'一 シ フ ト フ ォー ク 引 張 ば ね パ イ プ

3 爪 ク ラ ッ チ 座 金(板) ア ー ム 振 り ば ね 弁

4 鎖 車 ピ ン 二 又 板 ば ね 管 接 手

5 プ ー リ ー キ ー 握 り ブ ラ ッ グ

6 チ エ ン ・ベ ル ト 止 ワ ワ イ ヤ ー 工 製品己;) オ イ ル シ ー ル

7 リ ン ク ゴ ム製 品 ・(板)

8
'

9

0 そ の 他 そ の 他 そ の 他 そ の 他 そ の 他

▽

1桁

2桁

6 7 8 9 0

(構 造部品) (N技 術部専用) (T.K技 術部専用 、 (S技 術部専用) (準規格部品)

1 ボック ス 、ケ ー ス ピ ス ト ン ホ イ ー ル チ ュー ブ 刈 刃 特 殊 ボ ノレ ト

2 カ バ ー ク ラ ン ク 軸 車 輪 ハ ブ 等 特 殊 ナ ッ ト

3 ブ ラ ケ ッ ト 連 結 棒 爪 軸 等

4 フ1/一 ム 等 爪

5 鍍 金 カ バ ー 等

6

7

8

9 銘 板

0 そ の 他

一110一
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4.3機 能別図面検索 システム(案)

4.3.1目 的

機種別に図面分類を行な う以外に、図面内容に よる機能別

を容易にする為の図面検索 システムを完成する。

4.3.2機 能 別図面分類 コー ドの基本構成

下記構成による分類 コー ドを定め る。"

名 称 コ ー ド 形 状 コ ー ド

形状別の図面分類を行 なって部品の兼用化、類似設計

1 2 3 5桁 ～10桁

呼 び 寸 法

桁数は名称 コード毎に決定

各 コードの意味は 、

(1)名 称 コード

(a)大 分類(第1桁)

L準 規 格 部 品

3.軸 、軸受 、刺接手

5.流 体 関 係 部 品

2.伝 動 部 品

4.操 作部品その他

6.構 造 部 品

7.電 装 部 品8.9特 定機種専用部品

O.組 立図、完備図

(b)中 分 類(第2桁)

同一機能又は類似形状の部品 のグループ区分を行な う(例 えば歯車グループ等)

コード分類表は表 皿一3

(c)小 分類(第3桁)

部品種類 の細分類を行 なう。

(例 えば爪付歯車、一体歯車等)

② 形状 コード

狭義のGTナ ンバ ーであ り、概略の大きさ、加工手順 、材質 、材料 、精度を示すコードをつけ る。

③ 呼 び 寸 法

共用度の高い部品について寸法一覧表の作成を可能にする為の諸元を記入する。

4.3.3部 品分類等級の設定

全部品を基本構成通 りの分類 コー ドをつける事は困難であるので コー ドづけの完全さの程度に応 じて下記の如 く分

数等級をつけ る。.

0級 一 規格部品に近い部品であり、各機種の共用度が高いが、社内規格制度まで一時的に図面作製 を行 なう部

品群

一111一



コ ー ド構 成 は

又は

一一
(規 格部品を制定後は規格部品コードに変更)

1級 一 比較的共用度が高い部品であ り「寸法一覧表 」の作製が可能 な部品群

コー ド構成は一
文は[一]

2級 一 類似加工を行なう場合の1分 類単位 とな り、又類似設計を行 な う場合の参考用 として図面探索を行なう

部品群

コー ド構成は

,[一]
3級 一 形状 コード、呼 ビ寸法での表現が困難であ り、名称 コー ドだけの分類を実施する部品群

コー ド構成は

?[
名 称]

4級 一 特殊形状、特殊機能 の部品であ り「その他 」分類に入れる部品群

コー ド構成は

名 称(2桁 目又は3桁 目を0と する)

4.3.4機 能別図面分類 と検索の実施方法

(1)カ ード(基 本台帳 カード、アパーチャ カー ド分類)

全図面のカードを名称 コード別に分類 整 理することにより、手作業による共用部品、類似部品の探索を容易

する。

(0,1,2,3,4級 の全図面)

② 寸法一覧表の作成(横 に らみ表 、反復部品 カード)

共用度の高い同一名称 コードの部品群について寸法一覧表を作成 し、共用部品探索を極めて容易にする。本義

は図面台帳カードをデータカードとして電子計算機により作製 し、定期的に改訂版を設計者に配布する。

-112一
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(0,1級 の部品について可能)

(3)SIRiJス トの作製

図面名称による図面探索を可能にする為の リス トを電子計算機により作製、なおこのリス トは図面名称のつけ

方の不統 一を改善する為 の資料 として利用す る。

(全 図面について可能)

㈲ 図面検索機利用による検索

名称コード、形状 コード又は呼 ピ寸法の全コー ド又は一部 を指定 し条件に合致す る図面

カードより図面を複製 して利用す る。

(0,1級 部品群について可能)

㈲ 電子計算機利用による検索

㈲の方法 と同様 の事を電子計算機により行ない条件に合致 する部品群を リス トアップする。

(0,1級 部品群について可能)

⑥ 組立図分類の利用

装置 、その他部分設計の類似設計を容易にするため名称コードの組立図、完備図分類を利 用する。

(例:前 進3段 、後進1段 の変速装置の設計の横にらみを行 なう)

(7)そ の 他

本 システムの完成により下記の如 く多角的 な利用が可能 であ る。

(a)各 機 種構成部品 の分類等級別個数統計

(単 純化、標準化の達成度検討の為)

fO)主 要部品について工数 、重量 、原価の概略見積 と集計

4.3.5本 システム相関連 して計画v改 善すべき事項

ω 図面名称のつけ方の統 一

② 図面、リス トの用紙 、様式の改訂

(3)部 品 表管理の機械化

部品の共用化促進により構成部品 の親子関係把握が複雑に なるので機械的な探索を可能にす る必要がある。

(%プ ロセ,ッサ ーの採用)

(4)図 面管理の集中と専任化

㈲ 部品設計基準の確立
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表 皿 一3名 称 コ ー ド(案) 大分類 小分類

桁 ① ②.③

①の0は 組立

②③ の0は その他

1 2 3 4 5

(準規格部品) (伝 動部 品) (軸、軸受、接手) (操作部品、そ¢他) (流 体関係)

.1 茄 レト(雄 ネ ジ) 円 筒 ギ ヤ ー 軸 フ ォ ー ク パ ッ キ ン

2 〃(〃) 傘 、ウォーム等 円

筒 ギヤ 以 外の ギヤ
ロ ッ ド ア ー ム ・ レバ ー

オ イ ル シ ー ル

0リ ン グ

3 ナ ッ ト ス プ ロ ケ ッ ト 接 手 握 り コ ッ ク 等

4 座 金 フ。 一 り 一 ころが り軸 受 コ イ ル パ ネ, フ ラ ン ジ ・接 手

5 カ ラ ー チ エ ン ・ベ ル ト 板 バ ネ プ ラ グ ・輪 ッ プ

6 プ シ ユ ー ク ラ ッ チ ワ イ ヤ ー 覗 窓

7 キ ー ・コ ッ タ ー ブ レ ー キ ゴム製 、雑部品

8 ピ ン 取 付 金 具 タ ン ク 類

9 ト メ ワ 付 属 工 具
●

0 そ の 他 そ の 他 そ の 他 そ の 他 そ の 他

6 7 8 9 10

(構 造 部品) (電 装部 品) (各機種専用部品) (全 左) (装置 、完備組立)

(粧 うん 機) (内 燃 機) 減 速 装 置

1 ケ ー ス 、ボ ック ス バ ッ ク ミ ラ ー 車 輪 関 係 変 速 装 置

2 鋳 物 カ バ ー バ ッ テ リ ー 粧 うん爪関係 操 向 ク ラッチ

3 ブ ラ ケ ッ ト ラ ン プ アタッチ メントクル ープ 車 輪 部 分

4 フ レ ー ム ペ ツ ド
耕 うん機 専 用

¢鍍金 ・パイプ)
ベル トチェ ーンタイ トナ ー

5 鍍 金 カ バ ー

6 銘 板 (車 輌) (作 業 機)

7 装 飾 部 品

8 ヒ ッ チ

9

0 そ の 他
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4.4EDPSに よ る設計情報検索 システムの構成例

4,41概 要t

本 システムは、設計業務、生産管理 、資材管理、営業活動 、アフターサービス、その他合理化活動を効率的に行 な

うための情報サービス ・システムを目的 とするものであ り、従来の設計図面検索 システムが設計管理の÷環として
、

設計業務の合理化を主目的 としていたのを拡大 しようとするものである。

このため、部品、製品に関する情報は、図番 、GTコ ー ドによって代表され る分類 コードのような固定的数値的情

報だけでなく、変動的、文章的情報 も設計情報 の中に含めて考えなければならない。なお、設計図面は、原図ないし

はマイクロフィルムで登録番号に よりファイリングされているものとする。

次に、システムの概念を図皿 一12に 示 す。

「'
膓

酬
製 造

営 業

合 理 化
部 門

＼
、‥
/

問

合

せ

＼

、

/

＼

、

/

＼

、

/

へー

コー

」

1

/

寸̀
情 報の登録

設 計 情 報

サー ビ ス部 門

巨}一 …
要1者

図 皿一12設 計情報サービス概念図

l

l各 部 門より

1直 接要求

1

1

4.4.2一 次情 報 プ ア イ ル

各 部門 よ り登 録 され 、EDPSに フ ァイ リン グ され る情 報 を次 に あげ る。

(1)登 録 番 号(マ イ ク ロ番 号)一 一次 情 報 レフ ァvン ス

ii∴三十一
㈲ 図 番

⑥ 部 品 名(製 品名)

図面保管

部 門

者

ー
V

求要
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(7)設 計 年 月(工 事年月)

(8)設 計 場 所

⑨ 保管場所 、保管形態、入手方法

OO)GTコ ー ド

⑪ 設計こ使用した数式

田 耐圧、強度等の設計条件(受 注時 の見積条件)

⑬ 使用特許、参考資料、文献、実験名称

⑭ 機能別分類 コード

〈以上設計部門より〉

⑮ 原 価 ・工 数

aθ 製作 メ ー カー

⑰ 実際原価、実際工数

く以上製造部門 より〉,

⑱ クレ一一ム情 報

09保 修 経 歴

⑳ 類似製品注文全

く以上営業より>

4.4.3Q-Aパ ターン^

ω 工事番号 → 図番(複 数個)

一次情報(図 蕃別、項目の選択は指定)

i2)図 書 → ・一次情報(項 目の選択は指定)

㈲ 機能別分類 コード(部 分指定を許す)→ 図番

一次情報(項 目の選択は指定)

㈲GTコ ー ド(部 分指定 を許す)→ 図番

一次情報(項 目の選択 は指定)

㈲ 製 品 名 → 部 品 名

図番 → 一次情報

⑥ 部品名(図 番)→ 工事番号 → 一次情報

以上のQ-Aパ ターンを用意 し・さらに出力を制限するものとして

(1)設 計 年 月

② 設 計 場 所

(3)工 事 番 号

一116一
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●

(4)図 番

㈲ ク レ ー ム情 報 コ ー ド

の5項 目に 関 して 、 〉=≒<の 指 定 を許 す 。

4,4.4イ ン デ ッ ク ス ・プ アイル

次 の も の を イ ン デ ッ ク ス と して 登 録 す る 。

(1)図 番

② 工 事 番 号

③ 設 計 年 月

㈲ 設 計 場 所

(5)機 倉旨8U分 類 コ ー ド

(6)GTコ ー ド 、

(7)クv－ ム情 報 分 類 コ ー ド

⑧ 部 品 構 成

4.4.5質 問 の イ ンプ ッ ト

ユ ー ザの 範 囲 が 限 られ て お り 、 しか も専 門 者 で あ るの で 、質 問 書 の 作 成 は ユ ーザが 行 な い、 そ の フ ォー ム も、Q-

Aパ タ ー ン別 に 用 意 す るな ど、計 算 機 の 負 担 を で き るだ け 軽 減 す るよ うな形 に す る。 ま た 、 イ ンデ ッ ク スが コ ー ド化

さ れ て い る も のは コ ー ドで記 入 で き る よ うコ ー ドブ ッ ク を配 布 して お く、 シソ ー ラ ス は使 用 しな い 。

4.4.6出 力 編 集

ア ウ トプ ッ ー項 目の 指 定 を質 問 で許 し、編 集 と プ1)ン トを この指 定 に 従 う。 また 、 各Q-Aパ タ ー ン毎 に 標 準 出 力

様 式 を 用意 す る 。

4.4.7シ ス テ ム例

シ ス テ ム例 を 、 図 田 一13に 示 す 。

4.4.8付 帯 サ ー ビス

一次 情 報 フ ァ イル を 用 い て 、次 の 付帯 サ ービ スを行 な う。

ω 構 成表 を 用 い て

イ,製 品 別 部 品 表 の作 成

ロ.関 連 部 品 一 覧 表 の 作 成

② 注 文 生 別 工 事 一覧

③ 図 蕃 別 、原価 、工 数 一 覧 表

㈲ ク レ ー ム情 報 分 類 コ ー ド別 図番 、工 事 名 、 製 品 名 、 部品 名 一 覧

一117一



問合わせ 設計腎報
の 収 集

ト
成
ツプ

作
ンイ

の

イ ン ァ ツ ク

ス の 作 成
設計情報書 登録番号の発行

問合わせの変更

一「

ー

1

ー

質 問
MT

イ ン ック ス

FiIＬE

検 索1

ピ竺 台帳 四 二2」

Z司
原 図

部品構成
FiE

ク1レー

FiI、E

対象情報のない

質 問 リ ス ト

＼

＼
＼
＼

質問累積

質問統計表
作 成

子
索

2
親
検

索
籔
検
製
泌
。灘
部
関

質問別結果
登録番号、図番

出力指定データ

質問者に関す るデータ

MERGE

編集 リ ス ト

質 問 別

アウ トプッ ト

図面その他
の提供手続

ピ

設

FiIＬE
十,

コ ン ピ ュー タの 構 成

コ ア

Diskpack

MT

カー ドリーダ

ライ ンフ旬 ンタ

32kB以 上

3台 以上

5台 以上

1台

1台 以上

図皿一13設 計 情報検索 システムの構成例
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5実 用 化 の 条 件

設計図面検索 システムの実用化の条件を検討する際 、検索 システムのレベルによって、それぞれ異な った検討 を行

なわなければな らない。業種などが異なる場合も、検討が異なるのは当然であ る。まず、検索 システムの1ノベルに関

する検討 を行な う。

ある工場 において設計図面検索 システムを構成しようとするとき、その検索 システムを工場 においていかなるレベ

ルによ って利用するかを考 える。 ここで考えるレベルとはつ ぎのようなものである。すなわち、原図の保存法は、原

図をそのまま保存す るのか、マイクロフィルム化す るか、さらには、マイクロフィルムをさらに縮小するのか、など

とい う1ノベルに分割される。原図 の図番 をどの様 なつけ方をするのかは、一品一葉一図番 システムをとるのか、図番

を単に発生順につけ るのか、ただ単に、(D図 面の大きさが指定され る、 川)図 の発生場所がわかる、㈹ 図面にかか

れている内容の大要がわか る。 ㈹ 図面の数、 多樹生が増 しても応用でぎる、などの条件をみた してい るよ うな図

番のつけ方を使用するのか、図面の内容などについて、GTな ど何 らかの手法を用いて分類 した図番 をつけるのか、

な どのレベルがある。図番にくわ しい品番をつけ るべきかどうかも充分検討 しなければならない問題 であ る。つぎに、

ファイルの中か ら求め る原図をいかにとりだすか、原図を参照 したいものが原図 ファイルを全部、あるいは必要な一

部分のみ、をしらみつぶ しにしらべるのか、作製 されている原図 カードによって間接的にしらぺるのか、この カード

をしらぺ るのに、へり穴カ ードなどによるハンドソートを使 うか、カードソ一夕などにょる機械的 なものを使用す る

のか、カードと原図を別のものにするのか、あるいは・アパーチャカードのようにカードとマイクロフイルムと一体と

な ったものを使 うのか、図面 カードを作 るかわりに、この情報を電子計算機の記憶部に蓄積 して、電気的に検索す る

のか、などを考えなけ ればならない。原図を直接 しらべないでカ ード、あるいは計算機 に蓄積 されたデータなど間接

的 に原図を求め る際、原図の情報 をどの程度まで、カードなどに持たせ るか、その情報 の呈示方法 、順序 などをどの

ように決定す るか、なども、Q-Aパ タ ーンなどと関連 して非常に重要である。

以上、種 々の レベルを示 したが、システムの見方 によって、レベルも異なり、これ らがすべての レベルをつ くして

はいない。

5.1実 用化にあた って検討 しなければならない条件

前述の ように、設計図面検索 システムはぎわめて多 くの種類に分類 され、しかも、同じ種類 のものでも見方によっ

てきわめて多くの レベルにわけ ることができる。 しかも、かなりの場合、種類の相異 よりレベルの相異の方が実用化

の際、大きな制限 となることがある。したが って、 レベルを決定す る種 々の条件について考えてみなければな らない。

1ノベル決定のための最大要素は、ファイルされている原図の数、その中、よく参照す る原図の数 、原図の増加の割

合、変更の割合、などである。原図の数 も少なく、増加 の割合なども小 さければ、図面検索 システムなど作 る必 要は

ない。これらの数や割合が増加す るに従 って、より高度な図番のつけ方、カ ードによるハ ンドソー ト、タナックカー

ドの採用、アパーチャカードの採用、マイクロフィルムファイル、ソータによるカード検索、カ ードの情報 を電子計

算機の記憶部へ蓄積 し計算機による検索 、マイクロフィルムをさらに縮小 したファイルの採用、な どという発展段階
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が考 えられ る。

このような発展段階は、数値制御 による機械工作などの発展に伴 なって、異なった形をとるかもしれない。すなわ

ち、原図の持つすぺての情報は、数値におきかえられるようになれば、原図は全 く必要がなく、原図が持つぺき情報

はデータとして計算機に蓄積 され、工作にあた っては、それらのデータは製品 という出力で得 られ、図面が必要 な際は、

プロッタによりデータを図面に変換す る。設計変更の場合は、データをCRTデ ィスプレイ装置に呼びだ し、それを

変更、あ るいはもとのデータは変更せず、修正 したものを用いて新 しい原図、ひいてはデータを作 り出すことができ

るようになると思われ る。'

しかし、いかに最高の1ノベルの検索 システムがより秀れたもゐになっていったとしても、前述の数や割合の小さい

場合はなくならないので、最低の レベルを無視 してよいことにはな らない。いずれに して も、実用化を行な う際は、

対称 となる設計図面 システムがいかな るレベルにあり、いかなるレベルの検索 システムを要求 しているのか、をまず

検討 しなければ ならない。

つぎに考 えなければならないのは、前述の点が量の点 であるとしたら、 システムの質の点であるといえる。すなわ

ち、どのような要求が図面検索 システムに課せ られているか、とい うことである。原図の数が少な く、その検索要求

も単純であれば、全 く問題はないが、原図の数 も多 く、複雑な検索が要求 され ることがある。これは、いかなるQ-

Aパ タ ーンが要求 され るか、を意味 している。

結局、実用化にあた っては.'つ ぎのようなことを考えなくてはな らない。'まず、取扱 う原図は全社的な もa}teす る

のか、ある事業部について考 えるのか、ある工場について考えるのか、ある一部門について考え るのか、を検討する。

このとき、各々の場合について、原図の数 や増加割合、参照割合、変更割合、などは どの規模になるのか、および、

いくつかの部門 を統合 した システムを作 るとしたら、各 サ ブ システムにおいて要求 されるQ-Aパ タ ーンぽいかな

るものか 、を考えなければならない。ここで注意 しなければならないのは、Q-Aパ ターンも、前述の原図に関する

数や割合に独立でないとい うことである。したがって、実用化にあたっては、現状の把握 を正確に行なわなければな

らないのは もちろんの ことであるが、もっと重要なことは、将来 どのような変化が原図の数や割合に、Q-Aパ ター

ンにおこるであろうかという予測、あるいは、将来 どのよ うに しなければならないかというビジョンなどである。現

存のシステムを、あるビジョンに従 って改変 してい くとき、情報の断絶がおこらない ようにすることも重要なことで

ある。

将来の質的および量的発展 を考えるとき、検索システムの電子計算機 による全自動 化を予測して、ごく初歩的な段

階 から、すでに対策 をたてておかなければならない。このような点 を考 えると、次図 田一14に 示 すような システム

が、比較的連続的な発展 を許容 して きた シス テムの一 例 が考え られ る。ただ し、 これは大要のみを示 したもので

あ る。
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このようなシステムの細部 までを決定す るのは、ふシステムの利用者、操 作者、設計者 、製作者がそれぞれの分担を、

互いに関連 させなが ら決定 して行 かなければ ならない。これらの責任分担は、たとえば、次表に示すようなものが考

えられる。この表において示されているよ うに、システムの操作者につ いて考えてみ ると、利用者が出して くる種 々

の要求および設計者か ら知 らされるシステムの能力が操作者に与 えられている。操作者 は、利用者および設計者の間

にあって、システムが円滑に働 くように務めなければな らない。

表di-4シ ステム決定のための責任分担表

利 用 者 操 作 者 設 計 者 製 作 者

分

担

利用法:

(1)利 用 目 的

② 対象となる利用者

構成:

(1)取 扱 項 目

(2)プ ア イ ル

③ 処 理 法

(4》 機 器 設 備

機器 ・設備:

ω 記 憶 法

② 論 理 操 作

③ 通 信

巳 作1機 器 ・設 倒

完 成
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これ ら の人 々 の協 力 、 も っと も重 要 な の は利 用 者 で あ る こ とは 言 を また な い が 、 に よ って 、将 来 の 発 展 をめ ざ した

シス テ ム を構 成 しな け れば な らな い 。つ ぎに 、 英国 の"Shell"ResearchLtd,が い か に 情 報 シ ス テ ムを発

展 させ て 来 た か 、 ま た将 来 、 どの よ うな シ ス テ ムに も って い くの か を示 す こ と に よ っ て 、 これ まで に述 べ て きた実 用
ネ

化 の 条 件 に関 す る検 討 の 一助 とす る。 こ こで 示 す シ ス テ ムは 、情報 シ ステ ムで あ って 、単 に 一 部 門 の・情報 検 索 シ ステ

ムで は な い 。設 計 図 面検 索 シス テ ムも、 次 節 で述 べ る よ うに 、決 して単 独 で設 計 決 定 され る もの で は な い 。

"Sh
ell"Research研 究 所(Sittingbourne,Kent,U.K.)は 化 学 に関 す る研 究 、 こ とに 、 農 業

用 お よび 公 衆 衛 生 用 の 殺 虫 剤 や 、生 物 に よ っ て作 りだ され る もの を含 め 、毒 物 学 的 研 究 も含 め て の研 究 が な さ れ てい

る 。 この 研 究 所 に おけ る情 報 サ ー ビ スは 、図 書 サ ー ビス 、文 献 検 索 、研 究 デ ー タの 蓄 積 ・検 索 、計 算 機 サ ー ビ ス、翻

訳 、な どが含 まれ てい る 。

この 研 究所 に おけ る情報 シス テ ムは つ ぎ の よ うに段 階 的 に 展開 さ れ 、計 画 さ れて い る。 す なわ ち 、

段 階1(19612-64)初a9:化 学 構 造 の コ ー デ ィング を始 め る.1963年 、 キ ー・・ンチ 開 始 、作 表 の た め

IBM870シ ス テ ム導 入 。文 献 情 報 は この時 点 で は 特 別 な マ ニ ュ ア ル ・イ ン デ ッ ク スに よ って 、 す なわ ち 、 サ ブ ジ

ェ ク ト ・フ ァイ ル ・ツ ステ ムに よ って扱 わ れ て い た 。 しか し、将 来 、 計 算 機 処 理 に よ る カ ー ド シ ス テ ムにた だ ち に入

れ られ る よ うに 考 慮 して仕 事 を始 め た 。IBM1401を 使 用 して 、デー タ処 理 の ス タ ッ フの養 成 、 プ ログ ラ ムの 開 発 、

応 用 の 第 一歩 が ふみ だ さ れ た 。 、

、 段 階ll(1964-66):1965年 の 中頃 、 化 学 構 造 の計算 機 に よ る探 索 シ ステ ムが 、未 発達 の状 態 で は あ った

が 、働 き は じめ た 。同時 に 、構 造 フ ァ イル か ら生 成 さ れ る特 徴 カ ー ド シス テ ムが 開 発 さ れ た 。最 初 は 生 物 の デ ー タ記

録(パ ンチ カ ー ドな ど)か ら始 め た 。 あ る時 点 に おけ る記 憶 内容 表 は 、 パ ンチ カ ー ドよ りの 作 表 お よ び ニ ュ ー メ リ ッ

ク ・コ ー ドを用 い て テ ー プ ・フ ァイ ル か ら の リ ファ レン ス を 選 ぶ プ ロ グラ ムに よ って 、作 表 さ れ る。文 献 の リ フ ァ レ

ンス に 対 して は 、KWICイ ン デ ッ ク ス を用 い る こ と よ り始 め た 。 この段 階 に おけ る発 展 は、 種 々 の 型 の計 算 機 を 用

い な くて は な ら な い こ とに よ って妨 害 さ れ る こと が 多 か った 。

段 階 皿(1966-68):こ の段 階 の特 徴 は 、 中 央 計 算 機 を オ ンラ イ ンで使 用 す べ く動 き は じめ た こと 、 お よ び 、

計 算 機 の使 用 法 が さ らに 複 雑 に な った こと で あ る 。す なわ ち 、通 常 の入 力 だけ で な く、構 造 式 な どの 図 的 情報 入 力 が

加 え られ る こと、 記 号 か ら原 子 の結 合 な どが わ か るよ うに 入 力 の 変換 の プ ロ グ ラ ム を持 つ こ と、 テ レ タ イプ を通 して

の 、 あ るいは 、視 覚 表 示 を通 じて の速 い オ ン ラ イ ンに よ る計算 機 の た め の計 算 機 に蓄 積 さ れ た イ ンバ ーデ ッ ド ・フ ァ

イル の 使 用 、な ど の能 力 が加 え られ た 。SDI(SelectiveDisseminationofInformation)

に 用 い るた め の磁 気 テ ー プ ・デ ー タ を購 入 し 、将 来 の カ ー ド システ ムの機 械 化 が 行 なわ れ た 。

段 階W(1968-70):特 別 な 研 究 デ ー タ、文 献 の リ フ ァ1〃 ス ・フ ァ イル な どに 対 す る オ ン ラ イ ン使 用 の た

*参 考 文 献H,F,Dammers:"PhasedTransitionfromNou-MechanizedInfor-

mationStorageandRetrievaltoOn-LineComputerOperationt)sMechani-

zedInformationStorage,RetrievalandDissemination,EditedbyK・Sam-

nelson,North-Holland.1967.

一122一

い'

◆、'

▲



、

㌔●

㊨

め の 端 局 か らの ア ク セ ス点 の増 加 が 行 な わ れ 、大 量 の オ ン ラ イ ン蓄 積 をは じめ 、計 算 機 に よ る ダ イ ビ ングお よび編 集

が は じめ られ る 。

段 階V(1970-72):約30端 局 か らの マ ル テ ィ ・ア クセ ス ・シ ス テ ムの 確 立 、 実 質 的teす ぺ て の 端 局 に

お い て 計 算 機 システ ム を通 じて デ ー タが 扱 わ れ、 文 献 デ ー タ の大 量 蓄 積 、 な どが 行 な わ れ る予 定 で あ る。 この段 階 に

お い て は 、 こ れ まで に使 用 され て きた 手 に よ る検 索 シス テ ム(カ ー ド ・イ ンデ ック ス、特 徴 カ ー ド ・シ ステ ム な ど)

は 冗 長 に な る もの と思 わ れ る。

デ ー タ ・プ ロ セ シ ン グ ・シス テ ムは 、段 階1で は 、IBM1460を1401Autocodeを 用 い て構 成 され た 。 こ

れ に加 え て 、IBM870シ ス テ ムが 、 標 準 化 さ れ て いな い出 力 の作 表 に 用 い られ た 。段 階 ‖ で は高 い レベ ル の 言 語

FortranとCobolが 使 用 され た 。段 階 皿は 、2400bit/secの 伝 送 路 を通 じ 、Univac1004を 通 じ て 、

オ ン ライ ンで ア ク セ ス させ るUnivac1108へ の変 換 が な され た 。 段 階Wに お い て は 、 計 算 機 に関 して は 確 固 た

る も の に しよ ラと期 待 した 。1968年 に は 、 中 央 計 算 機Univac1108と オ ン ライ ンで 結 合 し たUnivac9300

を ロ ーカ ル 計算 機 と して購 入 し 、 八 二 ドウ エ ア 、 ソ フ トウエ ア と も、中 央 と ロ ー カル の結 合 を強 め よ うと して い る。

この 間 の様 子 を 図 田 一15で 示 す 。
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図皿一15計 算機 とプログラム言語

つぎに入力方式および装置の発展段階 を図 皿一16に 示す。
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図 国一16入 力装置および方式

これに対して蓄積項目および方法の発展は図 皿一17に 示 され る。

…… は二義的使用を示す。

c

離

年

1 ‖ 皿 w V

6263646566676869707172

公 文 書

図書 館 蔵 書

サ ブ ジェ ク ト ・プ アイ ル(マ ニ ュア ル)

カ ー ド ・イ ン デ ッ ク ス:研 究 デ ータ

合 成 物 プ ア イル
'

構 造

生物データ

会社の書類
■

カ ー ド ・イ ン デ ッ クス:図 書 デ ー タ

パ ン チ ・カ ー ド

MT

ドラ ム(大 容 量 記 憶)

リー ドの み の 記 憶(大 容 量)
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これ に対 して 、出 力 、 ア ク セ スに つ いて の 発 展 を図 皿 一18に 示 す 。

カ

醐

年

1 ‖ 皿 w V

6263646566676869707172

文献 表:手 で作 り タ イ プす る

文 献 表:計 算 機 で 作 り タイプ ・アウトす る

カ ー ド ・イ ン デ ッ ク ス に よ る リ フ ァ レ ン ス番

号 の検 索

特 徴 カ ー ド ・シ ステ ムに よ る リ フ ァ レ ン ス番
号 の検 索

さん 孔 機 に よ るパ ンチ ・カ ー ド ・ シス テ ム、

これ に よ る ソ ー テ ィ ン グ 、作 表

中 央 計 算 機 のみ の プ リ ン ト ・ア ウ ト

サテライ ト(1604,9300)の プ リ ン ト ・ア ウ ト

テ レ タ イ プ に よ り プ リ ン ト ・ア ウ ト

CRTデ ィス プ レイ
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図 皿一18出 力 およびアクセ ス

インデ ックスに関 して、ttShell"Researchは 、他の例におけるのと同じように、 フレキ シピ1)テ ィに大きな重

点をおいてい る。手によるインデックス作製をでき るだけ少なくなるよ うに制限し、できるかぎり、機械によるイン

デックス作製 をしようとしている。しかし、手によるインデックス作製は、多少は必要であ り、な くすことはできな

い場合がある。ここでは、段階Vの 終 り}こは、手による検索やインデックス作製などを実質的になくそ うとしている。

もともとは、手 によるインデックス作製は、情報 サービスの中心であったが、情報 システムの利用者自身と密接 に結

合して、機械化することを考えている。

このような、かなり大がかりな、しかも、綜合的な情報サービス ・システムを作 ることによって、いかなる経済的効

果がもたらされ るかは、非常に重要 な問題 とな ってくる。すなわち、(i)オ ンラインで計算機のファイルに問合わせ る
.

システムは、コス トおよび便利さの点 において、従来用いられてきた自動化 されていない システムに太刀打ちできるで

あろうか、(ii)この ような高度の計算機 システムを採用することによって要求 される高度な技術者 をいかにして確保Lへ

いかに して養成するか、また、それは果た してペイするか。㈲ このよ うなシステムを採用することによって、情報 サ

ービスに対する経費が、全経費か らみて、どのように変化 するか、などを考えな くてはな らない。(i)に関 しては、取

扱 う情報の量が駄 になれば 、効果があ らわれてくるのは確実 と思われ る。(ii)に関 しては、"She11"Researchの,

実例 および予測を図di-19に 、(iii)に関 しては、同 じ実例および予測 を図 皿一20に 示 す。
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E:手 に よる検索

F:通 常の タイプ使用

G:研 究 データの手による扱い

H:通 常 の図書業務

図 皿一19情 報 サービス人員の仕事割合の変化
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図 班一20諸 経 費の全経費に対する割合の変化

以上に示 した"She11"Researchの 例 で、おのずから察 しられるように、いかなる情報検索 システムを作 る場合

でも、現状を適確に把握 し、合理的な将来の予測を行ない、現実的にシステムを作 らなければならない。将来の発展

性のない システムは全 く意味をもたないのと同様、余裕を見すぎた システムも、足手まといになるばかりで、結局全

システムの実用化 をさまたげ る結果 となることに注意すべきである。
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5.2設 計 図 面 検 索 システ ムが全 情 報 シス テ ムに しめ る位 置

生 産 会 社 に お い て、 設 計 図 面検 索 シ ステ ムは 、 そ の 全 情 報 シ ス テ ム、 あ る い は 、MIS(ManagementInform-

ationSystem)に お い て き わ め て重 要 な 地 位 を しめ る もの と思 わ れ る 。 す な わ ち 、 た だ 単 に 、 設 計 管 理 に役 立 つば

か りで な く、新 製 品 開 発 の ス ピー ド ・ア ップ 、設 計 も含 め た工 程 管 理 、 な ど は もち ろ ん の こと 、製 品 の 見積 、販 売 、
■

新製品 、あるいは応用製品の費用の大ざ っぱな見積、製品の修正 、改変すべき点の早期の発見、修理品の修理、など

に役立 っている。したがって、設計図面検索 システムは、単独に考えられるべ きではなく、全 システムの一環として

検討 、設計されなければならない。

やはり、 この場合も一般 論 を述べ ることは非常に困難であ るので、ある例 として、モデルを考え、そのモデルにっ

いて検討する。図 皿一21に 示すように、ある会社の シス テムが構成されてい るとす る。このようなモデルにおいて、

図 皿 一21あ る管 理 モ デル

設計図面検索 システムは、計画管理者 、販売部、製造部、R&D部 、技術部 、契約管理部などからアクセスされなけ

ればならない。一例 として、注文主 、あ るし♪はその他か らの要求 で、仕様変更が必要であるとき、設計図面検索 シス

テムがどのように関係ずけ られているかを図画一22に 示 す。このモデルでは、設計図面検索 システムは、契約管理

部s販 売部 、製造部、技術部、ときにはR&D部 と関連 している。

仕様ご見積訂正

材料ファイル訂正

生産 日程 変更

設計変更のモデル

一128一

・ゼ

〉

θ



以上に述べたよ うに、設計図面検索 システムは、全 システムにとって非常に重要であり、多 くの部門 と深く関連 し

ているの で、充分広範囲にわたって、しかも深 く検討 し、システム設計を行なわなければならない。

6結 論

`
・、

'
啓

ず

、循

図面検索 システムは企業種 別により、また同企業においても、現場別にQ-Aパ ターンが異 なり一次情報か らアウ

トプットに至るまでの全過程 を異にする。したが って、ここで述べたシステムはすべて大型機械組立工場を対象とし

た ものであって、業種によっては当然ある程度の改訂 を試みねばならない。

われわれの目的は、このよ うな システム構成を通 じての問題点の把握にある。本 システムに関 しては実用化試験は

勿論 ・ソフ トウエアの作成まで到達す ることはできなか ったが、その中に部分情報間の論理関係を内蔵す る情報 の検

索システムとして、か なり興味ある問題点 を見出すことができた。以下にその事項を列挙する。

6.1図 番の表現

前章までに示 したよ うに、われわれは このシステムで二次情報の概念を用いておらず、いわば図番を二次情報的な

役割に用いて質問か ら直ちに二次情報 の構成要素 であ り、回答にも対応する図番 を引き当てようと している。

このことは検索論理が比較的簡単で、ア ウトプットが一個に限定 されていることに起因 している。'しかし、この よ

うな特徴から逆に図番の表現に特に意を注 く必 要があ る。すなわち、質問に現われる各種情報をすぺて図番に織 り込

んでおくか、一次情報の組み合わせ と図番 との間に論理関係をソフ トウエアの形で設けておくことが必要である。

本編で示 した方式はむ しろ後者の方であ るが、図面検索全般を対象とす るな らば、まだ完全なものではな く、やは

り質問項目から2次 情報を設定し、皿で述べ るように出力情報に接近する方法を採用するのが至当であろ う。ただし、

この場合にも機能別図書表示法 を採用し、これを出力として与えるのが論理構造を簡略化 しうる点でも有理となる。

6.2一 次情報の分類 と検索論理

本 システムは図面検索 システムの最初の試みであるため、一応内外の実状を調査 し、考えられる一次情報 をすべて

列挙 したが、前述のように、 これ らをすべて用いる必要はなく、またこれ らの項目を用いるのが妥当であ るか否かの

保証 さえない。従来の人的操作による検索 システムを全面的に機械検索に切 りかえ ることを前提とするならば、本質

的な質問パターンの分析か ら一次情報の抽出を行ない、二次情報な らびに検索論理を決定する必要があ る。

6.3そ の他の問題点

(1}図 面名称のつけ方の統 一

② 図面、 リス トの用紙 、様式の統一'

、

(3)部 品 表管理の機械化

部品の共用化促進により、構成部品の親子関係把握が複雑になる。したがって機械的な探索を可能 にする必要があ

る。このことは6.2に も関連することである。

一129-・



.マ

F

し

 

'

.

.

、

,



lV－ 般 的情 報検 索 システ

ム へ の 展 開 と 応 用



'
ポ

'■

つ'

1L!

9

.

9

.

,



1緒 論

「

本研究をすすめるに当 って、われわれは具体的なシステム構成を行な う一方、前にも述べたように当面 した問題点

で一般 のシステムに適用できるようk2、3の 個所について理論的な解明を行なって来た。

そ の一つ は、すべての検索システムの構成の過程において、先ず当面し左 くてはならない収集情報の分類体系の作

成の問題であり・また質問内容に矛盾が有 るか否かを検出した り、複雑な質問表現か らその中核を抽出する問題であ

る。この種の問題は重要であるにも拘らず 、殆ん ど扱われてはい左い。われわれは分類体系の確立には分類の同値関

係を中心 とした代数系を作成す るこ とにょり、分類がわかれば直に検索アウ トプットの集合の大きさを知 ることがで

きた。ま売 質問の解析には質問文法を論理的に表現することにより当初 の目的を達成 している。

最後に情報検索システムを全国ネ ットワークとして発展 させる場合の処理局の集中、分散問題についてもシステム

工学的な観点から論じた。

以下 これ らの点について詳述する。"

2分 類体系に関する基礎的考察

21序 言

本章では分類なる概念 について極めて一般的な考察 を行在う。一般 の情報検索システムにおいて見 られ るように見

出しが多次元分類されている場合の各類間の関係 について順次考察を進めることにする。本章での考察に従えば、あ

る分類が行なわれている集合に対 して検索を行なえば、ま とめられてくる集合の大きさが評価できることになる
。

22見 出 しの構成と同値関係の定義t

－般に情報検索システムに限らず見出しの作 り方、または選び方は非 常に重要であり、具体的に如何左るものをこ

れ に選ぶかが問題であるが、ここでは、一個の要素、たとえば文献にはっぎのよ う左見出しが付け られてい るとする
。

F:plp… ……pPsP▲P… ……pil…_、{。}

ただし・上添字は分類の深さを・下添字は分類の体系を、また、{x}は そ の要素に固有な名称等を表わすとす る。

この関係は図IV-1に よって示され る。
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図 か ら直 ちに ・ ・}・ ・…… … 、 ・≧・P;… … ・ 弓 …… の間 に は ・

V・V」 ・}(・)一 ・}(・)か つ 専(・)≧ ・{+1(・)

・な る関 係 が成 立 して い る こ とが わ か る 。す なわ ち ・n>mで あれ ば ・ 吟 はP{mの 細 分 類 に な って い る と い う こ とで

あ る。 曽

上述のように見出 しを与えた時、要素間の同値関係にどのよう左 ものがあるかを調べてb〈 必要がある。U{をi

番目の見出し群の1番 目の見出しを抽出オる抽出関係とすれば、

(・)F・F|(⇒viVＬu{(F)-u{(め

この場合には、二要素FとF1は 一致するとい う。要素の一一一意性をも、これで保証 してお こう。

(2}・{(i・ 」・k二F'⇔ …v川j・ ≦ ・iul.(・)==Ul.(Fl)

この場合には、二要素FとFlは 、{(i、ji、ki>}同 値 であると呼ぶことにする。との同値関係は最も利用価値の

高いものであろう。たとえば、共通な要素を互いに含む ときにはその点について同値で あるといえ るわけである。

つぎに連想検索左どを行な う場合に備えて、類別の論理和を求めることをしよう。いわば記憶をた ぐるという操作

己〆
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、咋

φ

、
■

を思い起せば よい 。

{3)あ るFを 与 え て ・Fと{(i、ji、ki')}同 徹F「 を す べ て 求 め.b.て このFTと{(i' 、jr、ki・)}同 徹 ㍗

をすべて求めるというふ うに、順次 この操作を繰り返すことにより、Fを 含む一つの部分集合が得られ る
。この

部分re・ ・(E)一{・'1・ ≧ ・・}・ す・と、・・VjV・Ve・ 』(・ 陸 路 。)(、+、 を
ポ 　 　

除 く)で あるならば ・(F)一{F}で ある.し たが 。て、この鋤 の論理和を作 。緑 課 瀕 噸 が2個 以上

に左るためには、

…lj・1・ ・le・1(F)⊆ ・i(・)

であることが必要充分である。

(3)とま ったく同 じようにして ・類別の論理積を定義することができる。す なわち、

(・・{・ ・1・ig・ ・k(・)・ ・je(F)}で も・て一つ の部分集合・得 ること・・でき'る.た とえば、製造年加

が一致する製品左どはづ の類吐 とめ上げ られてし訪 ことが期待 される'わけである
。

(1}、{2)、〔3}および(4}の関係は割合左じみの深いもので南り、これ以上説明を要し左いと考え られ る。

以後 、同値 関係を簡単rc－ で記す こととし、その内容 は問わないことrcす る。またP,(x)を 下 のように決めて

お く 。す 左 わ ち、

Pノ(x)=UP(y)

P(x)op(y)

とす る 。

23同 値 関 係 とそ の 間rc成 立 す る 二 つ の基 本 的 定 理vaつ い て

〔定 理2・3・ ・〕Pi、 ・jをFの 二 つ の郷 ・」と し ・ ・i(・)⊆ ・」(・)と す ・.・ の と き 、 ・、'==Pj,とft・ た

め に は ・ 『(1}pi(F)gPj(F)(2)pi(・)gP

j〔 ・)・P・(・)⊇ ・j(・)t…1存 在 す ・ ・ と・・1・

Pi(x)⇔Pi(y)を 含 意 す る 』 こ とが 必要 充 分 条 件 で あ る 。

証 明 略

こ の定 理 は 、同 一 の和 集 合 を もつ 類 別 の形 を規 定 す る も ので あ る 。

〔定 理2'3'2〕P・
、Pjを ・の 二 つ の劒 ・」とす ・…'一 ・1・ ・た め ・・は ・次 の … 条 件 を治 す 第 三

の郷1]P
、 が 存 在 す る こ とが 必要 充 分 で あ る 。そ の条 件 とは 、

ωPi(F)9・P、(F)・Pj(F)⊆ ・
、(F)

{2)P・(・)9・
。(・)・ ・j(・)⊆ ・、(・)・ ・、(・)9・ 、(・)・Pj(・)9・ 。(・)で あ る こ と・1・そ れ

ぞれpi(・)-pi(・)・Pj(・)-pj〔 ・)で あ る こ とを請 す る・

で あ る。 同 じ く証 明 略

こ の 定理 は 、 同 一 和 集 合 を もつ 二 つ の類 別 の 形 を 規 定 す る もの で あ る.。

以 上 類 別 とそ れ に附 随 す る有 用 で あ ろ う と思 わ れ る二 つ の定 理 に つい て述 べ た 。
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24フ ァ イルめ構成とその考え方について

これまで考え方が最もよく活かされ るためには、ファイルをっ ぎの よう左直積空間として捉え るのが望ま しい。

すなわち、

〔F×P:×P2× ………×Pn〕

た だし・Fは 対象 とする要素の集合であり・Piは ・類別 と呼ばれ るものである。具体的な例 としては・

〔従業員名×年令 ×性別 ×………〕

などがある。

類別の内、両極端 に属す るものにっいて少し考えておこう。

{1)不 適当な類別、これは従業員諸氏を従業員 として扱 う方法で、一切の分類を し左いに等しい。

{2)単 位類別 、これは、(1)とま ったく異ftり 従業員一人一人を区別して、その一人一人をそれぞれ の類 の構成員 と

する類別で ある。

明らかにっぎの定理が成立する。

〔定理2・4・1〕 単位類別 はあらゆる郷llの 細類別である。

略 明らかである。

この他、い くっかの事実を明記することもできるが本章では省略することにす る。 ・

25結 言

本章では分類体系そのものを対象 として、い くっかの考 察を行在 った。

この考察によれば 、実際に検索系を構成 した場合の評価がや り易くなると考え られ る。

'

■
?

"
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3質 問 リス トの 書 き方 とParsi㎎

3.1は じめに

質問原票(カ ー ド)'等を利用して質問を書 く場 合、書かれた質問が合法的であるかないかを調べる必要がある。質

問が合法的でない場 合、計算機は無駄に動きつづけるといった事態になりかねない。このため質問の合法性がチェッ

クで きるようになっている必要がある。

3.2質 問 を生成する文法

カード上 の質問を生成するのに下記のような生成法 を考える。すなわち、

S→T

S→SUT

T→P(3 .1)

T→Tnp

P→(S)

P→{in}
,・ 一 ・,2,… … 、m

但 し、U、fiは それぞれ論理和、論理積を意味する。またfl演 算 は、U演firc優 先す るとする。

以下に、この生成文法の一つ一つの プロダクションの意味を説明することにする。

S→T:Tの 翻訳

S→SUT:Sを 翻訳 し、 これを仮にY番 地に格納する。

ついでTを 翻訳し、Y番 地va格 納 した翻訳語をこれ らのTの 翻訳語の列に加える。

T→P:Pの 翻訳

丁 →Tnp:Tを 翻訳 し、これを仮にX番 地に格納する。

ついでPを 翻訳し・X番 地に格納 した翻訳語をこれ らのTの 翻訳語の列にn結 合を

明示 して加える。

P→In:Inを 演算 レジスター-va乗せ る。

つぎに・anbUcndUeな る文rcつ い て下降型解析を行ない、その生成過程を眺めてみ よう。

呂n占uε 」nUu凸

2P呂P呂

LL呈_一

工T

－

,S[

S

図IV-2翻 訳 過程
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図IV-2の 翻訳過程は、文の生成 を知 るとい う点で は申し分ないもので あるが 、検索に使 うには能率が悪す ぎる。

文の合法性 と検索の便利さをかねた形に一旦書き直すことにすれば、検索の速度が上昇することが期待されるわけで

ある。

33質 問文 の逆ポーラン ド記法への変換'

一つのレ コー ドに附随する見出し群 は、とれを何回も読み出しては演算 を加え るより、一旦レ ジスターの上に拾い

てこれに演算を加えてい く方が早い訳で ある。特VCMT-Baseの 場合rcは 、一回だけ順方向rcffむ だけで検索が

すむ とすま左いのでは格段の差が生じる。このため普通の記法 をされた質問を一旦 ポーランド記法に書き直す必要が

あり、これについて プログラムの実際にっいてのべる。'

このようft変換 を行なうためには 、通常 、PDSと 呼ばれ るスタ・ソクを用意す る'。金物で用意(B-5000)し て

もよいが、もちろん プログラムで実現することも容易である。PDSは 、図IV-3に 示 す よう左ものである。

Y3「Y2YiXsX`X,X,X;`'X,X,X,X,X,Y,Y,Y3

(・)(b)(・)

図IV-3PDSス タ ック

こ の メモ リーは 、LIFO原 理(Last-In-First-Out)に 従 って 働 く も ので あ り極 め て使 利で あ る。

ポ ー ラ ン ド記 法 につ い て 短 か く説 明 してas・こ う。1説明 を簡 単rcす るた め 通 常 の加 減 算rc例 を と り 、そ の概要 を 説 明

す る こと に す る 。

た とえば 、普 通 の記 述 で 、

(X+Y)*(U+V/W)+Z

左 る式 は 、 ポ ー ラ ン ド記 法 で は 、`

X・Y+VW/U+*Z+

と記 述 され 、 これ が プ ロ グ ラムそ の もの と して 直 ち に実 行 され るわ け で あ る 。 こ の プ ロ グ ラムを 左(頭)か ら実 行 し

た と きのPDSス タ ックの 内 容 の 変 化 を図W-4に 示 す 。
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㌧

,i

入 力
`

A番 地 B番 地 C番 地

X X

Y Y X

十 X+Y

V V X+Y

W W V X+Y

/ V/W X+Y

u u V/W X+Y

十 V/W+U
、
X+Y

* 〔X+Y)*(V/W+U)

Z Z 〔X+Y)*(V/W+U)

十 Result

図W-4PDSス タ ッ ク の 動 作

■ひ

`
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っ ぎに プログラムの面から更に簡単花式を例題として これを眺めてみ よう。

入 力 プ ロ グ ラ ム の 進 行 出 力

aUbnc.

Ubnc. P(a,.)

bnc. P(P(U,a),.)

bnc・ P〔U,.) a

nc・ P(P(b,U),.) a

C. P(P(P(n,b),U,.) a

C. P〔P(n,U),.) ab

P〔P(P〔c,n),U,.) ab

P(P(P〔P〔.,c),n),U),.) ab

.

P(P(P(.,n),U),.) abc
一

P(P〔.,U),.) abcn

P〔 ・,・) abcnu

、)
abcnu

図IV-5 プ ログ ラ ムの 進 行
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34逆 ポーランド記法 された質問 と検索の例

逆 ポーラント記 法で書かれた質問が、いわゆる連想記憶装置に与え られた ときにはそ の真価は如何な く発揮され る

が、乙 こではMTBase等 の場合にっいて簡単に図rv-・6の ようft流 れ図のアルゴリズムとして述べることにする。

し

甫亀

=⇒

図IV-6

{イ ンデ ックス}と の読

み出し優先順位を伴 う判

断

∪

逆ポーランド記述質問の検索

リ ス ト

ひ

・■

プアイルから1ブ ロ ックのレコードを読み出した時、この1レ コー ド分についてのみ連想記憶{装 置)を 構成する

ことによって上の処理が簡単化され る筈で ある。この模様は図IV-7に 示 される。

ASSOClatlve

{IndexTerms}

Memory

介
論 理式

OKorNo

図IV-7連 想 記憶 の検 索

35結 言

本章では、質問の生成 とその記法 の変換 にっいて述べた 。とくに逆ポーランド記法にょる質問の記述 は、質問の計

算機による解釈を質問者に照合する場合、日本語の語順 との関係においても便利であろ う。

/
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4質 問が単純 句構造 で ある場合 のParser

本章では・質問文が単純句構造文法 からなる場合・計算機によって、その質問文 の構文解析を行なおうとするもの

である。まず単純句構造文法について少 し記 してお く。

4.1単 純句構造文法

単純句髄 文法(Simplephrasestructuregrarnmar)と は4組G=(VN
,VT,P,S)で 表わされる。た

だし・

{1,VN;非 終端 語 彙(nonterminalvocabutaty),

〔2)VT;終 端 語 彙(terminalvocabllary).

(3}P;次 の様 な 書 き 変 え規 則(rewritingrule)(単 に ル ーノレとも言 う)の 有 限 集 合 。

・→ ・ こ こでUEVN,Vε(VNUVT)*

{4)S(∈VN);初 期 記 号(initialsymbOl).

な む 単 純 句 構 造 文 法 をContextrFree文 法 と も 言 う 。次 に ル ー ルの適 用 の仕 方 を述 べ よ う。A→uを ル ール と し、

・ ・記 号 列 ・E(VNUVT)*の 中PC:己 号Aが あ撤Aを ・rき 変 え てWか ・新 ・曜 号 列W'・(VN・V。)*

を つ く る ことが 出 来 る 。 これ をW⇒W'と 書 く。 さ ら に ル ール を次 々 に有 限 回 使 って 得 られ る記 号 列 をWと す る と き、

W杢Wと 書 き 、WはWか ら生 成さ れ る と言 う。 ,

文 法G-(VN .VT,P,S)が 滅 られ た と きSか 姓 成 され る記号 列 で、vFの 言置号 列 頑 っ てい る も の(こ れ

をGの 文(sentence)と い う)の す ぺ て の 集 合 をL(G)と 書 き、 これ をGに よる単 純 句 構造 言 語 又 は、Context.,-

Free言 語 と呼 ぶ 。 す な わ ち

L(G)一{x憐,XEVT*}

と定義される。

(例 題)文 法Grし てVN-{S},VT-{・,b}.P-{S→ ・Sb ,S→ ・b}と す る と 、た とえば

S・…Sb-aaSbb-・ ・abbb・VF・ な ・ ・+・ …
一{▲ △ 、1。 ぶ}で 。 。 .

(例 題2)VN・={S,A,B,Er,C,σ,D,E,F,G,H,J)VT-{T・11,m。,・he,w。y,f・ 。m ,、。・,。i。,

0・ak・,K・b・,N・9・y・,T・kyo,K・ ・t・}

および

P:

S→AB,

B→ 〆C,

B'→theway,

C'→DE,

E→toH,

G→Osaka,

A→Tellme,

B→B'0',

C'→CF,

D→fromG.

F→viaJ,

G→Kobe,
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、

L卓

・・{lil:N
.i:/1:a'H→Tbkyo

に対 して 、 た と えば 、 次 の様 な質 問 文 が生 成 さ れ る 。

'T
etlmethewayfromOsakatoNagPyaviaKyoto.'こ の 質 問 文 の 生成 過 程 を 図N-8の 様 なtree表 現

を用 い て 記述 す る とわ か りが よい。

S

/＼

＼
恥

㌻

卵

懸
ぷ

e

ht

A
ぺ
㎞恥

・

図 】V-8質 問文の生成過程

◎

4.2構 文 解析(parsing)

質問文が与えられた場合、その質問文が文法にかな っているかどうかを・計算機によって解析することを考えよう。

・つの文法G-(VN,VT.P,S)と 任意 の文W(∈VT*)が 与 えられたとき、W∈L(G)で あるかどうかを・決定

するには、Gの 適当なルールを適用 してS工Wと なるかどうかをみれば よい。この様に、構文解析 とは、与えられた

文が文法にかなっているか どうかを決定 し、そ の文がどの様な構文をしているかを解析しようとす るものである。

まず、次の様 な例を与えて、その構文解析を考えてみる。

G-(VN ,VT,P,A)に 枇 てVN-{A,B,・}.VT-{・,・,・}・P-{A→B・,B-・,B→ … 一 ・b}

とす る。

まず 、 解 析 に あ た っ ては 、 文 法 規 則 を計 算機 に 格納 してbく 必 要 が あ る 。 これ に は 、 主 お よび補 助 資 料 配 列 な る2

つ の 表 を 作 成 す る 。 準 備 と して 語A,B,C,a,b,cの 順 に1,2,… …,6な る コ ー ドを と る。 ま ず 主 資料 配

列 に つ い て は 、 図N-9(a)の 様 にPrecedence,Tree,bよ びAlternationを 命 名 記号 とす る3個 の一 次 元 配

列 を 設定 す る 。 配 列Treeに は、 ル ール(→ を除 いて)上 か ら順 に左 部 分 か ら右 部 分 へ と入 れ る 。各 ル ール の終 りrc

*を 入 れ て お く 。また 左部 分 が 同 じル ール(た とえ・ばB→C,B→a)で は ・左 部分 を1度 入 れ る のみ で 省 略 す る 。

そ のか わ りAlternatianの 欄 に 、今 書 い てい る右 部分 の 次 の右 部 分 の入 ってい る場 所 を指 定 す る 。B→aのaはj=

8に あた る か ら 、0のAlternation〔6〕 に8を 入 れ る 。ま たPrecedence〔j〕 は、Tree〔j〕 の す ぐ前 の 記 号 の 入 っ て

い る場 所 を示 す 。Tree〔j〕 が ル ー ル の 左 部分 の時 は 、 前 に ぐる 記 号 は*な ので 、Precedence〔j〕 に は**を 入 れ

る 。Tree〔j〕=*の 時 はPrecedence〔j〕=*と す る 。

次rC補 助 資料 配 列(図 】V-9b)に つ い て は 配列TerminalVaはSymbO1がVTの 要 素だ とtreeを 、 そ うで な

けれ ばfalseな るBoolean記 号 を与 え る。配 列Rootに は 、 主 資 料 配 列 のTreeezis・ い て各 ル ー ル の 左 部 分(○ 印
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」 Precedence Tree A"ematiOn

1 ** ④

　

*

2 1 B *

3 2 C *

4 * * *

5 ** ⑱ *

6 5 c 8

7 * * *

8 5 a *

9 * * *

10 ** ◎ *

11 10 a *

12 11 b *

13 * * *

o

Symbol Terminal Root

A(=1) false 1

B(=2) false 5

0(=3) false 10

a(=4) true *

b(=5) true *

c(=6) true *

図N-9(a)主 資 料 配 列 図N・ ・-9(b)補 助 資 料 配 列

を した 文 字)の 場 所 を 記憶 す る。

次 に・ 実 際vaPt文 解 析 を す る際 に必 要 と な る2つ の(PUshd㎝)stackす なわ ちPiv。tとFindな る名 前 の ス タ

ッ ク を用 意 す る 。 ス タ ック と は、 記憶 装 置 の あ る 部分 を 指 定 して 、 そ の 場 所 へ 次々 に語 を格 納 す るが 、 そ れ ら の語 を

取 り 出す 時 は 、 最 後va入 れ た 語 か ら順 に取 り出 す 装 置 で あ る 。 ス タ ッ ク は、last-infirst-・ut'と も 呼 ば れ る 。

ス タ ック を 作成 す る に は 、 図N-10の 様 な1次 元 の 配 列 を 利 用 す る 。質 問 分 析 に使 うPivot,Findな る スタ ッ クは

Pivot

K

1

2

3

4

5

6

7

:

:

図N--10

×

×

×

a

b

C

ス タ ッ クの配 列

そ れ ぞれ3語 、5語 を一 組 に して 格 納 す る 。 こ こで はPivotに つ い て説 明 し よ う。 まず3語1組

を 格納 す る(お し こみ)に は 、 た とえ ばa,b,cを 入 れ る とす れ ば

forv:=a,b,cdo

beginPivot〔K〕:=v;

K:=K十1

end

とす れ ば よい 。Kの 値 が 最 後 に3だ け あ が る 。格 納 し た結 果 はuた と えば 図N--10の 様 に な っ

て い る 。 次 に3語1度 に 取 り出す にはPivot〔K-1〕,Pivot〔K-2〕,Pivot〔K--3〕 を取 り出 し

た 後K:=K-一 一3と す れ ば よい 。 同 様 にFindの 場 合 も で きる 。 簡 単 の た め1度 に 出 し入 れ す る

各組 を カ ッコで ま とめ て 図N-11の 様 に す る。

Pivot

k=7(a1,a2,a8)L=11

(a4;a,,a,)

ノi＼ ＼

図N-11

Find

ス タッ ク の格 納 と取 り出 し

(b1,b2,bs,b4,b5)

(b6,bT,b8,bg・bie)

一 ＼
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Start

↓

AXIOM』Tree(1)

i==o,J=K=β=1

Plv(AXI(M,i+1,j)

Test1

ee(」+1)=終

Yes

Not
ring(i十1)=i[Vree(J十1

i=i+1

j:J+1

Test2

Test3

Alt(j十1)≧ ぺ*

j=Piv(K-1)

K・=K-3

Tree(」+1)=*
∫==Nt(J十1)-1

Find〔Piv(K-3),Piv(K-2),

Piv(K-1),i,j〕

Pivot〔Tree(J+1),i十1,j+1〕

j=R⊃ot(Tree(j+1))

Hepeat

Tree(」)=終 端

Prec(j)=**

0

NO
iv(K-3)==Axio例

j==Piv(K≒1Fl

K=K-3

嘱

j・ ・Prec(j)

GOODANALYSIS

図N-12

(Test3)No
K=1

Yes

Piv〔Fin(召 ∋5),Fin(診 一4),

Fin(4-3)〕

i=Fin(4-4}-1

j=Fin(`-1)

β=4-5

<

Test4

ノ～1t(j)≧sミ*≧ コ■

(Repea

j=Alt(D-1

↓

(Test4)

ERROR

No
Piv(K-2)さ ミi十1

i;i--1

質問の構文解析
(Test1)

(Test3)



次に各スタ ックの各組の成分につい て言 うと、Pivotで は 〔(1)現在調査中のVNの 記号 コー ド・(ij)ftみ込 まれた記

号列 の現在調査中の個所、ajD主資料配列で現在調査中のVNの 記号の場所〕である。Pivotの 役 目はVNの 記号は与

え られた記号列の記号(εVT)と は直接比較出来ないから・1時 的にPivotに し まっておきそのかわ り調査 中の記

号列での記号の位置 と使ったルールで、その記号(εVN)の 現われる場所 を記入するものである。

Findに は、ルールで若干の記号をおきかえることが確認 された ときその成分 は〔(i〕白 きかえたVNの 記号、(iDそ

の記号で、おきかえを開始する記号列で の最初の記号 の位置、OiD主資料でその記号 を最初に使 った場 所b‖ ψ与えら

れた記号列で、その記号でお きかえられる最後の記号の位置、ω主資料配列で・その記号でおきかえ られる最後の記

号 が入 っている位置。 〕

以上主資料配列(変 数 」)、 補助資料 配列、2つ のスタ ックPivot(K)とFind(e)、 他 に入力記号列の配列String

(i)を 設定する。

さて、いま系列W=〔bc(εL(G))の 構文解析を図IV-12rc示 す様なプログラムで解析させ るとPivotの

(A,1,1)(O,1,6,2,12)内 容は図 】V-13の 様 であった。もっとも解析し終っ

(B,1,2)

(C,1,6)

(B,1,2,2,6)

(A,1,1,3,3)

図IV-13PiVotの 内 容 図N-14Findの 最 終 状 態

参考文献

た 時 は 原 理 的 に空 に な って い る 。Findで は 図IV-14
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5.情 報供給 網 の構 成理 論

51は しがき

情報処理 システムの機能を大別すると、 データの伝送、蓄積、処理の三つが上げられる。従って全国的な情報処理

網 を構成する場合 、あるいはす でに既存の幾つかの情報 システムを有機的に結合して広範かっ総合的な情報 システム

を構成 しようとす る際、上に述べた三つの機能を どのように分布 させるかということが問題となつてくる。即ち諸地

域か ら発生する種々のデータを全てセンターに集中 させて、処理蓄積を行なうか(Centralization)、 あるいはデー

タの発生分布 に応じたところに適当なサブセンターを設置して処理蓄積の機能を分散 させる(Decentralization)か

のいずれの方法が経済性にす ぐれているかとい うことである。

Centralizeす る ことによって処理蓄積過程 での制御の簡 約化 など他に多 くの利点が考え られるが、データ発生地

域から全てのデータをセンターまで送る必要上、多くの回線 をセンターに集中させねばな らない。

従って・回線 のコストを考慮 すればCentralizationに す べきか、Decentralizationに す べきかは一概に決定困

難で ある。そこで本稿では、この二つの方式 を比較す るための一接近法にっいて述べる。

52問 題 へのアプローチの方法

この問題に関 しては、次 の四つの要素を考慮する必要がある。

(1)NetWorkの 形

(2)各 局 の位置
十

㈲ 各局の大きさ

④ 局 間回線の容量

{1)～(4)までの要素 を全て変化量として取扱おうとすれば、これは理論上、無限個 のAlternativeが 存在するため、

その中か ら一貫 した手法で最適解(コ スト最小のシステム)を 求めることは困難 である。そこでこの問題の現実面、

実現可能性 に着 目する。即ち データの発生確率と地域的分布、 さらに各局の設置 し得る条件が苦 らか じめ与え られて

いる もの とすれば、この問題を幾つか有限個のAlternativeを 持 った問題にしぼる ことが できる。

そこでまず有限個のAltemativeの 中か ら適当なものを一つ選ぶ。

つまりNetwnrkの 形 と各局 の位置が指定 された システムにっいて考え、そのシステムの全 コストを最小にするよ

うな、 ラインの容量及 び各局の大きさを決定する。次に新たに別のAIternativeに ついても同様の最適化を行なっ

て最後にそれぞれ最 適化されたものど うしにっいて比較 を行なW1)～(4}の 要 素を全て考慮 した最適(コ スト最小)シ

ステム構成 を見い出すアプローチの方法・をとる。

53問 題 の定式化

上 で述 べ た 螺 、・}と(2}はあ らか じめ指 定 。れ て、、る ので 、{3)と(4)の 螺 に っ 、、て 考 え る.、 局 に っ 、、て は 図 高5

のようにモデル化できる。
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Lij

パ ツ プ ア

メ モ

端末装置

中央 処

理 装 置

i局 の シ ステ ム構 成 一1

'

即 ち 、 各 局 はパ ソフ ア メ モ リ、 中央 処 理 装 置 、メモ リの三 つ の 部 分 か ら構 成 さ れ て い る もの とす る。 パ ツプ ア メ モ リ

は 各 入線 か ら運 ばれ た デ ー タ で処 理 待 ち の も の を蓄 積 し た り、 出線 の 空 きを待 つ デ ータ を蓄 積 してお く も の で 、 中央

処 理 装 置 は デ ヲ 処 理 を 行 な い、 メ モ リは必 要 な デ ータ を 必要 な 期 間蓄 積 して お くた め の もの で あ る。

こ こ でAiをi局 の 管轄 地 域 か らの トラ フ イク をi、Aiをi局 以 外 の 局 か ら のi局 へ の トラフ イク とす る 。 さ ら

にhgはi局 とj局 間 の ラ イ ンの 容 量 と定 義 す る。i局 にお け る バ ツプ アメ モ リの大 きさ をBi、 中央 処 理 装 置 の 大

き さをPi、 メ モ リの大 き さ をSiと す れ ば 、Bi、Pi、Siは そ れ ぞれ 、Ai、Ai、Lijと に よっ て 次 の よ うな 関

数 関 係が 成 立 す る。

Bi=fBi(Ai、Ai、Pi、 ΣLij){1)
j

Pi=fPi(Ai、 五]i、Bi)(2}

Si=fSi('Ai)(3)

ま ず これ らfPi、fBi、fSiの 関 数 形 を 決 定 す る必 要 が あ る。 そ れ にっ い て は 次節 で 述べ る。

一 方 、パ ソフ ア メモ リ、 中央 処 理装 置、 メモ リ、 お よ び ラ イン の コ ス トに つい ては 、 当然 それ ぞれBi、'Pi、Si、

ΣLijの 関 数 と して 与 え られ る 。 この コ ス トの 関 数 形 に っ い て は 経験 的 に 求 め ら れ る もの であ っ て 、次 式 で 示 す よ う
J

な 関 係が 成 立 す る と考 え て よ い 。

CBi=fBi(Ai、Ai、Pi、 ΣLiJ)(1)

j

Pi=fPi(Ai、 フrl、Bi)(2)

Si=fSi(Ai)(3)

まず これ らfPi、fBi、fSiの 関 数 形 を 決定す る必 要 が あ る。 それ に 九 ・て は 次 節 で;7Rべ る 。

一 方 、バ ツ プア メ モ リ、 中 央 処 理 装 置 、 メ モ リお よ び ラ イン の コス トにっ い ては 、当 然 そ れ ぞれBi、Pi、Si、

ΣLijの 関 数 と し て 与 え られ る 。 こ の コ ス ト¢関 数 形 に っ い で ま経 験 的 に求 め られ る も ので あ っ て 、次 式 で 示す よ う
J

な 関係が 成 立 す る と 考 え て よ い 。

◆

▲

ル
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・4

CBi=C(Bi)=kB・Bi{4}

CPi=C(Pi)=kpVFr(5)

CSi=C(Si)=ks・Si(6),

CI・ij=G(ΣLij)=ke・ ΣLij(7)

jj

い ま仮 りに 、fBi、fPi、fSiの 関 数 形 が 求 ま っ た とす れ ば 、 こ の問 題 は結 局 次 の よ うに 定 式化 で き る。

っ ま り、

㌧li:::lll卿;iili}一(8)
の制限条件のもとで、目的関係

C=Σ(CBi+CPi+CSi)+ΣCLij(9)
11j

を 最 小 にするようなPi、Si、Bi、Lijを 決 定すること、但しNは 設置したと仮定 した局の総数である。局 の中に

は処理機能を持たず単に交換機能のみ有する局 も考えられるが、交換も処理機能に含めて考えれば、先に述べた局と

同 じ取扱 いが可能 であ る。

54関 数型の決定'

fBi、fPi、fSiの 関数型 を決定す るにあた り図W-15の モデルをさらに具 体化した図rv-16に 示すような

モデルについて考 える。即ちn本 の入線 と共通に使える入側バ ソフアメモ リ、中央処理装置 、メモリ、出側バ ツプア

メモリおよび行先の異なるm本 の出線 とから成 る。

データは、各回線ごとにそれぞれ平均到着率 λい λ2… … λnのポアソン分布に従って到着 し、プロ ソク ごとにパ ツ

プアメモ リに受信 され先着順に中央処理装置に送 られ処理される。処理 されたものは メモ リへ送 られ蓄積 され るか、

あ るいは空き出側 バソフアへ送られ指定 された出線から再び伝送 される。一つのデータの処理時間は平均1/μ の指

ひ

-

リ
ム

n

1

9
ム

m

図IV-16i局 の シ ステ ム 構成 一 皿
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数分布に従 うものとする。このモデルにおいては、入側 と出側の トラフ ィク間の連続性が成立せず 、厳密 なる解析が

困難 なので・モデルを入側(入 側パソフアと中央処理装置を含む)、 メモ リ部、出側の三つの独立した部分 に分けて

解析す る。'

{1)入 側 ・

入側 パツプア への データの到着の仕方は、ポアソン分布関数のたたみ込みによっ て、平均到着率 λ=λ1+… … …

+lnな る ポ アソン分布に従うことにな り・中央処理装置ではデータの処理時間が平均1/μ の指数分布 に従 って単

一処理が行 なわれるとすれば
、これ はM/M/1の 待 ち合せ系とみなす ことができる。従って入側パツプアメモリ部

で処理待 ちのデータがn個 に なる確率p(n)は 、

・… 一・`)np・ ・)

但 しPCO)=1-1

λ μ
P=一 く1μ

とな り、 パ ソフ ア メモ リが 最 大 長 の デー タをS個 ま で受 入 で きる とす れ ば 、 パ ソフ ア メモ リの オー・<一・フ ロ ー の確 率

P{n>s}は

・{・ 〉 ・,}-1-
。t9・ … 一 ・`)s+Lps+1-・ ・

となり、この確率 をある値 εよ り小 さく保つには、

S>logε －logPa2
109P

でな ければならず、R、 εは定数、logμ を変数と変えれば

'
・〉 己i

。9μ 一・1(13)

但 しKl=lqgεK2=10gλ

と なる。一方バソフアメモ リのコストは受入できるデータの個数に比例 し、中央処理装置の コストは、それに与える処

理機能と処理 スピードによって決まると考え られる。ここでは処理機能はす でに与え られた として平均 処理時間レμ

の逆数をもって中央処理装置の大き さの尺度とす る。従って入側バ ツプアメモ リと中央処理装置 とのコストは、

CBi十Cpi:=kBi・S十kpi∨7τ(14)

とな るから結局㈹式を満足 し、かっ⑭式のコストを最小にするような、Sと μを求めれ ば、最適 なパ ツプアメ モリ中

央処理装置との大 きさが決定できる。

(2}メ モ リ部

主 メモリ部は処理されたデータを要求に応 じられるために必要期間蓄積 しておくためのもので、局の性質と機能を

決定すれば自ずから主 メモリ部にはっねにどの種のデ ータをどれだけ量蓄積 しておくべきかは、ほぼ決定できる。い

ま仮にi種 類2)デ ータをqi個 蓄積す る必要があるとすれば、全部でQ=Σqi個 の データを主 メモ リが蓄積 できなく
1
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、;

てはなぱ い 。 デ ー タ長 が 平均1/bの 指 数 分 布 に 従 う とす れ ば 、Q個 の デ ータ長 がXに なる 確 率P(X)はs

,、X)=.f・bQ・-bxxQ-1dx(15}
0

i(Q-1)1

一方 コス トはSiに 比例するか ら
、主 メモ リ部Dコ ス トはks・Siと な る。

㈲ 出 側

各出線あたり平均到着率が、それぞれ2hλ2… …… λmの ポアソン分布に従 って、処理を終 えたデータが出側 パ

ツフアに入ってくるとする。-tの 出線について みる と、データの 伝送時間が平均1/μ の指数 分布だとすれば、入

側 と同じようにM/M/1の 待 ち合せ系とみなせる。従って、 出線jに 対するパ ツプアメモ リの大きさをSi、 ライン

の容量をLijと す れば03}、04式 におけるSをS‥ μをLijと 置き換えた式が成立する。よつて出側バ ソフアメモ リと

ラインのコ ストは、 ・

一

で与えられ、オ ーバーフローの確率をε以下に保つために必要な メモリ部の大きさSiは 次式によつて与えられる。

OObQ
e-bXxQ-1` dxく ε{16}

日L

　

m
Σ

=.」

ek十邸

　

m
Σ

=㊨J

B
k=C十エ

エ傷 (1η

となる。

55最 適 化

03)式の関数を(Silogμ)平 面上 に表わすと図IV-17の ① で示す双曲線となり、-i方 コスト関数の方は②で示す

双曲線・な・.従 って①・迦 曲線が接す・点 ・詩1。9あ が顯 なバ ソフアーサ・ズ 、処駆 度 を与え ることに

**
但しS・ 口Sj

と な り全 シ 。テ 。の最 小 ・ ス 、c*は 、

*N*C
=ΣCi

i=1

な る 。

tiilflliJにつ … も同 糎W-18の よ うに な ・か ら洛 出線 に つ ・・て の 髄 解(**Si・Lij)・ が 求 ま り、 、 モ リ部 は

・を与えれば一飾 に・ず が求まるから結局 ・局にっいての最小 … 碕 ・、

・李一・B・S*・・i)・ ・,在 ・・kSl・ ・。L・*

mm*OS}

ΣLijLi=

j=1
'

(19)

とな る。Centralizeし た と き は 、各Si局 で取 扱 っ た トラ フ イ クの 全 て を セ ンタ ーで 取扱 うと してi=1の み に っ

い て同 様 に計 算 す れ ば 最 小 コ ス トが 求 ま る 。 これ を{19)式と比 較 す れ ば
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S

①

S-一 旦 ε109μ 上
kB2kB

lo9μ

♂

φ

図IV-17入 側 バ ッ フ ァ メ モ リの 容量 と コ ス ト

Si

keC
Si=一 石 εlogLUI+㍍

*)k(S
i,1」i・)

K2-iogLij

/
logLij

t

』己
,

図W-18出 側 パ ツ プ ア メモ リの 容量 と コ ス ト

o
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CentralizeかDecentralizeか を決定できる。

56ま と め

以上述べた段階ではi局 と他局間の トラフイクをあ らか じめ規定しておいて、単にi局 についてのみ考察 したが、

i局 か らj局 への トラフイクの影響 など各局間の相互作用を考慮 して全 シxテ ムの最適化を行な う必要があ る。

それには各局を全システムのサブシステムと考え、バ ソフア、 メモ リ、処理装置などの大きさをそのサブ システムの

内部状態 とし、 ラインを通 じての他局からの トラフイクをサブ システムへの入力、他局への トラフイクを出力として

とらえれば、分類原理 に基づくMaltilerel法 の適用によって最適解が求まるのではないかと思 われる。また ここで

は処理機能の違いを トラフイクとして とらえ、処理機能の設置と共にあ らかじめ与えられたものとして取扱ったが、

機能を表わす尺度を定 ぬ それを変数 としてとらえる必要 がある。

さらに、CeltralizeかDecentralizeか を 論ずる際に、 コストのみに注目す るのではなくて、サービス時間、信

連性も含 めて考 えねばならない。

`

■

¶

、
'
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情報検索ンステ4ま電子計算機 の応用分野の中においても特 に重要な部門をしめてい るに も拘わ らず
、それに関する研

究業績は比較的数が少 ない。われわれは、 この一年間を通 じ、具体的なシステ ム構成を行なうことにより、その問題

点を把握 し、対策を考えることにより、この部門への一助ともなろ うと努力 して来た
。

時間的な制約もあ り、特に図面検索 システムは具体的 なプログラム作成に至 らずに終 ったが、研究者情報検索 シス

テムでは実験 モデルを作成 し、かな りな成果を得た。

以下に これらのシステムについて ・それぞれ問題点 とその対策を中心に結論を述べ、今後の研究の資料としたい。

1研 究者情 報検索 システム におけ る問 題点 とそ の対策

◆

、

1・1情 報提供サービスの確立についての問題点

1.1.1情 報 収集態勢の確立

研究者情報は他の検索 システムの対象となる情報に比 して、比較的単調であり、その数 も少ない。 しか し、対象と

なる研究者は理工学関係だけでも全国 に10万 人近 く存在 し、収集すぺき項目数は膨大なものとなる
。しか し、 これ

らの情報はその漸新性と正確性 から本人自身によって作成させねばならない。

本 システムでは、たまたま大学教官だけを対象とし、大学事務組織の中権 であ る大学事務局に収集依頼 を行な った

ことか ら、回収率90%と い う非常 な成功を収めた。しかし、 この方式が全国すぺての研究組織に適用できるもので

はない。情報収集を容易にするためには・その システムの有用性が認識され、さらに情報提供者が恰も研究者がその

業績 をすすんで学会に発表す るように、情報提供に積極性をもつことが必要である。これには需要の大きな惇報を対

象 とする必要のあ ることは論を侯たないが 、その前に各種の膚報に対して国全体に供給され5る 情報提供網 とデータ・

パ ンクを設立す ると最高方針が、なん らかの権位ある機関で樹立 されることが必要であろ う。

また、これに併行 して情報の種 別ごとに、容易にr次 惰織 を表現 しうるフォーマッ トを作成 し
、情報の性質に応 じ

て効果的 な情報収集網を作成する必要がある。 このことは理論的な問題ではな く、政治、経済的な要素 に支配される

ものである。

1.1.2情 報供給網の設定 と潜在的需要の換起

情報に対す る需要は合理化を目的 とした社会機構の改度により増大す るが、それよりも今日潜在的に存在 し、いま

だ意識されておらない需要 を無視することはできない。この量は膨大な ものに達す ると考えられる。事実、本 システ

ム作成のニュースが一部 で発表されただけでも相当数 の問い合わせがあった
。

このような潜在需要は質問の受けつけ 、回答の供給 を円滑に行ない うる大規模な情報供給網を投資的に作成するこ

とによって、はじめて可能になるものであって、中途半端な システムでは成果 は期待できない
。
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1.2技 術的問題点

1.2.1情 報 分類法の確立

情報を分類する立場に、収集面か ら見 る場合と検索面からみる場合の2っ があ る。

収集面から見た分類法は情報の種類に応じ一意的に決定でぎ、とくに問題はない。

検索面か ら見た場合 、二次情報の決定、検索論理の作成などにいまだ確立 されておらない多 くの問題を見出す。と

くにこれに関連 して、本 システムは η次元(η は二次情報の数)情 報配列法を提案 し、検索を高速 して行な う方法を

採 用 した が・現在の フォートランでは三次元 までしか処理できず・三次元抽出 をくり返 して所要の情報点に至1達す

る方 法 しか とれ なか った 。 この方 面 の ソ フ トウエ アの 開 発 を急 ぐ こ とは 急 務 で あ る。

1.2.2蓄 積 技 術

本 方 式 で は デ ー タ ・フ ァイ ル の 外 に デ ィ レ ク トリ ・フ ァ イ ル、種 々の イ ン デ ッ クス ・フ ァ イ'レを 用 い情 報 の合 成 を

行 な った 。 しか し、 この よ う な フ ァイル機 構 の 構 成 法 に は一 意 的 な もの は な く、思 考 実 験 で検 討 す る よ り方 法 は な い 。
、

膨大な情報 を対象とす る場合、情報の種類に応 じ、また一次情報 の項目間の関連性に応 じ最少容量のファイルで膚報

を抽出できる論理構成法 を見出す ことは興味ある問題である。

1.2.3シ ソーラス作成法

内蔵、外戚の違いはあ'っても、情報検 索に シソーラスは不可欠のものであり、また新 しく作成する場合には、 これ

程困難な作業はない。

太 システムでは米国科学技術者連盟編集の シソーラスを翻訳し、文部省編の13部 門 用語集を用いたカミ・これは使

用資料選定の基準がなか ったための間に合せであって、決 して良い方法ではなか った。

ff.3に お い て、 全対象を30部 門 にわけてそれぞれの専門家が翻訳 し、これよりドキュメン ト論理により、

各用語 の上 ・下位関連を検査 しシソーラスを作 り上げていく方法を提案 しているが、このような自己生成形 シソーラ

スをソフトウエアの形で内蔵できるような システム構成が理想的なものであると考 えられる。

,腎報検 索における最大の盲点 ともな っている
、内蔵形 自己生成形 シソーラスの開 発を是非 とも行な う必要がある。

4

口

,

2図 面検索 シ ステ ムにおけ る問 題点 とそ の対策 '

図面検索 システムは企業種別により、また同企業において も、現場別にQ-Aパ ターンが異なり・→欠情報か らア

ウトプットに至 るまでの全過程を異にす る。したが って、ここで述べた システムはすぺて大型機械組立て工場を対象

としたものであって、業種 によっては当然ある程度の改訂を試みねばならない。

われわれの目的はこのような システム構成を通 じての問題点の把握にある。本 システムに関 しては実用化試験は勿

論、ソフ トウエアの作成まで到達す ることはできなか ったが、その中に部分情 報間の論理関係を内蔵する情報の検索

システムとしてかなり興味 ある問題点 を見出す ことができた。以下にその事項を列挙する。
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⑱

」

2.1図 番 の表現

前章までに示 したように、われわれはこの システムで二次情報 の概念 を用いておらず、いわば図番 を二次情報的な

役割に用いて質問から直 ちに二次情報の構成要素であり、回答にも対応する図番 を引ぎ当てようとしている。

このことは検索論理が比較的簡単で、ア ウトプットが一個に限定 されていることに起因 している。しかし、このよ

うな特徴から逆に図番の表現に特に意を注 ぐ必要があ る。すなわち、質問に現われる各種情報 をすべてを図番に織 り

込んでお くム ー次情報 の組み合わせ と図番 との間に論理関係をソフトウエアの形で設けてお くことが必要 であ る。

本編 で示 した方式はむ しろ後者の方であるが、図面検索全般を対象 とするな らば、まだ完全なものではな く、やは

り質問項目から二次情報を設定 し、 皿で述べたよ うに出力情報に接近す る方法を採用す るのが至当 であろ う。ただし、

この場合に も機能別図番表示法を採用 し、これを出力として与えるのが論理構造を簡略化 しうる点でも有利 とな る。

2.2一 次 情報の分類 と検索論理

本 システムは図面検索 システムの最初の試みであるため、「応内外の実状を調査 し、考えられる一次情報 をすべて

列挙 したが、前述のよ うに、これ らをすべで用いる必要はなく、まだ これ らの項目を用いるのが妥当であ るか否かの

保証さえない。従来の人的操作による検索 システムを全面的に機械検索に切 りかえることを前提 とす るな らぽ、本質

的な質問 パターンの分析か ら一次情報 の抽出を行ない、二次情報な らびに検索論理を決定する必要がある。

2.3そ の他の問題点

ω 、図面名称のつけ方 の統一

② 図面 リストの用紙 、様式の統 －

C3)部 品表管理 の機械化

部品の共用化促進により、構成部品 の親子関係把握が複雑にな る。したがって機械的 な検索を可能にす る必要があ

る。このことは、2.2に も関連す ることである。

',

.、
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1図 面 分 類 の ヨ ー ロ ッパ の現 状

ヨ ー ロ ッパ に お け るGroupTechnologyの 現 状 な どの報 告 を資 料 と して ～二こ に示 すo

多種 中 少量 生 産 の 設計 を 中 心 とす る 合 理 化 につ い て

欧 州 に お け るG.T(GroupTechnology)の 現 状、 そ の 他 の報 告

,

-

●

・
「

1「

1昭和42年12月 ・日本能輔 会が主催した「訪欧多種中娼 生産の新し暗 理方式研究調査団」鯵 加}
ll3週 間にわたり掲題の項目について西独

、スイス ・フランスの12の 企業の工場を視察 し、!1を命 じられ、
ll

l・ 回のゼミナ ーを聴 した・搬 の報告は7回 にわkb約 ・・ペ ージを現地か ら行な・たカSこ れを綜合1
　 　
1的 に書き改めたものが本稿であるo.設 計の合理化については当社各工場においても、積極的に取 り組もうl
ll

lとするきざしがあるが、本稿がその参考資料の一つとなることを期待する。1
L____________________r______________一_____________」

11多 種 中少量生産の合理化について

所謂 「多種生産 」に比較 して 「多種中少量生産 」は能率が悪 く生産性が低 く、企業としてはその運 営 が複 雑

であり、利益を上げ難いとされており、 多種中少量生産企業の多量生産機種転換は、 これ ら企業の悲願であると考

え られているo

しか しなが ら、 アメリカ機械学会長がその学会誌で述べた ように、全世界の生産様式の中で 「多種中少量生産 」

は圧倒的に多く70%以 上 を占ぬ 「多量生産 」および 「手工業 」は僅か30%以 下 に過 ぎないのが客観的現状であるo

更に、現在アメリカが機械製造工業において、欧州各国bよ び日本に優位を保っているのはこの70%以 上 を占め

る 「多種中少量生産 」にお いて、他国 より優れた能家 生産性を発揮 しているか らであり、 「多量生産 .」や 「手工

業 」ではアメ リカは欧州各国や日本に特別の優位を持 しているとは考えられないoと 、 このアメ リカ機械学会長は

述べているo

わが国において も、アメ リカの機械製造工業が全体として日本より優位にあることは認めざるを得ない。欧州各

国の ように早くか ら技術、資本の自由化を行なっている国は、 このアメリカの優位性が、現実に資本を伴 って上陸

し、企業の買収、合併は枚挙のいとまが なく、欧州産業のアメリカ化は深刻なものがあるo

'
・この欧州産業のアメリカ化を防衛 し、再び 「栄光の欧州 」を取り戻すためには、機械製造工業において、特に数

多い 「多種中少量生産 」の合理化において、アメリカに追いつ き、これを追い越さねばならない。 ここに欧州にお

』け る「多種中少量生産の新 しい管理方式 」が脚光をあびる根本的理由がある
o

「多種中少量生産 」はその生産機種の需要量にある限界があるとともに、その機種についてユ ーザは定形化した製

品を求めるのではなく、種々のユ ーザの要求をいれた製品を製造しなければならない ところに特徴があるoこ の本

質を変更することなく、むしろユ ーザの要求に対 しては一層これを重視することを前提として、 「多種中少量生産 」

の合理化が進められなければならないoこ れは欧州におけるこの問題の才一の基本的考え方といえ ようo

「多種中少量生産 」の合理化は、前述の ような限界のある生産量と、 ユーザの要求による製品の多様性を肯定し
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た上で、 「多量生産と類似の生産方式への展開 」にあるとい うのが、欧州vateけ る この問題の才2の 基本的考えで

あるo

この矛盾 した才1・ オ2の 基本的考えを解決するために、GroupTechnology(以 下GTと 略 す) .と呼ば

れる新 しい手法が研究され実施され、広い範囲に浸透 しつつある。

GT手 法は1958年 ソ連 レニングラード国民経済開発会議でMitrofanowに よって初めて取上げ られたも

の と云われているカS今 日欧州で進め られてい るGTは これを改良発展せ しめたもので、 当初のGTと は著 しい差

異が あると思われ るo

GTは 当初加工分野において、 「多種中少量生産 」の類似加工物を集めロット当 りの生産個数をふや し、 より能

率化 し自動化された加工方法をとり入れるというところか らはじま ったが、やがて、この手法の根元が設計部門に

あり、設計段階においてGT手 法を とり入れなければ、加工段階での効果は労多 く益少ないとい う事に終る点が着

目され、GTは 設計部門のGT的 合理化に中心を移 した観があるo

この報告書の題目を 「多種中少量生産の設計を中心とする合理化 」としたのは、以上のような経緯によるもので

あるo

o

●

12設 計 分野にお・ける 「部品 」の位置づけ,

完成製品(商 品)は 通常多くの部品を組立て、調整したものであることは云 うまでもないo付 属品、補用品など

の場合は部品そのも'のが商品となることも多い。

さて、従来 「部品 」は完成製品に従属するものと考え られて来た。A製 品の部品はala2amで あ り

B製 品の部品はb,b2bnで あるとい う考え方であるoこ れが一歩進んで共通部品とい う考え方が入 っ

て来たoネ ジ、'ピン、バネな どの標準品が これである。従 ってこの段階では、

ノ

A製 品(ala2… …a㎡ の固有部品)+(plp2… …pmの 共 通部品)

B製 品(blb2・ … ・・bnノの 固有部品)+(plp2・ … ・pn'の 共通部品)

とな って現在にいたっているo

設計分野におけるGT手 法の基本的考え方は、固有部品、共通部品とい う概念を一応抹殺 して、部品はあくまで

蔀品であるとするとごろか ら出発する。そ してすべての製品はその製品の機能、性能、仕様 を得るために必要な部

品を部品群から集めてきて組立て調整 した ものであるとし、ここに新しい 「部品 」の位置づけをするわけであるg

この「部品 」の新 しい位置づけは、前項記述のごとく、加工分野におけるGT手 法 の実施結果 として生まれてき

た ものである。設計分野における完成品 と部品の考え方を、従来のままで加工分野のGTを 進めてもそれには限界

がある。設計艇 にGT手 法を導入すれば、多種中蝿 生産全体の合理化がスムーズに効果的に進むことが明らか

になって来たためである。 この ような「部 品は部品」「部品は完成品に従属しない 」とい う考えは、部品を図面に

よって類似集合 し、その中に統合できるものは統合 し、結果 として、最 も少ない部品点数に よる最も多いバリエー

ションの商品の製作を実現 し、 多種中少量生産の多種生産化を図ろうとするにほかならないoつ ま り部品図面の

才

'
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GT化 となるわけであるo

●

●

13「 部品 」の新 しい性格づけ一 図面の登録番号と分類番号

このように設計分野における部品図面のGT化 は最小の部品点数による最多種類の商品の製作であるとされるが、

その為には部品図面を新 しい意味(最 終製品に従属 しないとい う事)で 性格づけをし、 これにより

(1)過 去の既存部品図面については類似性を見極わめ、整理統合を行ない、図面を減少せ しめ

(2)新 部 品図面はできるだけ既存部品図面を利用することにより、止むを得ない場合の外は新 しく設計 しないo

ことを実行 してい くわけであるoJ

この部品図面の性格づけが新 しい図面番号のつけ方となるo図 面は必要に応 じて作成されてゆく。 この ときその

図面の登録番号があるo所 謂Identificationnumberが これであるoし か しこの登録番号は図面一 即

ちそれに よってつ くられる部品一 の内容を意味していない。そこで この登録番号の他に分類番号が必要 とな って

くる。 この分類番号に よって図面部品の内容を明らかに し、類似図面の集合、検討、整理統合および新製品への重

複使用が行なわれるわけであるo

この分類番号を中心 とす る図面番号のつけ方は、設計分野における部品図面のGT化 作業での最も重要な最 も労

力を要す る作業であり、現在欧州ではい くつかの方法が提案され実施され批判され訂正され2つ 進められている。

その主なものは、'

(1)登 録 番号 と分類番号 とを組合わせた図面番号を使用する方法

② 登録番号 と別個に分類番号 を与える方法

イ)VDW-OPITZ法(工 作機械メーカ.回 転体に特長あり)

ロ)zAFo-zIMMERMANN法(部 品全般に適用可能であるがやや複雑)

ハ)COPIC-BRISCH法(対 象企業に応 じて分類方法にアクセン トをつける方法)

な どであるoこ の詳細については後述するo

いつれにせ よこの2つ の番号はホ ール!一 トカ ードか らEDPま セ の事務機械的方法によって分類番号 ごとに登

録番号が引出されるようにするわけであり、図面 自身は登録番号順に整理 しておけば よいことになるo

t4設 計部門のGT的 合 理化の必要性と多種中少量生産合理化の目標効果

多種中少量生産の新 しい管理方式が設計部門の合理化を中核とし、その 内容は設計分野における 「部品 」の位置

づけを確立 し、GT手 法 をここに適用することであることは、以上に記述 したとおりであるo

この ような合理化の方向を選択 した根拠と、 この合理化手法に よる 目標効果をつぎに記述す る。

141完 成製品を構成す る部品の数と種類別分布一般に完成製品を構成す る部品の種類別分布は、 もっとも

簡単な標準品と考え られる部品②、複雑さは中間で類似性も多い部品◎、複雑な構造であるばか りでなく類似性の

乏 しい特別部品◎に区分すると、中間の類似性多い部品◎が最 も多数であり、標準部品④がこれにつ ぎ、 特別部品
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◎は最も少ないo

工 作機械を例にとってこの関係を図示するとつぎの ごとくになる。
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最も多い部品数の◎区分部品をGT手 法 によって整理統合を し、部品数を減 らすo標 準部品④は管理間接費が案

外高いか ら購入手続など管理方法の簡素化によって コス ト低減をし、特殊部品6は できるだけ◎への移行を行なう

とともに、移行できないものには徹底したVAを 行な うoこ れが合理化への・一つのパタ ーンであるo下 図にそれを

示すo

喝

●

種

類

別
郭

品
数

撒楓疹 ㌻

間接費

仕丁分野

⑤ 区 分

理間接 費のゲウン

あ まりかかつて

L・な い

この中で、設計部門のGT的 合理化としてのポイン トは、@区 分部品の類似的集合、整理統合による減少である。

部品の種類別区分 と繰返し使用度お よび加工難易度 とにはつ ぎの関係があるo

亀

亀

程

度

分

標 準◎ 類 似 ◎ 特 製 ◎

このGT的 合理化実施のため、部品図面に分類番号をあたえることが必要となるわけである。
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1.42部 品の分類番号

部品の分類番号の分類桁数と維持費用1効 果とにはつぎのごとき関係があるoこ れを見極めて分類桁数を決定す

る必要があるo

果
と
費

用

/↑

/毛
ノ

/目

.分 類 、桁数

このような観点から設定される図面(部 品)分 類番号 システムの一例は下表のごとくであるoこ の例は前項3に

連記した分類方法中 ・'

イ)VDW-OPITZ法 に よるものであるo

弄多ヨだキご(第 ノへ第5け た)

第『1け た¥2け た 第3げ た 第4げ た ㍉琴5け た 補 助キーげた
部 品の種 類 おもな形式 回転面匝 平面恒 補助献 あけ6か ら9絃歯

ηり塑齢 工

¶

回

部

品

%≦ α5 ＼ タ}側傾 £

形式縁 外側

内榎・|の形式

葺獄要繍 〕

/
一

＼

平 面
一 ー ー ー 一

方口 工

一 一 ー 一 一

他の穴あけ
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第
6

け
た＼

」

`

o占く悔(3

/
%≧3

異常形状さ含む
今b≧2

一

歯切う

ネキ 賢

第

三
た

加綱 橋

内榎・卜蜘則

/
イ＼

/ お主な形状異訓 踏 む
倣)≧～ 補蹄 穴あ1ナ

歯畑

塑性加工

特 殊

素材形×

第
8

け
た

/ おもな形式

旦
7
一

8

一

9

平

形

部
・

品

嘉 な坐≧、 平 面
一 ー ー 一

加 工
ー ー 一 一

＼
_お もな穴あけ長 い

A但>3
補 足的穴あけ

歯切 今

塑性加工

精 度
第
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た

短 い
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特 殊
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t43設 計分野のGTに よる設計展開

このように設計分野において、図面分類番号を設定すれば、類似図面の統合、.整理が進められるo通 常既存図面

の30%が この統合整理のオ一次対象となることが、実施結果か ら明らかにされているo

この図面の統合、整理、減少は製品の生産量に無関係であるから、部品の『ット当り生産数量が増加 し、工作分

野でのコス トダ ウンが大幅に進むことは云 うまでもないo

しかしながら、設計分野のGT手 法 による最も大きい効果は、新製品の製作設計段階にある。即ち新製品Cl'研究

開発が終了 して、いよい よ製作設計に入るとき、既存の部品図面が最大限に利用され るo新 しく設計 しなければな

らない部品図面は最小限に押え られる。 これは製作設計期間を短 くするだけでなく、 資材整備、工作能率を向上さ

せ・更にその完成品の品質・性能に安定性をカロえ棚卸難 噸 少を実現せ しめ鱗 ど・多@点 に合理化が行なわ

れ、大幅のコス トダ ウンが期待される。

この ような設計分野のGTに よる設計展開を図示するとつぎの ごとくである。 ・… ∴t/

新 類 似

w

友

.藷

コ

答
0コ ード化 鏡a'1・lj理

田口[コ日口口

◎

新 故 計 修 正殼 計 〔一

↓

蔭

図 面 カー ド

}
/」

'、
./

一
ノ

'

ノ
一

口'1£
し 、 」

,検 図 7・ リ ン ト

多ノ ぱ ユコ

〃

図 面 選 投 機

(コに・一も出 来 る)

唖[=コ
[=コ[コ
隅 圏

図面管理
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このような設計展開が出来る態勢は、 この手法の最終目標であり、直ちに到達するものではないが、 ここまでこ

ないと「多種中少量生産 」の能率 ・生産性 ・コス トダウンを「多量生産 」に近づけるとい う目的を達成することに

はな らない。

144設 計部門のGT的 合理化一即ち図面分類とその活用 一の期待効果

以上記述して来た設計部門へのGT手 法 の導入が、生産分野全般に与えるところの効果をま とめて図示す るとつ

ぎのごとくであるo

注文
◇

適

用

範

囲

分

類

方

式

の

営 業

設 計

生 産準備

製 作

組:立

▽
品製

、

、

、

、

、

、

、

て

＼

。反覆並びに類 。標 準 化似部品の活用

他部門の規
。本来の設計推進 。格化推進

短 期 長 期

類似加工がo

可能となる

。作業計画の

標 準 化
。作業の円滑化

(停滞並びに運搬
時間の改善)

綜 △ 的

。コス'トの低減

。棚卸資産の減少

。納期の正確度向上
。品 質 の安 定

。=EDPの 効果的利用

レ

φ

15欧 州における視察工場の設計を中心 とするGTの1～2の 例について

今回の研究調査団が欧州において12企 業 工場 と5回 のゼ ミナーを視察し聴講 したことは前がきにふれたが、こ

れ らの 「多種中少量生産工場 」における設計を中心 とする合理化 一 即 ちGTの 導入実施 一 の基本的な考え方は

前1～4項 までに述べたとお りであるo

しか しなが ら、 どの企業も夫々の特徴があり、1つ として全 く同じ形の企業とい うものは存在 しない。従 って設

計GT－ 綜合GTも 同 じ一 についても、基本的考え方は向じであるが、夫 々の企業が実施 している方法は皆異

なる)自己の企業にもっとも適 した主眼点、ス ローガンを掲げて、その実施を行なっているo以 下にその実際の運営

面で特色的なものを、1～2の 企業又はゼ ミナ ーについて記述する。

151「 電動フォーク リフト」生産工場の場合Hamburgに あるJungheinrich&th.は 電動 フ

'
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オーク リフトの生産会社であるo、

1500人 の従業 員により年70億 円前後の売上を行なっているo業 種 としては日本輸送機株式会社 と全 く同 じ

であるo

この会社は 「1つ の基本となるフォークリフ トにユ ーザの要望による10,000の バ リエーションを供給する」と

いうスローガンを掲げて販売をしている。GTに ついての特色は、

(1)こ の企業が上記の ようなスローガンを掲げて、欧州における電動フォークリフ ト業界に優位を占める こと

の出来た理由を社長は次のごとく述べている。

① 設計を中心とするGTの 実施

②PCSに よるすべての伝票の発行と生産計画、遂行体制の確立

③ 標準時間制度の確立

④ 工作分野vak・けるGTの 実施(① の実施結果によ'り行なわれるもの),

(2)こ の企業のGT実 施時の目的はつぎのごとくであったo

A　 rl欝灘

●

●

B

C

D

E

種類当りの生産個数を増加

　 　下灘1:

結果として運転資金に余力が生じるo

在庫の流れを乱したり過重負荷をかけないo

(3)分 類 番号については

材料、部品すべてを12ケ タの分類番号で区分しこれをPCS(パ ンチカードシステム)で 整理 し、標準

工数、賃金 と併せて工程計画、資材手配を行なっている。すなわち

1 2 3 4
＼
5 6 7 8 9 1Q 11 12一 一}

・素 材 それらの細 目 その部品類の加工手順

・外 部 品 分類 コー ド

・買 入 部 品 ・
・治工具の区分

を コー ド化
・性格 別 区 分

・バ バ 、長 サ 、径 区 分
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この結果最終的にはこのコ ード番号に よって、 この部品の標準工数が算 出できる。

(4)実 施方法としては

13万 枚 の図面中、現時点で動いているのは3万 枚であるoこ の運営は

① 設計面では

設計の構想図(フ リーハンド)→ 構想図の部品分解(部 品スケ 〉チ)→ 材料図面コード係(構 想図部品

の類似品を出す)→

その図面を集める → ① その図面をそのまま使う 図の作成

@若 干の修正をする

③ 獺 に書〈 〉 顕 鷲
・一 検 図一一 白 焼一●生産準備

というコースによって新設計を極力少なくするo・

⑫ 生産面では

生産命令書 → 図 面 → 部品展開(上 記のカードによる)→ 在庫有無チェック → 作業指図票(カ ード

に より加工手順標準時間が機械的に出る)→ 作 業 → 結果の集計が行なわれているo

(5)現 時点での効果は

歩

全生産の85%ま でこの方法を実施しており、2年 前に準備を開始 して目下3年 目に入 っている。2年 目に

70百 万円/年 のコス トダウン(節 減費用一投入費用)が 得 られているo

152繊 維 プラン ト・船舶エンジン・鉄道用 トルク ミッション生産工場の場合

J.MVOITH(}㎡Hお よびVOITHKGはSTUTTθARTに 近いHEIDENHEIMに ある上掲機種のメ

ーカである。繊維プラン トは現在 日本製鋼が技術提携をしている。従業員8'000人
、売上高約3"00億 円/年o

この会社の設計分野を中心とするGTの 方針は、つ ぎのごとくであったo

① 材料、・部品のコードを意味づけ し、その合理化、単純化、標準化を行なう。

② 工作部品=図 面について上記同様のコード化を行な うo・ ・

③ これによって設計面のGT即 ち材料、・部品(買 入)加 工部品(図 面)に ついて新設計改良のときはできるだ

け既に存在 しているものを使 うよう義務づける。

⑭ こうしてできるだけ多くの標準的ユニ ット、標準的アセンブリーをつくり、 この範囲内でユーザの希望に副

うようにつとめるo

こ とであ り、 この方向が設計 もAV(生 産準備)も 現場 もらくになり、コス トダウンが出来ると確信している。

●

●・
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⑳

i53'MAN社 お よびW.Pollak氏 のGT

MAN〈MaschinenfabrikAugsburgNurnberlt)は 西独の代表的重機械 メーカであり、わが国

でも多く、のメ ーカが技術提携をしている。その規模は従業員約7万 人売上高3600億 円/年 であ り、Augsburg

・NurnbergHamburgに 工場がある。

W.Pollak氏 は このMAN社 のAugsburg工 場(従 業員約1QOOO人)の 生産準備部長(AV部 長)

で あり、西独でのGT.耳DP、.VAの 権威者の1人 であるo

従 ってMANのGTに よる合理化の方針はW.Pollakの 方針でもあるといえ よ・うo.

それに よれば

(1)多 種 中少量生産の合理化 とは反復使用品を使 う可能性をmaxに す ることoこ れはIE的 合理化てあり、設

計 ・資材・生産準備 ・工作現場に共通なことであるが、全体の効率を見て個 々の合理化を進めるべきで、全般的

に筋の通 らない個 々の合理化をやることはいけない。

(2)損 失(ロ ス)を 極小とすることは、その発生源である

① 多種の異なった部品が どの位存在するか ・ .,

② それをいかに少ない品目に揃えてゆくか

③ これ をあらゆる機会に強調 し実行して

④ 反復性の大きい部品の集合、類似化を行なって行 く・ 、 ・ ・,

(3)機 種、工場毎に部品の徹底的分析集合を行なうo

A標 準規格品(DIN)

B非 標準の一般部品および加工品'

Cそ の機種、工場の重要度の高い機能部品'

この分類が必要、BとCの 区分は主体 性で決定する。 この うち.CのGT化 が最 も重要である。

('4)こ こで当然、図面、部品の分類形式が定まらねばな らないoこo分 類には

ili三i曇ll∴ ナ㌻ 一 ー ム
②は回転体に特徴あり、③はもっと広 く利用できるがケタ数が多いe要 するに万能薬はないか ら、どれ をどの

ように修正 して使 うかは各社が決め るものであるo

MANで はMAN式 の分類を部品、図面に行なった。

(5)設 計 に新図面が出るとその図面番号(MAN式 の分類による)の 下に

この図面は ⑧ 全 く新 しい図面である'、

⑬ 図面%× ××:×と類似である'

◎ 図面%△ △△△と寸法だけが異なる同似のもの ・
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とい う付言を強制的にさすoこ れによって図面 自体の反復性を大にし、それにつづく各業務を簡素化 し反復性を

大きくする。

したが って、利用出来るところではNC機 械 をつかい、治工具をセットにして準備することを行ない、現場の

GT加 工 を行ない、これ らをPCS、EDPで 管理する方向を方針としている。

154MAA(}社(zifrich)の 設計分野におけるGTの 導入。

MAAG社 は、熱処理装置に関 して当社が技術提携をしているスイスの会社であるo

MAAGの 歯車関係工作機械は世界に…∪ける最高レベルにあり、その技術は高 く評価されており、視察 した各工

場で多くのMAAG製 が使用されていた。

MAAG社 は、 フランスのCOPIC社(コ ンサルタン ト)の 協力を得て、COPICBRISCH分 類方式に よる図

面番号を実施 し、所謂図面のGTを 行 な っているoそ の経過をCOPIC社 で聞いたo

(1)MAAGの 設計図面GT導 入 の出発点

MAAG社 の幹部(役 員会)は 自社の設計陣容の優秀なことは充分認めていたoし か し製品のコス トにもっ

とも大きな影響を一与えるもの も設計であることを知っていたoそ こでこの優秀な設計陣に対 して抽象的に 「コス

トダウン」の出来 る設計をせ よと指示 して もそれは効果なく、場合に よっては設計陣に逆効果を与えるかもしれ

ない と考えたoこ の よう左状況下で役員会が決定したことは、設計図面、部品を従来のように完成製品にのみ従

属させるものでな く、その図面、部品を機能的に分類 して整理することに より①過去の図面、部品の種類を出来

るだけ減少せしめ、②将来の新図面を出来るだけ少な く発生せ しめ、③ しかもユ ーザの要求するバ リエーション

が可能となるとい う所謂GTの 設計部門への適用を決意し、これが予備調査をCOPICに 依頼 したのである。

(2)図 面分類作業の調査ss・よび実施

1966年10月 、MAAGは 予備調査をCOPICに 依頼 した。COPIC'はMAAG全 図面38000枚

か らランダムに5%の 図面約2QOO枚 を抜き出し、 これによって3カ 月の期間でMAAG分 類方式案とそれに

よる効果予想を作成 し、MAAGに 提 出したo

MAGGは これを役員会で検討 した結果正式に依頼をすることとしたoこ れは1967年2月 である。以降8

カ月間にCOPICよ り2名MAAGよ り2名 の計4名 平均で38000枚 の図面の新分類方式が作成され、1967

年10月MAAGは これを採用するにいた ったo

本格的、しかも将来の効果はまだ出ていないが、採用の初段階におい て

① 全図面(38000枚)の30%(1140.0枚)は 単 純化、統合化、グル ープ化が極めて簡単であること

が判明 したo

② 先づこの30%の 中の3%弱 は 完成品の性能品質に何 らの影響を与えることな く図面をなくする(他 の既製

図面におきかえる)こ とが直ちに可能 とな ったo

③ 残 りの27%強 の うち8割 程度(約9000枚 に相当)は 多少の調整をす ることにより図面をな くする

(単純化、統合化 してしま う)こ とが判明したo
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即 ち図面の%は 本来新 しく作成する必要のない図面であったことが判明したとい うわけであるo

(3)COPIC分 類方式の特長

① この分類の重要ポイン トは1つ1つ の図面について、その図面の表わす機能によって

t重 要ポイン トの順(こ れはあらかじめ会社と討議 して決めてお く)

2加 工 の順

を設計者に質問 しながら分類してい く。COPICも 会 社側もその図面、製品のエキスパ ートではあb得 ない

ので、との点は重要であるo

② このように対象会社を具体的に把握 しコードを有効に使 うならば、分類のケタ数は4～5ケ タで十分と思 う。

したが ってもう1～2ケ タで会社内の発生場所を、更に3～4ケ タでシリーズ番号をとれば、すべてのコ ード

が10ケ タ以内に納まることはまちがいない。

、③ 分類で考えねばな らない点は

1最 終部品の形状、性質

2生 産方式の分類

a取 しろ(材 料 と工作完成後の形状との比較)分 類である。

④ したが って

1軸 を中心 とす る部品図面(回 転体)

2軸 を 中心 としない部品図面(非 回転体)

が大きな区分であり、 これか ら細部に分類されていくo

以上の点は他の分類 とあまり変わらないが、要は対象企業にもっとも適 した ものを作成するのであり、初めか

ら決ま っているものに企業をはめ込むのではないo

⑤ 一般的に過去の経験か ら、分類を適格にや り、それを利用すれば、分類をしなかったときの図面の%は 整理

統合、標準化などによって少な くすることができるo

⑥ 更にこの図面、部品の分類整理に より原材料、素材、買入部品などの購入に対して簡素化、合理化などの購

入 ポリシーが打 ち立て られ る。

16図 面分類法の詳細

「多種中少量生産 」の設計分野における合理化 一 即ち図面のGT手 法 一 が、図面に分類番号を与えるところ

か ら出発することは、以上のとおりである。そこでい くつかの図面分類法の詳細を資料として以下に掲げるoこ れ

らの資料は今回欧州では じめて入手 したものではなく、既に国内に入 り、専門技術誌で紹介されているものが多い。

一169一
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O

オ1け た オ2け た

(a)Oお よび1等 級の 形状細分類表

方3け た 矛4け た オ5け た

'

部 品 等 級 外面形状・外部形状要素

▲

内面形 状,・内面形状要 素 平 面 加 工 他の穴加工と歯切り

0

唱

扉

薬

茶

懸

回

L/1)≦05' 0 加 工 しない 0 穴あけなし 貫通穴なし 0 平面加工なし 0

⊃

"

q

口

細

他の穴加工なし

軸 方 向
割出しなし1

'

05〈L/D<3 1

平 滑

形状要素なし
1 貫通穴あり 1

平たん およびま たは
一方 向に屈 曲 した

外 面

』

1

軸 方 向
割出しあり2 2

x

聖

母

画

9

但

栂

1

'

形状要素なし 2 肇

竃

‖
|

形状要素なし 2
ある ピッチでな らん で
いる外平面

2

3

軸およびまたは半径
およびまたは
その他の方向

3 3
聴

十
亘

一

ね じ 部 3 ね じ 部
・

3
外側のみぞおよび
または切欠き

ス プライン(ポ リゴン)

外面
4

軸お よびまたは半径方 向

割 出しあ り、お よびまた
はその他の方向

4

-

5

4

虻

禰
機能 をもった突切 り
部およびま渇まテーメは

糠D
4

テ ーパはめあい部

,(ラ ジアルの突切 り)

(お よびね じ)

4

5

≒

賭

慰

魍

】

世

心

形状要素なし 5 ぎ

"

相

煙

】

世

心

形状要素なし 5
スプラインみぞ お・よび

または切欠 き、外面
5
識

櫓

☆

星

鴉

平 歯車加工 、
他 の穴加工な し

平 歯車加工 ・』
他 の穴加工 あり6

-

7

-

8

-

9

唱

巌

冬

漣

懸

回

米

'

6 ねじ部
4、

機能をもった突切 り部
おまぴまたはテーノ田めあ

い部

(お よびね じ)

6

-

7

ね じ 部 6
平 たん お よびま たは.
みぞの ある内面

6

テ ーパ はめ あい部

(ラジアルの突切 り)
(お よびね じ)

7
スプ ライン(ポ リゴン)

内 面
元 かさ歯車加工

、

7

8 運 動 ね じ 8 運 動 ね じ 8
内面スプ ラインで外面

みぞお よびまたは切欠 き・

-
8 他 の歯車加工'

9 そ の 他 9

A

そ の 他 9 そ の 他 9 そ の 他

↑

伊

↑

<
曳
司
,
O
=

弓
N
油
搾

(
∨

,
♪

＼
H
汁

O
勺
昌

N
弾
施

嵩

く
O
田

熊
e
酔

泣
ぶ
宇
瓦

〔
U

〈
o
沖

ゲ
e
)

竜
s

⑲
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(b)2等 級 の 形 状 細 分 類 表

オ1け た 72け た 才3け た 矛4け た 才5げ た

.

1

旨
l

T

部 品 等 級 外面形状 ・外部形状要素 内面形状 ・内面形状要素 平 面 加 工 , 他の穴加工を歯切り

0 0 加工 しない 0
∫

"

」

H

尽

穴あけなし 貫通穴なし 0 平面加工なし 0

1

2

3

4

5

6

7

⊃

"

命

尽

超

他の穴加工なし

1 1
平 ・・滑

形状要素 な し
・1 貫通穴あり 1

平たん鉛よび一方向に
屈曲した外面

軸 方 向
割出しなし

2 L/D≧3 2

興
贈
裡

9
団
円

1

形状要素なし 2

x
終
戦
画趣
】汁
但起
槍製
1弼

形状要素なし 2
ある ピッチでな らん で
いる外平面

軸 方 向
割出しあり

3 3 ね じ 部 3 ね じ 部 3
外 側にみぞ およびまたは
切 欠 き 半 径 方 向

4

一

4

史
片
聾
卍
樹
K

機能を もった突切 り部
お よび またはテ ーパは嵯

あい部(お ・よびね じ)

4

テ ーパは めあい部

(ラジアルの突切 り)
(およびね じ)

4
外 側にスプ ライ ン

(ポ リゴン)

軸 お・よびまたは半 径
お・よびまたは

その他の方向

5 5
翠

"

逝

掴

9

世

心、

5 ぎ

類

型

画

9

世
心

形状要素なし形状要素なし 5 外 側に平 面お・よびまたはみぞ
お・よびまたは 切欠 き・

外 側にスプ ライ ン

軸 お よびまたは半径

方向割 出 しあ り、お よ
びまた はその他 の方向

6 6 ね じ 部 6 ね じ 部 6
内側に平面および
またはみぞ

7 7

機能 を もった突切 り部
およびまたは テ ーパはめ

あい部(お よびね じ)

7

A

テ ーパはめ あい部

(ラ ジアルの突切 り)
(白 よびね じ)

7
内面にスプ ライ ン

(ポ リゴン)
歯切り加工 ・
他 の穴加工 在し

8 8 運 動 ね じ 8 運 動 ね じ 8 外 側にスプ ライン
内側にみぞ

8

9

歯切り加工 ・
他 の穴加工 あり

9 9 そ の 他 9 そ の 他 9 そ の 他 そ の 他

〆

.



一品

(c)3bよ び4等 級 の 形 状 細 分 類 表

才1け た 才2け た 才3け た 才4け た オ5け た

部 品 等 級 主 要 形 状 回 転 加 工 平 面 加 工
他の穴加工、歯切 り
塑 性 加 工

〇

-

1

-

2

-

3

-

4

-

5

暗

巌

冬

恥

題

画

0
」

餐

ミ

璽養

分

六 角 形 0 加工 しない
、

A

0 平面加工なし 0 以下 の特徴の ないもの

1 四角あるいは他の等辺形 1

旧

K

加 工 1
平たんおよび一方向に
屈曲した外面

1

⊃

"

墨

忌

日
憩

軸 方 向

ね じ 2
ある ピッチでな らん で
い る外平面

2
軸および半径方向 、

そ の 他
2 対 称 断 面 2

£
」

日
葡

かた よりあり
L/D≦2

3 任 意 の 断 面 3

但

便

平 滑 3
外 側にみぞ お・よび
または 切欠 き

3 軸 方 向

一方向または多様

に直径変化
4 外 側にスプ ライン
(ポ リコン)

4
軸お よび半径

方 向 、その他
か た よりあり
L/D>2

4 回転加工後 のセグメン ト 4

ね じ 5
外 側に平 面お よびまたは
みぞ お よびまたは切欠 き、
外 側にスプ ライ ン

5
」

sぷ

粗c

5 回転加工前のセグメン ト 5
穴加工な しで曲げ'

または角度をつけ る

穴加工ありて曲げ
または角度をつける6

-

7

-

8

-

9

唱

最

薬

茶

爆

回

株

6 薫
副
ド
⊃
駆
9
揖
Q
皐
緬

,'軸が屈 曲 した回転形状部品 6
旧

K

礼

旧

ピ

加 工 6
内側に平面および
またはみぞ

6

目
9
留

数個の平行な軸をもつ
回転形状部品

7

.

ね じ 7
内面にス プライ ン

(ポ リコン)
7 歯 切 り7

8
交さする軸をもつ
回転形状部品

・

8 外側に形状要素 8
外側にみぞ 、'

内側にス プ ライン
8 穴加工 とともに歯切 り

9 そ の 他 9 その他の形状要素 9 そ の 他 9 そ の 他

●

⑱ 司 」
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才1け た 矛2け た

(d)6等 級 の 形 状 細 分 類 表

方3げ た 矛4け た オ5け た

部 品 等 級 主 要 形 状 お もな る穴加工 、回転 面の加工 平 面 加 工 補助の穴加工 ・塑性加工
歯 切 り

0

-

1

-

2

-

3

-

4

-

5

唱

話

奔

恥

題

画

0

"

品

十

長 方 形
直角三角形

0 特 徴 な し 0 平面加工なし 0 以下の特徴のない もの

1 直角形の形状のもの 1 平 滑な一つのお もなる穴加工 1 つぎめ(溶 接つぎめ) 1 ⊃
"
⇒
辱
題

」
"
H
日射

靭

穴加工の方向一つ

2
穴加工の方向
二つ以上

2 円弧と長方形 2
直径が一方向にまたは
多様 に変化す る1つ の
おもなる穴加工

2 一つの平 らな面

繍
恥
K

3 任意の形状 3

形状要素 を含んだ
一つの おもなる

穴加 工

3
均等に配置した平面
(複 数)

3
穴加工の方向一つ

4
平行な数個のおも
なる穴加工

4
直角およびまたは向き合 って
均等 に配置 した平面

4
穴加工の方向
二二つ以上

4 角のある部分

5

長方形または直角でわ拘の〉尭
よりある平形部品鋳造、鍛造
または塑性加工品

5
互 いに直角な数個の
おもなる穴加工

5 みぞ お よびまたは切欠 き 5

忌
§翌穴加工 な しで 曲げまたは 角度 をつける

6

-

7

-

8

-

9

暗

屋

軽

挙

題

回

株

平 らな部品
A/B≦3、A/C≧4 6

円形 または任意形状でわ鋤 の
力尭よりある平形部品.鋳 造.
鍛 造または塑性加工品

6
逼

回

春

ぱ

H

一つのお もなる

穴 加 工
6
平らなまたは直角滅 びまたは
向き合 って均等に配置 した平 面
とみぞおよびまたは 切欠 き

6

H
尽
坦
劉

穴加工ありで曲げ
または角度をつける

7
平らな部分を規則正しく
おり込んだ形状 7

平行およびまな 埴 角な数個
のおもなる穴加工 7 内側平面 加工おrよび

または沈み部
7 歯 切 り

8
平らな部分を不規則に
おり込んだ形状 8

リング状面や リング状
みぞ の加 工 8 案 内 面 8 穴加工 とともに歯切 り

9 そ,の 他 9 そ の 他 9 そ の 他 9 そ の 他



】
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'

(e)7等 級 の 形 状 細 分 類 表

オ1け た 才2け た 矛3け た 矛4け た 矛5け た

部 品 等 級 主 要 形 状 おもなる穴加工回転面の加工 平 面 加 工 補助の穴加工 、塑性加工 、
歯 切 り

0

-

1

-

2

-

3

-

4

-

5

唱

硫

奔

漣

題

画

0 長 方 形 断 面 0 特 徴 な し 0 平面加工なし 0 以下 の特徴のない もの

・ 1 多 角 形 断 面 1
平 滑な一つの おもなる

穴 加 工
1 継ぎめ(溶 接継ぎめ) 1

⊃

"

§

聖

る

9
劃

穴加工の方向一つ

2

堰

画

策

挺

癬

薬

茶

任意の形状の断面 2
直径が一方向 にまたは
多様 に変化す る一つの
お・もなる穴加工

2 一 つの平 らな面 2 穴加工の方向二つ以上

3 形 状 部 品 3
形状要素を含んだ一つの
おもなる穴加工 3

直角お よびまたは
向 き合 って均等に
配置された面

3
☆

心

違
K

穴加工の方向一つ

4
軸にかたよりをもつ
形 状 部 品

4
平行な数個の
おもな穴加工

4 丸みをつけた外辺 4
穴加工の方向
二つ以上

5 そ の 他 5
互いに直角な数個の
おもなる穴加工

5 みぞおよびまたは切欠き 5
忌
§
摺
H
尽
劃
留

穴加工なしで曲げまた
は角度をつける

6

-

7

-

8

-

9

唱

最

奔

注

題

回

米

6

堰
自

棄

纏
頭

案

恥

長 方形 、多角形、

任 意形 の断面
6 懸
回

が

虻

H

一つのお もなる

穴 加 工
6

平らなまたは直角およびまた
は向き合って均等に配置した
平面と姫 よぴまたは切欠き

6
穴加工ありで曲げまた
は角度をつげる

長い部品
A/B>3

7 形 状 部 品 7

平行 およ殴 たは直角
な数個のお・もなる
穴 加 工

7 キ ー の 縁 7 歯 切 り

8
軸にかた よりを

もつ形状部品
8
リング状面 や リング状
みぞ の加工

8 機能的継ぎめ案内面 8 穴加工 とと もに歯切 り

9 そ の 他

吟

9' そ の 他 9 そ の 他 9 そ の 他

◎
、 司
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(f)8等 級 の 形 状 細 分 類 表

方1け た 才2け た オ3け た 才4け た 才5け た

部 品 等 級 主 要 形 状 畿㌶魏工 平 面 加 工 酷 惣 昴 ・塑性

0

『

1

-

2

-

3

-

4

-

5

喝

巌

冬

藻

懸

回

,

0

唱

近似的に直方体 0 特徴左し 0 平面加工なし 0 以下の特徴のない もの

1 角柱形部品 1
平滑な一つのお も
なる穴加工 1 継ぎめ 1

⊃

"
亀

s
却

⊃

"
H
尽
遡
劉,

穴加工の方向一 つ

2

罷

萎

泰

阜

起

卍

帽

へ

入

口
・"

組合わせた直方体 2

直径が一方向にまたは
多様に変化する一つの
おもなる穴加工

2
一つの平面

2 穴加工の方向二つ以上

3
取付面 とお もなる

穴加工を もつ部品
3
形状要 素を含んだ一 つの
おもなる穴加工 3 均等に配置された面(複 数) 3 亀

侭

遊

水

穴加工の方向一つ

4

5

取付面とおもなる穴加工を
もち割出し面のある部品

4
平行な数個のおもなる
穴 加 工

4
均等 に配置 され垂 直、 傾斜
お よび対向す る面

(複 数)

4
穴加工の方向
二つ以上
.

そ の 他 5
互いに直角な数個の
泊もなる穴加工 5 みぞ および切欠き 5

ゴ
"

§
粗H

尽
劃
靭

穴加工なしで曲げま
たは角度をつける

6

『

7

-

8

÷

9

唱

玲

奔

恥

堪

回

汰

6

7

唱

最

茶

禦

禦≦

碍
冥

空

摺

近似的なあるいは組合わ
された直方体

6
懸

回

春

一つのお もなる

穴 加 工
6

みぞ お よびまたは

切欠 きお よび4
6

・

穴加工ありで曲げまた
は角度をつける

任意の形状 7
苦

H

平行およびまたは直角
な数個のおも左る
穴 加 工

7 案内面(単 数) 7 歯 切 り

短 かい部 品
A/B≦aA/C<4

-.「

8 禦

§
嘉束

近似的な鍬 は組合わ
された直方体 8

リング状面や リング状
みぞの加工 8 数個の案内面 8 穴加工 とともに歯切 り

9 任意の形状 9 そ の 他 9 そ の 他 9 そ の 他
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才6け た 矛7け た オ8け た オ9け た

直径Dま たは辺長Aθ 材 料 素 材 形 状 精度(高 精度所要けた)

0 ≦50一 0 GG(ね ずみ鋳 鉄) 0 丸 棒 0 一

1 50を こえ100ま で 1
GGG(焼 きもどし鋳鉄)

GT(可 鍛鋳鉄)
1 引抜 き・皮む き ・丸 棒 1 2

2 100～200 2
42え㎞2以 下の鋼

(St鋼)
2 三角四 角六 角およびその他 2 3

3 200～350 3
4吻㎡ をこえる鋼
(Cお よびCk鋼)

3 管 3 4

4 350～500 4
鋼(2+3)

熱処理 した もの
4 アングル 、u、Tお よび類似の もの 4 5

5 500～750 5 合'金 鋼 5 厚 板 、 薄 板 5 2+3

6 750～1000 6
合 金 鋼
熱処理したもの

6 鋳造あるいは鍛造品 6 2+4

7 1000～1500 7 有 色 金 属 7 溶 接 材 7 2+5
,

8' 1500二3000 8 軽 金 属 8 精 密 成 形 品 8 3+4

9 >aoOO 9

4

その他の材料 9 前加工された部品 9 (2+3+4+5)

■ s 4



一
ミ

■ '
◆

q

㈲ こ の 分 類 方 式 の シ ス テ ム 構 成

1 2 3 4 5 6 7 8 9

部 品 の 種 類 おもな形状 回転面加工 平 面 加 工 補足的加工 補 助 コ ー ド

0

回

転

部

品

長 さ/径 ≦ α5

L

外 側 形 状

形状要素外側

/

内側の形状

/

＼平 面 加 工

≡
≡
≡

精

度

1 05〈 長さ/径 く3 ＼一

/ ＼
2 長さ/径 ≧3

/

3 異状形状を含む
長/径 ≦2

加工形糠 素

内側外側

＼

/
お もな形状 /
＼

一

最

大

直

径

又

は

最

大
辺

長

o

材

質

素

≡ 材

形

状

≡ ≡
≡

4
同 上
長/径>2

一 一 ≡
i≡i

補足的
穴あけ

歯 切 り

塑 性

加 工

一 一

s

5 特 殊
・

6

平

形

部

品

平 らな
A/B≦3A/C≧4

一 おもな形状

おもな穴あげ
/
平 面 加 工

/

7
長 い
A/B>3

＼
おもな形状

＼
一

一
8

短 い
A/B≦3A/C<4

お もな形状

シ

9 特 殊



ミ

◎。

1司 蘭1け たの分類表 {b}第2け たの分類表 (c}10の 部品に対す る第3お よび4け たの分類表

爾1け た 第2け た 爾1けrこ 第3け た

副 形 状(外部形状)

餌4け た

福 助 形 状1.2 3.4 5 6.7 8.9

0

-

1

-

2

-

3

-

4

雄

堤

回

薬

槌

玲

"

　
ψ

轟

苦

戦

迫

薫

,

0 平 滑

兜

鯵

郁

漢

旧

ピ

平 滑 平 滑 角 柱 状 平 滑

食

時

巽

恥

旨

臣

角 柱 状 平 滑

.

0 副 形 状 な し o

塔

漢

壁

味

補助 形状 な し

軸がまっすぐ,穴な
.しおよびまたは行き

止まり穴あり

1
、

一方向に直径増×
一方向に直径増

大 出入りの ある形状 短い,丸 み部あ り
短い.丸 み部あ

り

I

l ね じ あ り 1 』
心
e

£
e
提
制
限
註

§
る

苔

エキセン,だ

円,け た簡

軸が曲がっている,

穴なしおよびまたは
'

行き止まり穴あり

2 多方向に直径 増大
多方向に直径増

大

角度をつ`タた(ア ン

グル状の)形 状
ア ン グ ル 状 ア ン グ ル 状

1

2 歯 あ り 2 コ ッ タみ ぞ

軸がまっすぐ,貫通

穴あり
3

機能をもつ突切り部
およびまたは円すい

球状郎

機能をもつ突切

り部およびまた

は円すい球状部
弧状 に曲がった形

アングル状で張出し

あり

アングル状で張

出しあり
3
スプライン形およびまた

はポリゴン形状
3 輪 状 み ぞ

軸が曲がっている,

貫通穴あり
4 運 動 ね じ 部 運 動 ね じ 部

0お よびまたは1お

よびまたは2お よび
・

または3の 組合せ

回 転 部 あ り 回 転 部 あ り・

1

4
軸方向または正面に平面

部あり
4

らせん状のみ

ぞ

5

-

6

-

7

-

8

-

9

量
・

題

画

汰

板 状

磐

接

目

K

5

平滑およびまたは一

方向に直径増大およ

びまたは1の 組合せ

ズ

:

;竺

遼

橿

平滑およびまた
は一方向に直径
増×およびまた
は1の 組合せ

貫通穴と0の 組合せ

主要軸に沿っておよ

びまたは横切って穴

あけ,0.の 組合せ

二
ぷ

日
§
董塁

主要軸に沿って
およびまたは横
切って穴あけ,0
の組合せ

5 1と2の 組 合 せ 5

9

争

Φ

項

e

了'
o

落

選

糧

K

K
e

爵
繹

軸方向に一方

向の穴

主剖 出がまっすぐ,

穴なしまたは行き止

まり穴あり

6

多方向に直径増大お

よびまたは1お よび

または2の 組合せ

多方向に直径増
大およびまたは
1お よびまたは
2の 組合せ

貫通穴と1の 組合せ

主要軸に沿っておよ

びまr二は横切って穴

あけ.1の 組合せ

主要軸に沿って
およびまたは横切
って穴あけ,
1の組合せ

6 1と3の 組 合 せ 6

半径方向また

は数方向の穴
、 「

あけ

主要軸が曲がってい

る,穴 なしまたは行

き止まり穴あり

7

よびまたは一
よびまたは多

貫通穴と2の 組合せ

主要軸に沿っておよ

びまたは横切って穴

あけ,2の 組合せ

主要軸に沿って
およびまたは横
切って穴あけ,2の組合
せ

■

7 2と3の 組 合 せ 7
おもなる穴あけの

方向に歯切り
に直径増大およ
3お よびまたは4
の組合せ

平滑およびまたは
一万向およびまた
は多方向に直径増
大および3お よび
または4の 組合せ

主要軸がまっすぐ,

貫通穴あり
8

機能をもつ突切り部
およびまたは円すい

球状部

機能をもつ突切

り部およびまた
は円すい球状部

貫通穴と3の 組合せ

主要軸に沿っておよ

びまたは横切って穴

あけ,3の 組合せ

主裏袖に沿って
およびまたは横
って穴あけ,
留の組合せ

.

8 L2..3の 組 合 せ
.8

おもなる穴あけの

方向にスプライン

みぞ

主要軸が曲がってい

る,貫 通穴あり
9 ね じ 部 ね じ 部 貫通穴と4の組合せ

主要轍 ζ沿っておよ
・びまたは横切って穴

あけ,4の 組合せ

主要軸に沿って

窃繋縛
4の組合せ

9 1,2,3,4の 組 合 せ 9
補助の穴あけの方

向`ζねじあり

・

1

、
●

4

か

。

一

》o

泣

↓

血

目6

一
Φ
一
Φ
ぺ
O
－
往

内
㊨
心
.
川
、十

1
爵

齪

)

(
宅

・

Φ
『
「
一
〇
7

一叫

(
》
㊥

一
】
ソ
N

θ
測
避

θ

一
〉

o

叶

O
¶

一
↓
N
連

跳

S

瀕

還

.合
端

袖

ひ

】
・
〔

N

毛

o
】
輪
忠

臣

o
「
二

〇
ず

e



163チ ェコスロバキヤ工作機械部品の分類方式

け た 要 目 内 容

1

2

3

4

種

材

類(kind)
、

ク ラ ス(claSS)

グル ー プ(gr・up)

料(material)・

軸 、 歯 車、 板、 箱 、 な ど,

L

た て よ こ 比

テ ー パ 、キ ー な ど 付 き 物

熱 処 ・理・ 材.質 ・

■

、

e

}

■

■

一179一



164西 独工作機械メーカの分類方式

声
◎。
O

オ1け た 才2け た 矛3け た(XOに 対するもの)

0
.

0 真直ぐで長いもの 0 単 純 な 形

1

丸

形

円 筒 形

.

1
o

長手方向の片側に突起のあるもの 1 一方向に段がついているもの

2 貫 通 穴あり

.

2 長手方向に1回 曲が っているもの

.

2 二方向に段がついているもの

3 球状または リベプト形

.

3 長手方向に2回 以上曲がっているもの

■

3 フ ラン ジ、 こぶ つ きの もの

4 円 盤 状

.

4 片開きみぞまた長みぞつきのもの

5 丸形と角 形 組 合 せ形 状

`

5 穴のあ る もの

6
平

形

角

形

棒 状

.

6 穴 とね じの ある もの

7 正面に貫通穴あり

■

7 キ ーみ ぞ ま た は ロ ーレ ッ トの あ る もの

8 は こ 形

1

8 特別な出っぱりのあるもの

9 板 状

1

9

「

順 円形部品 歯 車 長 物 板

1

2

3

D

d

ノ

m

z

必

b

h

ノ

S

b

L

(これは矛3ケ タの後につける

全部で6ケ タ)

● ●
、



2
.見出 しの生起確率 が見 出 し空 間 で一様 な場合の番地 割 り付 け問題 の解 析

2.1序 言

●

●

大量の情報を取扱 うファイルではファイル中の レコー ドの格納される位置、または、鴫格納されている位置をファイ

ル中に迅速に探 し当てるととが必要であるoと の操作はb番 地割b付 けと呼ばれ、 ファイルの組み立てに際 して、 フ

ァイルの良さを決める重要 な要素 となるoこ こでファイルの良さとはb記 憶装置の利用率の良いことtrフ ァイル中の

レコードを探索する回数の少ないこと、および、 レコー ドの加除の容易 さ等を加味 したものをい う。

ここではi主 として、見出 しに ランダム化Key-to・ ・Address変 換 を施 して、 レコー ドを溢れ用バケットを持

つOpenMethodに 従 って記憶装置に格納する場合について、理論的解析が述べられ
bシ ミュレーションの結果

が示されているo解 析の結果b溢 れ用バケッ トを用意する(わenMethodは 見 出し空間 において 見出しの分布が粗な

時、記憶装置 の節約とい う点から有効な番地割 り付けシステムであることが判明 した。

●

2.2QpenMethodの 概要

ファイル中では、 レコー ドの一部分は、通常、レコー ドが検索要求 と一致するものかどうかを調べるために見出し

として用い られるoす べてのレコードは、相異'なる見出しを持ち、例えば、物品明細書中の物品番号とか、保険証書

の番号のようなものであり、時には、人 名、本 の題名であったりするoこ れらの見出しを直接格納番地にする方法は、

冗長が多す ぎるために、記憶装置の利用率の点か ら著 しく不利であるoこ の ような時、見 出しに多対三変換 を施 して、

その冗長を取 り除 き記憶装置の利用率 を、 レコー ドの探索時間を長 くせずに高める方法が ある。 しか し、多対一変換

の特性上、二つ以上のレコー ドが同一の格納場所を割り当てられることが生 じる。 この重複を防 ぐ事は不可能 のため、

種々の解決方法が提案 されて きた。その一つがいわゆる、OpenMethodと 呼 ばれ る番地割b付 けシステムである。

具体的な例 として次のような場合を考えるo記 憶装置をC個 のバケットと呼ばれる区分に分割する。それぞれのバケ

ットはa個 の記憶セルを有するo一 つのバケッ トに格納 し得るレtiー ドの数aを パケットサイズと称するoま たsC

個の バケットには一連の番号Aを つけ、バケット番号と呼ぶ ことにするoレ コー ドをいずれかのパケットに格納 しょ

(注)
うとする際には、見出しKに 変換Tiを 施 し、あるパケット番号Aを 得るoこ のレコードをバケッ ト番号Aな るバ

ケッ トに格納すればよい訳であるが、パケットサイズaが ある程度 より小さいと、パケッ トによっては、(a十1)

個 以上の レコードが格納されようとして溢れが生 じるoこ の溢れの処理法に よって、OpenMethodは 三 つのクラス

に大別 されるo

すなわち、

1、 基本的OpenMethod.

2、 変 形OpenMethod

(注)T:K→A,普 通Key-to-Addre .ss

－181-一,・



3、 溢 れ用 パ ケ ッ トを 持 つOpenMethod

等 で あ る0

1,2の 方法 は、 パ ケ ッ トサ イ ズが す べ て 等 し く、 一 つ のバ ケ ッ トで 溢 れ を生 じた と きに は、 格納 可 能 な最 も近 い

バケ ッ トに そ の 溢 れ レ コ ー ドを 格 納 したo本 章 で 解 析 され て い る3の 方 法 は 、 バ ケ ッ トサ イ ズ の 等 しいC個 の バ ケ ッ

トの他 に 、 一 つ の 溢 れ レ コ ー ドを収 容 す る溢 れ 用 バ ケ ッ トを持 つ もの で あ るoこ の 番 地 割 り付 け シ ス テ ムは 、Pete

rsonに よ って 、 記 憶 装 置 の 利 用 率 が 下 が り、 探 索 回数 が 増 え る とい う事 が、 理 論 的 解 析 無 しに シ ミュ レ ーシ ョ ンに

よって の み 主 張 され て い た。Petersonは 、 そ の シ ミュ レ ーシ ョ ンに 際 して 見 出 しの 拡 がbNに 対 して 、 常 にN個 の

記 憶場 所 を用 意 し、Nま で の 拡 が りを 持 つ 見 出 しと レ コ ー ドを、N個 以 下 の 記 憶 場 所 に収 め て しま う事 に つ い て は 何

ら触 れ て い な いo'

溢 れ 用 バ ケ ッ トを持 つOpenMethodに お け る レ コ ー ドの格 納 手 順 は、

(1)T=K→Aを 施 し、 バ ケ ッ トAに 末 使 用 の記 憶 セル が あれ ば 、 そ の レ コ ー ドを こ の バ ケ ッ ト.va格納 す る 。

② バ ケ ッ トAの す べ て の 記 憶 セ ルが 概 に 使 用 さ れ て い る と きには 、 この レ コ ー ドは 、 溢 れ 用 パ ケ ッ トに収 容 され るo

こ の模 様 は 図W-1に 示 さ れ る通 りで あ るo

9

θ

彩
∂

◆

図W-1溢 れ 用 バ ケ ッ ト

2.3溢 れ 用 バ ケ ッ トを持 つOpenMethodの 解 析 『

数 値 に 対 応 づ け られ た と こ ろ の見 出 しが1～N(注1)の 間 で、r個 ラ ン ダ ム に 分 布 して い る とす る。 す な わ ち、

1～Nま で のN個 の整 数 の い ず れ を と っ て も、 そ れが 見 出 しで あ る確 率Pは 、N,r共 に 充 分 大 きい時 に は、1～N

の間 で一 様 に等 し く互 い に 独 立 で あ る とす るoPは 、 この と き

P=工(2・1)
N

で与 え られ る。 この 見 出 しに 対 して、ラ ン ダ ム化Key-to-Address変 換(注2)を 施 して 、C個 の バ ス ケ ッ トの 内、一

一182一



禽

つ を指 定 す る こ と に す るoこ の場 合(2・1)式 で 一与 え られ る見 出 しの 存 在確 率Pが 、1～Nの 間 で近 似 的 に一 様 に

等 しい と考 え られ る か ら、1～Nの 間 を℃ 個 の 長 さ4か ら な る 区間 に 区 切 り、 一 つ の 区 間 に 対 して 、 バ ケ ッ トサ イ ズ

aの バ ケ ッ トを 用 意 す る と して解 析 を行 な っ て も不都 合 は生 じな い。

(注1)整 数

(注2)ラ ン ダ ム化Key-to-Address変 換 な らば 、 そ の種 類 は 問 題 で は な いo'

ここで ノ は,

NZ
==LC:パ ケ ッ トの 数(2・2)

C

とな る。 こ の 分 割 は、 図W-2に 示 され る。

ノ ノ
ー ー
トーーーーー一一 ーー一_____
一
α 一

一}
aa

図随一2バ ケットの分割
■

しか し、実際には、図V卜1に 示されるように、1番 目の区切 りに属する見出しが、必ず しも1番 目のバケッ トを

(注3)指定されるとは限 らない
。

長さノの一つの区間の中に、〉く個の見出しが存在す る確率は二頃分布で与え られる。すなわち、

,(。)==、(。 、Z,,).f戸(1..P)e-x(、.,)

X・

(0≦)く ≦ ⑫)

とな るo

故 に、 パ ケ ッ トサ イズaの バ ケ ッ トに 割 り当 て られ る で あ ろ うレ コ ー ドの数 の 期 待 値E(a)は 、

。(。)...aS'X。(。)+。 多,(。)(…).

X=1X=a

(注3)使 用 す るKey-to--Address変 換 に 依 る。
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■

ノ ノ ノ

とな る。 つ ぎに、 一 つ の バ ケ ッ トか らX個 の溢 れ を 生 ず る確 率Po(X)は 、 長 さ.91の 区 間 中 に(a十X)個 の レ

コー ドが 存 在 す る 確 率 に等 しい か ら、

ノ ノ
Po(X)=P(a十X) ノ

(1≦X≦ ノ ーa)(2・5)

で与 え られ、 従 って 一 つ の パ ケ ッ トが 溢 れ 出 る レ コ ー ドの 数 の期 待 値Eoは

ノ ー.a,!

Po=ΣXPo(X)

X=1

=Σ(
,t-a)P(t)

t=a十1

▼

1十

ノ

Σ

a=t
a－)t(Pt

1十

必

Σ

a=t

=

=E(」 多)-E(a)(2・6)

と して与 え られ る。 した が って 、 前 述 の よ うにN、r共 に 充 分 大 きい と きに は 、 そ れ ぞ れ の バ ケ ッ トか ら溢 れ 出 る レ

コ ー ドを 収 容 す る溢 れ用 バ ケ ッ トの ザ ィ ズの 一 つ の 目'安は 、 バ ケ ッ トの 総 数Cと 一 つ の バ ケ ッ トか ら溢 れ る レ コ ー ド

の数 の 期 待値Eoの 積 で 近 似 的 に与 え られ るo溢 れ 用 バ ケ ッ トの サ イ ズaoと す る と、

・・一
.・E・ 一 ・{・(Z)-E(・)}

(2・7)

とな るo

(2・7)式 で与 え られ るaoは 溢 れ の個 数 の 最 も確 か ら しい値 で ある が 、 こ の値aoに 従 っ て溢 れ 用 バ ケ ッ トの

サ イズ を 決 め る と、.あ る個 数 の レ コ ー ドが 再 び 溢 れ 用 バ ケ ッ トか ら溢 れ る可 能 性 が あ るoい ま溢 れ用 バ ケ ッ トにX個

の溢 れ レコ ー ドが 、C個 の バ ケ ッ トか ら割b・.当て られ て くる確 率 をQC(x)と す れ ば 、t

Q・(・)一(?)・ ・(・)1{1一 乞 ・・(・ザ

・・(・)一(?)・ ・(・)i{・-f二:・ ・(・)}C'1

も

+Φ ・・(・)・(1-1二1・ ・(・)}C'2

■

命
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Q・(・)一(?)・ ・(・)・{・ く 三1・ ・(・)IC-1

・(;)・ ・(1)・ ・(・){1く 乏1・ ・(・)}C-2

・(C3)・ ・(1)・{1く 三1・ ・(・)}C"3
〆

,

A、

一般 に、

Q・(・)一 』
、(曾)・ ・(1)・1P・(・)・2・ … ・・(・)nx陸1・ ・(・)]C"u

但 し、u=n1+n2+一 ・…+nx(2・8)

n1≧0,n2≧0,・ ・・…,nx≧0

この と き、Po(i)niはi個 の 溢 れ が 、ni個 の バ ケ ッ トか ら同 時 に 生 ず る確 率 で あ るo(2・8)式 を 用 い て、 溢

ノ

れ用 バ ケ ッ トを溢 れ る レ コ ー ドの数 の期 待 値Eo

,C(Z-a)

Eo=Σ(X=ao)QC(X)(2・9)

ao十1

で与えられるo

これ らの溢れ用バケットを溢れるE'o個 の溢れレコードを完全に救 うためには、い くつかの方法が考えられるが、い

ずれにして も記憶装置の利用率が低下するのは止むを得ない。

2.4レ コ已 ドの平均探索時間と記憶装置の利用率

前節で予備的考察を終ったので、本節ではレコー ドの平均探索時間 と記憶装置の利用率、および、この番地割り付

けシステムにおける最適なパケッ トサイズを決めるための評価函数について述べるo

記憶素子はすべてランダムアクセスを許すとする。 また、それぞれのバケッ トの中では、 レコードは順に直列に探

索されるものとするo
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平 探 索 回 数Tは 、 サ イ ズaの バ ケ ッ トに 存 在 す る レ コ ー ドの平 均探 索 回 数Taと 、 求 め る レ コ ー ドが バ ケ ッ トサ イ

ズaの パ ケ ッ トに 存 在 せ ず 、 この た め にa個 の レ コ ー ドに つ い て確 認 を終 っ た 後 、 溢 れ 用 バ ケ ッ トを探 索 す る 平 均値

Toと の和 と して得 られ るo一 つ の パ ケ ッ トで は 、 レ コ ー ド相 互 に 区 別 が な くつ め こ まれ て い る か ら、Taはb

ax十1

Ta=ΣP(X)

X=12

Key-to-Address変 換 の 結 果 、 一 つ の パ ケ ッ トを指 定 され、 この サ イ ズaの バ ケ ッ ト中 のa個 の レ コ ー ドにつ

いて 調 べ た が 求 め る レ コ ー ドが 存 在 せ ず 、 溢 れ 用 バ ケ ッ トを探 索 し なけ れ ば な らな い確 率 は 、 バ ケ ッ トの 数 が 充 分 多

い とす れ ば 、

ae-a

1一 ΣP(X)=ΣPo(X)

X=OX=1

と なる。ま た、溢 れ 用 バ ケ ッ トに レ コ ー ドがx個 人 って い る確 率 は、(2・8)に 従 し(QC(x)で あ る とす れ ば 、To

は

・・-
Xジ1三1ド1QC(X-・)・ ・(・)}

(X≧t)

故に、 平 均探 索 回 数Tは 、

T=・Ta十To

-

。…1X去1P(X)+x…11三:{a+三+1QC(X-・)・ ・(・)、}
　も ヨ|

(X≧t)(2・10) 、
で 与え られ る。1

(2・7)式 に 従 って 、 そ れ ぞ れ の パ ケ ッ トサ イ ズ を決 め た と き、 レ コ ー ドを格 納 す る た め に 必 要 な シ ステ ム全 体

の記憶容量Mは 、サ,ズ 。の,・ケ。・fl、C個と溢れ用.・ケ。,の サ,ズacと の矛。で一・、.,1.llil6。す 。わ ち、

M=a・c十a(2・11)
O

lな る・故に・記憶装置の利用率Pは ・レコードの総数 「=N'Pと 晒 比として得らn・

P-「(2・12)
a・C十ao

とな る。 こ の番 地 割 り付 け シ ス テ ム で の最 適 なバ ケ ッ トサ イズ を求 め る た め に、 平 均 探 索回 数Tと 記 憶 装 置 の 利 用 率
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●

●

pと の 比 を考 え る。 す な わ ち、

T
f・=-

P(2・13)

fの 最 小 の 点 附 近 に バ ケ ッ トサ イズ を設 定 す れ ば 、 平 均探 索 回 数 と記 憶装 置 の 利 用 率 との 兼 ね 合 い か らは 最 適 で あ

ると い え るoし か し、 こ の点 に バ ケ ッ トサ イ ズ を 設 定 しな け れ ば な らな い とい うの で は決 して な く、 平 均 探 索 回 数 が

少 し増 え て も可 と い うの で あ れ ば、 記 憶 装 置 の 利 用 率 を 更 に 上 げ て シ ス テ ム を働 か す 方 が 経 済 的 で あ る。

2.5数 値 計 算 とシ ミ∠ レ ー シ ョ ンの 結 果

前 節 ま で の解 析 に 基 づ い て、N,r,c,2,pを 変 え て、NEAC2206,FACOM230-10で 、 数 値

計算 、 お よび 、 モ ンテ カル ・ ・シ ミュ レ ーシ ョ ン を行 った。 なお 、 シ ミュ レ ーシ ョ ン に 際 して は 一 般 性 を失 わ な い よ

うに す る た め 、 特 定 の ラン ダ ム化Key-to-Address変 換 を 想定 せ ず、 単 に 見 出 しの 拡 が りを バ ゲ ッ トの 数C回

だけ た た み 込 む こ と に したoこ の よ うに して も使 用 す る ラ ン ダ ム化Key-¢o-Address変 換 が 完 全 な もの で あ る限

り、 見 出 しの 変 換 前 後 の生 起確 率pが 見 出 し空 間 の 場 所 に よ っ て変 る こ とは なhの で、 見 出 しの値 域 を単 にC重 に た

た み込 む だ け で 同一 の結 果 を 得 る こ とは 明 らか で あ るo数 値 計 算 お よ び シ ミュ レ ーシ ョ ンの 一 例 と して、 見 出 しの

拡 が りN=sOOOO,用 意 す るバ ケ ッ トの 数C=1000,レ コ ー ドの 存 在ee率p==0.2～0.8の 場 合 を図W-3

よb図W-6に 示 すoな お 各 図 中 の○ 印 、 点 線 そ れ ぞ れ 、(2・13)式 に よる最 適 点 、 シ ミュ レ ーシ ョ ンの 結 果 を示 すo

また、 図W-5中 に は溢 れ 用 バ ケ ッ トを 溢 れ る レ コ ー ドの 数 の 全 体 の レg－ ド総 数 に 対 す る比 を 百 分 率 で示 して あ るo

計 算 結 果 か ら判 断 され る よ うに、 溢 れ 用 バ ケ ッ トの 用 意 す るこ の方 法 は ・P=O・7まll－の フ ァ イル を 処 理 す る に極 め て

適切 とい え るoま た 、 溢 れ 用 バ ケ ッ トを溢 れ る レ コ ー ドの 数 も、10a≧aの 範 囲 で は 全体 の レ コ ー ドに 対 して1
0

%だ け 溢れ用バケットのサイズを大 きくして も、 この為の記憶装置の利用率の低下等は問題ないと言える。 レコー ド

が 見出 しの値域を80%近 くまでうずめているときには、本章で解折 した方法に限らず、一般にこの種のOpen

Methodは 、探索回数を増やすのみであり、不利であるoそ のようなときにはb見 出しをそのまま記憶番地にして格

納すればよく、探索回数は1回 であるo

なお、 パケッ トを探索するに当っては、直列探索を仮定 したが、.見出しの冗長が利用できるときには、 レコー ドに

順序付げを施 して平均探 索回数を更に少な くすることが、可能 である。

2.6結 言

本章では、当初2.2.3で 述 べた溢れ用バ ケッ トを持つOpenMethodの 解 析を目ざしたが、2.5の 計算

結果か らも判断されるようにOpenMethodの 一般への見通 しも与えてhるo使 用するKey-to-Address変

換としては ラ'ンダム化Key-to-Address変 換 でさえあればその種類は問題でなく、解析に際 して もそれ以上の

拘束は仮定 されていないo

従来、 この溢れ用パケットを持つOpenMethodを 大型のファイルに適用する場合 記憶装置の利用率を上げ

ようとすれば、溢れ用パケッ トのサイズが大きくなり、その
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よう とす れ ば 、 溢 れ 用 バ ケ ツ'トの サ イズ が 太 き ぐ な り、 そ の 結 果 探 索 回 数 が 増 加 す る ので 有 効 とは 言 え な い と され て

きたo実 際 、 溢 れ 用 バ ケ ッ トを 溢 れ る レ コ ー ドに 対 す る 処 理 も必 要 に な っ て くるoし か し、 数 値 計 算 、 お よび シ ミュ

レー シ ョ ン の結 果 に よれ ば 、 この 溢 れ は、 見 出 しの拡 が りが 、104,5>(104の と き、 そ れ ぞ れ 、0。2%、1%

を超えない ことが確認 されている。2.2で 紹介されている1、2の 方法 は、ファイルサイズに無関係に探索回数

が決 る とさ れ て い る が 、 こ の 為 に は充 分 な数 のバ ケ ッ トを用 意 す る こ とが 仮 定 され て い る。 つ ま り、 充 分 な数 の バ ケ

ッ トに レコ ・・ ドを一 様 に 割 り当 て る 事 の で きるKey-to-Address変 換 の 存 在 が 要 請 さ れ て い るoし か し、 この

よ うな ラン ダ ・化K・y-・ ・-Add・ess変 換 旦 出 す の は 困 難 で あ り・ バ ケ ・ トの 数 を少 な く し ・ う とす れ ば 必 然

的に探索回数が増加するので、 ファイルサイズにまった く無関係に探索回数が決るとは結論できないであろう。

ここで得た結果は概略次の通 りである。

見出しの生起確率が見出 し空間で一－tWな場合、またはランダム化Key-to-Address変 換が使用で きるときに

は ファイルを分割 して番地割 り付けを行 なう00penMethodの 解析がs差 分方程式によらず、簡潔に行なえ

ることを示 し、 この解析をOpenMethodの 一変型である溢れ用バケッ トを有するそれについて応用 した。従来、

シミュレーションによってのみ求め られていたい くつかの式を数値計算 し、 あわせて、シ ミュシーションの値 も求 め

,

られているo

、の結果、た と溢 れ用バケ,・ を用いて も、言己鞍 置の棚 率提 大限 ・%弱(見 出 しの拡がりが5×1・ 』

合)下 げるだけで、損失 レコー ドが生 じないことが判明 し、平均探索回数について も問題のない事が判明したoし た

がって、 プログラミングの点を考えると、この方式は決 して不利 でないと言えるo

補 遺(2.8)式 のniの 決 定 に つ い て

(2.8)式 の 計 算 に際 して は、niを 書 き出 して お く必 要 が あ り、 次 の よ うな手 順 で 求 め られ るoい ま、Fuを 以

下 の よ うなu-tupleの 集 合 とす る。 す な わ ち、

・・=・{(・ … … … ・t・ ・・ …)1

但 しbu・=Nu+・ ・ … 十n2,十n1で 、 ま売 便 宜 上 、nu≧ ・ … ≧n2≧p1≧0と す る。

Fuを す べ て書 き 出す と、

■

■

u個
－

Fu=

・

0

0

1

0

1－

U

U

(

(

(u-2,2,0,

(u-2,1,1,。

(1,1,i',一

…,0)

…,0)

・ ・,0)

・ ・,0)

…,1)
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とな る 。Fu+1の 要 素 をFuか ら作 り上 げ るた め に は ・ まず ・ 次 の よ うな(u+1)-tupleを 作 る。

(u+1)個

一(
u,0,0,・ ・ …0,0)

(u-1,1,0,・ ・ …0,0)

(u-2,2,0,・ ・ …0,0)

■

頃 ・

(1,1,1,・ ・ ・ …1,0)

こ の 内、 任 意 の 一 つ を(Nu,Nu_1・ …n2

要素 は 次 の よ うに して 求 め られ るoす な わ ち、

(Nu+1,Nu-1・ …,n2,・DO)

(Nu,Nu_1,,n2、nlO)

n 0)と する)こ の(u+1)-tup'1eか ら作 られ るFu+1の

●

●

(Nu,Nu_1,…,・nf十1,n1,0)・

(Nu,,,Nu_1,…,n2nl十1,0)

(Nu,,Nu_1,…,n2,nl,0)

を まず 作bあ げ、 次 の 手 順 に 移 る。 この と きni・=nj-1==ni-2・=・ … とな るni+1,ni+2,t… に は1を 加

え ないo何 故 な らば 、 以 下 のtupleは 、 数 字 の 順 序 が 異 な る だ け で あ り、 そ の 内 容 は全 くで あ るoつ ま り、 同 一 の

数字 が い くつ か続 くと きに は 、 最 初 の 数 字 に1を 加 え るだ け で よいo

こ の よ うに して1を 加 え て 作 った 新 しい(u+1)-tupleを 以 前 に 作 られ て い る他 の(u十1)-tupleと

比 較 して 、 重 複 す る もの が あ れ ば そ れ を 無 視 して一 つ に ま と め上 げ れ ば よい0

3連 想 情 報 検 索 シ ス テ ム の 構 成

3,1序 言

情報検索システムが広 く用い られるようになり、ある機能に関 しては・完全に人間にとつて代わるようにな った・しか

L情 報検索システムを運用 してい く際、一つの重大な問題が生 じてきたoそ れは、一つの情報をシステムに求めた

時 求める情報が集中している場合はともか く、分散 している時には、必要な情報の一部を落 したまま応答が与え ら

れる事が在 ることである。情報の読み落 しが起 らない よう、 またシステム内の情報を更に有効に利用するために提案

されたのが連想情鞭 索システムである。 この連想情報鯨 システムの応答については・呼出 し率は著 しく上昇 し・

その反面、適合率の低下等は当然予想されるoし かし、最終的には人間がその応答に より判断を下す訳であb,、 人 間

の介在を必ず渡 とするのであるか ら、 この人間の介在を腰 悪であるとの前提に立 てば・満 率の低下躍 音聾の

上昇等は余 り問題にならないとい える。

情報検索システムに、"連 想"な る機能を導入するアプローチとして次の二つが考えられる。すなわち、

-193一



(1)形 式言語を定義 し、 この言語の上で連想を定義する。

(2)確 率行列を通 じて連想を定義するo
■

入間の連想作用は非常に複雑であb、 可測量で事象間の連想を決定論的に表わす ことは困難である。故に、(1)の

立場は、応用されるとしてもその場は非常に狭い と考えられるoし かし、入間の連想作用の基本パターンを調べる

ことに より、 このパターンを多少変形 し、制限を加えて、連想の量的尺度として統計量を用いることにすれば、計

算機に連想機能を持たせることも可能であるoこ のよ うな観点に立って、 この問題について論 じたのは、Baker,

Winterの 両氏であb、 筆者の立場 も同 じであるo

本章 では、文献情報を対象とした連想情報検索システムを例 として、その検索要求について考察を加えて、検索要

求と検索手順の間の対応を定 めた。 また外部から内部のパラメーターを変えることにより、情報間の連想を変えて、

不必要 な連想を防 ぐ事にも考察を加えた。

3.2連 想 とその包含関係

人間が実体、事象(Entity)の 間 に連想が あると判断する時、そ こには何かある要素が存在する。その要素は

実体の持つ属性(Property)と 考 えられるo

今 、実体 とE,属 性 をP,属 性 の値をPで 表わすと、二つの実体Ei,Ejが 連想を持つとい う事は、次のように示

されるo

PiR"Pj-一 」EiREj(3・1)

また、属性間の連想はb属 性の値の間の連想によって誘導 されるoす なわち、

PiR"pj-一 －PiR'Pj(3・2)

但 し、R,R',Rtlは11連 想がある"と い う関係を示すo

このように、実体間の連想は、属性の値の間の連想に置き換え られる。 もちろん、 この置き換えは一対一ではな く、

それぞれの連想関係の間には、次の包含関係が成立 している。

R≧R'≧R"(3・3)

3.3文 献の集合

(注)

文献の集合を◎ で表わす。(giは、directpathで 連結(1ink)さ れ る文献に よって構成されるい くつか

On分 給6;。b'・ 附 け られる。また、@9。bは 、⑭ なる蜘 とも、 ・・,ec・p・ ・hで 端 され ない

文献の集合である。 したが って、Gは 次の ように表わされる。

6=.G9。buel。bU._Uog。b(・ ・4)

但しil

l。b-f・ ・1・ …D・ い ・t・・、…ec・p・ ・hで 一 ・・い・関係で…

定義より、

(gsl.bae,;・ 一 φ(、 ≒ 、)(,.,)

であ るo

Gl。bと61。bの 各 ・ の文 献 のPemecは 、 ・ ・,ec・p。 ・hは 存 在 しな い。 しか し、.11連 想 〃 な る 齢 樽 入 す
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(注)る
こ と に よ って 、 そ の 間 にlatentpathを 生 じて 文 献 を連 結 す る こと が で きる 。

(注)3.5で 定 義 され る0

3.4"連 想"関 係 導 入 の数 学 的 準 備

dOCument(本 節 で は 、 文 献 とい う語 に 代 っ て 用 ら る)の 集 合 が与 え られ る と、 これ に 属 す る 一 つ 一 つ の

documentを 一 意 的 に 表 わ す こ との で きる 高 発 生 頻 度 を 持 つ 語 、 ま た は、 語 句Wd、W2、 ・…Wnの 集 合 を 抽 出

す る こ とが で きる と仮 定 す る。 この よ うな 語 ま た は 、 語 句 の こ と をindextermと 呼 ぶo

m個 のdocumentとn個 のindextermが 与 え られ る と、 図W-7に 示 され るSalton,G氏 の 提 案

に な るterm-documentincidencematrixCを 作 る こ とが で きる○

`

i

この 行 列 ¢ の 要 素Cは 、documentDjが 、termWiを 含 む 確 率 を示 すo

j

DOCument

index

term
DlD2・ ・ …Dj-…Dm

Wl

/＼

・{・;・:・ ・C;・ ・ …;

W2 ・i・;・ …i・ ・ …:

・

・

・

● ● ● ■ ピ …C
Wi CIC

2

Cj ●'m

・

・ ・

.
「

・

・

・ .

Wn

.clC》'… ・cl…C;/

一 ¢

図W-7term-documentincidencematrix

行 列 ¢ の 列 べ ク トル の 間 の 角 度 に よ っ てdocument-documentmatrixlP力 作 ら れ るo

酬 噸 素・已

　
、工lclcl

・;

E(cけ(3)
j=1
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であるo(3・6)式 より明らかに、

・‥-R;(…)'

が 成立 す るか ら、 この 行 列Bは 、 対 称 行 列 で あ る。

次 に 、indextermの 二 つ のdocumentDi、Dje(teけ る 同 時 発 生 を 示 す 行 列Bを 求 め る。図W-8の 行

列の要素・1,は …dex…mW・ がD…jに ⊇ 現われる嚥 を示 し・その値は・

・1,一 一 ・!・cl(・ ・8)

であるo

Documentpairs

＼

/

m

μ

m,,

D1畑 m

1

11『k匹n卜
,

B
・

…

B

…

B

D
.

」

1

り

k

り

n

日

B
・

・

:

B

…

B

D3D

'

1

13

k

13

n
13

1

B
・

…

B
・

…

B

D2D1

1

12

k

12

卍

B

・

・

.
・

B

…

B

D

/

＼

x

mer頑e

-

K

n

W

…
W

…
W

.
-

t

－B

`

図W-8term-documentincidencematrix

この 他 、 検 索要 求(質 問)に よっ て、document間 の連 結 を適 当 に変 え て 、 最 も よ く検 索 質 問 に 答 え るた め、

図W-9に 示 され るn次 対 角 行 列 《 を 作 るo行 列Aは 、 重 み行 列(Weightedmatrix)と 呼 ぶ こ とに す る。 そ

の 要 素aiは 、indextermWiが 質 問 中 で 占 め る貢 献 度 を 示 すo(注)

`

a1

0

a2

a

0

an

=A・

図V.-9Weightedmatrix

－

(

(注)質 問 中でのlinkの 指定等に よb変 る変数

3.5文 献 間の連想の状態

連想情報検索システムにおけ る文献間の連想の状態は、2.4で 規定された各行列 より次のように定め られているo

行 列Rの 要素の うち、ある徹 、(1≧k、 ≧ ・)よb大 きい値を持つ要素を ・に・他の要素を0と ぷ ことに よ

って行列Rを 作る。R'は 、m次 対称行列である。
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DOCument

Document D・ ・ … ・Dj・ … ・Dm

b、
.

1'R

1
.

1/R

j

1/R

m

・ ・ ・ ・

. ・ ・ ・

・

Di

'i'

Rl

。i'

Rj'

'・'

貼
・

・ ・

・ .

.

◆ 守

■ ●

・

Dm 亘 理'.... .鵡1_.. .認1

■

図Va-10Booleandocument-documeptsimilaritymatrix

R'の 要 素 ・{'が1で あ ・ と き、 文献 ・ ・ と ・jと の 間 に は 、 …ec・p・ ・hが 存在 す る と定 義 す ・。d・ ・ec・

…h・Va・ ・ て灘 さ れ る 嫌 の齢 をca・ ・g・ ・yと 名 織 る・ このca・ ・g・tt・yは 、 ・・3ぬ け るel
。bそ の

もの で あ る。各CiaLtegoryは 、 そ れ に含 ま れ る 文 献 の 著 者 名 の リス トを持 って い る とす るo普 通 、 一 人 の 著 者 の

文 献 は、 同 じcategoryに 入 る と予 想 され る し、 も し、 い くつ か のcategoryに また が って い る と して も、 せ い

ぜ い2～3個 に す ぎな い と考 え られ る。k

行 列IBに よ っ て、 文 献 間 に1atentpathの 存 在 が 示 さ れ る。 す な わ ち、 行 列Bの 要 素Bilが 、 あ る値K2

(1≧K2≧0)よ り大 きい 値 を持 つ と き、DiとDjの 間 に は 、indextermWkを 通 じるlatentpath

が存 在 す る と い うo

di,ec・p・ ・hと1・ ・…p・ ・hp模 様 は ・ 図V-11Va示 さ れ る・

鴇

場

ふ

D】

＼輌
＼㎏

け

Dえ

、 、__'1

Ch・d9・Yi

'、

//1
＼/
＼ π ノ/"N-一 ー ー 一 　 一 一 一 一 ー ー 一 －i-一 ー 一 　 Dノ

唾 一 イ 一 一 一 一 一一

{

1

、

＼

.≠ 一_一 一堕_...一 一心 一ーーーー一

/ノ 』 ＼＼
、

.
!
＼
〉
＼

/

、

ノ

ノ
ノ
ノ

/

Dノ ー ≠ 一 一 ー

ン1

藤 棚 ノ

図V[.-11文 献 間 の 連 想 状 態
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3、6連 想 情報検索システムに対 して行なわれる質問

本節では連想情報検索システムに対 して、行われる検索質問の基本的なものについて考察を行 う。質問は、いずれ

もunitermindexingの 場 合について考察されているが、 より複雑なシステムへ組み入れ る場合でも別に支障

をきたす事はないo

文 献は、題名、著者名、抄録(indextermsと それ に附随する値)か ら構成されているものとし、それぞれを

文献の要素 と呼ぶことにする。また、文献の内容は、indextermsのorderdn-tuple(w1,w2・ ・・…

wn)で 表 わされるとする。但 しiwiはWiの 値であるo

E記 の要素の間には、次のような関係があるとするoす なわち、

(1)題 名、または、内容がわかれば、著者名、題名がそれぞれ求められるo

(m著 者名がわかれば、その著者の書いた文献の属するcategoryが 求め られるo

⑩indextermが 与 えられると、同時にそのf直が与えられるものとするo

連 想を考慮に入れたとき、質問は、次のような基本的な三つの型に分類することができるo

(1)要 素Aを 与えて、要素Aと ある連想 を持つ要素Bを 求める。

(2)要 素A,Bを 与 えて、その間に二つの連想があるかどうかを判断する。

(3)要 素A,Bを 与えて、その間の種類を求める。

上述の考察に基づ き、連想情報検索ンステムに対す る質問を分類し,そ の内容について書 き出 してみるoま た質問

中では、必ず連想機能が要求 されているとし、 この連想を否定する演算等については書 き出さないことにする。

仁1型 題名を与えて、 これとある連想を持つ文献の題名、従って同時にその著者名、抄録を要求する。

QueryReply

{・ ・ ¢,・ 拮,・ ・}一{・jlDj咤DUDj・iDUD・R・D}・(…)

6

但 し、Ra連 想 、VaUeし て 、 ・ 、,ec,p。 、hで 齢 され てい るとい う関 係

i
R1連 想 に関 して、latentpathで 連結されるとい う関係

Ra著 者名による連想があるとい う関係を表わすo

この質問の機能は、 次の通bで ある。文献集合 中の一要 素Dを 与えて、Dと 規定の連想を持つ点Djを 求めてい

るo

I-2型 著者名を与えて、著作の題名、従 ってこれに附随する抄録等を要求する。

Oue・y『R・ply

{Gl。dlau・h。,一 。 ・
,・i,・ ・}一{・ ・1・ ・ψU

・jR・D'UDjR・D,・G;。b}(・ …)
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.の 質問の機齢 次の勤 であ。。嫌 集合中の部繰 合Gl。blt,XZ名 リス,を 通 じて一1、k-,dl.p

中 の 一 要 素D(著 者 名 に よっ て 、連 結 され て い る)と 、 規 定 の連 想 を持 つ 、他 の 点 、Djを 求 め て い る。

1-3型Indexterm(注)を 与 え て、 題 名 、 著 者 名 、 抄 録 等 を、 要 求 す るo

QueryReply

{(W1、W2… 一 ・∨Wi、 … 一 ・・Wn}→

{・jl・j・;DUDj・iDUDj・ ・D,D◎{} (3・11)

●

●

⑱

噛

但 し6{は 、 ・・dex…mW・ に ・る 、1・!en・p・ ・hで 端 され る嫌 ・ り構 成 され ・部 繰 合・

・の 鯛 の機 は 、 ・・d・x…mW・1・ ・よ・ て1・ ・…p・ ・hで 端 され ・Gの 部 繰 合CSI中 の 一 麟

Dと 規 定された連想を持つ、他の要素Djを 求 めるものである。

五型 二つの著作の題名を与えて、その間の連想関係を求めるo

QueryReply

{Di,Dje(15}一{RID・ ・RDj}

こ の質 問 は 、 中 の二 つ の要 素Di、Djを 与 え て、Di

indextermを 求 め る。

皿型 二つ の 文献 の題 名 、 従 っ て、 内 容 、 著者 名 、index

存 在 す る か ど うか を 求 めて い るo

QueryReply

{Rl…j}一 ぱ ㌔ ㌻

(3・12)

、Djを 結 ぶpathの 種 類 と、 このpathの 源 と な

termと 、 あ る連 想 関係 を 与 え て 、 そ の連 想 関 係 が 、

(3・13)

この質問の機能は、次の通bで あるoG中 の二要素Di、Djを 与えて、その間のpathを 仮定 し、pathR

が実際 に存在するかどうかを、調べるわけであるo

連 想を考慮に入れた質問は、上記1～ 皿型の質問、または、それらの質問の組み合わせ として表わす ことがで きるo

連想が不必要であるときには、その旨を示す演算子等を質問中で使用するようにすれば、不当に適合率が下がること

もないであろう0

3.7質 問 より検索アルゴリズムの作成

検索質問が与え られると、その検索質問のタイプが決まb、4.4で 定義 された行列、A、B、 ¢、B、Rノ の うち、

用いるべ き行列が定まる。

本節では、前節で述べた質問が与え られた場合の検索アル'ゴリズムについて述べる。

1-1型 質 問の処理アルゴリズム

(1)行 列R,を 用 いて、Dとdirectpathを 持 つ文献Djを 求める。
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ω 行 列 ¢ の与 え られ た題 名(ま た は 、indextcrnのn-tuple)に 相 当 す る 列 べ ク トル の 要 素 を 対 角

要に 持 つ 行 列 、 を求 め るo

⑩ 行 列A、Bの 積 を作 るo

働 得 られ桁 列1・Cより一 。、,。,p。,hで 端 された、文献の集合6{を 求 める。

(・)@{に 誤 れる嫌Djを 抽 出する。

㈲.与 え らわ た 著 者 名 を、 著 者 名 リス トに持 つcategoryを 求 め る

⑭ 至 のCategoryに 含 ま れ る 文 献Djを 抽 出 す るo

I-2型 の質 問 の 処 理 ア ル ゴ リズ ム

(1)与 え られ た 著 者 名 を、 著 者 名 リス トに持 つ、categoryを 求 め るo

① そ のCategoryに 含 まれ る 文 献D,sを 求 め るo

ω 求 め た文 献Dtsに 対 して 、1-1研 の 質 問 処 理 アル ゴ リ5;ム の 内(1)～(∨ を実 行 す る。

1-3型 の質 問 処 理 ア ル ゴ リズ ム

(1)与 え られ たindextermの 値 を、 要 素 と して持 つ行 列Aを 作 る。

働 行 列 浪 田の積 を作 る。

⑩ 得 ・れた行列に ・,て 、与えられた ・・dexp・ ・hで 連結・れ・文献・kaOfl・ 求め・・

⑩GlvaaA2Tる 文献敵 対 して,・ 一 ・型の質問麺 ・・レゴ リズ・の内、(1>・・"(v)を実行する・

五型の質問処理アルゴリズム
ノ

(・)行 列R'唾 棄 瑠 調 べ・・

ピ1.1。6、 。,。 、,。;,。jで ある。,

ω 行列Bの 、・ ・,… 相当す・列を調べ ・1、 ≦ ・・ な ・ ば ・・・・…G5で あ・・

⑩Diの 属するcategoryと 、Djの 属するCategoryを 求 める。

輌、それぞれの、Categoryの 持 つ著者名 リス トを調べるo

働 同 じ著者名が あれば、Di,Rd,Dlで ある。

皿型の質問処理アルゴリズム

(1)五 型の質問処理 アル ゴリズムを実行する。,

C[DDiとDjの 間の連想関係R'を 求 めるo

価 与えられた関係Rが 、Rノ に含まれてしま うならばTrue、 そ の他の場合はFalse

以上 で各型の質問処理のアルゴリズムの書 き出 しは終ったが、検索指令はそのアルゴリズムを忠実に実行すればよい

ので改めて述べないo質 問の内、.皿型の質問は行放 れる事は少ないのでこの処理は省略 しても差支えない と考えられ

ふ

3.8結 言

本章では、連想情報検索システムに対 して行蹴 れる質問について考察を行愁へ検索要求に応ずるための手順につい

て述べたo
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この種の情報検索システムは、呼出し率の著 しい上昇、適合率の低下、雑音率、混入率の悪化等の共通の特徴を持

つが、最終結果 を、人間がシステムの応答を編集 して後、得ることにすれば有効であろ うと思われる。

本章で述べた連想情報検索システムでは、同一の質問に対 しても、Kl,K2,ai's,の 値 を適当に選ぶことが許され

ているか ら、検索要求によって抽出で きる文献の数や、手数を適当に変えることができる。 これは、実際にシステム

を組み上げた後 同種類かの代表的検索パターンについて予め調べておけば、具合が よいであろうと考え られるo

また、このようなシステムは、複雑に過 ぎるとの批判 もあるが、 とにか く見落 しがあっては困る場合には特に有効

であるo

■

●

■

●
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4.研 究者情報に関する専攻科目分類

分類段階は、大分類、 中分類 、小 分類、細分類 にわけたが、'電気工学、土木建築工学 にっ いて は、 レベル調整.

の関係上、4分 類のほ かに補助分類 の項目を設 けた。

なお、分類表 の作成にあた っては、科学技術 分献速報分類表(日 本科学技術情報セ ンター作成)の 分類基準 に

準拠 した。

大 分 類1化 学 ・化'学 工 業

中 分 類01化 学 一 般
小 分 類 細 分 類

04 触媒の性質

小 分 類 細 分 類 05 助触媒

01 化学一般 01 化学に関する総説、展望、 06 抑制剤

学会報告など 07 触媒毒

02 化学教育に関する問題

04 電気化学 01 搬

02 実験操作と装置 01 一般 的問題 02 電離

02 化学実験室 03 水素イオン護度

03 実験装置器具とその操作 04 電解質溶液の電気伝導度

04 重量、体積の測定 とその 05 起電力、半電池の電位

装置 06 電解質溶液論

05 加熱、冷却とその装置 07 電気分解

06 液体に関する操作 と装置 08 誕
0ア 気体に関する操作 と装置 09 躯
08 電気化学、物理化学的操 10 電気化学反応

作と装置
ぺ

09 化学反応操作と装置 C5 光化学 01 けい、 りん光スペ ク トル

02 け い、 りん光の エネルギ

輪
中 分 類02物 理 化 学

03 光エネルギー収支
1

小 分 類 細 分 類 04 光化学反応

01 輸送現象 0↑ 物理化学一般 05 感光理論

02 輸送一般

05 粘弾性 06 放射線化学 01 放射線化学

04

・

粘性 02 原子核反応

05 撒

06 熱伝導 07 界面化学 ・コに 01 コロイ ド化学

イド化学 02 界面化学

02 化学熱力学 01 温度および熱測定

02 化学熱力学 08 原子論 01 質量分析器

05 統計熱力学
02 原子論

04 相平衡 03 化学量論

04 原子量

03 反応論 01 反応の動力学及び機構 05 分子量

02 反応の平衡 06 原子容

05 触媒反応の動力学お よび 07 分子容

機構
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 ・ 細 分 類

,

09

10

11

12

←

錯化合物の理論

量子化学

物質の性質と化

学構造

結晶化学

'

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

01

02

05

04

05

06

07

q8

09

10

11

12

13

14

01

02

03

04

05

06

07

08

01

一般

光学的性質

熱的性質

電気的性質

磁気的性質

量子化学
●

化生的性質

分子式

立体化学

錯化合物の生成

安定度定数

錯化合物の結晶構造

電子親和力

イオン化ポテンシャル

遊離ラジカル

原子価

分子式、異性体

分子模型

量子化学の理論

各種分子での理論的計算

量子化学の実験的研究

水素結合

飴

分子間相互作用の実験的

確

イオン結合

金属結合

気体論

法体論

固体論

光学的性質

熱的性質、熱膨張

電気的性質

磁気的性質

機械的性質

一般

02

03

04

05

06

同形

多形

格子の不規則

成長、崩壊

結晶構造

、9

中 分 類03分 析 化 学

小 分 類 細 分 類

01

02

05

04

05

分析化学一般

分離、定性 、重

量分析

容量分析

電気分析

ガス分析

01

02

01

02

03

04

05

06

0寸

02

05

04

05

06

01

02

05

04

05

01

02

03

04

－r般問題 と総説、展望

分析試薬

分離法

無機定性分析

重量分析

点滴 分析

乾式分析凄

烈分析

容量分析一般

中元暗 定

酸化還 元滴定

沈澱 滴定

コンプレク ソン滴定

その他の滴定法

電気分析法一般

起電 力、誘電率な どの電

気的 現象を利用す る分析

電 気分析を利用す る分析

ボー ラログ ラフイー

電気的滴定 法

ガス分析一般

ガス分析装置

ガス成分の分析

固体 または液体を分解又

は蒸発 して行な うガス分析
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

7

05 生物学的反応による分析

05 その他の ガス分析

06 水の分析 お よび 01 水の純度測定
中 分 類04無 機 化 学

綻 02 水の硬度
■

05 水中溶解 ガスの分析
小 分 類 細 分 類

.ノ 04 水中無機成分の分析 01
ぺ

無機化学一般 01 搬

05 水中有機成分の分析 02 物理学

05 理論化学、化学操作、分

07 光学的分析法 01 光学的分析法一般 析化学

02 炎色反応、呈色反応 04 原子力応用

03 分光分析 05 組成性質および製造

04 比色分析、光電比色法、 06 その他

比濁分析

05 屈折計分析 、干渉計分析、 02 非金属元素とそ 01 噸

偏光計分析 の化合物 02 水素

06 その他の光学的分析法 05 ハ ロゲ ン

04 窒素族元素

08 原子物理的分析 01 質量分析、陽極線分析 05 酸素族元素
'

法 02 放射能を利用した分析法 06 ほ う素

07 炭酸族元素

09 ク ロ マ トグ ラ フ 01 ク ロマ トグ ラフ ィー一般 08 不活性元素など

イー 02 カ ラ ムク ロ マ トグ ラフィ

一 05 金属元素 とその 01 噸

03 ベ ー パ ー ク ロマ トグ ラフ 化合物 02 合金

イー 05 第一族金属元素

04 液一波分配 クロマ トグラ 04 第二族金属元素

フ ィー 05 第三族金属元素

05 ガス ク ロ マ トグ ラ フ ィー 06 第四族金属元素

06 イオ ンr交換 クロ マ トグ ラ 07 第五族金属元素

フ ィー 08 第六族金属元素

07 反 応 クロ マ トグ ラフ ィー 09 第七族金属元素

08 電気泳動、イオン泳動 、 10 第八族金属元素

エ レ ク トロ クロ マ トグ ラ 11 放射性元素

フ ィー 12 その他

09 その他の物理的分析法

10 無機物質お よび 01 無機物質分析

有機物質の分析 02 有機物質分析
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小 分 類 細 分 類
中 分 類05有 機 化 学

誘導体

小 分 類 細 分 類
05 鎖式不飽和一窒素誘導体

01 有機化学一般、 01 一般、命 名法 モ ノニ トリル

理論 02 反応速度 、反応機構一般 04 鎖式不飽和モ ノ0-X(X≒

05 電子論 、結合 P,As,Sb,BiB,Si又 は(』)

04 立体化学 、旋光性 直結化合物

05 光化学 、放射線 化学 05 鎖式不飽 モノC－ 金属直

06 同位元素標識化合物 結化合物

07 有機型の無機誘導体 06 鎖式不飽和 モノアル コー

08 その他 ノレ

07 鎖式不飽和 モノエーテル

02 有機化学反応別 01 一般 08 鎖式不飽和モノカルボニ

02 置換反応 、分離反応 ル化合物

03 付加反応 、脱離反応 09 鎖式不飽和 モノカルボン

04 転位反応 酸

05 裂化反応、開堤反応

06 有機金属反応 05 鎖式多置換化合 01 0族 以外の元素がCと 直

07 接触反応 物 結した鎖式多置換化合物

08 その他 02 鎖式多価 アル コール

03 O族 以外 の元素がCと 直

05 鎖式化合物一般、 01 鎖式飽和炭化水素 結 した鎖式 アルコール

鎖式一置換飽和 02 .鎖 式飽 和 モノ ハ ・ゲ ン 04 鎖式多価 カルボニ ル化

化合物 05 鎖式飽和一窒素誘導体、 鋤

モノ ニ トリル 05 0族 以外の元素がCと 直

04 鎖式飽和 モノC-X(X一 結 した鎖式 カルボニル化

Pムs,鍋,Bl,B,Si又 はGの 物

直結化合物 06 糖以外の鎖式 オキシ カル

05 鎖式飽和 モノC－ 金属直 ボニル化合物

結化合物 07 炭水化物

06 鎖式飽和 モノアル コール 08 0族 以外の元素がCと 直

07 鎖式飽和 モノエーテル、 結 した鎖式 オキシカルボ

チ オエ ー テル 、 スル ホ キ ニル化合物

シ ド、 ス ルホ ンな ど 09 鎖式多価 カルボン酸

08 鎖式飽和 モノカルポニル 10 O族 以外の元素がCと 直

化合物 結 した鎖式 カルボン酸

09 鎖式飽 和モノカルボ ン酸 11 鎖式 オキシカルボン酸

12 O族 以外の元素がCと 直

04 鎖式一置換不飽 01 鎖式不飽和炭化水素 結 した鎖式 オキシ カル ボ

和炭化 02 鎖式不飽和 モノハロゲン ン酸
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小 分 類 細 分 類 : 小 分 類 細 分 類

15 鎖式オ キソカル ボン酸お 13 イソオキサ ゾール族

よび オ キ シ ・オ キ ソカル 14 オキサ ゾール族

, ボン酸 15 イ ンチ ア ゾL－ル 族

14 O族 以外 の元素がCと 直 16 チア ゾール族

結 した鎖式 オキソカル ボ 17 三個 または四個の異種原

ン酸 お よび オ キシ ・オキ 子を含む五員環

ソカル ボン酸

15 シア ンお よび炭酸 の誘導 09 六員以上の麟 』 01 ピラン 、ペ ンチ オ フエ ン

体 壌式化合物 族

. 02 0,S,N以 外の異種原子 の
'

06 顔式化合物一般、 01 環式化合物一式、単索道 〒⑯を含む六負項

単素単壌式化合 環式化合物「股 05 ピリジン族

物 02 脂桑式化合物 04 ピリジンの縮合誘導体

05 芳香族化合物 05 ・N以 外の異種原子二個 を

含む大貫環

07 単素多項式化合 01 直結多段式化合物 06 N二 個を含む大貝壌「般

物 02 間接結合の多項式化合物 07 ピリダジン族

03 縮合多環式化合物 08 ピリミジン族
'

04 橋かけ化⊆物 、スピロ化 09 ピラジン族

働 10 三個の異種原子を含む六

貴顕

08 複素環式化合物 01 複素壌 式化合物 「般、三 11 四 または五個の異種原子

一般 、 三 な い し および四具現複素項式化 を含む六員環

五員複素顕式化 鋤 12 七員以上の複素環式化合

㎜ 02 フラン族 物

03 二個以上の0を 含む五員

環 10 天然物質、構造 01 一般

・

04 チオ フェン族 未知の化合物 02 炭化水素

05 二個以上のSを 含む五員 03 精油、セスキテルペ ン

環 04 樹脂、バルサへ 植物粘

＼
06 セ レノ フ エ ン、 テル ロフ 液

エン族 05 脂肪および油脂

.

07 ピ ロール 族 06 ろ う

08 イ ン ドール 族 07 炭水化物

09 0.S調 以外の異相原子一 08 配糖体

個を含む五員環 09 ス テ ロイ ド

10 N二 個を含む五員環→没 10 胆汁物質

11 ピラゾール族 11 アル カロイ ド

12 イミグゾール族 12 りん脂体、.類脂 体および

.
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

神経物質 03 遺伝生化学 01 遺伝生化学「般

13 天然 のオ リゴペ プチ ドお 02 核酸の遺伝生化学

よびア ミノ酸
1

14 天然色素 04 細胞学 、細胞生 01 細胞生化学「般
.

15 タンニン物質 化学 02 細胞の形態 とその生理

16 その他の天然物質

05 微生物化学 01 微生物学「般

02 微生物学の技術

中 分 類06高 分 子 化 学
1

03 形態、生理形態学

04 生理学
小 分 類 細 分 類

05 免疫学

01 高分子一般、物 01 十 06 微生物およびその培養基

性論 02 融体の性質 の物理 、化学、生化学的

03 溶液の性質 性質

04 固体の性質 07 ウイルス学

05 高分子電解質

06 配位重合体の性質 06 素学 01 酸素、酸素反応一般

07 分子鎖の力学 02 補酵素一般

08 化学変化 05 加水分解酵素

09 分子量分布と分別 04 転移酵素

05 酸化還元酵素

02 重合反応論 01 重合反応動力学 06 開裂酵素

02 重合体の合成 07 水和酵素

05 共重合 08 異性化酸素

05 重縮合 09 リガー ゼ

10 その他の酵素

中 分 類07生 物 化 学 07 ビタ ミン学 01 ビタ ミ ン、 ビタ ミンの作

用一般

小 分 類 細 分 類
02 脂溶性 ビタミン

01 生物化学一般 01 生物化学一般 03 水溶性 ビタミン

02 生体成分の化学

03 たんぱ く質の生化学 08 ホルモン学 01 ホル モ ン、 ホル モ ンの 作

04 核酸の生化学 用一般

05 物質代謝、生合成 02 動物ホルモン
'

06 エネルギー代謝 03 植物 ホルモン

'

02 生物化学の実験、 01 実験、技術一般 09 植物化学 、植物 01 植物生理学

技術 02 顕微鏡観察 撲 02 植物体の化学
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

10 動物化学 、動物 01 動物生理学 04 土壌型

生理学 02 動物体の化学 05 土の肥よく性

06 土壌微生物一般

11 応用動物生理学 01 「般生理学 07 農業 のための土地調査 、

02 生理学各論 土の生成、起源

02 肥 効 ・ 01 一般

中 分 類08薬 学 02 植物の栄養物質、肥料の

製造、化学組成

小 分 類 細 分 類
03 無機質肥料、人造肥料

01 鮮 01 滅 菌お よび滅菌器消毒 04 有機質肥料

02 局 方、処方学、薬局業務 05 混合肥料、配合肥料

な ど

03 起源別 による薬物 の分類 03 農薬 01 農作物の保護

04 薬斉り学、製薬、衛鋤 オ料、
,

02 農薬

器具類

05 薬力学一般 04 飼料 01 家畜の栄養、給 じ

06 新薬の総合的紹介 02 飼料r般

07 主作用に よる薬物の分類 03 植物性飼料

08 薬物以外の治療法 04 その他の飼料

09 毒物学

中 分 類11食 品

中 香料、化粧品分 類09精 油 、

小 分 類 細 分 類

小 分 類 細 分 類
01 食品一般 01 食品の衛生.検 査

01 精油、香料、化 01 精油 、香料 02 食品工業

齪 02 化粧料 03 その他

05 化粧料各種、脱臭、防臭

剤 02 穀類 とその製 品 01 穀類一般

02 麦

03 米

中 分 類10農 芸 化 学 04 と うもろ こ し

、

05 その他の穀類

小 分 類 細 分 類

01 土壌学 01 農業土壌学一般 03 砂糖、でんぶん 01 繊
'

02 土壌 の化学的、物理化学 02 でんぶん

的性質

03 分析法一般、土質調査 04 し好 品 、 飲料 、 01 舗
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小 分 類 細 分 類 中 分 頚13化 学 工 業一 般

02 アルカロイド系 し好品

小 分 類 細 分 類
05 菓子

01 化学工業一般 01 一般

05 調味料 、食用油 01
◇

食用油脂、人造バター、
02 経済問題

脂 たんば く質 03 規格

02 調味料、香辛料な ど
04 教育、公共衛生、医事 行

政

06 果実、野菜 01 果実
05 経営管理

02 野菜 06 包装 、運搬

07 原子力の利用

07 畜産 、畜産物 01 酪乳業一般 08 企業の紹介

02 乳業
09 化学製品 、技術の紹介

05 卵

04 肉
02 用水廃物の処理 01 十

02 廃水の処理

03 放射性物質の廃棄

中 分 類12発 酵 工 業
04 廃物の処理

05 用水お よび浄水

小 分 類 細 分 類

01 発酵工業一般 01 十 05 衛生、安全 01 職業病

02 発酵工業のプロセス 02 大気汚染

03 酵母
03 工場災害 と防止

04 種 々の工業的発酵 、細菌

の工業的応用

05 発酵 アルコール、蒸 留酒 中 分 類14化 学 工 学

02 果実酒' 01 ぶ どう酒
小 分 類 細 分 類

02 りん ご酒 、『その他 の 果実
01 化学工学 一般 01 十

酒 02 プロセスの数値解析

05 工場管理

03 穀類酒 01 ビー ル 04 プラン トの設計 、建設

02 麦芽 05 新 しい装置の紹介

03 麦芽汁 の製造お よび発酵

04 ビー ルの ろ過、 殺 菌、保 02 熱的操作と装置 01 搬

存
02 平衡論

05 特殊 ビールの製造 および 03 伝熱論

ビール醸造 の副産物 04 炉 、 窯

05 熱交換器

06 断熱材、伝熱材、熱交換
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

剤な ど 08 生物学的操作

0ア 冷却器

08 熱的プロセスお よび装置 06 化学工業材料、 01 材料学一般

一般 腐食 02 材料の試験

09 低温処理、冷凍処理

、 ・

05 材料の性質

10 ぱい焼 、か焼 04 材料の欠陥 と保護

11 縮

12 煮沸、沸点以下の加熱 07 計測、制御 01 プロセスの制御

13 加 圧加 熱 、オー トク レー 02 測定 、監視、計装

'フ

14 気体の熱処理

15 乾燥 中 分 類15電 気 化 学 工 業

16 蒸留、蒸発

17 相分離 のための加熱
小 分 類 細 分 類

01 電解、電熱処理 01 電気化学工業一般

03 流体の処理 と装 01 一般 02 工業的電解一般

置 02 流動論 03 電鋳、電気めつき

03 流体翰送装置 04 電気化学的 腐食、防食

04 液体 の処理 05

◆

電解処理による表面仕上

05 気体の処理 げ

06 電解精錬、電解採取

04 固体の処理 と装 01 一 般
, 07 界面電気化学の応用

置 02 固体の物性 08 電熱化学工業

05 固体の輸送装置

04 粉砕、破砕 02 電池 01 電池「般

05 選 別 、 ふ る い、分 離 02 一次電池

06 混合 05 燃料電池

07 成形 プレス 04 二次電池

08 造粒
一

09 貯蔵

中 分 類16無 機 化 学 工 業

05 反応操作と装置 01 反応ユシ学 お,よび反応動 力

学
小 分 類 細 分 類

-

02 反応違濫 01 無機化学工業 01 噸

03 物理 的、物理 化学的操作 02 いお う、いお う化合物

04 化学的操作 05 ソーグ工業 、カリ工業

05 イオン交換処理 04 ハ ロゲ ン'

06 流動化、流動 層 05 窒素化合物工業

・07 触媒操作 06 諸種の非金属 とそれ らの
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

化合物
'

20 窯炉

07 金属化合物 21 その他

08 ガス化学ユ二業

02 ガ ラス、 ほ うろ 01 ガラスおよび ガラス工業

02 原子力工業材料 01 噸 う 02 ほ うろ う、 うわ ぐす り

02 ウランの 化合物

05 トリウムの化合物 05 陶磁器 01 製陶

04 重水 02 磁器

05 黒鉛 05 炉器、陶器、土器、テ ラ

コ ツ タ

03 コ ロ イ ド質 、吸 01 エ ー ロ ゾル

着剤 02 吸着剤 04 耐火物、研摩材 01 れ んぺ かわ ら・耐火物 .

04 半導体、けい光 01 半導体 05 石灰 、セ メン ト、 01 石 こ う、石 灰 、 セ ノン ト

体 02 けい光体 コ ンク リー ト 工業

■

中 分 類17窯 業 中 分 類18有 機 化 学 工 業

小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

01 業一般 01 十 01 有機合成工業 01 一般

02 生産経済 02 炭化水素の製造と製品

03 工業規格 03 有機豊楽化合物

04 物理学的研究 04 有機非金属化合物

05 化学的研究
'

05 有機 いお う化合物

06 岩石学的試験 06 ア ル コー ル類 、ア ル デ ヒ

07 工学的試験 ト顎 、 ケ トン類 、 セ ル ロ

08 原子力工学的研究 一 ス

09 絶縁材料 としての窯業品 07 有機過酸化合物

10 建設材料 としての窯業品 08 有機酸類

11 窯業管理の問題 09 有機金属化合物

:
12 建築材料 としての窯業品 10 複素環化合物

13 窯業安衛

14 歴史 02 石油化学工業 01 搬
15 窯業品の形状 02 水素

16 模型試験 05 ア ンモ ニ ア

1ア 窯業材料 04 その他の石油化学製品

18 組成割合

19 原料処理工程 および装置 03 タール 01 一般
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

02 コー ル ター ル の分留 お よ 07 石炭の化学的処理 、狭義

び分留製品 の石炭化学

05 精 製、精製副生端の利用 08

、

漱

04 タール系炭火水素の合成 09 粉末燃料

05 タール系炭火水素の誘導 10 その他の固形燃料

製品

ぐ 06 木 ター ル 、泥炭 ター ル 05 気体燃料 、ガス 01 気体燃料お よび ガス工業

07 亜灰 ター ル、か つ炭 ター 化 一般

ル 02 各種気体燃料の特性 、組

成、分析、試験

05 プロセシン久 計装、プ

中 分 類19燃 料 、爆発物、燃焼工学 ラ ン ト、保 守 、保 安

04 ガス発生炉一般

小 分'類 綱 分 類 ①
05 各種気体燃料の精製

01 爆発理論、爆発 01 理論 火薬類の特性 、爆発 06 増熱、 什具

物 現象の観測 07 各種気体燃料の輸送、貯

02 各種爆薬、火工品 蔵、供給

08 天然 ガス、油井 ガス

02 燃焼工学 01 燃焼、燃焼生成物、熱収 09 完全 ガス化

支 10 地 下ガス化

02 燃焼装置 11 発生炉 ガス

03 廃熱回収 、廃熱利用 12 水性 ガス、合成原料 ガス

04 天然熱源の利用 15 石炭 乾 留 ガス 、 コー クス

05
. 断熱材 炉 ガス

14 石灰以外の固体燃料の乾

03 燃料一般 01 燃料 工業一般 留 ガス

02 エネルギー資源 に関す る 15 オ イル ガス、 石 油 の ガス

一般問題 化

03 各種燃 料の比較、選択、 16 炭化水素 ガス、LPG、

利用 製油所 ガス

04 燃料の分析、試験法一般 17 その他 のガス

■

04 固体燃料 01 低級燃料 06 液体燃料、石油 01 噸

02 泥炭、草炭 精留 02 鉱油の性質、試験法

05 かつ炭、亜炭 03 添加剤一般

04 石炭(歴 青炭 、半無煙炭、 04 ガ ソ リン

無煙炭) 05 軽油、灯油、高速デ イー

05 木炭、木材乾留 ゼル油

06 コー クス 、石 炭 の乾 留 06 重油、残油、燃料油
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小 分 類 細 分 類・ 小 分 類 細 分 類

07 潤滑油、絶縁油 、作動油 04 界面活性剤 に用い られる

08 製油工業 原料

05 界面活性剤の性質

07 分解 、改質 01 分解
06 諸種の界面活性剤

02 bホ ー ミング

05 異 性 イヒ、 ア ルキ ン化

重合法など

04 合成石油、石油の合 成 中 分 類21コ 「ム 、 プ ラ ス チ ッ ク

08 アス フ ァル ト、 01 一般 小 分 類 細 分 類

パ ラ フィ ン 02 パ ラ フィ ン 01 ゴ ム、 プ ラスチ 01 噺

05 オ ゾケ ライ ト ツ ク 02 工業的問題

04 泥炭、かつ炭か らの抽出 03 性質、試験、欠陥、低抗

物 、 モ ンタン ろ う 性

05 ア ス フ ァル ト 04 製造工程と装置

06 オ イル シェ ール 05 加工二D程

06 補 助材料 、添加剤

07 加工装置

中 分 類20油 脂 08 製品、応 用、半製品

09 高分子材料

小 分 類 細 分 類

01 油脂一般 01 総説、展望

02 製油・精製法 中 分 類22顔 料 、 塗料

05 諸種の化学的処理

04 油脂製品の特性 小 分 類 細 分 類

05 脂肪酸 とその誘導体 01 顔料、塗料 01 インキと塗料の一般問 題

06 動物性油脂 02 イ ンキ

07 油料作物 05 塗料工業 における一般問題

08 植物性油脂 04 塗料の性質と試験

09 動植物仕 ろう 05 塗料原料

10 りん脂体 06 顔料

11 特殊の製品 07 補助材料

08 製造 、一製造装置

02 石 け ん、 グ リセ 01 石けん工業 09 各種塗料

リン 02 グリセ リン工業 10 塗装

11 み が き ワッ クス、 つや 出

03 界面活性剤 01 総 説、展望 し剤

02 洗た く 12 塗膜の除去

03 界面活性剤の製造、製造

装置

ミ
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中 分 類23接 着 剤 小 分 類 細 分 類

05 繊維処理と繊維 01 噸
小 分 類 細 分 類 ,

化学 02, 繊維物理
01 接着剤 01 注説、展望

05 構造論

02 性質、試験
04 繊維化学

03 製造、製造装 置
05 分析

04 容器、包装
06 材料学

05 にか わ 、 ゼ ラチ ン

06 たんば く質接着剤
06 繊維の改質 01 繊維全般

07 合成樹脂接着剤
02 天然繊維

08 でんぷん質接着剤
05 人造繊維

09 諸工業への応用

07 紡糸 01 一般

02 再生繊維

中 分 類24繊 維 工 業 03 半合成繊維

04 合成繊維
小 分 類 細 分 類

05 繊
01 繊維工業一般 01 展望記事

02 経済的、商業的内容の記
08 紡績 01 一般

事
02 循理技術と工場設備

05 繊維の用途開発を重点 に
03 紡績特有の諸問題

した記事
04 各種工程と機械

04 各機関、工場の紹介記事
05 半製品お よび諸製品

劔

05 関連産業
06 各種方式別にみた紡績法

06 その他
全般

02 管理技術と工場 01 経営管理
09 製織 と編組 01 製織

設備 02 生産匂理
02 不織布

03 品質管理
03 編組

04 工場設備、機器、作業環

境

04 その他

10 染色 と仕上げ 01 助剤 とその試験

P5 繊維材料一般 01 繊維全般
02 染色、仕上げにおける共

02 天然繊維
通事項

05 人造繊維
05 原反の処理 とその装置

04 染色

04 繊維材料各論 01 織維全般
05 なつせん

02 天然繊維
06 仕上げ

05 人造赦維

一214一

冶



や

●

、

■

■

中 分 類 ・25染 料,
小 分 類 細 分 類

02 木材化学
小 分 類 細 分 類

03 木材化学工業

01 染料一般 01 一般 04 樹脂

02 工業展望 、市場展隻 05 リグニ ン

03 会社 、工場の紹介

04 会議 、講演会、見本 市 02 紙 、パ イプ工業 0'1 紙パルプ工業

05 教育 、学校 一般 02 紙パルプ工業技術

06 その他

05 パル プ' 01 パルプ工業一般

02 染料化学 01 十 02 パルプ原料 および調製

02 試験、分析、性質一般 05 パルプ化、蒸解一般

03 物理的性質および定数 04 メカニ カルパルプの製造

04 化学的性質 、特性 反応、 05 セミケ ミカルパルプの製

組成お よび定数 造

05 染料の実験室的合成製造 06 硫酸塩 パル プ、 ソーダパ

06 色と化学構造 ルプの製造

07 染色性、蒲色能 07 亜硫酸 パル プの製造

08 染色堅 ろう性 08 その他の木材 バルブ化法

09 その他 09 木材以外の原料 のパルプ

化法

03 縦 01 噸 10
.

故紙のパル プ化法

02 原料、中間体 11 バルブの処理、精選、精

05 製造操作 製、抄造、仕上

04 化学的操作、合成法 12 パルプの漂 白

05 その他 15 バルブ製品

,

14 パルプ製 品の処理、改質、

04 染料製品 01 一般 取扱

02 化学構造に よる各種染料 15 パルプ廃液

製品 16 廃液副成物の利用

03 用法別に よる各種染料製

品 ・ 04 製紙 01 製紙工業「般

04 織雑則 に よる染料製品 02 紙料の処理 と調整'

05 その他 の染料製品 03 抄紙前処理

04 抄紙機

05 抄紙一般

中 分 類26紙 、 パ ル プ 06 抄紙各部

小 分 類 細 分 類
05 紙製品 01 紙製品の取扱

|

01 木材化学 と工業 01 林業 02 紙の性質、試験
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

03 各種紙製品 05 写真の応用 01 一般

04 段 ボール、段 ボール成形 02 複写

品 03 写真の投射

05 紙加工、成形品、紙器 04 科学写真

06 各種紙加工、成形、紙品 05 映画

i 製品 06 天然色写真

中 分 類27皮 革

小 分 類 細 分 類

01 皮革 01 搬

02 なめ し皮の製造

05 副産物 とその利用

04 再生皮

05 毛皮と毛皮製品

06 くつ 、手 ぶ くろ、 バ ン ド

「

■

●

¶

中 分 類28写 真

●

小 分 類 細 分 類

01 写真機材と設備 01 写真のための建物、作業

場 、設備

02 カメ ラ、引伸機 とその付

属品

03 ネ ガ、ポジの作製 および

仕上げの装置器具

04 写真用光源、電気照明、

マ グネ シ ウム、 フ ラ ソシ

ユス トロ ボ

.02 写真化学 01 写真 一般

02 写真の一般技術

05 写真化学一般

04 感光材料

05 現像感光理論

・06 写真用薬品

07 各種写真法

'

∀
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大 分 類 2 機 械 工 学

中 分 類01工 学 一 般
小 分 類 細 分 類

04 原子炉工学

小 分 類 細 分 類
05 核融合反応装置

01 工学 ・一般 01 工学一般 06 放射性廃棄物の処理

02 会議 ・生協会 07 同位体の利用

03 展示会 08 核科学のその他の応 用

04 研究機関

02 材料試験 01 材料試験一般 中 分 類04各 種 製 造 工 業

02 試験機 ・設備

03 試験片
小 分 類 細 分 類

04 光弾性利用の試験 01 木材工業 01 一般

05 金属の試験法 02 木材

06 非金属の試験 05 設備 ・機械 ・用 具

04 加工技術

03 腐食問題 01 腐食(そ の対策を含む) 05 木製品

02 腐食保護

03 1、寄食 試 験 02 日用品 ・雑 貨 ・ 01 日用品 ・雑貨

工芸品 02

、

装飾品 ・工芸品

中 分 類02制 御 工 学 05 その他 の製造工 01 その他

菜

小 分 類 細 分 類

01 制卸工堂 01 制御工学一般

02 制御理論 中 分 類05機 械 工 学 一 般

05 制御要素

04 制御法
小 分 類 細 分 類

05 田蹴 の種類 01 機械工学一般 01 一般

06 制御 の応用 02 会議 ・学協会

03 展示会

04 設計における諸問題

中 分 類03原 子 力 工 学 05 力学

06 工業用数学 ・図表

小 分 類 細 分 類
07 機械の一つ設保守

01 原子力応用 ・原 01 原子 力の墨斑 ・概説 ・会

子炉 議 の報告 02 機械材'料 01 一敗

02 原子 力の原料一般 02 金属材料

03 同位 体の分離 03 非金属材料
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

03 流体力学 01 一般 07 機械の要素 01 搬

02 流体の物理的性質 02 軸

03 研究装置.研 究方法 '
05 搬

04 各種の測定 04 継手お よびク ラッチ

05 キャ ビテー ショ ン 05 伝動装置

06 実機の流体力学 06 リンクおよび ガム装置

07 熱現象を伴 う流れ、 熱伝達 、 07 緊定装置.締 付け装置 、締
付け具

物質輸送 との関係な ど 08 密封装置

08 水路の流れ 09 機器の構成要素」部分品

09 境界層 構造的特徴

10 うず.伴 流

11 毛管現象 08 潤滑 01 搬
,

12 波の理論 02 潤滑の理論

15 電磁流体力学 03 潤滑剤

14 その他 04 用途別 に よる潤滑剤

05 添加剤

04 機械振動 01 搬 06 潤滑装 置.給 油装置

02 振動の測定 07 潤滑剤の回収.再 生

03 一般理論

04 物体の振動 09 燃料 01 燃焼.燃 焼理論

05 振動 の励起.音 響の発生 02 各種燃料

06 振動の減衰 ・防振

07 振動の伝搬

08 蹄 中 分 類06熱 機 関

09 つ りあい試験

小 分 類 細 分 類

05 工業熱力学 01 熱 にょる物体の状態変化 01 蒸気動力 01 士

02 温度および熱的量の測定 02 蒸気に関する理論

03 伝熱 05 燃焼

04 熱力学 04 ボ イ ラ

05 往復式蒸気機関

06 材料力学 01 噸 06 蒸気 ター ビン

02 基礎概念 07 復水装置

05 変形一般 08 蒸気原動所

04 変形 に対す る抵抗性一般

05 各種の変形と抵抗性 02 内燃機関 01 内燃機関一般

06 変形 態に対す る物体の性 02 ガス機関

質 05 ガソリン機関

07 分子間力 04 ディーゼル機 関
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

05 自由 ピス トン機関 05 理論.試 験.性 能

06 多元燃料機関 04 水車

07 回転機関

08 ガス ター ビン 02 空気機械 01 圧縮機および送風機

09 保守.整 備.運 転.製 造 02 真空技術.真 空装置

法 05 圧縮空気または真空の応

10 ジエツ ト機関 用

05 ロケ ット機関 01 ロ ケ ッ ト機 関 一 般 03' 流体の輸送,流 01 流体の運搬 と貯蔵 のため

02 化学推薬 ロケソ ト機関 体 の運搬装置・ の装置

03 原子 力ロケ ット機関 02 ポンプ

04 電気的な ・ケッ ト機 関 05 ポンプ以外の揚水装置

05 その他のロケッ ト機 関 04 パイプ ライン輸送

04 その他の熱機関 01 その他の熱機関 04 液圧機器 01 一般

02 基礎理論および設計

05 機器の要素

中 分 類07冷 凍および空気調和工学 04 機器の作動油

1

05 機器の応用
小 分 類 細 分 類

01 冷凍工学 01 一般

02 冷媒 中 分 類Q9機 械 製 作

03 冷凍室.冷 蔵庫.冷 却器

04 冷凍機 小 分 類 細 分 類

05 鰍 01 鍛造 01 鍛造一般

06 極 めて低い温度発生.ガ 02 鍛造工具と機械

スの液化
・ 03 鍛造用原材料(石 炭.銅

材.補 助材料)

02 冷暖房.空 気調 01 一般 04 鍛造作業

和工学 02 慨 05 鍛造作業における欠陥

03 換気.空 気調和

02 鋳造 01 鋳造一般

02 鋳物砂

中 分 類08流 体 機 械 05 中子製作

04 鋳型の製作
小 分 類 細 分 類

05 鋳物の融解

01 水力機械 01 技術の展望.水 力機械展. 06 鋳造作業

水力開発計画.調 査

02 水力原動所 03 粉末や金 01 金属 粉末の製造、焼結
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小 分 類 細 分 類 小 分 類
-

細 分 類

04

05

06

07

08

圧延

熱処理

溶接

表面処理

機械工作

02

01

02

01

02

05

04

05

01

02

05

04

05

06

07

08

09

10

11

01

02

03

04

01

02

05

04

05

06

07

08

09

球状、粒状物体の製造

金属の成形加工一般

圧延加工

熱処理一般

熱処理炉

焼入浴 ・焼 もどし浴
、

熱処理作業

熱的操作によらぬ硬化法

溶接 技術一般

冷間圧接

はんだ付け、ろう付け

ガス溶接法

テル ミソ ト溶接法

電気溶接法

ガス.電 気溶接(組 合せ

溶接)

その他の組合せ溶接

爆発溶接

溶接に類似の技術

接着(ボ ンディング)

金属表面の予備処理

金属被覆.皮 膜の形成

金属表面の化堂的処理

金属表面の仕上げ処理

機械製 図 と用具

工作一般

切削加工

塑性加工

ね じ加工

歯車加工

特殊加工法

特殊材料 の加工

トランスファマシン

10

11

組立作業と装置

各種製品の加工

中 分 類10産 業 機 械

小 分 類 細 分 類

01

02

03

ホイス トお よび

運搬機械

建設機械

印刷機械

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

01

02

03

04

05

06

07

08

09

.

10

11

12

01

02

05

04

総説.展 望

見本市.展 示会

運搬機械の性能

運搬機械 の構造 、部品

運搬機械 の{鯉.保 守

ウインチ類

連続運搬装置

諸荷役機械

クレーン

昇降機.ホ イス ト

ー・般 .展望

見本市.展 示会

建設機械の維持管理

水工用機械

ナ太 ・基礎工事用機械

せん孔機械

コンク リー ト骨材生産プ

ラン トおよび骨材採取機

砕石機楓 選別機械

コンクリー ト製造機械 お

よびコンク リー ト打設機

械 、器具

コンク リー ト舗装機械

アスファル ト舗装機械

建築工事用施工機械器具

印刷一般

印刷技術

印刷材料

製本
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

05 印刷機械類 05 投影機

06 写真の印刷への応用 06 写真用機材

07 映画用機材

04 農業機械 01 農業、農用機械の総 説、 08 その他の光学器械

展望 09 光学器械の応用

02 農業経営 10 眼鏡と生理光学

03 農業機械

05 破砕および分 01 破砕、粉砕装置
中 分 類12自 動 車 工 学

離装置(集 じん 02 選別、分離装置

装置を含む 、な 0ろ 集 じん装置 小 分 類 細 分 類

お空気調和工学 04 混合装置 、ね り合せ機 01 自動車一般 01 一般 、技術展望

をも参照)
02 会議 、学 協会

06 その他 の産業機 01 包装機械 03 展示会

械 02 その他の産業機械 04 統計

02 性能および試験 01 一般

中 分 類11精 密 機 械 02

03

走行抵抗

走行性能

小 分 類 細 分 類
04 振動 、乗心地

01 精密機械 01 精密機械一般 05 性能試験装置

02 時計

03 自然販売機 03 強度お よび試験 01 自動車強度

04 計算機、計算用具 02 強度試験装置

05 登録機、事務機 、事務機

械 04 自動車用原動機 01 一般

06 選別徽 、棚 幟械、翻 (内 燃機関 をも 02 ガソリン機関

訳機械 み ょ) 03 デ ィーゼル機関

07 デー タ処理機械 04 ガ ス ター ビン

02 計測器械 01 計測器械一般 05 燃料 、潤滑油、 01 自動車用燃料

02 誤差 および補正 作動油 02 潤滑油

03 計測器の部分 05 作動油

04 各種測定

06 自動車設計、構 01 喉

03 光学器械 01 光学器械一般 造 02 駆動装置および制動装置

02 部品、補助装置 05 懸架装置

05』 簡単な光学器械 04 前車軸お よびか じ取 り装

,

04 顕微鏡 置
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

07

08

09

10

11

12

自動車車体

自動車仕様

自動車用材料

自動車製造法

保守、整備

自動車輸送

01

02

05

04

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

り2

13

14

15

01

02

03

04

01

02

03

01

02

03

04

01

02

03

搬

フレー ム構造

車体構造

正体附 属装置

一般

乗用車

ステーシ ョンワゴン

スポー ツ車

ノくス

マイクロバス(ラ イ トバ

ス)

トラツク

デ リバ リーバン

トラク タ、 トレーラ

キャ ラバン

特 殊 自動車

三輪 自動車

側車付二輪 自動車

二輪 自動車

自転車

搬

鉄鋼材料

非鉄金属材料

非金属材料

一般

工場お よび施設

製造法

一 般

整備工場

整備機械器具

検査機械器具

噸

輸送管理

自動車輸送 と鉄道輸送の

協力

中 分 類13鉄 道 工 学

小 分 類 細 分 類

01

02

03

鉄道一般

・

鉄道施設

必

鉄道車両一般

01

02

05

04

05

06

07

01

02

05

04

05

06

07

08

09

10

11

12

15

14

15

01

02

03

04

05

06

07

08'

鉄道に関する委員会

鉄道に関する団体

鉄道会議

見本市、展示会

研究施設

鉄道用材料

その他の鉄道一般

鉄道施設一般

鉄道建設計臥 測量

線路形式

下部構造

上部構造

沿線附帯設備

保線 機器・

旅客駅

貨物駅

操車場

鉄道橋

鉄道トンネル

電化工事一般

給電施設

クリヤランス

総説、展望

構造、部品

性能、大きさ

修理工場

鉄道輪 の製造

洗浄施設

保守、整備

故障
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

04

05

06

07

08

09

10

鉄道車輌用機器

(内燃機関をも

みよ)

蒸気機関車

電気車両

内燃車両

客貨工、特殊童

特殊鉄道

鉄道輸送

01

02

03

04

05

01

02

01

02

05

04

01

02

03

01

02

03

04

01

02

05

04

05

06

07

08

01

02

05

04

05

06

07

原動機

動力伝達装置

ブレーキ装置

冷暖房装置、空気調和

電気機器

蒸気機関車一般

炭水車

電気車両一般

電気機関車

電車

特殊電気車両

ディーゼル車両

ガスター ビン機関車

その他の内燃車両

客車

貨車

営業用車両

特殊構造車両

特殊鉄道一般

建設様式の特殊な鉄道

高架鉄道

地 下鉄道

架空鉄道

モノレール鉄道

ケーブル鉄道

郊外、都 市聞、路面鉄道

鉄道輸送→ 匙

鉄道運 輸事業、経営

鉄道路線 、運輸計画

鉄道運賃

鉄道運輸業務

鉄道運転

特殊大量貨物輸送方式

08

09

10

輸送の近代化

鉄道事故、被害

鉄道信号 、保安、通信

中 分 類14船 舶、造船工学

小 分 類 細 分 類

01

02

05

04

05

06

07

08

船舶一般

流体力学.試 験

装置

船用材料

材料刀学・、強度

振動、騒音

性能

推進、操縦

(内 燃機関をも

み よ)

船用機関

01

02

05

04

01

01

01

01

02

01

02

03

04

05

01

02

01

02

05

04

05

気象、海象

展望

船級協会、会議

展示会

流体力学、試験装置

船用材料

材料力学 、強度

、

鋤

蹄

搬

船舶算法、計算法

浸水、積量測度

復原、動揺

計器

推進

操縦

一般

蒸気機関

ディーゼル機 関

ガスター ビン

その他
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

。gl設 計.建 造 、修 01 軍艦 05 空力試験装置 01 風胴、附属設備

理、新船 02 商船、特殊船 02 計測

05 新船一般
03 その他の実験装置

04 原始的な船

05 はしけ類

06 客船、貨物船、渡船
04 航空機構造強度 01 航空機設計

07 貨物船
02 構造解析

08 特殊船 05 疲労お よび疲労試験

09 小型船(小 舟艇) 04 突風と強度

1 05 構造例

10 原子力船 01 搬 06 表面の保護 、防食

02 炉 07 材料、材料試験

05 原子力船関係

05 航空機 ぎ装.機 01 飛行状態 の計測、記録装

11 造船所 01 一般 器 置

02 ドツ久 その他 の設備 02 航空計器 、指示装置

03 墜落位置指示装置

12 海上輸送 01 搬 04 補助動力装置

02 船舶運用.載 貨法 05 油 圧 系統 、 サ ー ボモ ー タ

0.3 貨物輸送 06 通信装{置
・04 航路.航 海

07 電気系統
05 事故 および防止

08 氷結防止装置
06 内陸水運

0ア 港湾
09 防火設備

10 パ ラ シュー ト

11 射出座席

中 分 類15航 空 宇 宙 コニ学
12 室内装飾

15 その他

小 分 類 細 分 類

01 航空一般 01 搬 06 航空用原動機 01 航空原動機一般

02 各国の航空機工業 (内 燃機関を 02 ピス トン機関

03 会議の報告 もみよ) 03 ガス ター ビン

04 航 空 シ ョー 04 ジニ ツト機関

05 騒音、騒音防止 05 ス ラス トリパ ーサ

06 ロケッ ト機関

02 航空力学 01 空気力学 07 原子力機関

02 安定性、操縦性 08 航空燃料

05 空力弾性 、フラツタ振動

04 航空機 の性能お よび運動 07 航空機仕様 01 超音速輸送機

05 空力加熱 02 原子力飛行機

05 旅客機
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

04 貨物輸送機 08 信勅粧

05 軽飛行機 09 宇宙 じんとの衝突

06 ヘ リコ プ タ 10 法律

0フ ジャ イロプ レー ン 11 その他

08 STOL機

09 VTOL機 11 宇宙の諸現象 01 諸現象一般

10 V/STOL機 02 高度100km位 までの諸

11 GEM 現象、測定結果

12 軍用機 03 電離層の諸現象、測定結

15 ロケ ッ ト機 果

14 グライグ 04 外気圏の諸現象、測定結

15 水上機 果

16 人力飛行機 05 太陽に関す る問題

17 飛行船 、気球 06 月に関す る問題

18 その他の航空機 07 金星に関 する問題

08 火星に 〃

08 航空機製造法 01 航空機製造一般 09 天体生物学

02 製造会社紹介 10 宇宙 じん

03 工作機械 、工作法

04 特定機種の製造 12 空間中の運動 01 軌道論 、弾道論

05 特定部分の製造 02 変換軌道、軌道 と推九

打上げ軌道

09 航空輸送 01 一般 05 惑星間軌道

02 航空気象 04 ランデ ブー軌道

03 航空路 05 天体力学 、二体、三体問

04 航空交通管制 題

05 航空法規 06 人工衛 星の摂動 とひ よう

06 操縦訓練 動

0ア 航空整備 07 人工衛星 の動 き、それ に

08 空港お よび設備 対す る種々の現象の影響

08 人工衛星に対する空気の

10 宇宙一般 01 宇宙工学一般 抵抗、諸現象 による軌道

02 米国 の計画 と結果 の変化

05 ソ連 の計画 と結果 09 実際の軌道、人工 衛星 の

04 英 国の計画 と結果 動きから得た地球物理的

05 その他の日の計画.共 同 資料

計画 10 ミサイルな どの空力的問

06 軍事技術 との関係 題

0ア 会議の報告 11 ミサイルな どの運動 と振
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小 分 類 細'分 類 小 分 類 細 分 類

15 再突入回収 01 軌近、弾道、竺力的問題 17 宇宙飛行体製造 01 製造法一般

" (力競:潤≡t除 く) 法 02 構造、強度

}∴
ミ鷺 」.::::縦 と制御 03 加工法および組立

02 熱的間日(材 料を除 く) 04 材料(ア ブレーシヨン材熱

03 再突入飛行体 を除く)

04 回収技術 05 アプ レー シヨ ン材料

05 着陸問題

06 電波の伝鍛 に対す るプラズ 18 地上設備 01 地上設備「般

マの影響 02 発射場

05 発射台

14 宇宙飛行体 01 宇宙飛行体一般 04 研究設備

02 最 適段 数 、重量 分布..ミサイ 05 発射 前のチェ ック7ウ ト装

ル燃料タ ンクの燃料 の振動 置

05 人間搭乗宇宙船 06 シ ミコ レ ー タ

04 人工衛星 07 誘導設備

05 惑 星 へ の プロ ーベ 08 追跡 、観 測 、 デ ータ処理 、

06 月 ロケ ット 計算機

07 ミサイル、人工衛星打上げ 09 ディーゼル機関、車両

用 ロケ ット、飛行機の利用 10 その他の設備

08 小 型 ミサ イ ル、

19 航空宇宙医学 01 航空宇宙医学一般

15 宇宙飛行体機器 01 宇宙飛行体機器「般 02 乗員の訓喉 、適性、能力

02 ミサ イル用機器、計器 03 呼吸関係

05 人 工衛 星、 月 ロケ 〉 ト、 04 'じ臓 、血 管

再突入体飛行体 などの機器. 05 振動、加速度 の影響

計器 06 無重力問題

04 空間諸現象測定のための 07 放射能問題

機器 08 生体、動物実験

05 電子機器 09 その他

06 通信装置、方式

07 補助動力装置

08 環境調節装置

09 そ の他の機器、装置

16 推進機関 01 推進機関「般

02 化学 ロケ ・ト機関

05 原子力 ロケ ∂ト機関

04 電気的 なロヶワト機 関

05 ジェ"ト 機関の利用

06 推薬
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大 分 類 3 電 気 工 学

中 分 類01電 気 工 学 一 般

小 分 類01電 気 工 学一 般

細 分 類 補 助

06

07

08

09

1

開閉器

コンデンサ

コイル

継電器

細 分 類 補 助

01 電気工学一般 01

02

03

04

05

06

電気産業展望

会議報告

教育

電気理論

技術一般

安全、事故

中 分 類02計 測 、制 御

小 分 類01計 測

細 分 類 補 助

中 分 類Q1電 気 工 学 一 般

小 分 類02電 気 材 料 部 品

01電 気言欄 一般

02電 気磁気測定

03電 気応用計測

01

02

05

04

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

01

02

05

04

05

噸

計測法

計器構造

補助装置
〉

電流の測定

電圧の測定

低抗の測定

インピーダンス、インダ

クタンス、 リアクタンス

の測定

ブ リッジ

波形の測定

周波数の測定

位 相の測定

電力の測定

磁気量の測定

電気的特性 の測定 、試験

十

幾何学的量 の測定

力学的量の測定

熱的量の測定

化学的量の測定

細 分 類 補 助

01

02

05

04

05

電気材料一般

導体

;

誘電体、絶縁体

磁性体

構成部品

01

01

02

05

01

02

03

04

05

01

02

05

04

01

02

03

04

05

電気材料一般

素材

低抗材料

特殊導体材料

十

無機材料

繊維材料

樹脂材料

液、ニス、 ガス状材料

噺

永久磁率材料

高透磁 率材料

フェ ライ ト

電線

ケー ブル

がい し、プッシング

電柱、鉄塔、腕木

配線器具 、ダク ト、はん

だ付け

、
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中 分 類02計 測 制 御

小 分 類02制 御
細 分 類 補 助

05 電力事情

細 分 類 補 助
04 電力統計

01 制御一般 01 一般 05 電力開発

02 会議報告 06 電力事業

03 計装技術一般 07 電 力料金、販売

08 電力施設

02 制御理論 01 十

02 制御系一般 02 発変電
'01
発電所一→没

05 線形系 02 水力発電所

04 非線形系 03 火力発電所

05 サンプリング系 04 内燃機関発電所

05 原子力発電所

0ろ 制御機器 01 一般 06 その他のエネルギー によ

02 新製品紹介、展示会報告
'

る発電所

05 検出変換装置 07 変電所

・ 04 詞節磁器 08 開閉所

05 操作機器 09 電源

06 伝送方式、機器 10 新発電方式、装置

07 指示記録装置

03 送配電 01 送電 こ

04 電気制御 01 噸 02 配電

02 電気機械の始動制御

05 電気機械の速度制御

04 電気量の制御 中 分 類03電 力 工 学

小 分 類02電 力 機 器

05 電気応用制御 01 十

02 諸工業への応用
細 分 類 補 助

05 鉄道への応用 01 電力機器一般 01 一般

04 自動運転、操縦 02 基礎、理論

05 原子炉への応 用 03 設計、構成

06 事務管理への応用 04 運転、新製品

02 発電機 、電動機 01 一般

中 分 類03電 力 工 学
02 発電機一般

小 分 類01電 力
05 電動機 一般

04 」直流機

細 分 類 補 助 05 交流機

01 電カー般 01 十 06 マイクロモー タ制御用機械

02 エ ネル ギーr問題 07 特殊機械
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細 分 類 補; 細 分 類 補 助

03 変成機器 01 変圧器 05 その他 の電気的加熱法 、

02 相変換器 加工法

03 周波数変換器 06 電気暖房

04 変 換 器(コ ンバ ー タ、 イ

ンパ一 夕、電動発電機) 04 電気鉄道 01 一般

05 整流機 02 給電施設

05 =

04 開閉保護 01 開閉器 ・ しや断器 04 集電装置

02 ヒ ュー ズ 05 制御

05 保護 06 電気車両一般

04 接地 07 電気機関車

08 電車 、 トロ リー バス

05 特殊機器 01 衝撃電圧、電流発生装置 09 特殊電気車両

02 静電機器

05 電磁機器

中 分 類

小 分

03電 力 工学

類04電 力 応 用

中 分 類04電 子 工 学

小 分 類01電 子 工 学 一般

'」、 分 類u傷 軍 刀 姫 用

細 分 類 補 助

細 分 類 補 助
01 電子工学一般 01

02

搬

信頼性 、01

02

05

電力応用「股

照明、電灯

電熱

01

02

05

04

05

06

07

08

09

01

02

03

04

01

02

03

04

搬

電動 力応用

機械加工工業へ の応用

鉱山へ の応 用

化学工業への応用

交通機 関への応用

農 、漁業への応用

ヒルデイシグ禰 用

家庭 への応用

測光

色

光源

照明

一般

アーク加熱

抵抗加熱(含 赤外線加熱)

誘導、誘 電加熱

中 分 類04電 子 工 学

小 分 類02電 子 部 品

細 分 穎 補 助

01

02

05

電子部品一般

電子管

半導体素子

01

01

02

05

04

05

06

07

08

09

01

十

電子管一般

電子管理論

〃 材料

製造組立技術

真空 管

マ イクロ波管

放電管

特殊 ビーム管

光電管、光電子増暗1

半導体素子一→投
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細 分 類 補 助 細 分 類 補 助

02 ダ イオー ド 02 振幅変復調回路

05 トラン ジス タ 03 周波数変復調回路

・04・ 光電効果素子 04 パルス変復調回路

05 熱電効果紫子 05 その他の変復調回路

06 その他

中 分 類04

小 分03

電子 工学
柵 一

中 分 類04電 子 工 学

小 分 類04電 気 音 響

小 づ一 迫1路分 類 り3屯

細 分 類 補 助

細 分 類 補 助
01 電気音響一般 01 一般

01 電子回路一般 .01 電子回路一般 02 音響測定

05 生理音響

02 伝送回路素子 01 伝送線路
..

02 ブ イル タ 02 機器装置 01 一般

03 共振器 02 増幅器

04 その他の回路素子 03 拡声器

04 拡声器装置

03 発振回路、周波 01 発振理論 05 マ イク ロホ ン

数変換 02 正弦波発振回路 06 集音、録音装置

03 く形波発振回路 07 電子楽器

04 パルス波発生回路 08 レ コニ トプ レー ヤ

05 その他の波形発生回路 09 磁気テープ録音装置

06 周波数変換回路 10 その他 の録音装置

04 パルス回路 01 パル ス回路 03 音響の応用 01 ソ ナー

02 計 数 回 路' . 02 騒音、振動の測定 お よび

.

防止

05 増幅回路 01 増幅回路一般 ♂ 03 その他への応用

02 真空管増幅回路

03 磁気増幅回路 中 分 類04電 子工学

04 トランジスタ増幅回路 小 分 類05電 子技術の応用

05 トンネルダイオー ド増幅

回路
細 分 類 補 助

06 パラメ トリック堆幅 回路 01 医 用 エ レ ク トロ 01 医 用 エ レク トロニ ク ス

07 分子増幅回路 ニク ス

08 t－ ザ

09 その他の増幅回路 02 宇宙エレ ク トロ 01 宇宙 エレク ト・rク ス

ニク ス

06 変調、復調回路 01 変調復調一般
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細 分 類 補 助 小 分 類02通 信 応 用

03 核実験装置 01 粒子加速器
細 分 類 補 助

02 粒子 分離淡麗、質量分析

器 01 通信応 用一般 01 一般

05 放射線検出装置 02 特定分野 、技術への応用

04 その他 01 X線装置 02 電信 01 一般

02 電子顕微鏡 02 電桔議器

03 その他 03 電信局、網

05 電話 01 噸

中 分 類05通 信 工 学 02 技術一般

小 分 類01通 信 一 般
05 交換方式、機器

04 伝送方式、機器

細 分 類 補 助
05 電話機 、加入者設備

01 通信一般 01 総説、展望 06 電話局、中継局

02 会議、規格 07 私設電話

05 新製品紹介、展示会報告 08 電話回線

04 会社機関の紹介 09 電話回線網

02 通信の基礎 01 情報理論 04 ラジオ放送 01
,

一般

02 信号の質 02 機器

03 電波伝搬

04 雑 民 干渉.妨 害 05 画像伝送 01 一般

05 信号 のひずみ 02 機器一般

03 . 送像機器

05 通信方式 01 一般 04 受像機器

02 無線通信方式 05 方式変換装置
〉

03 有線 〃 06 局 、 ス タジオ

04 光通信方式 07 回線、回線網

05 特殊通信方式 .08 面像伝送の応用

04 通信機器 01 搬 06 電波探知 01 技術一般

02 送信機 02 応用

05 受信機

oノ 中継機器 07 標準伝波 01 噸

05 調整機器 02 機器

06 空中線

07 その他 の通信機器 08 アマチュア無線 01 搬

02 機器
.

中 分 類05
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細 分 類 補 助

09 その他の通信応

用1

'
01 その他の通信応用

中 分 類06電 子計算機データ処理

小 分 類Ol電 子 計 算 機

細 分 類 補 助

01 電子計算機一般 01 噸

02 基礎理論一樹

03 プロ グ ラ ミング

L.

04 計算機語

05 計算方式

06 数掌計算

02 回路、機 器 01 十

02 ・論理回路

05 記憶回路

04 A-D変 換器

05 計数.計 算回路

06 入出力装置

07 その他の回路、機器

中 分 類06電 子 計算機.デ ータ処理

小 分 類02デ ー タ処理

細 分 類 補 助

01 デー タ処理一般 01 一般

02 管理事務へ の応 01 噸

用 02 事務一般

03 交通 、運輸管理

04 郵便業務

05 企業管理

06 その他の偏理 事務への応

用

.

05 理学、工学 への 01 一般

応用 02 理学への応用

細 分 類 補 助

03 医学への応用

04 機械工学へ の応用

05 電気工堂への応 用

06 その他への応用

04 特殊応用 01 ドク メン テー シ ヨ ン

02 学習機械
'

03 図形認識

04 教育用

05 ゲー ム

06 翻訳

07 その他
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大分類4金 属工学 。鉱山工学 。地球の科学

中 分 類01地 球 の 科 学
小 分 類 細 分 類

05 古生代の古地理

小 『分 類 細 分 類
n4 中生代の古地理

01 地質学一般 01 地質学一般 05 新生代の古地理

02 構造地質学 01 地向斜、地質構造、造山 07 古生物学 01 層位古生物学一般

連動お よび火成活動 02 始生代、原生代、先 カン

ブ リア紀の化石

03 地球生物学 01 下等生物の作用 03 古生代の化石

02 植物の作用 04 中生代の化石

03 動物の作用 05 新生代の化石

06 古生物学の理論

04 たい積学 01 たい積一般 、斜交層現 、 07 化石 の タ イプ、 種類 内

層間異常、乱泥流 、整合、 08 古生物生 の研究法 、化石

不整合な ど の同定

02 たい積岩 の構造、組織 09 古生物の「股生物学

03 構成分の粒 度、重鉱物の 10 一般古植物学

分析な ど 11 花粉学、胞子学

12 植物の古生態学

04 構成合分の種類:副 成分、 13 一般 古動物学

団塊、結核体 など 14 動物の古曳態学

05 たい積岩 の生成 15 古植物分類学

06 侵食、溶食 および風化作 16 古動物分類学

用→投

07 陸成相 08 鉱物学 01 鉱物学一般

08 海食お よび海洋の地形形 02 鉱物の非晶態

成作用「股 03 鉱物の結晶態

09 海成相 04 固溶体

10 たい積岩岩石学 05 包有物

06 相平衡

05 層位学、地史学 01 層位学 、地史生一級 07 鉱物の起源、産出、種 類

02 始竺代 、原 生代、先 カン 08 鉱物の化学組成

ブリア紀 09 鉱物の合成

03 古生代 10 鉱物の鑑定と性質

04 中生代 11 鉱物各論

05 新生代

09 岩石学 01 岩石学「般

06 古地理学 01
9

古地理学一般 02 岩石の識別 、物理学的お

02 始生代、原生代、先カン よび物理化学的岩石学

ブリア紀 の古地理 oろ 「般岩石学 、岩石分類学
-
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

04 岩石各論 06 重力

10 鉱床学 01 鉱床学－r般 17 地震学お よび地 01 地震学

02 起源 にょる鉱床 の分類 球内部の物理学 02 地球の熱学

03 鉱石、有用鉱物 の識別、 05 地球内部の構造

齪
04 鉱物 の成因、鉱床の種類 18 地球電磁気学 、 01 地球電気学 および大地の

母岩 中の交代作用な ど 超高層大気の物 放射能

05 有用鉱物、鉱石鉱な どの 理学 および惑星 02 地磁気の観測方法 、観測

鉱床、鉱種別分類 物理学 装置

06 石材 、切 り石一般 03 地磁気の観測結果

07 けい質その他の無機質鉱 04 地球主磁場

物 ならびにニヒ砂 05 古地磁気学

08 鉱水 、鉱泉お よび温泉一 06 電波伝搬

般 07 電離層一→設

09 宝石お よび準宝石一般 08 電離層の測定法 、測定装

10 炭 鉱お よび含炭素鉱床 ・ 置

09 超高層大気の物理的性質

11 氷河学、雪氷学 、 01 氷 河学 、雪氷学 10 放射線帯

地形学 02 氷河地質学 11 VLP放 射

03 地形学 12 空電

15 電離層の時間的空間的変

12 火山学 01 火山作用 化(主 として統計的 な解

析)

13 地球化学 01 地球化学 14 地磁気の変動

15 地磁気活動

14 地質調査 01 地質調査 16 極光

17 夜光

15 地球物理学一般 01 一般 18 地球あらし

02 計算法、解析法 19 一次宇宙線

03 人工衛星の物理学 20 惑星および惑星間空間一

般 、いん石

16 測地学 01 十

02 測定法、解析法、誤差論お 19 気象学 および気 01 気 象学「段お よび気象事

お よび補正 鮮 業

03 地殻翻せき、地殻変動、 02 応用気象学

鰭 03 気象観測法と計算法

04 基線 、三角、水準 ● 04 観測資料

05 地球の形状 05 気象測器を運搬 または

持す る装置
`
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小 分 類
'細 分 類

小 分 類 細 分 類

06 気象測器 04 河川学

07 レーダお よびレーグ気象 05 地下水学

学

08 天気予報および数値予報

09 天気 にお よぼす人工作用 中 分 類02金 属 工 学

10 大気の構造と組成

11 大気の力学 および熱力学
小 分 類 細 分 類

12 大気の循環 01 腐食問題 01 腐食(そ の対策を含む)

15 高低気圧 とじょ う乱 02 防食保護

14 醐 〔}5 腐食試験

15 温度

16 気圧 02 鍛造 01 鍛造一般

17 風 02 鍛造工具と機械

18
'水蒸気 および大気水象

05 鍛造用原材料(石 炭 、鋼材、

19 気候学 補助材料)

20 種 々の現象 と影響 04 鍛造作業

20 海洋学 01 搬 03 鋳造 01 鋳造一般

02 観測資料 02 鋳物砂

05 実験および現地観測 05 中子製作

04 海洋測器 04 鋳型の製作

05 応用海洋学 05 鋳物の融解

06 潮位(気 象潮、翻せきを 06 鋳造作業

除 く)

07 古海洋学 04 粉末や金 01 金属粉末の製造、焼結

08 海底地形 02 球状、粒状物体の製造

09 海水の物理的性質

10 海水の化学的性質 05 圧延 01 金属の成形加工「般

11 海洋の構造、力学、醗 02 圧延加工

よび環境 との相互作用

12 海洋 の波 と翻 せき 06 熱処理 01 熱処理「般

15 海水
-02
熱処理炉

14 沿岸海洋学 03 焼入浴、焼 もどし浴

15 河口お よび河口循環 、河 04 熱処理作業

口混合 05 熱的操作 によらぬ硬化法

21 陸水学 01 陸水学 一般 07 溶接 01 溶接技術一般

02 古陸水学 02 冷間圧接

05 湖沼学 05 はんだ付け、ろ う付け
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小 分 類 細,分 類 小 分 類 細 分 類

04 ガス溶接法 18 金属の化生分析

05 テル ミッ ト溶接法 19 各種性質の金属

06 電気溶接法 20 サー メ ッ ト

07 ガス、電気溶接(組 合せ 21 や金用炉

溶接) 22 金属の固体状態の加熱

08 その他の組合わせ溶接 23 金属の融解作業

09 爆発溶接 24 金属の鉱石処理一般

10 溶接に類似の技術 25 金属の精製

11 接着(ボ ンディング) 26 各種加工を受けた金属

27 表面処理を受けた金属

08 表面処理 01 金属表面の予備処理 28 被覆 した金属または金属

02 金属被覆、皮膜の形成 被覆

03 金属表面の化生的処理 29 金属 の還元 および酸化

、04 金属表面の仕上げ処理

10 金や金学 01 鉄や金「般

09 金属工堂一般 01 棚 02 鉄工業 の会議 、見本市、

02 金属の会議 、見本 市、学 会 学会見学

見学な ど 0.3 鉄工業における改良.開 発

03 金属 の材料試験 とその装 ・に つい ての 研究

置 04 鉄工業 における生産面

04 金属の欠陥 とその対策 05 鉄工業におけ る経済的見

05 金属の腐食 と防食 地 で考 察 した問題

06 形状に よる金属の製品お 06 鉄 工業 におけ る使用的効

よび半 製品 果

07 粉末金属・焼結金属 」 07 鉄 工業 におけ る技後住者、養

08 金属工業 におけ る改良、開 蔵主の問題

発 についての研究 08 製鉄所(製 鋼所 も含む)

09 金1紅 業 におけ る生産面 における問題

10 金属工業 におけ る経済的 09 鉄工業 における災害 とそ

見地で考察 した同趣 の防止

11 金属工 業 における使用的
'

10 鉄工業 における産業衛生

効果 11 鉄工業におけ る生産管理

12
・金属工業 における技術者、 12 鉄 の化学 分析(鋼 、鋳鉄

養成工の問題 は除 く)

13『 金属工業 の災害 と防止 13 鉄や金用炉一般

14 金属工場の産業衛生 14 鉄や金用炉の耐火材
ト

↑5 金属工場の繊董管理 15 鉄 の加熱、融解中の問題

16 各相金属の反応 16 鉄の真空中の加熱融解

17 金属物理学 17 鉄鉱石に関す る問題
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小 ゲ 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

11 非鉄や金学

18

19

20

21

22

25

24

25

26

27

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

15

14

15

16

17

18

鉄の製錬」精製

鉄 の還 元お よび酸化

Fe-C系 の問題

純鉄
▼

ゾー ンメ ルチ ン グ に よる

純 鉄

鋳 鉄

鋼(合 金 鋼 も含 む)

製 銑

純 鉄 の製 造

製 鋼

非鉄 や 金 一般

貴金 属

第 四 、 五、 六 、八族

(Niρ),CrλV抽,V,N),

Ta,Ti,ZrゑHf江hの 金属)

卑金属(α1恥,ム,&D

軽 金 属 と軽 合 金(Aiふ ㎏,

Be)

カ ドミウ ム、マ ン ガ ン、

ア ンチ モ ン、 ビスマ ス

ポ ロニ ウ ム、 い お う、 セ

レ ン、 テ ル ル、 ひ素 、 り

ん

ほ う素

げい素

ゲル マ ニ ウム

炭 素

窒 素 、酸 素 、 水素

水銀

ス カ ン ジ ウム、 イ ッ トリ

ウム(ScW)

ウ ラン族

テ ク ネチ ウム、 レニ ウ ム

(Tc,Re)

希 土 類金 属

ガ リウ ム、 イ ン ジ ウム、

タ リウ ム(Ga,L1.T1)

19

20

ア ル カ リ金属(K♪Ja.Lわ

Rb,Cs)

ア ル カ リ土 類 金 属(Ca,

Sr,Ba,Ra)

1
`

中 分 類03鉱 山 工 学

小 分 類 細 分 類 ①

01

02

03

採鉱、採炭、採

石

採油、採ガス

選鉱

01

02

05

04

05

06

07

08

09

01

02

03

04

01

02

05

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

鉱業一般

予備的調査

採鉱準備

採掘作業
、'鉱業の鉱種別分類

鉱山の各種設備 と装置

排 水

運搬

鉱山災害、保安 、保健

ボー リング

採掘法

石油、 ガス鉱業

輸送、貯蔵

搬

給鉱お よび運搬

選鉱作※の管理 、 自動化

選炭法

選鉱法

鉱物の電子工学 的選別法

破砕

ふ るい分け

分級 、濃縮、サイクロン

ジグ

・

とい流 し、テーフル

浮遊選鉱法

重液選鉱法

気力ぷ鉱法

浸出法 、アマル ガム法,
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小 分 類 細 分 類

機械的方法

16 静電気選鉱法

17 磁力選鉱法

18 鉱石の熱処理

19 水の処理 、乾燥 、尾 鉱ダ

ム

つ

●
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◆

大分 類 5 土木 建築 工学

細 分 類 補 助

中 分 類01建 設 工 学 一 般 07 その他

小 分 類01建 築 工 学 一 般

03 歴 青 ・ゴム ・プ 01 歴青質材料

細 分 類 補 助
ラスチ ック 02 ゴ ム、 プユ スチ ッ ク

01 建築工学一般 01 建築工学「般

04 石材 01 石材

02 建設機械 01 建設機械「般

02 建設機械の見本乱 展示 05 セ メ ン ト、 コン 01 石 こ う、石 炭 、 セ メ ン ト

会 ク リー ト 十

03 建設機械の維持管理 02 石 こ う、 プ ラス タ ー

04 運搬機械 05 石灰

05 水工用機械 04 セ メ ン ト

06 土木、基礎工事用機械 05 モ ル タル 、 コ ンク リー ト

07 せん孔用機械 06 左官材料

08 コンクリー ト骨材±産 プ 07 その他

ラン トおよび骨材採取機

09 砕石機械 06 粘土、・焼成材 01 粘土 、焼成材

10 コンク リー ト製造お よび

コンク リー ト打設機械器
/
0ア 塗料 ・ 01 塗料

具

11 コンク リー ト舗装機械器 08 ガラス 01 ガラス

具

12 アスファル ト舗装機械器 09 金属材料 01 一般

具 02 醐
15 建築工事用施工機械器具 05 非鉄金属

04 建築金物

中 分 類01建 設 工 学 一 般

小 分 類02建 設 材 料 10 その他の材料 01 その他 の材料

細 分 類 補 助
中 分 類01建 設 工 学 一 般

01 建設材料 一般 01 建設材料一般 小 分 類03力 学

02 楠 01 噸 細 分 類 補 助

02 組織と諾性質 01 力学「殴 01 力学一般

05 加工技術

04 改良木材' 02 材料力学 01 基礎概念

05 コル ク 02 変形「般

06 紙 、 パ ル プ 03 変形に対する抵抗性一般
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細 分 類 補 助 細 分 類 、 補 助

04 各種の変形と抵抗性 05 組積構造 01 組積構造

05 変形態に対す る物体 の性

質 04 特 殊 コ ンフ リー 01 十

06 分子間力 ト構造 02 コ ンク リー トプ ロ ソク 構

造

05 材料試験一般 01 搬 03 組立RC構 造 ・

02 試験機、設備

03 試験片 05 鉄筋 コンクリr 01 搬

04 各種の強さ試験 ト構造 02 土木構造物

05 非破壊試験 03 建築物

06 材料の欠陥と保護 04 構造部材

04 現場試験 01 現場試験 06 PSコ ン フ リー 01 PC構 造

ト構造

05 構造力学 01 十

02 構造物の静力学 07 金蔵構造 01 十

05 電子計算機による構造解 02 鋼構造

析 03 非鉄金属 による構造

04 一軸応力状態の構造要素 ク 04 合成構造、その他

05 曲げを受ける構造要素 o

06 曲げ と軸方向力を受け る 08 その他の構造 01 プラスチック構造

構造要素 02 ガラス構造

07 平板

08 立体構造 09 特殊構造物 01 十

09 応力状態の安定を調べる ,02 各種構造物

必要のある構造要素

)

10 構造部材の連結
中 分 類01建 設 工学一般 '

陸姑L甘 徽
小 分 類 05構 造物 の基礎

中 分 類01建 設 工 学 一 般
1 細 分 類 補 助

小 分 類04構 造 設 計

01 基礎一般 01 基礎一般
〆

細 分 類 ,補 助 '

01 構造設計一般 01 噸 02 基礎の土工 01 基礎の土工一般

02 荷重 と応力 02 根切 り工

03 部材の算定一般 05 矢板、矢板工

04 変形、重量の算定 04 基礎地盤の改良

05'そ の他

03 くい、 くい基礎 01 くい、くい基礎一般

02 木構造 01 木構造 02 サ ン ドパ イル 、木 く、・
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細 分 類 補 助 細 分 類 ・ 補 助 ,

0ろ コ ンク リー トぐい 計画 02 公共施設

04 PCぐ い

、

05 中空 ぐい 07 景観 01 一般

06 その他の くい 」 02 国立公園

07 くい打込、 くい引抜 03 都市公図

08 くい打、 くい抜機械 04 造園

05 墓地

04 各種基礎 01 各種基礎一般 06 風致保存

02 平板基礎

.

03 格子基礎と特殊乾燥基礎

04 水中基礎 '中 分 類02建 築 平 学

Y
05 機械の土台基礎

小 分 類01建 築 一 般

06 その他の問題

細 分 類, 補 助

中 分 類01建 設工学一般 01 建築一般 01 建築産業の展望

小 分 類06都 ボ 計 画 02 研究、書誌

会議05

細 分 類 補 助
04 展示会

01 都 市計 画一般 01 搬 05

」

土地 、資産

02 計画、法規

03 開発 02 教育、養成 01 教育 、養成

04 人口

・05 土地利用 03 住宅問題 01 住宅問題
呼

06 実施計画 ,

07 計画家' 04 法規 01 法規

02 国土 、地 方 、農' 01 国土、地方、農村計画 05 災害 01 一般

村計画 02 火災

03 その他 の災害

05 都市計画 01 一般

02 各国の都市計画
中 ・分 類 ・02建 築 工 学

小 分 類02建 築各部構造

04 地域制 01 一般

02 用途地域 、地区 細 分 類 補 助

01 各部構造一般 01 各部構造一般

05 市街地建築物の 01' 市街地建築物の調整

調整 02 壁 01 峨

02 地中壁

06 交通、公共施設 01 醐 05 二
一241一
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細 分 類 補 助 細 分 類 補 助

03 屋根 01 一般 03 組立工法

02 屋根ふき 04 各種 のブ リハ プ建築

05 各種の屋根 05 搬

04 小屋組の詳細

05 屋根の細部 05 組積工事 01 一般

02 石工事

04 床、天井 01 床 05 れんが、プロツク工事

02 天井

04 コ ンフ リー トエ 01 搬

05 階段 01 階段 事 02 RC工 事

03 PC工 事

06 戸 、 門、 窓 01 戸 、 門 、窓 04
トその他

、

07 付属雑工作物 01 シュー ト、 改め 口 な ど 05 左官工事 01 左官工事

02 付属雑工作物

06 鉄骨工事 01 鉄鋼、その他の金属によ

08 建築物の絶縁 01 搬 る構造物の施工一般
'

02 耐火、防火 02 鉄鋼構造物

05 防湿、防水 05 非鉄金属工事

04 耐暴風 04 その他

05 面隠 随感 防音

06 耐弾、防空 07 木工事 01 大工工事

07 防寒、防音、断熱 02 指物工事

08 防 じん、防食 、防虫

09 各種の物理的作用に対する 08 雑工事 011紅 事

る防護

十 △ 政古 ∩ 今 焼 酎r凸 》4

中 分 類02建 築工学

中 分 類

小 分 類

02

04

建築工学

建 築 設 計

小 分 類03建 築 施 工
細 分 類 補 助

細 分 類 補 助 01 設計の一般事項 01 一 般事項

01 施工一般 01 一般事項 02 設計計画一般

02 足場 05
rモ シ ユ ー ノレ

05 保守、破損.修 理 、補強、 04 光 と色

移設、取壊 し、廃材 の利 05 設計図

用 06 建物の修復

07 競技設計
r

02 プ リハ ブ リヶ一 01 噸

シヨ ン 02 醐 02 建築史 01 建築史
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細 分 類 補 助 細 分 類 補 助

05 建築家 01

02

05

一般

作品、 伝記

建築事務所

06

07

08

09

10

工場建築

病院、社会福祉

建築

接客業建築

劇場、集会場

競技場、遊戯場

03

04

05

06

07

01

02

03

04

05

06

01

02

05

01

02

03

04

01

02

05

04

05

06

07

08

01

02

05

04

05

06

港湾 の建物

倉庫

車、船、航空機

自動車、牛馬車な どのた

めの建物

空 港建築

一般

機械工場

電気工場

金属工場

化堂工場

その他

噸

病院建築

社会福祉建築

一般

食堂

浴場

その他

十

音楽堂

オペ ラハウス

劇場

キャバレー、ダンスホー

ル

映画館

その他の興行場

集会場

噸

プール

体育館、室内遊戯場

競輪、オー トレース場

スキー、スケー ト場

灘

中 分 類02建 築 工 学

小 分 類05各 種 建 築物

」

細 分 類 補 助

01

02

05

04

05

各種建築物「殴

公共建築

.

発電所

商業建築

〆

運輸、倉庫建築

01

02

05

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

01

02

05

04

06

01

02

05

04

05

06

01

02

建築物一般

用途の定?た 室、空間

特殊 の位 置 と空間を もつ

建物

竜

宮 、公邸

大、公使館

国際機関

税務 、造幣局

素～判所

郵便、電話局

官公鼻

聾、笹察用建物

その他

一般

原子 力発電所
・

水力発電所

火力発電所など

変電所

一般

商店建築

住宅兼用の商店、事務所

事務所建築

蛎

その他

十

鉄道用建築
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甲 介 頬 ∪∠ 建 染 ⊥ 字

細 分 類 補 助 小 分 類06建 築 装 飾'

07 乗場競技場
細 分 類 補 助

OB その他の競技場

01 建築装飾 01 建築装飾

11 展覧会場、記念 01 展覧会場

建造物 02 記念建造物 02 室内装飾 01 室 内 装 飾-・

12 宗教建築 01

`

一般 05 家具 01 一 般'

02 仏教、回教寺院 02 家具の製造

05 ユダヤ教会 05 各種の家具

04 キリス ト教建築
、

04 金属家具

05 葬祭場、墓所 、納骨堂

06 その他 中'分 類02建 築 工 学

小 分 類07建 築 設 備

15 教育、堂術、美 01 学校廼築

術建築 02 研究所、試験所 ・ 細 分 類 補 助

03 博物館、美術館 01 設備一般 01 一般

04 図書館 02 配管一般

05 天文、気象関係施設 ,

06 放送局 02 給排水、衛生設 01 十

07 堂 術団体 の建物 『 備 02 給水設備

08 ス タジオ 05 排水設備

ふ 04 衛生設備 ・

14 住宅 01 一般

02 住宅の各室 03 ガス、 蒸気 、 給 01 ガス、蒸気 、給湯設備

03 小住宅 湯設備

04 集合住宅、共同住宅、フ

ラッ ト 04 電気、機械設備 01 電気、機械設備

05 連続住宅

06 独立住宅 05 住宅設備 01 搬

07 寄宿舎 02 冷、暖房

08 別荘

09 移動住宅 06 冷暖房 、換気 、 01 噸

空気調和 02 暖房

15 ホ テル 、 ク ラブ 01 ホ テル 、 クラ ブ 05 換気、空気調和

16 農村建築 01 農村建築 07 建築音響 01 騒音

02 建築音響

17 その他 の建築 01 その他 の建築

08 日照、照明 01 一般

中 分 類02
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付

紐 分 類 補 助 細 分 類 補 助'

02 視覚 07』 構造物の変位や基礎の測

05 測光 '定

04 色 08 測量機械器具

05 自然照明 09 写真測量、空中写真測量

06 人工照明 10 地図学、地図作成

03 ±質力学 0層1 土質力学「船

中 分 類03土 木 工 学
02 ±の種類 、粒径、粒度分

小 分 類01土 木 工 学 一 般 布

05 土質調査、±質試験

細 分 類 補 助
04 土木地質、±木岩石学

,01 土木ユ二字「般 01
1 土木工学

一般 05 土質図

・

02 ±木施工 一般 06 土性

07 土の静力学、動 力学

中 分 類03土 木 工 学 08 土の中の水

小 分 類02土 木基礎工学
、

09 土質力学 の応用

細 分 類 補 助 .

中 分 類03土 木 ユ三学 、

01 水理学 01 水理学一般 小 分 類03土 工

02 流体静力学、液面測定

03 流体動力学 細 分 類 補,助

04 流れの周囲条件 01 土工 一般 01 一般

05 液体 と気体 との混合流 021
、

掘 削工

06 せ き、越流、背水 03 機械化±工

07 管および開水路の中の流A 04 盛土、埋立、整地

れ 05 築堤、締切 り工

08 多孔質物体中の流れ 06 土工工作物の保護

09 損失水頭 07 火薬を用い る土工

10 測流 08
'
土壌安定、地盤の改良締

11 流体が物体に及ぼす力 固め
●

12 沈澱 、浮遊物を含む流れ 09 ボー リングエ

15 波動、水の振動

02 配管 01 管

02 測量学 01 測量竺 一般 02 弁 その他の付属品

02 測鼓計算 05 配 管における設言十計算
i

05 測量法 ・ 04 配管工事一般

04 地形測量
'05
現場継手

一 05 応用測量 06 菅の保護、管の破損

06 鉱山測量'
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細 分 類 補 助 細 分 類 補 助

03 雪氷工学 01 噸 10 水路橋

02 凍結土のコ⊃学 11 その他

05 雪氷 による被害 と防止、

寒冷地の工事 中 分 類03土 木 工 学

小 分 類05鉄 道 工 学

04 トンネル 01 トン ネルー般

02 トンネルの設計、構造 細 分 類 補 助
角

03 トンネルの施工一般 01 鉄道建設 01 鉄道建設一般

04 堀進法 02 鉄道建設計画 、測量

05 立坑工事 05 鉄道電化

06 坑道、シール ド工法 04 線路の形式

07 ず り出し 05 下部構造

●
08 文保工 06 上部構造

09 トンネルの保守 07 レールの敷地、敷設機械

10 山岳 トンネル 08 分岐、交 さその他の付属

11 地下 トンネル 設備

12 水底 トンネル 09 転車台、車止 め

13 その他 の トンネル 10 沿線設備

11 鉄道建設毒西

中 分 類03土 木 工 学 12 保線

小 分 類04橋 リよ う工学 15

14

操車場、停車場

鉄道 トンネル

細 分 類 補 助
15 ク リヤ ランス

01 橋 りょ う工学一 01 橋 りょ う工学一般

般 02 特殊鉄道 01 一般

02 建設様式の特殊な鉄道

02 橋台、橋脚 01 橋台、橋脚一般 05 高架鉄道

02 橋台 04 地下鉄道

03 橋脚 05 架空鉄道

06 モノレール鉄道

0ろ 橋 01 橋の位置、配置 07 ケーブノジ鉄道

02 橋の設計計算一般 08 軽便鉄道、路面鉄道

03 橋の構造 と材料一般 09 空中索道(貨 物運搬用)

04 橋に特有の部分

05 橋の架設 中 分 類03土 木 工 学

06 橋の試験、維持管理 小 分 類06道 路 工 学

07 道路橋

08 鉄道橋 細 分 類 補 助

09 鉄道、道路併 用の橋 01 道路工学「般 01 報
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細 分 類 補 助 細 分 類 補 助

02 道路交通 03 港内施設

04 海岸の保護、水面下の低

02 道路建設 01 道路建設一般 地の埋立、干拓

02 都市外の道路 05 期 せきのある深い港の外

05 都 市内 の道路 部工事

04 道路 トンネル 06 水路お よび港の保守

05 飛行場 、滑走路 07 航路、沿岸施設

06 道路設計、道路試験

07 道路 の構造、築造 05 発電水 力、ダム 01 発電水力、ダム一般

08 道路の付帯設備 02 水力原動所

0'5 発電施設 の理論、試験 、

05 道路 の維持、舗 01 道路の表面処理
'性 能

装 02 道路の維持管理 04 水車

05 街路樹 、地下埋設物 05 貯水池、ダム「般

04 道路舗装 06 貯水池

07 ダ ム

中 分 類03土 木 工 学 08 貯水池の操作設備

小 分 類07河 海 工 学 09 発電水路

10 放水路、沈砂池、ダムの

細 分 類 補 助
破壊復旧

01 河海工学一般 01 河海工学「般

06 運河 01 運河一般

02 水文学 01 噺 02 運河の建設保守改良

1
02 地表水、流出水 03 運河の給水

05 地 下水 、ゆ う水 04 運河の形状

05 ロ ック

05 砂防、河川工学 01 一般 06 船を昇降させる設備

02 砂防、砂防工学 07 河川お よび運河 における

05 漁業、水産業 のための水工 船の航行

04 川の流 れの力学 08 海洋運河

05 非可航河川

06 河川に関す る一般事 項 07 土地改良 01 土地改良一般

07 河 口と改修 02 かんがい

08 湖沼、湖岸、河岸 ・

03 排水、干拓

09 河川工事 04 荒地の開拓、土地改良

10 洪 水防御 、堤防 05 土地改良における農業土

じよう学

04 海岸、港湾工学 01 十

02 港、海岸
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中 分 類03土 木 工 学

小 分 類08衛 生 工 学

細 分 類 補 助

0.1 衛生工学一般 01 衛生工学一般

02 上 下水道一般

03 自然水 の汚染一般

02 上水道工学 01 上水道工学一段

02 水質 、原水の性質、硬度

03 水源 、取水

04 ポンプ場

05 配水池 、配水塔

06 送水、給配水

07 水 の消費、水の用途

08 村落へ の送水

09 上水の汚染 と予防お よび

氷の浪 費の防止

・

10 浄水一般

11 浄水設備

12 浄水法

15 生物学的浄水法

14 蒸留、蒸留水

15 塩水の脱塩

05 下水道コニ学 01 下水道 工学一般

02 下水道

03 下水 きよの設言]、施工

04 下水ポンプ場

05 下水処理

04 都市衛生 01 老師 衛生一般

02 都 市の清掃 、公衆衛生施

ヨ凡

以

05 都市公害 と防止

04 その他
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大 分 類 6 経 営 曾 理

1 小 分 類 細 分 類
中 分 類01一 般

則および理論

小 分 類 細 分 類 02 施設、工場設備 、原材料 、

01 搬 01 一般 エネルギーの供給

03 生産管理

02 情報活動、組織 01 ドク メ ンテー シ ヨ ン 04 企業内懐進 化、作業標準

ドクメ ンテ ー シ 02 図書館 、図書館学一般 05 生産方式

ヨンと関連分野 06 生産高、歩留 り、操業度、

その発表 と省理

03 産業経済 01 経済学的問題 07 品質管理お よび検査

02 金融経済に関する事 08 工具 管理.材 料管理

03 関税、関税制度 09 設備、機械、施設 の保全、

04 生産経済 整備

05 外国貿易、国際貿易 10 その他

06 その他

06 労務管理 01 人事管理

04 資源 01 資源 02 賃金管理

05 労働 力の不足 または過剰、
'

05 規格 01 規格一般 需要 と供給

02 特許、特許法 04 労働の管理

05 労働組合に関する事、使

中 分 類02経 営 管 理 用者の組合対策

06 労働事情の監視

小 分 類 細 分 類 07 労働者の等級、勤務条件 、
'

01 経営管理一般 01 経営管理一般 給料 による区別

02 大 きさ、経営規模 、取扱 08 教育、訓練、養成

い量 09 その他

03 その他

0ア 購売管理 01 商業技術一般、商品、サ

02 事務管理 01 事務所の組織と運営
一 ビス

02 購買一般

05 財務管理 01 企業形態、企業の財政 03 購入事務、購入計臥 購

02 保険 買組織、部門

03 その他 04 ヴア リユ ー エ ン ジニ ヤ リ

ング(VE)

04 醗 01 会計学、簿記 05 調進方法、契約方法

02 税金に関する事項 06 発 注 も キ ャ ンセル 、 ク レ

一 ム、検収、納期管理

05 生産管理 01 生産計臥 生産の一般原 07 倉庫管理 、部門
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

08 在庫 管理、出荷、発送 11 安全管理、衛生 01 職業衛生、産業衛生 保

鯉 健 、職業病

08 販売管理 01 販売一般 、販売管理一般 、 02 火災の報告 、性 質、消火

マー ケ テ ィ ング 03 危険物の取扱い

02 販売促進、販売万法 04 身体各部お よび全身の保

03 代理店、特 約店、外交員 護、保護具

` による販売法、 その他 05 災害 の防止および救護、

04 販売繊 各、販売形式 災害一般

05 集金、捌け売 り、賃貸業、 06 事故分析、統計

予約取引き 07 工場 よりの廃物に よる災

06 販売に伴 う各種 の問題 害

07 販売1(伴 う法律的問題 08 騒音防止

08 その他 09 法令法規との関連事項

10 その他

09 広告 、 宣 伝、 イ 01 広告 と宣伝、理論、宣伝 11 大気汚染

ンフ オ メー シ ヨ 費、料金

ン 02 広告宣伝部門および従事' 12 通信、翻更管理 01
,

通信業務一般

す る入 02 信号、葺報

05 広告宣 伝の実行計画、企 03 郵更業務一般

画 、予 測

04 広告宣伝を受ける人、広

告宣伝の戦術

05 広告 の着想 および構成 、

広告の手段、方法、戦術、

媒介物

06 インダ ス トリァル デ ザ ィ

ン

07 広告主 、スポンサーの種

類 より見た広告

08 イ ンホ メー シ ヨ ン、案 内 、

PR、 調査業務、社 内報

09 その他

10 包装 、発送 01 包装一般、総説、展望

02 包装容器 、材料

03 包装機械 、設備

04 発 送 、 パ レッ ト、 コ ンテ

ナ

05 包装 デ ザ イン、 ラベル
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大分類7原 子力(ア イソ トープ、放射線利用)

小 分 類 細 分 類

中 分 類01ア イソ トープ 、放 射 線 利 用 一 般 一

05 転位

小 分 類 細 分 類
04 無機化堂

01 ア イ ソ トー プ 、 01 科学と工業 への応用一般 05 有機化学

放射線利用一般 02 年次報告、講演要旨集 06 高分子化生への応用

05 便覧、講習のカ リキユラ 07 洗剤工業への応用

ム 08 食 品工業への応用

04 文献目録 09 火薬、燃焼工学への応用

10 電気化学工業へ の応用

11 や金工業への応用

中 分 類.02安 定 または放射性同位体の ト
12 その他の化学的 トレーサ

レーサまたは指標としての利用
,応 用

小 分 類 細 分 類
04 生物堂へ の トレ 01

01 トレー サ利 用 一 01 トレーサ利用一般 一サ応用

生物学へμ)トレーサ応用

噺

般 02 各種工業への応用 02 微生物への応用

03 工程管理へ の応用 03 植物化学、植物生理生へ

の応用

02 物理的 トレーサ 01 気象への応用 込 1 04 動物化学、動物生理学へ
、

02 流れの追跡と流量の測定 の応用

05 漂砂の追跡

04 粒度の測定 05 オー トラジオ グ 01 オー トラジオ グ ラフ ィー

05 表面積の測定 ラ フ イー

06 溶解度の測定

0ア 拡散の測定 06 指標 としての利 01 指標 としての利用

08 蒸気圧、相の測定 用

09 摩耗の測定

10 や金工業への応用

1] 鉱業への応用
中 分 類03線 源 または照射装置

12 化学工業への応用

13 化学工業への応用
小 分 類 細 分 類

14 その他 の物理的 トレーサ 01 線源 または照射 01 線 源 また(ま照 身寸装 置 一「4化

応用 装置一般 02 線量の分布 とその計算

05 化学的 トレーサ 01 物理化学(反 応機構 、'反 02 凡1利 用 照射装 01 t37句 照臓 置

応速度、交換反応、界面 置 と原子 炉, 02 60C。 照射装置

化学) 03 その他の&1照 射装置

02 抽出 05 使用済み核燃料の利用
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

05 化生用原子炉 04 同位体装備機器 01 原子電池

02 静電気除去器

03 荷電粒子加速装 01 椥辻器「殻 03 その他の同位体利用機器

置 と中性子源 02 線型刀i]速器

03 円型加速器 05 発光豊科、放射 01 発光塗料 、放射線 ル ミネ

04 加速器 のイオン源、入射 線 ル ミネセ ン ス セ ン ス1

装 置 、 ター ゲ ッ ト

05 加速器 の ビー ムの特性 と

収束 中 分 類05放 射 線 物 性

06 中性子源

小 分 類 細 分 類

01 放射線物性 01 放射線照射 による物性嚢

中 分 類04線 源 利 用 化一般

02 機械的性質の変化

小 分 類 細.分 類
03 光学的性質の変化

01 線源利用一般 01 線源利用一般 04 電気的性質の変化

05 磁気的性質の変化

02 ラジオ グ ラ フ ィ 01 ラ ジオ グ ラフ ィー一 般 06 照射損傷、格子欠陥

『 02 非破壊検査への応用→投 0ア 中性子回折

05 γ線用 フィルへ 写真判

04

定

溶接部の検査 中 .分 類06放 射 線 化 学

05 金属工業へ の応用

06 その他 の各種工業への応
小 分 類 細 分 類

用 01 放射線化学一般 01 放射線化学一般

お よび理論 02 放射線化学の理論

05 応用計測 e1 応用計測一般 03 電子 スピン共鳴

02 工麟1画 04 触媒の放射線化学

05 各級工業への応用 05 その他 の化学現象に対す

04 密度計 、水分計 る放射線の影響

05 蒸気量の測定

06 液面計 02 単体および無機 01 無機化合物一般

0ア 厚 さ計 化合物 02 水素、水、過酸化水素

08 散乱 または吸収を利用す 05 窒素化合物

る化学分析 04 いお う化合物

09 熱量計 、圧 力計 05 炭素酸化物

10 r線 検庖 06 その他の非金属化合物

11 中性子検層 07 金属化合物

12 その他 の応用計測 '亭
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小 分 類 細 分 類 中 分 類08放 射 線 防護

03 有機低分子 01 有機化合物一般
小 分 類 細 分 類

02 鎖式飽和炭化水素、アル

コ ー ル 、 ケ ト ン、 ア ミ ド 01 放射線防護一般 01 放射線防護一般

05 鎖式不飽和化合物 02 法規

04 鎖式多置換化合物

05 炭水化物 02 許容線量 01 放射線障害

06 単葉単票式化合物 02 吸収線量

07 ヒ ドロ芳香族化合物 03 人体の許容線量、人体汚

08 多 くの単素環か らなる化 染、人体に対す る放射線

合物、複素環式化合物 の影響

09 たんば ぐ質 とその分解生 04 放射線保護、予防薬

成物

10 その他(染 料、石炭.精油、 05 個人または環境 01 放射線の鱈理

リグ ニ ン) の管理 02 天然放射能の測定

05 環境の汚染

04 高分子 01 高分子照射 04 飲用水、食品の汚染 とそ

02 放射線重合 の防止

05 その他の放射線 管理 、放

05 食品 01 食品一般 射能汚染に関する事項

02 滅菌の基礎的諸問題

03 植物性食品 04 モニ タ リング 01 モニ タ リン グー 般

0 .4 海産食品 02 放射線計測、監視装置

05 牛乳 03 人体放射能測定装置
F

06 食用肉 04 フ イル ム バ ッヂ

07 肉加工品 05 大気 のモニタ リング

06 廃水、±壌のモニタリソ

グ

中 分 類07放 射 線 生 物 学

05 施設 および取扱 01 ホ ッ トラボ ラ トリ

小 分 類 細 分 類
い 02 取扱 い

01 放射線生物学 01 放射線生物学一般 05 しやへい

02 微生物に対する放射線の作 04 輸送のための包装

作用 05 放射線および放射性物質

05 植物に対する放射線の作 の取扱いに関するその他

用. の事項

04 動物に対する放射線の作

..用 06 汚染および除染 01 汚染お よび除染一般

02 除染法

03 衣服、機器 、設備の除染
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

cア 廃棄物処理 01 廃棄物処理一般 05 計数 回収 と装置、計数率

02 処理施設 計

03 気 体、固体の処理 04 波高分力〒器、波高選男lj暑呈

04 液体の処理 05
w

同時 回路、時間分析器

05 処理法 06 その他の回路

07 計測部品 01 計測部品－r殿

中 分 類09測 定 および測定機器 02 電離検出器の部品

03 シ ンチ レー タ

小 分 類 細 分 類
04 半導体

01 測定一般 01 測定一般 05 光電子増倍管

02 絶対測定 06 その他の計測部品

05 天然放射能の測定

04 放射能測定の応用 08 質量分析器 01 質量分析器の原理

05 放射能測定の応用に関す 02 質量分析器、質量分析計

るその他 の事項 03 イオン源、試料導入装置、

排気 系な ど

02 測定理論 01 測定理論一般 04 付属回路

02 計数の統計的処理 05 質量分析装置に関するそ

05 計数の誤差と効率 の他 の事項

05 物理的 または化 01 線量測定
1

堂的測定法
中 分 類10分 析 化 学

、

0.4 計測機器 01 計測機器一般
小 分 類 細 分 類

02 ス ペ ク トロメ 一 夕 01 分析化学 一般 01 分析化生一般
㎡

02 分析への放射化学 の応用

05 検出器 01 検 出器一般
る一般

02 電離箱 05 測定機器、装置 と損1淀法

05 比例計数管 04 重 水、水の同位体 の分析

04 G-M計 数管 05 ラ}光分析 こ

05 シ ンチ レー シ ョン計数 06 その他 の分析法

工 管

06 固体検出器 02 質量分析 01 質量分析一般

07 中性子検出器 02 フk素

08 その他の検 出器
・

03・ ハ ロゲ ン

04 窒素、酸素

06 電子回路 01 電子回路「般 05 いお う

02 増幅器 06 炭素
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小 分 類 細 分 類

07 ほ う素 、 け い素 小 分 類 細 分 類

08 不活性元謀
10 ウ ジン、超 ウラ ン元素

09 ア ル カ リ.ア ル カ)土 類
11 鉱物、いん石の分析

鍋
12 牛乳中の元素の分析

.、

10
一

フン タニ ド.テ ク ネ チ ウ
15 原子炉 に関連 した核分裂

ム 、 ク ロ ム

生成混合物の分析

11 ウ ラン、赴 ノラ ノ元 素
, 14 その他 の放射化学分析

12 鉛

13 ル テニ ウム

14 その他の試料の質量分析
中 分 類11時 代または年代学的作用

03 同位体希釈分析 01 同位体希釈分析一般 小 分 類 , 細 分 類

02 無機化合物
01 時代 または年代 01 経済的または考古学的作

05 有機化合物
学的利用 用

02 年代測定
04 放射分析 01 放射分析一般

05 時代または年代学的利用

02 工程 管理への応用
に関す るその他 の事項

03 無機化合物

04 有機化合物

中 分 類12同 位 体 の 性 質
05 放射化分析 01 放射化分析一一般

02 高純度物質中の不純物の 小 分 類 細 分 類

分析
01 同位体の性質 0'1 同位体の性質一般

05 鉱物 、いん石 の分析
02 化学熱力学

04 有機化合物中の元素の分
03 同位体交換反応

析
04 同位体効果

05 各元素の放射化分析
05 同位体存在比

06 同位体の性質 に関す るそ

06 放射化学分析 01 放射化学分析一般
の他の事項

02 トリチ ウム

05 ハ ロゲ ン

04 いお う、炭 素 、 ゲル マニ

中 分 類13同 位 体 分 離
ウム

05 不活性元素 小 分 類 細 分 類

06 第1族 、第2族 金属
01 同位体分離 01 同位体分離一「般

07 第5属 金属
02 遠心分離法

08 第4族 、第5族 および第
05 熱拡散法、 ジエツ ト噴 出

8族 の金属
法

09 鉄 、 マ ン ガン族
04 電磁的方法による分離

一255一

{



小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

05 蒸留法 の相互作用 用

06 光化学的方法 ・02 β線 と物質 との相互作用

07 電気化生的方法 05 重荷電粒子 と物質 との相

08 イオン交換法 互作用

09 化学交換反応法 04 γ線 と物質 との相互作用

10 生物学的 方法に よる分離 05 中性子 と物質 との相互作

11 その他の同位体分離法 用

06 その他の粒子の物質との

相互作用

中 分 類14放 射性同位体の製造

03 原子核の性質 01 原子核の構造お よび性質

小 分 類 細 分 類 一般

『

01 放射性同位体の 01 放射性同位体の製造一般 02 核力、核模型

搬 02 放射性同位体の製造 05 原子 核の基本的性質、結

合エネルギーな ど

04 励起状態の原子核の性質

中 分 類15標 識化合物の製造

04 放射能 01 放射能 、放射性崩壊一般

小 分 類 細 分 類 ①
02 放射性崩壊の統計的性質

01 標識化合物の製 01 標識化合物 の製造一般 放射性系列

造 02 ジュー テ リウム標識化合 03 放射性 核種 とその特性 、

物 崩壊過程一般

03 トリチ ウム標識化合物 04 α放射能

04 ハ ロゲン標識化合物 05 β放射能

05 りん標識化合物 06 γ放射能

06 い おう標識化合物 07 その他 の放射能

07 炭素標識化合物

08 ク リプ トン標識化合物 05 核反応 01 核反応一般

09 カ リウ ム、 ク ロム、 タン 02 非弾性および弾性散乱

グステ ンの標識化合物 03
'
陽子に よる反応

10 その他 の標識化合物 04 重陽子にょる反応

05 α粒子 による反応

06 その他の軽い荷電粒子 に

中 分 類16基 礎 よる反応

07 重 イオンによる反応

小 分 類 細 分 類
08 光子 による反応

01 核物理、一般 01 核物理 、放射化学一般 09 中性子 による反応

10 生成物 の側か らみた反応

02 放射線 と物質 と 01 放射線 と物質 との相互作 11 核分裂反応
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小 分 類 ・ 細 分 類

06 核化学 および放 01 核化学 および放射化学一

射化学 .般

02 核種の分離と精製

05 放射化学

04 ホ ッ トア トム化学

05 Szilard-Cllalmers

反応

06 ラ ジオ コロ イ ド

07 核化学 お よび放射化学に

関するその他の事項

■

A
・
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大分類 8 物 理 、 応 用 物 理

中 分 類01科 学 一 般
小 分 類 細 分 類

03 物理 に関する会議、機関 、

教育、文献
小 分 類 細 分 類

01 科学一般 01 科学一般

中 分 類02応 用 数 学

中 分 類05物 理測定、物理実験

甲 分 類)∠ 応 用 類 字

小 分 類 細 分 類

小 分 類 細 分 類 01 実験測定一般 01 実験法、測定法一般

01 応用数学 01 一般 02 実験装置、測定器一般

ぴ 02 算術、数論

03 代数学 02 力学量測定 01 一般

04 幾何学 02 長さの測定

05 解析学、関数論 03 面積の測定

06 数値計算、近似解法 04 体積の 〃

07 グームの理論、管理数学 05 角度の 〃

の基礎 06 質量、比重の測定

08 確率論 07 時間の測定

09 数理統計 08 速風 加速度の測定

10 変分法 09 角速度、回転数 の測定

11 群 、環 、体 な ど 10 力、仕事量 の測定

12 集合論 、束論 11 圧力 の測定

12 熱膨張計

中 分 類03天 文 05 温度、熱的量の 01 温度測定

測定 02 昇降温、定温装置

小 分 類 細 分 類
05 熱的量の測定

01 天文 01 一般 04 熱伝導率、熱伝達の測定

02 理論天文学

05 実地天文学、天文観測 04 電磁気測定 01 電磁気測定 一→設

04 →投天文学、記述天文学 、 02 電気測定法

宇宙論 03 電気測定器

05 測時学 04 マイクロ波測定 法

05 パルスの測定

06 磁気測定法

中 分 類04物 理 一 般 07 磁気測定器

08 磁気共鳴測定装置
小 分 類 細 分 類

01物 理一般 01 物理一般 事項 05 真空、超高圧 01 真空

02 物理学史 02 超高圧
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小 分 類 細 分 類'
中 分 類06基 礎 A

A 一,

09 衝突

小 分 類 細 分 類
10 機械力学一般

01 相対論 、重力 0ゴ 一般

02 相対論 02 流体力学 01 搬

05 重力 02 流体 静力学、液面測定

05 流体力学の実験装置.観

02 量子論 01 一般 測法

02 解釈 、歴史的背景 04 流体力学一投理論 、

03 数学的基礎および考察 05 非定常運動

04 基本問題 06 粘性流体の力学一般、粘

05 近似法 性潤滑

06' 一粒子関数 07 乱流 と遷移 、流体力学的

0ア 散乱、衝突 安定性
、

08 ふ く射 08 境界層

09 量子化 09 物体まわ りの流れ、流れ

10 その他 が物 体に及ぼす力

10 沈殿 、浮遊物 を含んだ流

03 熱力学 、統計力 01 一般 れ

学. 02 基礎概念 11 うず 、 回転 運 動..

03 熱力学 12 キ ヤ ピテ ー シ ヨン

04 統計力学 15 混相流、液滴、気ほ うの

0'5 統計現象 運動と変形

14 オ リフイ不 ノズル、噴

04 多体問題 01 搬 流 ご噴霧 』

02 理論 15 管および開 こう中の流れ

03 現象へ の応用、特殊な例 16 多孔質中の流れ

17 対流、熱現象を伴 う非圧
`「

縮性流れ

中 分 類07力 学 18

19

測流法

波動、水の振動

小 分 類 細 分 類
20 圧縮性流体 の力学一般

01 一般 力学 01 一般力学 の一般事項 21 翼理論一般

02 過 22 亜音速流

05 静力学 25 遷音速流
1

04 動力学 24 超音速流

05 摩擦 25 極超音速流

06 重力、質量 26 衝撃波 、気体の圧縮性
'

0ア 振子 27 空 力加熱、熱現象を伴

08 弾道学 う圧縮性流れ
'

、
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小 分 類 細 分 類
中 分 類09振 動 、 音 響

28 解離、イヒ学反応 を伴 う流

れ
小 分 類 綱 分 類

29 希薄気体の力学 01 振動、音波 、音 01 一般

50 空 力弾 性 、 フ ラツ タ 響測定 02 振動の一般理論

51 風洞と付属設備 03 振動の測定 と観察

32 気体力学 研究 における言十 04 物体の振動

測 05 振動 の励起 、音響 の発生、

53 その他の気体力学的実験 変換器

装置 06 振動の伝搬

07 振動、音波 の物理的、化

05 電磁流体力学 01 十 学的作用

02 電磁流体力学一般理論 08 振動、音波 の分析、合成、

03 乱流.安 定性、平衡 重ね合せ、干渉

04 内部流 09 音響測定

05 外部流

06 電磁流体波、衝撃波 02 生理 音響、応用 01 音 の感覚的性質、聴覚 、

07 電気流体力学 音響学 音声

08 その他 02 音響学の応用

4

中 分 類08変 形 、 レオ ロ ジ ー 中 分 類10伝 熱

小 文 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

01 レオ ロ ジー 01 一般 01 伝熱 01 一般

02 レオロジーの基礎概念と 02 熱伝導

一般理論 03 温度分布

03 各種 の レオ・ジー現象 04 熱伝達

04 粘度および粘弾性の測定 05 物質移動

06 熱交換器

02 固体の力学 01 噺 07 冷却器

02 基礎概念

03 変形一般

04 変形 に対する抵抗性一般

各種 の変形 と抵抗性 噛

中 分 類11光 学

05

小 分 類 細 分 類
06 変形態 に対する物体の性

質 01 欝 01 十
07 分子間力 02 光の基本的性質

05 レーザ

04 光速度、光圧

也
い

頁
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小 分 類 細 分 類, 小 分 類 細 分 類

05 幾何光学
」08
拡大鏡、望遠鏡、投射器

06 分散、散乱、反射 、吸収 09 分光装置

07 薄膜のう機 10 干渉計、干渉装置

08 干渉、回折 11 応用光学を主体 とした光

09 偏光、複屈折 学 目的以外の測定器

10 異方性物体中の分散

06 掌理光学 01 生理光学測定器

02 ,分 光 01 噸 02 磯

02 スペ ク トル 05 1眼 の光学系

05 天文学、気象単 のための

分光
1

04 分光実験の諸問題 中 分 類12電 磁 気

05 ス ペク トルの理 論

06 スペク トル構造 小 .分 類 細 分 類
、

0ア 吸収、透過 01 電磁気学 01

`

静電気学

08 X線 ス ペ ク トル 02 定常電流

03 磁場

0ろ 測光 01 光検出器 04 電流 と磁場 との相互作用

02 測光の基礎 05 振動電磁場

05 光変調

04 視感測光 02 電子線 、イオン 01 一般

05 分光測光 線 02 電子線 、イオン線の実験、

06 測光の実施 測定

07 写真 03 電子∀イオン源

08 光源 04 電子、イオ ン光学

05 電子線、イオン線の気体 、

04 色 01 色の理論 、表色糸 液体中での散乱 、吸収な

02 色 と色感覚 との関係 ど

03 色の測定 06 電子線、 イオン線 の作用

04 物体色、色再現 07 電子線、 イオン線 の応用

08 電子顕微鏡

05 光学器械 01 峨

02 光学測定機

03 赤字線工学 中 分 類13放 電 、 プ ラ ズ マ

04 写兵機

05 光学材料、光学器械構成
小 分 類 細 分 類

要素 01 蝿 01 十

06 光学系 の性能 、検査 02 気体放電

07 光学顕微鏡 03 液体中の放電
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小 分 類 細 分 類
・中 分 類15液 体 、 気 体

04 固体中の放電

05 放電装置、放電管、その
小 分 類 細 分 類

部分 01 液体、気体 01 液体、溶液

02 気体

02 気体 の電離、ブ 01 一般

ラズ マ 02 気体の電離

05 プ ラズ マ 中 分 類16結 晶 、 非 晶 質

04 プラズマの発生

05 プラズマの測定 小 分 類 細 分 類

06 プラズマの利用 01 表面、薄膜、粉 01 一般

体、非晶質
■

02 固体表面

03 無定形、ガラス状態

中 分,類14原 子 、 分 子 04 粉体 と粒子

05 多孔性 、被浸透性

小 分 類 細 分 類
06 薄膜

01 原子 01 原子 の研究 のための装置
、

02 原子 の波動関数、多電子 02 結晶学「般 01 一般

「
問題の近似解法 02 結晶の幾何学

03 原子の物理量 03 結晶物理学一般

04 原子 のエ ネルギー逆位 、 04 結晶の測定 、結晶の加工

格造

05 原子 の衝突、相互作用 05 格子欠陥 01 峨

06 原子線 02 放射線損傷

07 中間子原子 05 転位、積層欠陥、すぺ り

08 ポ ジ トロニ ウム 04 点欠陥

05 色中心

02 分子 01 一般 06 不純物1

02 分子 の鼓動関数、解法 07 包有物、気孔 、きず

05 分子の物理量
1

04 中間子分子 04 結晶成長 01 結晶の集合

05 分子 のニネルギ一途位
、

02 結 晶の成長 と分解

構造

06 分子の衝突、相互作用 05 構造分析、結晶 01 X線 とX線 装置

07 分子の解離 構造 021 顕微鏡 による構造の観察

08 分子線 05 気体、液体、非晶質の構

09 高分子 造の研究

04 電子顕微鏡観察、 レプ リ

力法、X線 顕微鏡
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小 分 類 細 分 類 小 分 類 細 分 類

05

06

07

08

09

10

11

結 晶化学

X線 による結晶の研究

結晶構造

電子回折、電子放出にょ

る結晶の研究.電 子回折

装置「般

中性子回折に よる結晶の

研究、中性子回折装置一

般

赤外線 による結晶の研究

その他 の方法による結晶

の研究

08 物質の熱力学

中 分 類19物 質の電気的性質'

小 分 類 細 分 類

01

02

03

、

04

誘電体

導電現象

半導体

超伝導

01

02

05

04

05

06

07

08

09

01

02

05

04

05

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

01

02

十

誘電体の共通問題

常誘電体

強誘電体 ・

反強誘電体

フニ リ誘電体

圧電体、電気ひずみ、焦
、

電性物質

エレク トレット

光誘電効果

'一般

電気伝導の基礎的問題

各種物質 の電気抵抗導電

率

光伝導現象

熱電気現象

、一般

半導体 の伝導機構

半導体の固体論,

半導体の諸性 質

半導体に及ぼす種 々の影

響

半導体表面

半導体薄膜

半導体の結晶構造 、調製

と精製,

半導体の諸性質の測定

半導体電子工学

一般

基礎理論

中 分 類17固 体 論

小 分 類 細 分 類

01 固体論 01

02

03

04

05

06

07

08

一般

固体の電子状態

結晶格子 と電子 との相互

作用

格子振動

結晶の結合エネルギー

結晶場

固体 と放射線 との相互作

用

その他

中 分 類 ユ8物 質の熱的性質

小 分 類 細 分 類

01 物質の熱的性質 01

02

05

04

05

06

07

熱伝導機構
'

温度 による体積の変化

熱 に よる状態変化

燃焼、高温の発生

低温現象

.比 熱、熱容量

物理的熱諾意
〉
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小 分 類 細 分'類
中 分 類22核 実 験装 置

03 その他 の理論 お よび実験

04 応用 小 分 類 細 分 類

01 核実験装置 o] 核実験装置、実験法一般

05 電子、 イオン放 01 電子放出' 02
、

核難険用の共通の構成部

出 02 イオ ン放出 品、付属品、補助装置な

ど

'03
放射線検出器、検 出装置

中 分 類20ル ミネセンス 04 核実験用の電子回路

05 高 エネルギー粒子を発生

小 分 類 細 分 類
す る装置`

01 ル ミネ セ ンス 01 一般 06 エ ネル ギー ス ベ ク トロメ

02 発光機構の基礎理論 一 夕ー

03 ル ミネセンスー般 07 質量分析器

04 光 ル ミネセ ンス 08 その他特別な核現象を観

05 エ レク トロル ミネセ ンス 測、測定す るための装置・

06 ・X線 ル ミネセ ン ス

07 陰極 線ル ミネセンス

08 イオ ン線 ル ミネ セ ンス 中 分 類23核 物 理

0.9 放射線ル ミネセンス

10 熱 ル ミネ セ ンス
小 分 類 細 分 類

11 他 のル ミネ セ ンス 1 01 場の量子論 01 一般

02 場 の理論

03 相互作用湯

中 分 類21物 質の磁気的性質 04 統一理論

小 分 類 細 分 類
02 素粒子 01 一般

01 離 01 搬 02 複合模型、素粒子の統一

02- 磁性の理論 05 共鳴準位

03 磁性体の性質' 04 相互作用

05 超高ニネルギー現象

02 磁気共鳴 01 搬 06 光子

02 磁気共鳴共通問題 07 軽粒子

05 殻牙峨象 08 中間子

04 核磁気共鳴 09 重粒子

05 核四重極共鳴 10 軽い粒子

06 電子ス ピン共鳴 11 その他

07 電子核二重共鳴

05 宇宙線 D1 噺

02 一次宇宙線
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小 分 類 細 分 類

03 大気中の宇宙線

04 高エネルギー現象

04 原子核 01 一般

02 核構造

03 放射能、崩壊

04 核反応、

05 放射線 01 噸

02
、

r線 の物質 中での相互作

用

05 電子の物質中での相互作

用

04 中性子の物質中での相互

作用

05 その他 の粒子の物質中で

の相互作用
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